
富士通マイクロエレクトロニクス
CONTROLLER MANUAL

FRファミリ
SOFTUNETM C/C++コンパイラ

マニュアル
V6対応

CM81-00206-5





富士通マイクロエレクトロニクス株式会社

FRファミリ
SOFTUNETM C/C++コンパイラ

マニュアル
V6対応





はじめに

■ 本書の目的と対象読者
本書は , SOFTUNE C/C++ コンパイラ ( 以降 , C/C++ コンパイラと称します ) の使用方
法およびライブラリについて記述しています。

本書は , 本コンパイラを使用して , C言語およびC++言語によりアプリケーションプロ
グラムを作成 , 開発する人を対象にしています。本書をご一読ください。

本書を読むに当たっては , 各MCU(Micro Controller Unit)の基本的な知識が必要です。

本コンパイラは , C 言語については "American National Standard for Information Systems

Programming Language C, X3.159-1989."に準拠しています。本書では , これを "ANSI規
格 "という語で表現しています。C++言語については "ISO/IEC 14882:1998 Programming

languages -- C++"の一部を採用しています。

■ 商標
SOFTUNEは , 富士通マイクロエレクトロニクス株式会社の商標です。

FRは , 富士通マイクロエレクトロニクス株式会社の製品です。

Windowsは , 米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。

UNIX は , X/Open カンパニーリミテッドがライセンスしている米国ならびに他の国に
おける登録商標です。

その他の記載されている社名および製品名などの固有名詞は , 各社の商標または登録
商標です。
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■ 本書の全体構成
本書は , 以下に示す 10の章および付録で構成されています。

第 1章  SOFTUNE C/C++コンパイラの概要

この章では , C/C++コンパイラの概要について説明します。

第 2章  使い始める前に行うシステム内の環境設定  

この章では , C/C++ コンパイラを動作させるための , システム内の環境変数につい
て説明します。

第 3章  C/C++コンパイラの操作

この章では , コマンドの機能仕様について説明します。

第 4章  fcc911sコマンドのオブジェクトプログラムの構成

この章では, FRファミリのプログラムを実行する上で必要なことについて説明しま
す。

第 5章  拡張言語仕様

この章では , コンパイラがサポートしている拡張言語仕様について説明します。ま
た , コンパイラが翻訳処理を行う際の限界についても説明します。

第 6章  実行環境

この章では , オペレーティングシステムが存在していない環境においての実行方法
について説明します。

第 7章  ライブラリの概要

この章では , ライブラリが提供するファイルの構成やライブラリを組み込むシステ
ムとの関係など , ライブラリの概要について説明します。

第 8章  ライブラリの組み込み方法

この章では , ライブラリを使用する際に準備が必要な処理 , および関数について記
述します。

第 9章  コンパイラにより異なる仕様

この章では , コンパイラにより異なる仕様について説明します。ANSI規格を元に規
格化された JIS規格に関連させた記述となっています。

第 10章  シミュレータデバッガ用低水準関数ライブラリ

この章では , シミュレータデバッガ用の低水準関数ライブラリの利用方法について
説明します。

付録

付録では ,ライブラリで提供する型 , マクロ , 関数の一覧とライブラリ固有の動作に
ついて記述します (付録 Aおよび付録 B)。

エラーメッセージの一覧を記述します (付録 C)。

予約済みの pragma指令について記述します (付録 D)。

■ 文法書
C 言語もしくは C++ 言語の文法および標準ライブラリ関数については , 規格に準拠し
た参考書が市販されておりますので , それらをご参照ください。
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• 本資料の記載内容は , 予告なしに変更することがありますので , ご用命の際は営業部門にご確認くださ
い。

• 本資料に記載された動作概要や応用回路例は , 半導体デバイスの標準的な動作や使い方を示したもので ,

実際に使用する機器での動作を保証するものではありません。したがいまして , これらを使用するにあ
たってはお客様の責任において機器の設計を行ってください。これらの使用に起因する損害などについ
ては , 当社はその責任を負いません。

• 本資料に記載された動作概要・回路図を含む技術情報は , 当社もしくは第三者の特許権 , 著作権等の知的
財産権やその他の権利の使用権または実施権の許諾を意味するものではありません。また , これらの使用
について , 第三者の知的財産権やその他の権利の実施ができることの保証を行うものではありません。し
たがって , これらの使用に起因する第三者の知的財産権やその他の権利の侵害について , 当社はその責任
を負いません。

• 本資料に記載された製品は , 通常の産業用 , 一般事務用 , パーソナル用 , 家庭用などの一般的用途に使用
されることを意図して設計・製造されています。極めて高度な安全性が要求され , 仮に当該安全性が確保
されない場合 , 社会的に重大な影響を与えかつ直接生命・身体に対する重大な危険性を伴う用途（原子力
施設における核反応制御 , 航空機自動飛行制御 , 航空交通管制 , 大量輸送システムにおける運行制御 , 生
命維持のための医療機器 , 兵器システムにおけるミサイル発射制御をいう）, ならびに極めて高い信頼性
が要求される用途（海底中継器 , 宇宙衛星をいう）に使用されるよう設計・製造されたものではありませ
ん。したがって , これらの用途にご使用をお考えのお客様は , 必ず事前に営業部門までご相談ください。
ご相談なく使用されたことにより発生した損害などについては , 責任を負いかねますのでご了承くださ
い。

• 半導体デバイスはある確率で故障が発生します。当社半導体デバイスが故障しても , 結果的に人身事故 ,

火災事故 , 社会的な損害を生じさせないよう ,お客様は , 装置の冗長設計 , 延焼対策設計 , 過電流防止対策
設計 , 誤動作防止設計などの安全設計をお願いします。

• 本資料に記載された製品を輸出または提供する場合は , 外国為替及び外国貿易法および米国輸出管理関
連法規等の規制をご確認の上 , 必要な手続きをおとりください。

• 本書に記載されている社名および製品名などの固有名詞は , 各社の商標または登録商標です。
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第 1章
SOFTUNE C/C++コンパイラ

の概要

この章では , C/C++コンパイラの概要について説
明します。C/C++コンパイラは , C言語もしくは
C++言語で記述されたソースプログラムを , 富士
通が提供する MCU(Micro Controller Unit)のアセ
ンブリ言語に翻訳する言語処理系プログラムです。

1.1  C/C++コンパイラの機能

1.2  コマンドの基本的な処理

1.3  C/C++コンパイラの基本的な機能
1



第 1章  SOFTUNE C/C++コンパイラの概要
1.1 C/C++コンパイラの機能

C/C++コンパイラは , C言語もしくは C++言語で表現されたソースファイルを入力
とし , アセンブリ言語で表現されるアセンブラソースファイルを生成します。

■ C/C++コンパイラの機能
C/C++コンパイラの機能により, アセンブラソースファイルが生成されるまでの処理過
程を以下に示します。

● コンパイル

コンパイルは , コンパイラ (cpcoms)によって行われます。コンパイラ (cpcoms)では , C

もしくは C++ソースファイルを , アセンブラソースファイルに変換します。

C/C++ コンパイラを機能させるためには , fcc911s コマンドを使用します。このコマン
ドは , C/C++コンパイラを構成する環境 (インクルードディレクトリの設定など ) を自
動的に設定し , C もしくは C++ ソースファイルのコンパイル処理を制御します。この
ような機能を持つ C/C++コンパイラは , 図 1.1-1 のように構成されます。

図 1.1-1  C/C++コンパイラの構成

以降の各節では , C/C++コンパイラの翻訳処理について , コマンドを使用して説明しま
す。コマンドの機能仕様の詳細については , 「第 3章  C/C++コンパイラの操作」を参
照してください。

ソースファイル

コンパイラ

アセンブラファイル

ヘッダファイル
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第 1章  SOFTUNE C/C++コンパイラの概要
1.2 コマンドの基本的な処理

ここでは , C/C++コンパイラで使用するコマンドの基本的な処理について記述しま
す。C/C++コンパイラでは , 以下のコマンドを使用します。
• fcc911s ： FRファミリ用コマンド

■ コマンドの基本的な処理
コマンドの基本的な処理は , C/C++ソースファイルを入力とし , アブソリュートファイ
ルを生成します。コマンドでは , 拡張子が .cのファイルを Cソースファイルとみなし
ます。また , 拡張子が .cc もしくは .cpp もしくは .cxxのファイルを C++ ソースファイ
ルとみなします。 以下にコマンドの使用例を示します。使用例で示す ">"はコマンドプ
ロンプトです。

【例】

> fcc911s -cpu MB91F154 file.c

上の例のように入力すると , コマンドは , file.cをCソースファイルとみなし , エラーが
検出されなければ , カレントディレクトリにアブソリュートファイル file.absを生成し
ます。

【例】

> fcc911s -o outfile -cpu MB91F154 file.c

上の例のように入力すると , コマンドは , アブソリュートファイル outfile を生成しま
す。コマンドは , -oなどのオプションを指定することにより , 処理過程を制御すること
ができます。

■ コンパイル処理の過程を制御するオプション

● -Pオプション

-Pオプションを指定すると , コマンドはコンパイラを呼び出して前処理を行い , カレン
トディレクトリに前処理済 C もしくは C++ ソースファイルを生成します。生成する
ファイルは , Cの場合は拡張子を .iに変更したファイル , C++の場合は .ippに変更した
ファイルです。

● -Sオプション

-Sオプションを指定すると , コマンドはコンパイラを呼び出してコンパイルを行い , カ
レントディレクトリにアセンブラソースファイルを生成します。生成するファイルは ,

拡張子を .asmに変更したファイルです。

● -cオプション

-cオプションを指定すると , コマンドはコンパイラ , アセンブラを呼び出して , コンパ
イル , アセンブルを行い , カレントディレクトリにオブジェクトファイルを生成しま
す。生成するファイルは , 拡張子を .objに変更したファイルです。
3



第 1章  SOFTUNE C/C++コンパイラの概要
● -oオプション

-oオプションを指定すると , コマンドは処理の結果として , コマンド行で指定したファ
イルを生成します。
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第 1章  SOFTUNE C/C++コンパイラの概要
1.3 C/C++コンパイラの基本的な機能

ここでは , C/C++コンパイラの 3つの基本的な機能について記述します。
• ヘッダファイルの検索
• シンボリックデバッガとの連携
• 最適化
なお , シンボリックデバッガは , C言語もしくは C++言語で作成したプログラムを
解析するための支援ツールです。

■ ヘッダファイルの検索
C もしくは C++ プログラムの #include 指令で , ヘッダファイルを取り込むことができ
ます。角括弧 (< >) で囲まれたヘッダファイルは , 絶対パス名で指定されたときにはそ
のディレクトリから検索されます。それ以外のときには , コンパイラ標準のディレクト
リから検索されます。標準のヘッダファイルは , C/C++コンパイラによって提供されま
す。二重引用符 ("") で囲まれたヘッダファイルは , 絶対パス名で指定されたときにはそ
のディレクトリから検索されます。それ以外のときには , #include行を含むファイルが
あるディレクトリから検索されます。#include行を含むファイルがあるディレクトリに
ヘッダファイルがないときは , 次に標準のディレクトリから検索されます。-Iオプショ
ンは , ヘッダファイルを検索するディレクトリを追加することができます。

【例】

> fcc911s -cpu MB91F154 -I ..¥include file.c

上の例のように入力すると , コマンドは , 角括弧で囲まれたヘッダファイルの検索を ,

次の順序で行います。

1) ..¥include

2) コンパイラ標準のインクルードファイルディレクトリ

また , 二重引用符で囲まれたヘッダファイルの検索は , 次の順序で行います。

1) #include行を含むファイルのカレントディレクトリ

2) ..¥include

3) コンパイラ標準のインクルードファイルディレクトリ

-Iオプションは複数指定することが可能であり , 指定された順に検索します。
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第 1章  SOFTUNE C/C++コンパイラの概要
■ シンボリックデバッガとの連携
-g オプションを指定すると , コンパイラはシンボリックデバッガによって使用される
デバッグ情報を生成します。この情報を生成することにより , シンボリックデバッガに
おいて , C 言語もしくは C++ 言語レベルデバッグが可能になります。シンボリックデ
バッガには , シミュレータデバッガとエミュレータデバッガがあります。

最適化オプション (-O[1-4]) を指定したときは , 以下の点に注意してデバッグしてくだ
さい。最適化オプションを指定すると , コンパイラは , より良いコードを出力するため
に , 演算を行う位置を移動したり , 不必要であると判断した演算を削除したりします。
また , メモリとのデータのやりとりを少なくするために , データをレジスタ上に保持し
ようとします。これにより , ある行にブレークポイントを設定しても , ブレークがかか
らなかったり , あるアドレスのデータを監視していても , 思い通りのタイミングで変化
しなかったりすることが考えられます。また , 使用していないローカル変数や , 最適化
の結果スタック上に領域が必要なくなったローカル変数に対するデバッグ情報は出力
されません。これらの点を考慮してデバッグしてください。

■ 最適化
-O オプションを指定すると , コンパイラは汎用最適化を実施した , より効率の良いオ
ブジェクトを生成します。
6



第 2章
使い始める前に行う

システム内の環境設定

この章では , C/C++コンパイラを動作させるため
の , システム内の環境変数について説明します (環
境変数の設定方法については , 各オペレーティング
システムのマニュアルを参照してください )。なお , 
すべての環境変数は , 省略することができます。ま
た , 提供形態については『C/C++コンパイライン
ストール説明書』を参照してください。
環境変数に設定するディレクトリに使用すること
ができる文字については「3.3  ファイル名とディ
レクトリ名」を参照してください。
【例】
     set   FETOOL=c:\富士通 MCUツール
環境変数で指定するディレクトリ名は二重引用符 
("") で囲まないでください。

2.1  FETOOL

2.2  LIB911

2.3  OPT911

2.4  INC911

2.5  TMP

2.6  FELANG
7



第 2章  使い始める前に行う システム内の環境設定
2.1 FETOOL

FETOOLには , 開発環境をインストールしたディレクトリを指定してください。

■ FETOOL
【記述形式 1  UNIX系 OSの場合】

setenv FETOOL インストールディレクトリ

【記述形式 2  Windowsの場合】

set FETOOL=インストールディレクトリ

コマンドは , FETOOLに設定されたパスからコンパイラ , メッセージファイル , インク
ルードファイルなどをアクセスします。FETOOL が設定されていないときは , 起動し
たコマンドのあるディレクトリの親ディレクトリ ( コマンドがあるディレクトリの位
置 \..) をインストールディレクトリとみなします。ディレクトリを複数記述すること
はできません。

【例  UNIX系 OSの場合】
setenv  FETOOL  /usr/local/softune6

【例  Windowsの場合】
set  FETOOL=c:¥softune6
8



第 2章  使い始める前に行う システム内の環境設定
2.2 LIB911

LIB911には , ライブラリの格納ディレクトリを指定してください。

■ LIB911
【記述形式 1  UNIX系 OSの場合】

setenv LIB911ライブラリディレクトリ [:ディレクトリ 2...]

【記述形式 2  Windowsの場合】

set LIB911=ライブラリディレクトリ [;ディレクトリ 2...]

デフォルトでリンクするライブラリの格納ディレクトリを指定してください。
LIB911が設定されていないときは , FETOOLに設定されたディレクトリからの相対位
置 (%FETOOL%¥lib¥911) をデフォルトライブラリの格納ディレクトリとみなします。

区切り文字で区切ることにより , ディレクトリを複数記述することができます。区切り
文字は , UNIX系 OSの場合はコロン ':', Windowsの場合はセミコロン ';'です。

【例  UNIX系 OSの場合】
setenv  LIB911  /usr/local/softune6/lib/911

【例  Windowsの場合】
set  LIB911=d:¥softune6¥lib¥911
9



第 2章  使い始める前に行う システム内の環境設定
2.3 OPT911

OPT911には , fcc911sコマンドが使用するデフォルトオプションファイルの格納
ディレクトリを指定してください。

■ OPT911
【記述形式 1  UNIX系 OSの場合】

setenv OPT911 デフォルトオプションファイルのディレクトリ

【記述形式 2  Windowsの場合】

set OPT911=デフォルトオプションファイルのディレクトリ

コマンドが使用するデフォルトオプションファイルの格納ディレクトリを , 指定して
ください。
OPT911が設定されていないときは , FETOOLに設定されたディレクトリからの相対位
置 (%FETOOL%¥lib¥911)をデフォルトオプションファイルの格納ディレクトリとみな
します。
なお , ディレクトリを複数記述することはできません。

【例  UNIX系 OSの場合】
setenv OPT911 /usr/local/softune6/lib/911

【例  Windowsの場合】
set OPT911=c:¥softune6¥lib¥911
10



第 2章  使い始める前に行う システム内の環境設定
2.4 INC911

INC911には , 標準ヘッダファイルの格納ディレクトリを設定してください。

■ INC911
【記述形式 1  UNIX系 OSの場合】

setenv INC911  標準インクルードディレクトリ

【記述形式 2  Windowsの場合】

set INC911=標準インクルードディレクトリ

標準ヘッダファイルの格納ディレクトリを設定してください。 INC911 に設定された
ディレクトリを標準インクルードディレクトリとします。INC911が設定されていない
ときは , FETOOL に設定されたディレクトリからの相対位置 (%FETOOL%¥lib¥911
¥include)を標準ヘッダファイルの格納ディレクトリとみなします。

区切り文字で区切ることにより , ディレクトリを複数記述することができます。区切り
文字は , UNIX系 OSの場合はコロン ':', Windowsの場合はセミコロン ';'です。

【例  UNIX系 OSの場合】
setenv  INC911  /usr/local/softune6/lib/911/include

【例  Windowsの場合】
set  INC911=c:¥softune6¥lib¥911¥include
11



第 2章  使い始める前に行う システム内の環境設定
2.5 TMP

Cコンパイラが使用するテンポラリファイルのディレクトリを指定してください。

■ TMP
【記述形式 1  UNIX系 OSの場合】

setenv  TMP  テンポラリディレクトリ

【記述形式 2  Windowsの場合】

set  TMP=テンポラリディレクトリ

C コンパイラが使用するテンポラリファイルを作成する作業用ディレクトリを指定し
てください。TMPが設定されていないときは , カレントディレクトリにテンポラリファ
イルを作成します。
ディレクトリを複数記述することはできません。

【例  UNIX系 OSの場合】
setenv  TMP  /usr/tmp

【例  Windowsの場合】
set  TMP=c:¥tmp
12



第 2章  使い始める前に行う システム内の環境設定
2.6 FELANG

メッセージのコード系を指定します。

■ FELANG
【記述形式 1  UNIX系 OSの場合】

setenv  FELANG  メッセージのコード系

【記述形式 2  Windowsの場合】

set  FELANG=メッセージのコード系

メッセージのコード系を指定します。指定できるコード系は次のいずれかです。
ASCII：

メッセージを ASCIIコードで出力します。メッセージの言語は英語になります。日
本語環境のないシステムのときは , この形式にしてください。

EUC：

メッセージを EUCコードで出力します。メッセージの言語は日本語になります。

SJIS：

メッセージを SHIFT JISコードで出力します。メッセージの言語は日本語になりま
す。FELANGが設定されていないときは , ASCIIが指定されているものとみなしま
す。

【例  UNIX系 OSの場合】
setenv  FELANG  EUC

【例  Windowsの場合】
set  FELANG=SJIS
13



第 2章  使い始める前に行う システム内の環境設定
14



第 3章
C/C++コンパイラの操作

この章では , コマンドの機能仕様について説明しま
す。

3.1  コマンド行

3.2  コマンドのオペランド

3.3  ファイル名とディレクトリ名

3.4  コマンドのオプション

3.5  オプションの詳細

3.6  オプションファイル

3.7  翻訳時メッセージ
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第 3章  C/C++コンパイラの操作
3.1 コマンド行

コマンド行の形式を , 次に示します。
• fcc911s   [options]  operands

■ コマンド行
コマンド行には , オプションとオペランドを指定することができます。オプションとオ
ペランドは , コマンド行のどの位置からでも指定できます。オプションとオペランドは ,
それぞれ複数指定することが可能です。オプションは省略してもかまいません。オプ
ションとオペランドは , それぞれ空白文字列で区切られます。コマンドは , 次に示す順
序でオプションとオペランドを認識します。

1) まずハイフン "-"で始まるものをオプションとして認識し , 次に続く文字列を解
釈して , オプションの種類を判別します。

2) オプションの中で引数を持つものに対しては ,次に続く文字列を引数とみなしま
す。

3) 最後にコマンド行に残ったものを , オペランドとして認識します。

【例】
>fcc911s file1.c -S -I ¥home¥myincs file2.c -cpu MB91F154

まず , -Sと -Iをオプションとして認識します。-Iオプションは引数を持つので , 次
に続く文字列 ¥home¥myincs を引数とみなします。そして最後に残った , file1.c と
file2.cをオペランドとみなします。

オプション：
-S, -I ¥home¥myincs

オペランド：
file1.c, file2.c

■ コマンドの処理
コマンドは , 各入力ファイルに対して , 指定された順にコンパイラ , アセンブラ , およ
びリンカを呼び出し , コンパイル , アセンブル , およびリンクを行います。各モジュー
ルごとの結果は , 入力ファイルの拡張子を .obj に変更したファイルに出力します。リ
ンク後の結果は -o オプションで変更しない限り , 最初に指定したファイルの拡張子を
.absに変更したファイルに出力します。

【例】
>fcc911s file1.c file2.c file3.c -cpu MB91F154

ファイル file1.c, file2.c, file3.cに対して , コンパイル , アセンブル , およびリンクを行
い , ファイル file1.absを生成します。
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第 3章  C/C++コンパイラの操作
3.2 コマンドのオペランド

オペランドには , 複数の入力ファイルを指定することができます。

■ コマンドのオペランド
コマンドは , 入力ファイルの拡張子によりファイルの種類を判別し , それぞれの種別に
対応する処理を行います。なお , 拡張子を省略することはできません。

ファイル指定：
指定できるファイルには , Cソースファイル , 前処理済 Cソースファイル , C++ソース
ファイル , 前処理済 C++ ソースファイル , アセンブラソースファイルおよびオブジェ
クトファイルがあります。
ファイルの拡張子：
入力ファイル拡張子とコマンドの処理の関係を , 表 3.2-1 に示します。

表 3.2-1   拡張子とコマンドの処理の関係

オプションの指定により , 対応する処理が抑止されることがあります。

【例】
>fcc911s file1.c file2.asm -cpu MB91F154

ファイル file1.cに対して , コンパイル , アセンブルを行い , 次に file2.asmに対して ,

アセンブルを行い , 最後にリンクを行って , file1.absを生成します。

拡張子 コマンドの処理

.c Cソースファイルとみなして , コンパイル以降の処理を行います。

.i 前処理済 Cソースファイルとみなして , コンパイル処理以降の処理を行います。

.cc C++ソースファイルとみなして , コンパイル以降の処理を行います。

.cpp C++ソースファイルとみなして , コンパイル以降の処理を行います。

.cxx C++ソースファイルとみなして , コンパイル以降の処理を行います。

.ipp 前処理済 C++ソースファイルとみなして , コンパイル以降の処理を行います。

.asm コンパイル処理済アセンブラソースファイルとみなして , アセンブル処理以降の
処理を行います。

.obj アセンブル処理済オブジェクトファイルとみなしてリンク処理以降の処理を行い
ます。

.abs リンク処理済アブソリュートファイルとみなして , エラーを出力します。アブソ
リュートファイルは指定できません。
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第 3章  C/C++コンパイラの操作
3.3 ファイル名とディレクトリ名

ファイル名およびディレクトリ名として使用できる文字は以下のとおりです。

■ ファイル名とディレクトリ名

● Windowsの場合

英数字 , ¥ / : * ? " < > | 以外の記号 , シフト JIS漢字コードおよびシフト JIS半角仮名コー
ド。ロングファイル名をオプションとオペランドに指定するときは , ファイル名を二重
引用符 ("") で括ってください。なお , 環境変数に設定するときは , 二重引用符は使用で
きません。

● UNIX系 OSの場合

アンダバー "_"および英数字 (ただし , 先頭文字はアンダバー "_"および英字のみ ) 

● モジュール名について

モジュール名は , ファイル名から生成されます。モジュール名として使用できる文字は ,
アンダバー "_" および英数字 ( ただし , 先頭文字はアンダバー "_" および英字のみ ) で
す。ファイル名にこれ以外の文字が使用されているときは , モジュール名として使用で
きない文字をアンダバー "_" に変換します。変換後のモジュール名が同一となるよう
なファイル名は使用しないでください。
【例】

#abc.c と _abc.cは同じモジュール名 (_abc)になります。
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第 3章  C/C++コンパイラの操作
3.4 コマンドのオプション

コマンドのオプションについて説明します。

■ オプションのシンタックス
オプションは , ハイフン "-"と次に続く 1つ以上の文字からなります。また , オプショ
ンの中には , 引数を持つものがあります。オプションと引数の間には , 空白文字列を入
れてください。コマンドのオプションは , グルーピングして指定することはできませ
ん。グルーピングによる指定とは , 例えば , -Sオプションと -gオプションを , -Sgのよ
うな形式で指定する方法です。

■ 同一オプションの複数指定
同一のオプションが複数指定されたときには , コマンド行で最後に指定されたオプ
ションのみを有効とします。
【例】

>fcc911s -o outfile file.c -o outobj -cpu MB91F154

出力するファイルの名前は , outobjになります。

次に示すオプションは , 複数の指定が可能であり , それぞれの指定が意味を持ちます。

● 複数の指定が意味を持つオプション

-D, -f, -I, -INF, -K, -L, -l, -ra, -ro, -sc, -T, -U, -x, -Y

これらのオプションが複数指定されたときの意味については , 各オプションの詳細を
参照してください。

■ コマンド行での位置
オプションのコマンド行での位置は , 特別な意味を持ちません。すなわち , コマンド行
のどの位置で指定しても , 同じ意味で解釈されます。

【例】
1) >fcc911s -C -E file1.c file2.c -cpu MB91F154

2) >fcc911s file1.c -E file2.c -C -cpu MB91F154

1), 2) とも , 同一の処理が行われます。

■ 排他関係と依存関係
オプションの中には , オプション間で排他関係を持つもの , または依存関係を持つもの
があります。オプション間の排他関係および依存関係については , 各オプションの詳細
を参照してください。

■ 大文字と小文字の区別
オプションは , 大文字と小文字を区別しています。例えば , -Oと -oは違うオプション
です。サブオプションは大文字と小文字を区別しません。例えば , -K eopt と -K EOPT
は同じオプションです。サブオプションとは , -Kオプションや -INFオプションに続く
文字列のことをいいます。
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第 3章  C/C++コンパイラの操作
3.4.1 コマンドのオプション一覧

コマンドは , 引数を指定せずに起動すると , オプションの一覧を標準出力に出力しま
す。コマンドのオプションの一覧を , 表 3.4-1 および表 3.4-2 に示します。一覧で示
されるものが , コマンドが認識するオプションです。

■ コマンドのオプション一覧

表 3.4-1   コマンドのオプション一覧  (1 / 3)

指定形式 機能概要

-align { FUNC4 | FUNC8 } 分岐ラベルを整列することを指定する。

-B C++スタイルのコメント // を許す。

-C 前処理結果にコメントを残す。

-c アセンブルまでの処理を行い , 結果を .objに出力する。

-cif filename CPU情報ファイルを指定する。

-cmsg コンパイル処理の終了メッセージを標準出力に出力する。

-CO FR80-FR互換オブジェクトを生成する。

-cpu MB番号 使用する CPUのMB番号を指定する。

-cwno 警告発生時の終了コードを 1にする。

-D name [= [tokens]] マクロ nameを定義する。

-E 前処理のみを行い , 結果を標準出力に出力する。

-e name プログラムのエントリを指定する。

-f filename オプションファイルを指定する。

-g デバッグに必要な情報をオブジェクトに追加する。

-H 取り込まれたヘッダファイルのパス名を , 標準出力に出力する。

-HH 取り込まれたヘッダファイルのパス名を標準出力に表示し，オ
ブジェクトを生成する。

-help オプション一覧を標準出力に出力する。

-I dir 検索するヘッダファイルのディレクトリを指定する。

-INF LIST アセンブルリストを生成する。

-INF LONGMESSAGE 翻訳時メッセージを詳細にする。

-INF {SRCIN｜ LINENO} アセンブラソースに , 対応するCソースの情報をコメントで挿入
する。

-INF STACK [=filename] スタック使用量情報を生成する。

-J {a｜ c｜ e} コンパイラが解釈する言語仕様レベルを指定する。

-K {A1 ｜ A4} 静的データの最低境界整合値を指定する。
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-K EOPT 演算の評価方法を変更する最適化を行う。

-K CNC CONSTセクションの外部シンボルの取り扱い方法を指定する。

-K {DCONST｜ FCONST} 接尾語なしの実数定数の型を指定する。

-K REALOS µITRON3.0システムコール関数をインライン展開する。

-K LIB 標準関数の動作を認識してインライン展開 /他の関数への置換え
を行う。

-K LONGLONG long long型を 8バイト整数型として扱う。

-K NOALIAS 異なるポインタは同一領域を指さないとして最適化する。

-K NOINTLIB 割込み関連関数をインライン展開しない。

-K NOUNROLL ループアンローリング抑止。

-K NOVOLATILE __io修飾変数を volatileと見なさない。

-K {SIZE｜ SPEED} サイズ /実行速度を重視して最適化を選択する。

-K MERGESTRING 同一の文字列リテラルの実体を 1つにまとめる。

-K {SCHEDULE｜ NOSCHEDULE} スケジューラの呼び出しを指定する。

-K {SARG｜ DARG} 引数領域の獲得方法を指定する。 

-K {SHORTADDRESS[= {CODE｜DATA}]｜
LONGADDRESS [= {CODE｜ DATA}]}

外部シンボルの取り扱い方法を指定する。

-K {UCHAR｜ SCHAR} 単なる char の符号の取り扱いを指定する。

-K {UBIT｜ SBIT} 単なる intのビットフィールドの符号の取り扱いを指定する。

-kanji {SJIS｜ EUC} プログラム中で使用する漢字コードを指定する。

-L path1 [, path2...] ライブラリパスを指定する。

-l lib1 [, lib2...] ライブラリファイル名を指定する。

-m リンク時に mapファイルを出力する。

-O level 汎用最適化を指示する。

-o pathname 結果を pathnameに出力する。

-P 前処理のみを行い , 結果を .iに出力する。

-ra name=start/end RAM領域を指定する。

-ro name=start/end ROM領域を指定する。

-S コンパイルまでの処理を行い , 結果を .asmに出力する。

-s defname=newname[, attr  [, address]] セクション名を変更する。

-sc param セクション配置を指定する。

-startup file スタートアップファイル名を指定する。

-T item, arg1 [, arg2...] ツールに引数を渡す。

-U name マクロ name の定義を取り消す。

表 3.4-1   コマンドのオプション一覧  (2 / 3)

指定形式 機能概要
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-V 実行されたコンパイラ・ツールのバージョン情報を , 標準出力に
出力する。

-varorder {SORT｜ NORMAL} 静的変数の配置方法を指定する。

-w [level] 警告メッセージの出力レベルを指定する。

-Xdof デフォルトオプションファイルの読み込みを抑止する。

-x func [, fun2...] 関数のインライン展開を指定する。

-xauto [size] 論理行が size行以下の関数をインライン展開の対象とする。

-Y item, dir item の位置を dirに変更する。

表 3.4-1   コマンドのオプション一覧  (3 / 3)

指定形式 機能概要

表 3.4-2    コマンドのオプション一覧 (C++ソース用 )

指定形式 機能概要

-t {none｜ used｜ all｜ local} テンプレートの実体化方法を指定する。

--alternative_tokens 代替キーワードを有効にする。

--no_auto_instantiation テンプレートの自動実体化機能を抑止する。

--old_for_init forの初期化式内の宣言のスコープを ANSI以前の仕様にする。

--for_init_diff_warning --old_for_init と --new_for_init解釈が異なる部分についての警告の制御を行
う。

--suppress_vtbl 仮想関数テーブルの定義を抑止する。

--force_vtbl 仮想関数テーブルの定義を強制する。
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3.4.2 コマンドの取り消しオプション一覧

コマンドのオプションを個別に取り消すオプションです。コマンドの取り消しオプ
ションの一覧を , 表 3.4-3 および表 3.4-4 に示します。

■ コマンドの取り消しオプション一覧

表 3.4-3   コマンドの取り消しオプション一覧  (1 / 2)

指定形式 機能概要

-Xalign -alignオプションを取り消す。

-XB -B オプションを取り消す。

-XC -C オプションを取り消す。

-Xcmsg -cmsg オプションを取り消す。

-XCO -COオプションを取り消す。

-Xcwno -cwno オプションを取り消す。

-Xe -e オプションを取り消す。

-Xf -f オプションを取り消す。

-Xg -g オプションを取り消す。

-XH -H オプションを取り消す。

-XHH -HHオプションを取り消す。

-Xhelp -help オプションを取り消す。

-XI -I オプションを取り消す。

-Xm -m オプションを取り消す。

-INF NOLINENO LINENO サブオプションを取り消す。

-INF NOLIST LIST サブオプションを取り消す。

-INF NOSRCIN SRCIN サブオプションを取り消す。

-INF NOSTACK STACK サブオプションを取り消す。

-INF SHORTMESSAGE LONGMESSAGE サブオプションを取り消す。

-K ALIAS NOALIAS サブオプションを取り消す。

-K INTLIB NOINTLIB サブオプションを取り消す。

-K NOCNC CNC サブオプションを取り消す。

-K NOREALOS REALOS サブオプションを取り消す。

-K NOEOPT EOPT サブオプションを取り消す。

-K NOLIB LIB サブオプションを取り消す。
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-K NOLONGLONG LONGLONGサブオプションを取り消す。

-K UNROLL NOUNROLL サブオプションを取り消す。

-K VOLATILE NOVOLATILE サブオプションを取り消す。

-K NOMERGESTRING MERGESTRING サブオプションを取り消す。

-XL -L オプションを取り消す。

-Xl -l オプションを取り消す。

-Xo -o オプションを取り消す。

-Xra -ra オプションを取り消す。

-Xro -ro オプションを取り消す。

-Xs -s オプションを取り消す。

-Xsc -sc オプションを取り消す。

-Xstartup -startup オプションを取り消す。

-XT item -Tの item に対する指定を取り消す。

-XV -V オプションを取り消す。

-Xx -x オプションを取り消す。

-Xxauto -xauto オプションを取り消す。

-XY item -Yの item に対する指定を取り消す。

表 3.4-3   コマンドの取り消しオプション一覧  (2 / 2)

指定形式 機能概要

表 3.4-4   コマンドの取り消しオプション一覧 (C++ソース用 )

指定形式 機能概要

--no_alternative_tokens --alternative_tokens オプションを取り消す。

--auto_instantiation --no_auto_instantiation オプションを取り消す。

--new_for_init --old_for_init オプションを取り消す。

--no_for_init_diff_warning --for_init_diff_warning オプションを取り消す。
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3.5 オプションの詳細

ここでは , オプションの詳細について説明します。

■ 翻訳制御関連オプション
翻訳制御関連オプションは , 前処理 , コンパイラ , アセンブラ , リンカの呼び出し制御
に関連するオプションです。

■ 前処理関連オプション
前処理関連オプションは , 前処理の動作に関連するオプションです。

■ 情報出力関連オプション
情報出力関連オプションは , コマンド , 前処理やコンパイラの情報出力に関連するオプ
ションです。

■ 言語仕様関連オプション
言語仕様関連オプションは , コンパイラが認識する言語仕様に関連するオプションで
す。

■ 最適化関連オプション
最適化関連オプションは , コンパイラが施す最適化に関連するオプションです。

■ 出力オブジェクト関連オプション
出力オブジェクト関連オプションは , 出力するオブジェクトの形式に関連するオプ
ションです。

■ デバッグ情報関連オプション
デバッグ情報関連オプションは , シンボリックデバッガが参照するデバッグ情報に関
連するオプションです。

■ コマンド関連オプション
コマンド関連オプションは , コマンドが呼び出す他のツールに関連するオプションで
す。

■ リンケージ関連オプション
リンケージ関連オプションは , リンケージに関連するオプションです。

■ オプションファイル関連オプション
オプションファイル関連オプションは , オプションファイルに関連するオプションで
す。
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3.5.1 翻訳制御関連オプション

翻訳制御関連オプションは , 前処理 , コンパイラ , およびアセンブラのリンカ呼び出
し制御に関するオプションです。

■ 翻訳制御関連オプション
翻訳制御関連オプションは , 次に示す優先順位を持ちます。指定した順序は関係ありま
せん。

-E ＞ -P ＞ -S ＞ -c

翻訳制御関連オプションの排他関係を表 3.5-1 に示します。

-Eオプションと -Pオプションが同時に指定されたときについては , 下記を参照してく
ださい。

● -Eオプション

-Eオプションは , すべてのファイルに対して前処理のみを行い , 結果を標準出力に出力
します。出力結果には , コンパイラが必要とする , 前処理が生成した前処理指令が含ま
れます。前処理が生成する前処理指令の情報の対象となるのは , #line, #pragma 指令で
す。なお , -P オプションが同時に指定されたときには , 前処理が生成した前処理指令が
抑止されます。
入力ファイルが Cソースファイルもしくは C++ソースファイルでないときには , 何も
しません。
【例】

>fcc911s  -E  -cpu  MB91F154  sample.c

sample.cに対して前処理を行った結果を標準出力に出力します。

● -Pオプション

-Pオプションは , Cソースファイルもしくは C++ソースファイルに対して前処理のみ
を行い , 拡張子を .iもしくは .ippに変更したファイルに結果を出力します。-Eオプショ
ン指定時と異なり , 出力結果に前処理が生成した前処理指令は含まれません。

入力ファイルが Cソースファイルでないときには , 何もしません。

表 3.5-1    翻訳制御関連オプションの排他関係

指定されたオプション 無効となるオプション

-E -S, -c

-P -S, -c

-S -c

-c なし
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【例】
>fcc911s -P  -cpu  MB91F154  sample.c

sample.cに対して前処理を行った結果を sample.iに出力します。

【例】
>fcc911s -P  -cpu  MB91F154  sample.cpp

sample.cppに対して前処理を行った結果を sample.ippに出力します。

● -Sオプション

-S オプションは , コンパイルまでの処理を行い , 拡張子を .asm に変更したファイルに
結果のアセンブラソースを出力します。
入力ファイルが C ソースファイルまたは前処理済 C ソースファイルでないときには ,
何もしません。
【例】

>fcc911s -S  -cpu  MB91F154  sample.c

sample.c に対して前処理およびコンパイル処理を行った結果を sample.asmに出力し
ます。

● -cオプション

アセンブルまでの処理を行い , 拡張子を .objに変更したファイルに , 結果のオブジェク
トを出力します。
入力ファイルがオブジェクトファイルのときには , 何もしません。

【例】
>fcc911s  -c  -cpu  MB91F154  sample.c

sample.c に対して前処理 , コンパイル処理およびアセンブル処理を行った結果を
sample.objに出力します。

ファイルの種別と翻訳制御関連オプションに対して行われる処理の関係を , 表 3.5-2 に
示します。

P : 前処理
C : コンパイル
A : アセンブル
L : リンク

表 3.5-2    ファイル種別と翻訳制御関連オプションに対して行われる処理の関係

オプションファイル種別 -E -P -S -c 指定なし

C/C++ソースファイル P P P, C P, C, A P, C, A, L

前処理済 C/C++ソースファイル － － C C, A C, A, L

アセンブラソースファイル － － － A A, L

オブジェクトファイル － － － － L
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【例】
>fcc911s  -E  file1.c  file2.i  -cpu  MB91F154

ファイル file1.cに対して前処理のみを行い , 結果を標準出力に出力します。file2.iに
対しては何も行いません。

>fcc911s  -S  file1.c  file2.i  file3.asm  -cpu  MB91F154

ファイル file1.c に対しては前処理とコンパイルが , ファイル file2.i に対してはコン
パイルがそれぞれ行われます。ファイル file3.asmに対しては何も行いません。結果
として , カレントディレクトリにファイル file1.asmと file2.asmが生成されます。
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3.5.2 前処理関連オプション

前処理関連オプションは , 前処理の動作に関するオプションです。前処理が行われ
ないときには , 前処理関連オプションは無効になります。

■ 前処理関連オプション
前処理関連オプションについて説明します。

● -Bオプションと -XBオプション

-Bオプションは , C言語ソースで // 以降をコメントとします。

-XBオプションは , -Bオプションを取り消します。なお , このオプションは C++言語
ソースに指定されても無視されます。
-Jcオプションが指定された場合は ,-Bオプションの指定が無効になります。

【例】
入力： void func()

{

// 空の関数

}

操作： fcc911s  -S  -B  -cpu  MB91F154  sample.c

● -Cオプションと -XCオプション

-Cオプションは , 前処理指令行の注釈以外のすべての注釈を , 前処理結果として残しま
す。このオプションの指定がないときは , 注釈は 1つの空白文字に置き換えられます。

-XCオプションは , -Cオプションを取り消します。

【例】
入力： /*  コメント */

void  func(void) {}

操作： fcc911s  -C  -E  -cpu  MB91F154  sample.c

出力： #  1  "test5.c"

/*  コメント */

void  func(void) {}
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● -D name [= [tokens]]オプション

tokens をマクロ定義として , マクロ name を定義します。このオプションは , 次に示す
#define指令と等しくなります。

#define name tokens

=tokens の省略時には , tokens として 1 が与えられます。tokens の省略時には指定字句
がソースファイル上から削除されます。-Dオプションにおけるエラーは , #define指令
におけるエラーと同じになります。本オプションは , 複数の指定が可能です。

【例】
>fcc911s  -D  os=m  -D  sys  file.c  -cpu  MB91F154

ファイル file.cで , osが m, sysが 1でマクロ定義されたものとして処理します。

● Hオプションと -XHオプション

-H オプションは , 前処理時に取り込まれるヘッダファイルのパス名を , 標準出力に出
力します。パス名は取り込まれる順に , 一行に 1つずつ出力します。ただし , 同一のパ
ス名が出現したときには , 初めのパス名のみ出力されます。 本オプションの指定時には ,
コマンドは -Eオプションを内部的に設定し , すべてのファイルに対して前処理のみを
行います。ただし , 前処理結果の出力はしません。なお , -XH オプションは , -H オプ
ションを取り消します。
【例】

入力： #include  <stdio.h>

#include  "head.h"

操作： fcc911s  -H  -cpu  MB91F154  sample.c

出力： /usr/softune5/lib/911/include/stdio.h

./head.h

● -HH オプションと -XHH オプション

-HHオプションは , 前処理時に取り込まれるヘッダファイルのパス名を , 標準出力に出
力します。パス名は取り込まれる順に , 一行に 1つずつ出力します。

ただし , 同一のパス名が出現したときには , 初めのパス名のみ出力されます。

-HH オプションは , -H オプションとは異なり , 翻訳制御オプション (-E, -P, -S, -c)の指
定に応じて , オブジェクトファイルを出力します。

-XHHオプションは , -HHオプションを取り消します。

【例】
入力： #include <stdio.h>

#include "head.h"

操作： fcc911s -HH -S -cpu MB91F154 sample.c

出力：/usr/softune6/lib/911/include/stdio.h

./head.h
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● -I dirオプションと -XIオプション

ヘッダファイルの検索を , 標準のディレクトリより先に , dir で指定されたディレクト
リから行うように変更します。標準のディレクトリは , fcc911sコマンドでは ${INC911}
です。
このオプションは複数の指定が可能であり , 指定順に検索されます。オプションが指定
されたとき , ヘッダファイルの検索は , 次に示すディレクトリの順で行います。

【角括弧 (＜＞ ) で囲まれたヘッダファイル】

1)  -I オプションで指定されたディレクトリ

2)  標準のディレクトリ

【二重引用符 ("") で囲まれたヘッダファイル】

1)  #include 行を含むファイルがあるディレクトリ

2)  -I オプションで指定されたディレクトリ

3)  標準のディレクトリ

ヘッダファイルが絶対パス名で指定されたときには , 指定された絶対パス名のみ検索
します。

存在しない dir が指定されたときには , 本オプションは無効となります。

-XIは , -I オプションを取り消します。

● -U name

-Dで指定されたマクロ nameの定義を取り消します。本オプションは , 次に示す #undef
指令に等しくなります。

#undef name

-Dと -Uオプションの両方で , 同じ nameが指定されたときには , オプションの指定順
序に関係なく , nameの定義を取り消します。本オプションは , 複数の指定が可能です。

-Uオプションにおけるエラーは , #undef指令におけるエラーと同じになります。

【例】
>fcc911s  -U  m  -D  n  -D  m  file.c  -cpu  MB91F154

-Dオプションで定義されたマクロ mの定義を取り消します。
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3.5.3 情報出力関連オプション

情報出力関連オプションは , コマンド , 前処理 , およびコンパイラの情報出力に関す
るオプションです。

■ 情報出力関連オプション

● -cmsgオプション

コンパイル処理の完了メッセージを出力します。
【例】

操作： fcc911s  -cmsg  -S  -cpu  MB91F154  sample.c

出力： COMPLETED  C  Compile, FOUND NO ERROR : sample.c

● -cwnoオプション

警告レベルのエラー発生時の終了コードを 1 にします。このオプションを指定してい
ないときの終了コードは 0です。

● -helpオプションと -Xhelpオプション

オプション一覧を標準出力に出力します。
-Xhelpは , -helpオプションを取り消します。

【例】
>fcc911s  -help

コマンドのオプション一覧を標準出力に出力します。

● -INF LINENOオプションと -INF NOLINENOオプション

-INF LINENO オプションは , アセンブラソースファイル内に C もしくは C++ ソース
ファイルの行番号をコメントとして挿入することを指定します。
LINENOサブオプションは , SRCINサブオプションと同時に指定できません。

なお , NOLINENOサブオプションは , LINENOサブオプションを取り消します。

【例】
入力： void  func(void){}

操作： fcc911s  -INF  lineno  -S  -cpu  MB91F154  sample.c
出力： _func:

ST RP, @-SP

ENTER #4

;;;; sample.c, line  1

L_func:

LEAVE

LD @SP+, RP

RET
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● -INF LISTオプションと -INF NOLISTオプション

-INF LIST オプションは , アセンブルリストを出力します。カレントディレクトリに
ソースファイル名の拡張子を .lstに変更したファイルを生成します。アセンブルリスト
はアセンブル時に生成されるので , アセンブルを行わないときは生成されません。アセ
ンブルリストの詳細については , 『アセンブラマニュアル』を参照してください。

なお , NOLISTサブオプションは , LISTサブオプションを取り消します。

【例】
>fcc911s  -INF list  -c  -cpu  MB91F154  sample.c

sample.c に対して前処理 , コンパイル処理 , およびアセンブル処理を行った結果を
sample.objに出力し , そのとき生成されたアセンブルリストを sample.lstに出力しま
す。

● -INF SRCINオプションと -INF NOSRCINオプション

-INF SRCINオプションは , アセンブラソースファイル内に , CもしくはC++ソースファ
イルをコメントとして挿入することを指定します。NOSRCIN サブオプションは ,
SRCINサブオプションを取り消します。

なお , LINENOサブオプションと同時に指定できません。

【例】
入力： void  func(void){}

操作： fcc911s  -INF  srcin  -S  -cpu  MB91F154  sample.c

出力： _func:

ST RP, @-SP

ENTER #4

;;;; void func(void){}

L_func:

LEAVE

LD @SP+,  RP

RET

● -INF STACK [=file]オプションと -INF NOSTACKオプション

-INF STACK [=file]オプションは , スタック使用量情報を出力します。カレントディレ
クトリに指定されたファイルを生成し , スタック使用量情報を出力します。fileが指定
されないときは , 同時にコンパイルされたすべてのファイルの , それぞれのソースファ
イル名の拡張子を .stkに変更したファイルを生成し出力します。

スタック使用量情報の利用方法や情報ファイルの仕様については , 『SOFTUNE C/C++
アナライザマニュアル』を参照してください。
なお , NOSTACKサブオプションは , STACKサブオプションを取り消します。

【例】
入力： extern  void  sub(void);

void  func(void){sub();}

操作： fcc911s  -INF  stack  -S  -cpu  MB91F154  sample.c
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出力： @sample.c

# E=Extern S=Static I=Interrupt

# {Stack} {E|S|I} {function name} [A]

# -> {E|S} {call function}

# ...

#

8 E _func

-> E _sub

● -o pathnameオプションと -Xoオプション

-o pathnameオプションは , 出力ファイル名を pathnameにします。このオプションを指
定しないときは , それぞれのファイル形式のデフォルトに従います。

-Xoオプションは , -oオプションを取り消します。

【例】
>fcc911s  -o  output.asm  -S  -cpu  MB91F154  sample.c

sample.c に対して前処理およびコンパイル処理を行った結果を output.asm に出力し
ます。

● -Vオプションと -XVオプション

-V オプションは , 実行されたコンパイラの各ツールのバージョン情報を , 標準出力に
出力します。なお , -XVオプションは , -Vオプションを取り消します。

【例】
FR Family SOFTUNE C/C++ Compiler V60L01

ALL RIGHTS RESERVED, COPYRIGHT (C) FUJITSU LIMITED 1998

LICENSED MATERIAL - PROGRAM PROPERTY OF FUJITSU LIMITED

● -w [level]オプション

-w [level]オプションは , 診断メッセージのうち , 警告メッセージの出力レベルを指定し
ます。levelは , 0から 8の間で指定することができますが , 1から 8の指定による違い
はありません。このレベル指定は SOFTUNE C コンパイラとのオプションの互換性を
得るために用意されています。levelが 0のときは , 警告メッセージは出力されません。
level 記述を省略したときは , 0 と解釈されます。-w [level] オプション自体を省略した
ときは , -w 1 が適用されます。なお , 診断メッセージの形式の詳細については , 「3.7
翻訳時メッセージ」を参照してください。
【例】

入力： const  unsigned int  a=-1; 
操作： fcc911s  -INF  srcin  -S  -cpu  MB91F154  sample.c
出力： *** sample.c(1) W1068B: warning: integer conversion resulted in a 

change of sign

操作： fcc911s  -w  -S  -cpu  MB91F154  sample.c
出力： (なし ) 
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● --for_init_diff_warningオプションと --no_for_init_diff_warningオプション

--for_init_diff_warningオプションは , 入力ファイルがC++ソースファイルのときのみ有
効です。--old_for_initオプションが指定されているとき , このオプションは無視されま
す。このオプションは , for文の初期化指定において C++の仕様が古いものと新しいも
のとで解釈が異なるときに警告メッセージを出力することを指定します。
--no_for_init_diff_warning オプションは --for_init_diff_warning オプションの指定を取り
消します。
【例】

入力：

void func(int);

int i;

main()

{

for(int i=0; i<10; i++)

func(i);

func(i);

}

操作： fcc911s -S -cpu MB91F154 --for_init_diff_warning sample.cpp

出力： *** sample.cpp(7) W1780B: warning: reference is to variable "i" 

(declared at line 2) -- under old for-init scoping rules it would 

have been variable "i" (declared at line 5)

● -INF LONGMESSAGEオプションと -INF SHORTMESSAGEオプション

-INF LONGMESSAGE オプションはコンパイラの診断メッセージを詳細にします。"^"
マークによって問題の起こった位置を表します。ただし , エラーの種類によっては適切
ではない位置を指し示す場合がありますので注意してください。また , プロポーショナ
ルフォントで診断メッセージを表示している場合は指摘位置がずれて見えますので注
意してください。
-INF SHORTMESSAGEオプションは -INF LONGMESSAGEオプションの指定を取り消
します。
【例】

入力：

int a b;

void func()

{

}

操作： fcc911s -S -cpu MB91F154 -INF LONGMESSAGE sample.c

出力： *** sample.c(1) E4065B: expected a ";"

int a b;

^
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3.5.4 言語仕様関連オプション

言語仕様関連オプションは , コンパイラが認識する言語仕様に関するオプションで
す。

■ 言語仕様関連オプション

● -J {a｜ c｜ e}オプション

コンパイラ (前処理を含む ) が解釈する , 言語仕様のレベルを指定します。

-Jaを指定したときは , 拡張仕様を含む , ANSI規格の仕様で解釈します。

-Jcを指定したときは , 厳密に ANSI規格の仕様で解釈します。拡張仕様に対しては , 警
告メッセージを出力します。また ,以下の機能が無効になります。

-Bオプション指定 (C++スタイルのコメント //を許す )

-Je を指定したときは , C++ ソースファイルに対しては EC++ 仕様で解釈します。通常
の警告に加え , EC++ の範囲外の仕様に対して警告メッセージを出力します。Cソース
ファイルに対しては -Ja とまったく同じ意味になります。

なお , -J{a|c|e}オプションを省略したときは , -Jeが適用されます。

● -K {DCONST｜ FCONST}オプション

FCONSTサブオプションは , 接尾語が指定されていない浮動小数点定数を float型とし
て扱います。DCONST サブオプションは , 接尾語が指定されていない浮動小数点定数
を double型として扱います。省略したときは , -K DCONSTが適用されます。

【例】
入力： extern  float   f1, f2;

void  func(void){ f1 = f2+1.0;}

操作： fcc911s -K fconst -cpu MB91F154 -S sample.c

出力： _func:

ST RP,  @-SP

ENTER #4

LDI:32 #_f2, R12

LD @R12, R4

LDI #H'3F800000,  R5

CALL32 __addf,  R12

LDI:32 #_f1, R12

ST R4, @R12

L_func:

LEAVE

LD @SP+, RP

RET
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● -K NOINTLIBオプションと -K INTLIBオプション

NOINTLIB サブオプションは , 割込み関連関数 (__DI(), __EI(), __set_il()) をインライン
展開せず , 通常の関数呼び出しを行います。なお, INTLIBサブオプションは , NOINTLIB
サブオプションを取り消します。
【例】

入力： void  func(void){ __DI();}

操作： fcc911s  -K  nointlib  -cpu  MB91F154  -S  sample.c
出力： _func:

ST RP,  @-SP

ENTER #4

CALL32 ___DI, R12

L_func:

LEAVE

LD @SP+, RP

RET

● -K NOVOLATILEオプションと -K VOLATILEオプション

NOVOLATILE サブオプションは , __io 型修飾子が付けられた変数を volatile 型である
と認識しないことを指定します。これにより , __io 型修飾子が付けられた変数が最適
化の対象になります。なお , VOLATILE サブオプションは , NOVOLATILE サブオプ
ションを取り消します。
【例】

>fcc911s  -K  novolatile  -S  -O  -cpu  MB91F154  sample.c

sample.c において __io 型修飾された変数を処理するとき volatile 型修飾されている
変数として扱わず , 最適化の対象とします。

● -K {UCHAR｜ SCHAR}オプション

-K {UCHAR｜ SCHAR}オプションは , char型の最上位ビットを符号ビットとして扱う
かどうかを指定します。UCHARサブオプションを指定したときは , 最上位ビットを符
号ビットとして扱いません。SCHARサブオプションを指定したときは , 最上位ビット
を符号ビットとして扱います。なお , -K {UCHAR｜ SCHAR}オプションを省略したと
きは , -K UCHAR が適用されます。

【例】
入力： extern int data;

char c  =  -1;

void func(void){ data = c;}

操作： fcc911s  -K  schar  -cpu  MB91F154  -S  sample.c
出力： LDI:32 #_c, R12

LDUB @R12, R0

EXTSB R0 ; 符号拡張する
LDI:32 #_data, R12

ST R0, @R12
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● -K REALOSオプションと -K NOREALOSオプション

REALOSサブオプションは , µITRON3.0システムコール関数をインライン展開します。
REALOS上で動作するプログラムを記述する場合に利用できます。

µITRON3.0システムコール関数については , 『REALOS/FR カーネルマニュアル』を参
照してください。なお , REALOS サブオプションを指定するときには , 必ず REALOS
が提供しているシステムコール宣言用のヘッダファイルをインクルードしてくださ
い。システムコール宣言用ヘッダファイルをインクルードせずに REALOS サブオプ
ションを指定し , システムコールのインライン展開を行ったときは , 引数の型のチェッ
クが十分に行われていない可能性がありますので , 動作を保証しません。

なお , NOREALOSサブオプションは , REALOSサブオプションを取り消します。

【例】
入力： #include  "itron.h"

#include  "realos.h"

void  func(void){ ext_tsk();}

操作： fcc911s  -K  realos  -cpu  MB91F154  -S  sample.c
出力： LDI:8 #-21, R12

EXTSB R12

INT #64

● -K {UBIT｜ SBIT}オプション

char, short int, int, long int型をビットフィールドに指定したときに, 最上位ビットを符号
ビットとして扱うかどうかを指定します。UBITサブオプションを指定したときは , 最
上位ビットを符号ビットとして扱いません。SBIT サブオプションを指定したときは ,
最上位ビットを符号ビットとして扱います。省略したときは, -K UBITが適用されます。

【例】
入力： extern  int    data;

struct  tag{ int bf:1;}st = {-1};

void  func(void){ data = st.bf;}

操作： fcc911s  -K  sbit  -cpu  MB91F154  -S  sample.c
出力： LDI:32 #_st, R12

LDUB @R12, R0

EXTSB R0 ; 符号拡張する
ASR #7, R0

LDI:32 #_data, R12

ST R0, @R12

● -kanji {SJIS｜ EUC}オプション

プログラム中に日本語を記述した場合に使用した日本語のコード系を指定します。

プログラムのコメントおよび文字列中に半角かな文字を含む日本語を記述することが
できます。コンパイラは , このオプションの指定により記述されている日本語のコード
系を識別します。SJIS はシフト JIS コード系が使用されていることを意味し , EUC は
EUCコード系が使用されていることを意味します。省略したときは , Solaris では -kanji

EUC が適用され , HP-UX および Windows では -kanji SJISが適用されます。
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● -K LONGLONG オプションと -K NOLONGLONG オプション

LONGLONG サブオプションは , 次の型を 8バイト整数型として扱います。

long long int

signed long long int

unsigned long long int

また , 次の仕様が有効になります。

• 既定義マクロ __LONGLONG__ が 1に定義されます

• lib/911/include/limits.h において , LONG_LONG_MIN, LONG_LONG_MAX, ULONG_

LONG_MAX のマクロが有効になります

• lib/911/include/builtin.h において , 組込み関数 __muls(), __mulu() が有効になります

なお , 8バイト整数型には次の制限があります。

• 8バイト整数型の変数に __io型修飾子は指定できません

• 8バイト整数型はビットフィールドメンバの型に指定できません

NOLONGLONG サブオプションは , LONGLONG サブオプションを取り消します。

● --alternative_tokensオプションと --no_alternative_tokensオプション

--alternative_tokensオプションは代替表記を有効にします。代替表記の仕様に関しては
ISO/IEC 14882:1998 を参照してください。

--no_alternative_tokensオプションは --alternative_tokensオプションの指定を取り消しま
す。

● --old_for_initオプションと --new_for_initオプション

--old_for_initオプションは for内の初期化文で宣言された変数のスコープを古い仕様で
解釈するように変更します。
--new_for_initオプションは --old_for_initオプションの指定を取り消します。

【例】
入力： 

extern void func(int);

int main()

{

for(int i=0; i<10; i++)

func(i);

func(i); // 古い仕様のみ可

return 0;

}

操作： fcc911s -S --old_for_init sample.cpp -cpu MB91F154
39



第 3章  C/C++コンパイラの操作
3.5.5 最適化関連オプション

最適化関連オプションは , コンパイラが行う最適化に関するオプションです。

■ 最適化関連オプション

● -K SIZEオプション

オブジェクトサイズを重視した最適化の組合せが選択されます。
fcc911sコマンドで選択されるオプションを次に示します。

• -O 3

• -K EOPT

• -K NOUNROLL

• -K SHORTADDRESS

上記組み合わせを変更したい場合は SIZE サブオプションより後に , 例えば  -O 1 を指
定してください。
-K SIZEオプションは最適化の組合せ指定機能の他に , オブジェクトサイズが最小にな
るように生成する命令やオブジェクトパターンを切替える機能を持っています。

● -K SPEEDオプション

生成されたオブジェクトの実行スピードを重視した最適化の組合せが選択されます。
fcc911sコマンドで選択されるオプションを次に示します。

• -O 4

• -K SHORTADDRESS

• -align FUNC4

上記組み合わせを変更したい場合は SPEED サブオプションより後に , 例えば  -K
LONGADDRESSを指定してください。

-K SPEED オプションは最適化の組合せ指定機能の他に , 実行スピードが最速になるよ
うに生成する命令やオブジェクトパターンを切替える機能を持っています。
-K SPEEDオプションが指定され , -K DARGオプションと -K REALOSオプションが指
定されない時 , 以下の機能が有効になります。

• レジスタ割り当ての強化

• アセンブラレベル最適化の強化

• µITRON4.0サービスコールのインライン展開

• 同一文字列リテラルの領域の共有機能 (-K MERGESTRINGオプション )

• アセンブラファイルへの補助コメント出力
40



第 3章  C/C++コンパイラの操作
● -O [level]オプション

-O [level] は , 最適化のレベルを指定します。level には , 0, 1, 2, 3, または 4 を指定しま
す。最適化レベルが高いほど , 生成されたオブジェクトの実行時間が短縮されますが ,
コンパイル時間は増加します。高位の最適化レベルは , 低位の最適化レベルを機能的に
包含します。levelは , 次に示すいずれかです。levelを省略したときは , -O2が適用され
ます。
• 0(最適化レベル 0)： 最適化されません。-Oを指定しないのと等価です。

• 1(最適化レベル 1)： プログラムの流れを詳細に解析して最適化が行われます。ま
た ,命令スケジューリングを行います。

• 2(最適化レベル 2)： 最適化レベル 1 に加えて , 次に示す最適化が行われます。

- ループアンローリング：ループアンローリングとは , ループ回数が検出可能であ
るときに , ループ回数を減らすことにより実行速度の向上をはかるものですが ,

オブジェクトサイズが増加する傾向があります。したがって , オブジェクトサイ
ズを重視する場合は , この最適化を実施すべきではありません。

【例】
 (アンローリング前 ) 

for(i=0;i<3;i++){ a[i]=0;}

 (アンローリング後 ) 

a[0]=0;

a[1]=0;

a[2]=0;

• 3(最適化レベル 3)： 最適化レベル 2に加えて , 次に示す最適化が行われます。

- ループ・アンローリング ( 拡張 ) ：最適化レベル 2 におけるループ・アンローリ
ングで最適化の対象とならなかった分岐命令を含むループが最適化の対象にな
ります。

- 最適化機能の繰返し実施：最適化機能の繰返し実施は , ループ・アンローリング
を除く最適化機能を , 最適化の余地がなくなるまで繰り返して実施します。翻訳
時間が増加します。

• 4(最適化レベル 4)： 最適化レベル 3に加えて , 次に示す最適化が行われます。

- 演算の評価方法の変更 (-K EOPTの指定と同じ ) ：コンパイル段階で , 演算の評価
方法を変更する最適化を行います。このオプションを指定した場合には , 実行結
果に副作用が生じる場合があります。

- 標準関数の展開 /変更 (-K LIBの指定と同じ ) ：標準関数の動作を認識して , 標準
関数のインライン展開および同じ動作をする , より高速な標準関数への置き換え
を行います。このオプションを指定した場合には , 実行結果に副作用をおよぼす
可能性があります。標準関数のインライン展開が実施されるため , コードサイズ
が大きくなる可能性があります。
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● -K EOPTオプションと -K NOEOPTオプション

EOPTサブオプションは , コンパイル段階で , 演算の評価方法を変更する最適化を行い
ます。このオプションを指定した場合には , 実行結果に副作用が生じる場合がありま
す。このオプションは , -O オプションによる 1 以上の最適化レベル指定のときのみ有
効になります。なお , NOEOPTサブオプションは , EOPTサブオプションを取り消しま
す。
【例】

入力：extern  int  i;

void func(int a, int b){

i=a-100+b+100;

}

操作： fcc911s  -K  eopt  -O  -cpu  MB91F154  -S  sample.c
出力： ADD R5, R4 ;演算の順序の入れ換え

LDI:32 #_i, R12

ST R4, @R12

● -K LIBオプションと -K NOLIBオプション

LIBサブオプションは , 標準関数の動作を認識して , 標準関数のインライン展開および
同じ動作をする , より高速な標準関数への置き換えを行います。このオプションを指定
した場合には , 実行結果に副作用をおよぼす可能性があります。標準関数のインライン
展開が実施されるため , コードサイズが大きくなる可能性があります。このオプション
は, -Oオプションによる1以上の最適化レベル指定のときにのみ有効です。なお, NOLIB
サブオプションは , LIBサブオプションを取り消します。

【例】
入力：extern  int  i;

void  func(void){

i=strlen("ABC");

}

操作： fcc911s  -K  lib  -O  -cpu  MB91F154  -S  sample.c

出力： LDI #3, R0 ;  strlen と同等の処理を展開

LDI:32 #_i, R12

ST R0, @R12

● -K {LONGADDRESS [= {CODE｜ DATA}]｜ SHORTADDRESS [= {CODE｜ DATA}]}オプ

ション

SHORTADDRESSサブオプションは , プログラム中でロードするシンボル (アドレス )
が 20ビットで表現できる範囲であることを前提にコードを生成します。

CODE または DATA の指定があるときは , ROM に配置されるセクション (CODE,
CONST) のシンボルのみ , または RAM に配置されるセクション (DATA, INIT) のシン
ボルのみが処理の対象となります。アドレスが , 20 ビットで表現できる範囲を越えて
いるときは , リンク時にエラーになります。プログラム中でロードするシンボル以外が
20 ビットで表現できるアドレスの範囲外に配置されても正常に動作します。また ,
LONGADDRESSサブオプションは , シンボルを 32ビットとして取り扱います。
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なお , SHORTADDRESSサブオプション , または LONGADDRESSサブオプションを省
略したときは , -K LONGADDRESSが適用されます。

【例】
入力：extern int i;

extern void sub(void);

void func(void){

i=10;

sub();

}

操作： fcc911s  -K  shortaddress  -O  -S  -cpu  MB91F154  sample.c

出力： LDI:20 #_i, R12 ;  20 ビットシンボルを使用

LDI #10, R0

ST R0, @R12

CALL20 _sub, R12 ;  20 ビットシンボルを使用

● -K CNCオプションと -K NOCNCオプション

CNC サブオプションは , CONST セクションのシンボル ( アドレス ) に対し , -K
LONGADDRESS または , -K SHORTADDRESS オプションでの CODE セクションに対
する指定とは反対に指定します。これにより , CODE セクション , CONST セクション
および , DATAセクション (INITセクション含む )のシンボルの指定を個別に設定する
ことができます。オプション指定時のシンボルの扱いを表 3.5-3 に示します。

なお , NOCNCサブオプションは CNCサブオプションを取り消します。

● -K NOALIASオプションと -K ALIASオプション

NOALIASサブオプションは , 異なるポインタは同一の領域を指さないとして , ポイン
タにより指されるデータの最適化を行います。このオプションは , -O オプションによ
る 1 以上の最適化レベル指定のときにのみ有効です。異なるポインタが同一の領域を
指すことは , 言語仕様で許されているので , このオプションを利用するときはプログラ
ムを十分確認してください。なお , ALIASサブオプションは , NOALIASサブオプショ
ンを取り消します。
【例】

入力：extern  int  i;

extern  int  j;

void  func9(int  *p){

表 3.5-3    オプション指定とシンボルのビットサイズ

指定オプション
-K longaddress=CODE -K shortaddress=CODE

-K CNC -K NOCNC -K CNC -K NOCNC

CODEセクションの
シンボルサイズ 32ビット 32ビット 20ビット 20ビット

CONSTセクション
のシンボルサイズ 20ビット 32ビット 32ビット 20ビット
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*p=i+1;

j=i+1;

}

操作： fcc911s  -K  noalias  -O  -cpu  MB91F154  -S  sample.c
出力： LDI:32 #_i, R12

LD @R12, R0

LDI:32 #_j, R12

ADD #1, R0

ST R0, @R4

ST R0, @R12 ;  *p=i+1  の値を再利用している。

● -K{SCHEDULE｜ NOSCHEDULE}オプション

-K{SCHEDULE｜ NOSCHEDULE}オプションは , 命令スケジューリングを行うかどう
かを指定します。
fcc911sコマンドでは , SCHEDULEサブオプションを指定したときは , 命令スケジュー
リングを行います。NOSCHEDULEサブオプションを指定したときは , 命令スケジュー
リングを行いません。この指定を省略したときには , -Oオプションの指定に従います。
-Oオプションによる 1以上の最適化レベル指定のときは -K SCHEDULEが指定された
ものとみなします。
SCHEDULEサブオプションは , NOSCHEDULEサブオプションを取り消します。

● -K NOUNROLLオプションと -K UNROLLオプション

NOUNROLLサブオプションは , ループアンローリングの最適化を抑止します。このオ
プションは , -O2～ -O4オプションを指定して , かつ , ループアンローリングの最適化
を抑止したいときに使用します。なお , UNROLLサブオプションは , NOUNROLLサブ
オプションを取り消します。なお , -O0および -O1のときには , この指定はループアン
ローリングの最適化が行われないため , 無効です。

● -x関数名 1 [, 関数名 2, ...]オプションと -Xxオプション

-xオプションは , Cソース上で定義された関数に対して , 関数呼出しの代わりにインラ
イン展開を行います。ただし , 再帰的に呼び出される関数についてはインライン展開の
対象にはなりません。また , asm文の使用や構造体 /共用体型引数の有無 , setjmp関数
の呼び出しなどの条件により , インライン展開の対象とならないときがあります。この
オプションは , -O オプションによる 1 以上の最適化レベル指定と同時に指定されたと
きにのみ有効です。なお , -Xxは , -xオプションを取り消します。

【例】
入力：extern int a;

static void sub(void){ a=1; }

void  func(void){ sub(); }

操作： fcc911s  -cpu  MB91F154  -O  -x  sub  -S  sample.c

出力： _func:

LDI #1, R0
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LDI:32 #_a, R12

RET:D

ST R0, @R12

● -xauto [size]オプションと -Xxautoオプション

-xautoオプションは , 論理行が size行以下の関数に対して , 関数呼出しの代わりにイン
ライン展開を行います。ただし , 再帰的に呼び出される関数についてはインライン展開
の対象にはなりません。また , asm文の使用や構造体 /共用体型引数の有無 , setjmp関
数の呼び出しなどの条件により , インライン展開の対象とならないときがあります。
size を省略したときは , 30が指定されたものとみなします。size は 1から 127までが有
効な値です。このオプションは , -O オプションによる 1 以上の最適化レベル指定と同
時に指定されたときにのみ有効です。なお , -Xxauto は , -xauto オプションを取り消し
ます。
【例】

入力：extern int a;

static void sub(void){ a=1; }

void  func(void){ sub(); }

操作： fcc911s  -cpu  MB91F154  -O  -xauto  -S  sample.c
出力： _func:

LDI #1, R0

LDI:32 #_a, R12

RET:D

ST R0, @R12

● -K MERGESTRINGオプションと -K NOMERGESTRINGオプション

MERGESTRING サブオプションは , 同一の文字列リテラルの実体を一つにまとめて出
力します。MERGESTRINGサブオプションは , -K SPEEDオプションが同時に指定され
かつ , -K REALOSオプションおよび , -K DARGオプションが指定されない時にのみ有
効になります。
なお , NOMERGESTRINGサブオプションは , MERGESTRINGサブオプションを取り消
します。
【例】

入力：char *a = "abcdef";

char *b = "abcdef";

操作：fcc911s -cpu MB91101 -S sample.c -K SPEED -K MERGESTRING

出力： .section INIT, DATA, align=4

.global _b

.align  4

_b:

.word   LS_0

.global _a

_a:

.word   LS_0
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.section CONST, CONST, align=4

.align  4

LS_0:

.ascii  "abcdef¥000"

.datab.b 1,0
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3.5.6 出力オブジェクト関連オプション

出力オブジェクト関連オプションは , 出力するオブジェクトの形式に関するオプ
ションです。

■ 出力オブジェクト関連オプション

● -align { FUNC4 | FUNC8 }オプションと -Xalignオプション

-alignオプションは , 分岐ラベルを整列します。

FUNC4サブオプションを指定したとき , コンパイラは CODEセクションのセクション
名の末尾に "_4"をつけ , セクションの境界値を 4にします。FUNC8サブオプションを
指定したとき , コンパイラは CODE セクションのセクション名の末尾に "_8" をつけ ,
セクションの境界値を 8にします。

-s オプションまたは #pragma section を使ってセクションの配置アドレスを指定してい
るときは , 配置アドレス指定が優先されます。

FUNC4, FUNC8サブオプションは , 関数の先頭を 4byteまたは 8byte境界に配置します。

-Xalignオプションは , ラベルの align値指定を行いません。省略したときは , -Xalignオ
プションが適用されます。

【備考】
FRでは , 命令は 8byte境界で 4byteまたは 8byte単位でフェッチされます。分岐が起き
たときに , 分岐先のアドレスが 4byteまたは 8byte境界でない場合 , 1～ 3サイクルの余
分なフェッチサイクルが発生します。
-alignオプションは , この余分なフェッチサイクルを削減するために使用できます。

分岐ラベルを境界整合することにより , コードサイズが増加する可能性があるので注
意してください。

【例】
入力：void foo(void){}

操作： fcc911s  -cpu  MB91F154  -O  -S  sample.c -align func8

出力： .SECTION CODE_8, CODE, ALIGN=8 ;セクション名変更

.ALIGN  8 ;8byte境界に調整

.GLOBAL _foo

_foo:

RET

● -cpu MB番号オプション

使用するCPUのMB番号を指定します。このオプションを省略することはできません。

【例】
>fcc911s -S -cpu MB91F154 sample.c
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● -cif filenameオプション

-cif オプションは , -cpu オプションで指定した MB 番号の CPU の情報が記載されてい
る CPU情報ファイル名を filename に指定します。

【例】
>fcc911s -S -cpu MB91F154 -cif lib¥911¥911.csv sample.c

● -s defname=newname [, attr [, address]]オプションと -Xsオプション

コンパイラが出力するセクション名 defname を newname に変更し , そのセクションの
タイプを attrに変更します。

配置アドレスを address に指定することもできます。

コンパイラが出力するセクション名については「4.1  fcc911s コマンドのセクション構
成」を , 指定できるセクションタイプについては『アセンブラマニュアル』を参照して
ください。
配置アドレスを指定したときは , リンク時にそのセクションに対して配置アドレスを
指定することはできません。なお , -Xsは , -sオプションを取り消します。

【例】
入力：void func(void){}

操作： fcc911s -s CODE=PROGRAM, CODE, 0x1000  -S  -cpu  MB91F154  sample.c

出力： .SECTION        PROGRAM, CODE, LOCATE=H'00001000

;-------begin_of_function

.GLOBAL _func

_func:

ST RP, @-SP

ENTER #4

L_main:

LEAVE

LD @SP+, RP

RET

● -K {A1｜ A4}オプション

外部変数および静的変数の最小の割付け境界を指定します。A4サブオプションは , 最
低の割付け境界を 4バイト境界にします。

最低の割付け境界が 4バイトになると , -K lib指定時の文字列操作関数のインライン展
開において , より効率の良いコードが生成できる可能性があります。このコードは , 境
界整合に誤りがあると誤動作しますので , 異なる割付け境界を指定したオブジェクト
をリンクしないでください。また , 境界整合による無駄な領域が発生し , オブジェクト
の増加の原因にもなります。A1サブオプションは , 最低の割付け境界を 1バイト境界
にします。
省略したときは , -K A1が適用されます。

【例】
入力：char c1,c2; 

操作： fcc911s -K  A4  -S  -cpu  MB91F154  sample.c

出力： .SECTION DATA, DATA, ALIGN=4
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.GLOBAL _c2

_c2: .RES.B  4 ;4 バイト境界に配置

.GLOBAL _c1

_c1: .RES.B  4 ;4 バイト境界に配置

● -K {SARG｜ DARG}オプション

関数へ引数を受け渡すために必要な領域の獲得方法を指定します。
DARG サブオプションを指定したときは , 関数呼び出し時に動的に確保します。これ
は , スタック消費量を小さくする効果があります。SARGサブオプションを指定したと
きは , 呼び出し元の関数の先頭で確保されます。このとき , 一般的に , コードサイズは
小さくなり実行スピードは速くなりますが , スタック使用量が多くなる傾向にありま
す。
省略したときは , -K SARGが適用されます。

【例】
入力：extern  void  sub(int, int, int, int, int);

void  func(void){ sub(1, 2, 3, 4, 5);}

操作： fcc911s -K  darg  -S  -cpu  MB91F154  sample.c

出力： LDI #1, R4

LDI #2, R5

LDI #3, R6

LDI #4, R7

LDI #5, R0

ST R0, @-SP ;  引数領域を動的に確保

CALL32 _sub, R12

ADDSP #4 ;  引数領域を動的に解放

● -varorder {sort|normal}オプション

-varorder normal オプションは静的変数のメモリ格納順をソース記述順にします。ただ
し , 初期値のある変数とない変数では格納されるセクションが異なりますので , これら
を混合して記述した場合は記述順配置にはなりません。
-varorder sort オプションは静的変数のメモリ格納順を変数のアライメントの順番に並
び替えます。この指定は静的変数領域の無駄な領域を減らします。
デフォルトは -varorder sort です。

【例】
入力：

long a;

char b;

long c;

char d; 

操作： fcc911s -S -varorder normal -cpu MB91F154 sample.c
出力： .ALIGN  4

.GLOBAL _a

_a:
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.RES.B  4

.ALIGN  1

.GLOBAL _b

_b:

.RES.B  1

.ALIGN  4

.GLOBAL _c

_c:

.RES.B  4

.ALIGN  1

.GLOBAL _d

_d:

.RES.B  1

● -CO オプションと -XCO オプション

-CO オプションは , FR と FR80 の両方の実行形式に使用できるオブジェクトを生成し
ます。
-COオプションの指定がないときは, -cpu オプションで指定されたアーキテクチャ用の
実行形式のオブジェクトを生成します。
なお , -XCO オプションは , -CO オプションの指定を取り消します。

● -t {none|used|all|local}オプション

このオプションは C++ソースのみ有効です。このオプションはテンプレートの実体生
成方法の指定を行います。
-t none オプションは --no_auto_instantiation オプションとともに指定することによって ,
いかなるテンプレート実体も生成しません。
--auto_instantiation オプションとともに指定された場合は , 実体生成をすべて自動で行
うことを意味します。
-t used オプションはそのモジュール内で使用されているテンプレート関数やテンプ
レートメンバ関数のパラメータ型についてのみ実体を生成します。
-t all オプションはそのモジュール内で使用されているテンプレートクラスのパラメー
タ型であれば使用されていないメンバ関数であっても実体を生成します。
-t local オプションはそのモジュールで使用されているテンプレート関数やテンプレー
トメンバ関数をモジュール内ローカル関数として生成します。なお , -t local を指定時
は , --auto_instantiation オプションが無効となります。

複数モジュールリンク時には used や all の指定で生成される実体が重ならないように
注意するようにする必要があります。
テンプレートに関する説明は「9.6  C++ 言語テンプレート使用時の制限事項と回避方
法」を参照してください。
なお , デフォルトは -t none です。
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● --no_auto_instantiationオプションと --auto_instantiationオプション

このオプションは C++ソースのみ有効です。

--auto_instantiation オプション指定時は , テンプレートの実体生成を自動で行います。

--no_auto_instantiation オプションは , テンプレートの実体生成を自動で行いませんの
で , 以下による実体生成が必要です。

• -t {used|all|local}オプションによる実体生成

• #pragma による実体生成

• 宣言による明示的な実体生成

#pragma による指定方法については「5.11  C++ 言語テンプレート実体生成制御機能」
を参照してください。
省略時は , --auto_instantiation が適用されます。

● --suppress_vtblオプションと --force_vtblオプション

このオプションは C++ソースのみ有効です。このオプションは仮想関数テーブルの作
成方法を変更します。
--suppress_vtbl オプションは仮想関数テーブルをモジュール内に作成せず , 他モジュー
ルから参照するようにします。
--force_vtbl オプションは仮想関数テーブルをモジュール内に作成し , 他モジュールか
ら参照されるようにします。
ただし , このオプションが有効なのはクラス内に virtual 指定されたメンバ関数があり ,
そのクラスのメンバ関数はすべてインラインで定義されている場合のみです。なお , こ
の状態でこれらオプションの指定がない場合は , モジュール毎ローカルに仮想関数
テーブルが作成されます。
【例】  オプションの対象となる場合

class FOO {

int a;

public:

FOO(){a=0;}

virtual void memfunc(int x){a=x;}

};  //メンバ関数がすべてインラインで定義されている

オプションの指定で少なくとも 1つのモジュールに対しては --force_vtblを指定する必
要があります。複数モジュールに指定する場合はテーブルの定義が重ならないよう注
意してください。
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3.5.7 デバッグ情報関連オプション

デバッグ情報関連オプションは , シンボリックデバッガが参照するデバッグ情報に
関するオプションです。

■ デバッグ情報関連オプション

● -gオプションと -Xgオプション

-gオプションは ,デバッグ情報を ,オブジェクトファイルに追加します。-Xgオプショ
ンは，-gオプションを取り消します。

最適化関連のオプションを指定したときは，次の点に注意してデバッグしてください。

• ブレークポイントが指定できない場合があります

該当行が移動または，削除されることがあるため，ブレークポイントが指定できな
い場合があります。

• ブレークポイントが複数同時に設定される場合があります

命令が削除された行が連続する場合があるため , ブレークポイントが複数同時に設
定される場合があります

• 指定したブレークポイントで停止しない場合があります

該当行が移動または，削除されることがあるため，指定したブレークポイントで停
止しない場合があります。

• ウォッチウィンドウに表示される変数の値が正しくない場合があります

変数に値を格納する命令が移動することがあるため，更新されるタイミングが C

ソースと一致しない場合があります。
ひとつのレジスタが複数の変数に割り当てられることがあるため，更新されるタイ
ミングが Cソースと一致しない場合があります。

• ローカル変数および ,仮引数が参照できない場合があります

最適化されたローカル変数および , 仮引数については , デバッガで参照できない場
合があります。

• コールスタック機能および ,ステップアウト機能が使用できない場合があります

関数の出入口コードが最適化された場合にデバッガでコールスタック機能 (SHOW

CALLSコマンド )および ,ステップアウト機能 (GO /RETURNコマンド )が使用で
きなくなります。

• 関数のインライン展開オプション (-x func または，-xauto) を指定したときは，ソー
スウィンドウに表示される Cソースが正しくない場合があります
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3.5.8 コマンド関連オプション

コマンド関連オプションは , コマンドが呼び出す他のツールに関するオプションで
す。

■ コマンド関連オプション

● -Y item, dirオプションと -XYオプション

itemの位置を , ディレクトリ dirに変更します。-XY は , -Y オプションを取り消します。
itemは , 次に示すいずれかです。

• p：従来との互換性のために残されていますが , この指定はなにもしません。

• c：コンパイラのパス名を dirに変更

• a：アセンブラのパス名を dirに変更

• l：リンカのパス名を dirに変更

【例】
>fcc911s  file.c  -Y  c,¥home¥newlib  -cpu  MB91F154

コンパイラを , ¥home¥newlib¥cpcomsとして呼び出します。

● -T item, arg1 [, arg2...]オプションと -XTオプション

-Tオプションは , コンパイラの各ツールの引数として , itemに argを渡します。-XTは ,
-T オプションを取り消します。各々の引数は , カンマによって区切られます。引数に
カンマを記述したいときには , カンマの直前にバックスラッシュ"\"を付加してくださ
い。バックスラッシュに続くカンマは , 引数の区切りとして解釈しません。また , 引数
に空白を記述したいときには , 空白の代わりにカンマを記述してください。なお , 各コ
マンドのオプションについては , それぞれのマニュアルを参照してください。item に
は , 次に示すいずれかが指定できます。

• a：アセンブラ

• l：リンカ

【例】
>fcc911s  -T  a,-lf,asmlist  file.c  -cpu  MB91F154

アセンブラに , 引数 "-lf" と "asmlist" を順に渡します。したがって , コマンドの実行結
果として , アセンブルリスト asmlistが生成されます。
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3.5.9 リンケージ関連オプション

リンケージ関連オプションは , リンケージに関するオプションです。

■ リンケージ関連オプション

● -e nameオプションと -Xeオプション

-eオプションは , リンク時にエントリのシンボルを nameに指定します。-Xeは , -eオ
プションを取り消します。通常は , スタートアップルーチンに定義されているので , 指
定する必要はありません。
オプションの詳細については , 『リンケージキットマニュアル』を参照してください。

● -L path1 [, path2...]オプションと -XLオプション

-L オプションは , リンク時にリンクするライブラリを検索するためのライブラリパス
に pathを追加します。省略時には , fcc911sコマンドでは $ {LIB911}が指定されます。

-XLは , -Lオプションを取り消します。

オプションの詳細については , 『リンケージキットマニュアル』を参照してください。

● -l lib1 [, lib2...]オプションと -Xlオプション

-lオプションは , リンク時にリンクするライブラリの名前 libを指定します。拡張子を
省略したときは , 拡張子 '.lib'を補います。

-Xlは , -lオプションを取り消します。コンパイラの出力したオブジェクトには , デフォ
ルトでリンクするライブラリ名として , fcc911s コマンドでは , "lib911.lib" が設定され
ています。オプションの詳細については , 『リンケージキットマニュアル』を参照して
ください。

● -mオプションと -Xmオプション

-m オプションは , リンク時にマップファイルが生成されます。出力ファイル名の拡張
子を ".map"に変更したマップファイルがカレントディレクトリに生成されます。なお ,
-Xmは , -mオプションを取り消します。

● -ra name=start/endオプションと -Xraオプション

-ra オプションは , リンク時に RAM 領域を指定します。なお , -Xra は , -ra オプション
を取り消します。オプションの詳細については , 『リンケージキットマニュアル』を参
照してください。

● -ro name=start/endオプションと -Xroオプション

-roオプションは , リンク時に ROM領域を指定します。なお , -Xroは , -roオプション
を取り消します。オプションの詳細については , 『リンケージキットマニュアル』を参
照してください。
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● -sc paramオプションと -Xscオプション

-scオプションは , リンク時にセクション配置を指定します。なお , -Xscは , -scオプショ
ンを取り消します。
-scオプションの省略時には , -sc IOPORT=0, *=0x1000が指定されます。

オプションの詳細については , 『リンケージキットマニュアル』を参照してください。

● -startup filenameオプションと -Xstartupオプション

-startup オプションは , リンク時にリンクするスタートアップルーチンのオブジェクト
ファイル名を filename に指定します。-startupオプションの省略時には , fcc911sコマン
ドでは %FETOOL%¥lib¥911¥startup.objが指定されます。

-Xstartup は , -startup オプションを取り消します。スタートアップルーチンの詳細につ
いては , 「第 6章  実行環境」を参照してください。
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3.5.10 オプションファイル関連オプション

オプションファイル関連オプションは , オプションファイルに関するオプションで
す。

■ オプションファイル関連オプション

● -f filenameオプションと -Xfオプション

-f オプションは , 指定したオプションファイル filename を読み込みます。オプション
ファイル名に拡張子を省略したときは , 拡張子 ".opt"を補います。オプションファイル
には , コマンドのオプションが記述できます。オプションファイルに関しては , 「3.6
オプションファイル」を参照してください。なお , -Xfは , -fオプションを取り消します。

● -Xdofオプション

-Xdof オプションは , デフォルトオプションファイルを読み込まないことを指定しま
す。デフォルトオプションファイルに関しては , 「3.6  オプションファイル」を参照し
てください。
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3.6 オプションファイル

コマンドのオプションファイルについて説明します。オプションをファイルに記述
しておき , 一括指定することができます。この機能により , 指定する起動時オプショ
ンなどをファイルにすることができます。

■ オプションファイル
オプションを指定することにより , オプションファイルを読み込みます。これにより ,
オプションをコマンドラインの -f を指定した位置で指定した場合と同じ結果が得られ
ます。 オプションファイル名に拡張子を省略した場合は , '.opt'を補います。

● オプションファイルの記述形式

オプションファイルには , コマンドラインに記述できるすべてのものが記述できます。
オプションファイル中の改行は , 空白に置き換えられます。オプションファイル中のコ
メントは , 空白に置き換えられます。

【例】
-I /usr/include # インクルード指定

-D FR # マクロ指定

-g # デバッグ情報生成指定

-S # コンパイルまで実行

■ オプションファイルの制限
オプションファイル内に -f オプションを記述することができますが , 最大のネストレ
ベルは 8レベルです。

■ オプションファイルに記述できるコメント
コメントは , 任意のカラムから始めることができます。コメントは , シャープ (#)で始
まります。行終端までコメントになります。その他に次のコメントも使用できます。
• /* コメント */

• // コメント

• ; コメント

【例】
-I /usr/include # インクルード指定

-D FR /* マクロ指定 */

-g // デバッグ情報生成指定

-S ; コンパイルまで実行
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■ デフォルトオプションファイル
あらかじめ指定されているオプションファイルを読み込み , コマンドを実行します。オ
プションをコマンドラインで指定したオプションより前で指定した場合と同じ結果が
得られます。なお , デフォルトオプションファイル名は , 次のように決められています。

【UNIX系 OSの場合】
${OPT911}/fcc911.opt

【Windowsの場合】

%OPT911%¥fcc911.opt

fcc911sコマンドのデフォルトオプションファイル名は fcc911.optです。指定されたディ
レクトリにデフォルトオプションファイルが存在しないときは , 指定を無視します。デ
フォルトオプションファイル機能を抑止するときは , オプション -Xdofをコマンドライ
ンで指定してください。
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3.7 翻訳時メッセージ

翻訳時のメッセージには , ソースプログラムに誤りがあったときや , 本質的な誤りで
はありませんが , 注意を促すような事柄があったときに出力される診断メッセージ
があります。コンパイラ以外のツールが出力するメッセージについては , それぞれ
のツールのマニュアルを参照してください。

■ 翻訳時メッセージ
診断メッセージの出力例を図 3.7-1 に示します。

図 3.7-1    診断メッセージの例

■ ツール識別子
ツール識別子は , 誤りを検出したツールを表しています。

• D：コマンド

• B：コンパイラ

• S：スケジューラ (コンパイラ内部用ツール ) 

• A：アセンブラ

• L：リンカ

■ エラーレベル
エラーレベルは診断の種別を表しています。エラーレベルと復帰コードの関係とその
意味を表 3.7-1 に示します。

E4020B:
エラー識別番号

ツール識別子

エラー番号（4桁）

エラーレベル

ソース中の論理行番号

ソースファイル名

識別子"a"は未定義です。*** t.c(4) E4020B:

表 3.7-1   エラーレベルと復帰コードの関係

エラーレベル 復帰コード 意味

I 0 エラーではないが , 注意を促すメッセージです。

W 0 軽度のエラーを示すメッセージであり , そのまま処理を続行します。復帰
コードは , -cwnoオプションにより変更することができます。

E 2 重度のエラーを示すメッセージであり , 処理を打ち切ります。

F 3 致命的な誤り , 定量制限またはシステムの障害であり , 処理を打ち切りま
す。
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第 4章
fcc911sコマンドのオブ

ジェクトプログラムの構成

この章では , プログラムを実行する上で必要なこと
について説明します。

4.1  fcc911sコマンドのセクション構成

4.2  fcc911sで使用する名前の生成規則

4.3  fcc911sコマンドの境界整合

4.4  fcc911sコマンドのビットフィールド

4.5  fcc911sコマンドの構造体 /共用体

4.6  fcc911sコマンドの関数呼び出しインタフェース

4.7  fcc911sコマンドの割込み関数呼び出しインタフェース
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4.1 fcc911sコマンドのセクション構成

fcc911sコマンドのセクションは , 次の 7種類で構成されます。
• Code section
• Initialized section
• Constant section
• Data section
• I/O section
• Vector section
• C++ Init section

■ fcc911sコマンドのセクション構成
表 4.1-1 は , コンパイラが生成するセクションとその意味を示しています。

それぞれのセクションについて使用目的と , C/C++言語との対応について説明します。

● Code section

Code sectionは , マシンコードを格納します。C言語では , 手続き部に対応します。

● Initialized section

Initialized sectionは , 初期値付き変数領域を格納します。C言語では , const属性無しの
外部変数 , 静的外部変数 , 静的内部変数に対応します。

● Constant section

Constant sectionは , 書き換え不可の初期値付き変数領域を格納します。C言語では , const

属性付きの外部変数 , 静的外部変数 , 静的内部変数に対応します。

● Data section

Data sectionは , 初期値無し変数領域を格納します。C言語では , (const属性付きも含む )

外部変数 , 静的外部変数 , 静的内部変数に対応します。

表 4.1-1    fcc911sコマンドのセクション一覧

No セクションの種類 セクション名 タイプ 境界整合
(BYTE)

書き込み
可否

初期値
有無

1 Code section CODE CODE 2 否 有

2 Initialized section INIT DATA 4 可 有

3 Constant section CONST CONST 4 否 有

4 Data section DATA DATA 4 可 無

5 I/O section IO IO 4 可 無

6 Vector section INTVECT CONST 4 否 有

7 C++ Init section EXT_CTOR_DTOR CONST 4 否 有
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● I/O section

I/O sectionは , __io 型修飾された変数領域を格納します。C言語では , __io型修飾され
た (const 属性付きも含む ) 外部変数 , 静的外部変数 , 静的内部変数に対応します。デ
フォルトのセクション名は , IOです。

● Vector section

Vector sectionは , 割込みベクタテーブルを格納します。C言語では , #pragma intvectで
ベクタテーブルの生成を指定された場合にのみ生成されます。デフォルトのセクショ
ン名は , INTVECTです。

● C++ Init section

C++ Init section は , 静的クラスオブジェクトの構築・破壊を行う関数の入り口を指す
テーブルを格納します。スタートアップ時に使用される必要があります。スタートアッ
ププログラムの指定方法については「6.2  スタートアップルーチンの作成」を参照して
ください。
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4.2 fcc911sで使用する名前の生成規則

fcc911sで使用する名前の規約について説明します。

■ fcc911sで使用する名前の生成規則
表 4.2-1 は , コンパイラが生成する名前と C言語との対応を示しています。

表 4.2-1    ラベル生成規約

C言語対応 コンパイラ生成ラベル

関数名 _関数名

外部変数名 _外部変数名

静的変数名 LI_no

ローカル変数名 -

仮引数名 -

文字列 , 派生型 LS_no

自動変数の初期値 LS_no

飛び先ラベル L_no

(注 ) noは , コンパイラが内部生成する番号が付けてあります。
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4.3 fcc911sコマンドの境界整合

標準データの型 , および境界整合について説明します。表 4.3-1 に割り付け規則を示
します。

■ fcc911sコマンドの境界整合

表 4.3-1    fcc911sコマンドの変数の割り付け規則

変数の型 割付けサイズ (BYTE) 境界整合 (BYTE)

char 1 1

signed char 1 1

unsigned char 1 1

short 2 2

unsigned short 2 2

int 4 4

unsigned int 4 4

long 4 4

unsigned long 4 4

float 4 4

double 8 4

long double 8 4

ポインタ /アドレス 4 4

構造体 /共用体 /クラス (後述 ) (後述 ) 

(注 ) -K A4オプションの指定時は , 4byteに境界整合されるものがあります。
 -K A4オプションは , 構造体 /共用体のメンバの境界整合には影響しません。
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4.4 fcc911sコマンドのビットフィールド

fcc911sコマンドのビットフィールドデータのサイズ , および境界整合について説明
します。ビットフィールドデータは , それを保持するために十分な大きさのもっと
も小さいアドレスの記憶単位に割り付けられます。

■ fcc911sコマンドのビットフィールド
連続するビットフィールドデータは , 型に関係なく同じ記憶単位の隣接したビットに
MSBから LSBへ詰め込まれます。図 4.4-1 に例を示します。

図 4.4-1    fcc911sコマンドのビットフィールドデータのサイズと境界整合例 1

割り付けられるフィールドがビットフィールドの型の境界をまたがるとき , その型に
適した境界に整列して割り付けられます。図 4.4-2 に例を示します。

図 4.4-2    fcc911sコマンドのビットフィールドデータのサイズと境界整合例 2

ビット長が0のビットフィールドが宣言されると , 強制的に次の記憶単位に割り付けら
れます。

図 4.4-3 に例を示します。

図 4.4-3    fcc911sコマンドのビットフィールドデータのサイズと境界整合例 3

空き

struct tag1{
int   A:10;
short B:3;
char  C:2;

};

31(MSB) 21 18 16 0(LSB)

A B C

空き

境界データ

境界データ

境界データ

空き 空き

struct tag2{
int   A:12;
short B:5;
char  C:5;

/* 4byte        */
/* 2byte        */
/* 1byte        */

31(MSB) 19 15 10 7 2 0(LSB)

A B C

};

空き

空き

struct tag3{
int   A:10;
int   B:5;
int    :0;
int   C:6;

};

31(MSB) 25 21 16 0(LSB)

A B

C
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4.5 fcc911sコマンドの構造体 /共用体

fcc911sコマンドの構造体 /共用体データのサイズ , および境界整合について説明し
ます。構造体 /共用体データのサイズは , そのメンバの中で最大の境界整合の , 値の
倍数となります。また , その領域自身の境界整合はメンバの最大の境界整合で行い , 
各々のメンバは , そのメンバの型により境界整合が行われます。

■ fcc911sコマンドの構造体 /共用体
図 4.5-1 , 図 4.5-2 , 図 4.5-3 に , 構造体 /共用体データのサイズと境界整合についての例
を示します。

図 4.5-1    fcc911sコマンドの構造体 /共用体データのサイズと境界整合例 1

図 4.5-2    fcc911sコマンドの構造体 /共用体データのサイズと境界整合例 2

図 4.5-3    fcc911sコマンドの構造体 /共用体データのサイズと境界整合例 3

空き

struct st1{ char  A; }
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struct st3{ char  A; short B; }
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};
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空き

struct tag4{
char  A;
int   B;

};
31(MSB) 23 0(LSB)

A

B

空き

空き

struct tag5{
char   A;
struct tag6{

short A;
char  B;

}S6;
};

sizeof(tag5) = 6 BYTES
sizeof(tag6) = 4 BYTES
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S6.B
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4.6 fcc911sコマンドの関数呼び出しインタフェース

関数間の制御の受け渡しに関する一般的な形式を , 各アーキテクチャでの標準規約
として定めています。この規約を標準リンケージ規約と呼びます。この標準リン
ケージ規約に基づくことにより , C言語で記述したモジュールと , 他の手法  
(例えば , アセンブラ言語 ) により記述したモジュールとの結合が可能になります。

■ fcc911sコマンドの関数呼び出しインタフェース

● スタックフレーム

標準リンケージ規約では , スタックフレームの構成を規定しています。

● 引数

呼び出し先関数への引数の受け渡しは , スタックおよびレジスタを介して行います。

● 引数の拡張形式

引数をスタックに格納するときは , 各引数の型に応じて , 引数の型を拡張形式に変換し
て格納します。

● 呼び出し手続き

呼び出し元関数は , 引数を格納した後に呼び出し先関数へ分岐します。

● レジスタ

標準リンケージ規約におけるレジスタの保証 , およびレジスタの設定の規約について
説明します。

● 戻り値

標準リンケージ規約における戻り値インタフェースについて説明します。
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4.6.1 fcc911sコマンドのスタックフレーム

標準リンケージ規約では , スタックフレームの構成を規定しています。

■ fcc911sコマンドのスタックフレーム
スタックポインタ (SP) は , 常にスタックフレームの最下位を指し示しており , そのア
ドレス値は常にワード境界です。図 4.6-1 および図 4.6-2 に標準的な関数のスタックフ
レームの状態を示します。

図 4.6-1    fcc911sコマンドのスタックフレーム (-K SPEEDオプションが指定されない時 )

図 4.6-2    fcc911sコマンドのスタックフレーム (-K SPEEDオプション指定時 )
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引数レジスタ退避域
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旧ＦＰ
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隠しパラメタ退避域
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FP
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● 実引数領域 , 仮引数領域

関数呼び出しを行うときに , 引数の受渡しをするための領域です。呼び出し元関数で引
数を設定するときに実引数領域といい , 呼び出し先関数で引数を参照するときに仮引
数領域といいます。この領域は , 引数の受渡しにおいてすべての引数を引数レジスタに
載せることができないときに確保されます。詳細は , 「4.6.2  fcc911s コマンドの引数」
を参照してください。

● ローカル変数領域

ローカル変数や , 一時域のための領域です。

● 旧 FP

呼び出し元関数の FPの値を格納する領域です。

● 戻り番地格納領域

RPを退避するための領域です。RPには , 関数を呼び出すときに , 呼び出し元関数への
復帰アドレスが格納されています。

● レジスタ退避域

呼び出し元関数に対して , 保証しなければならないレジスタを退避するための領域で
す。退避の必要が無いときは , この領域を確保しません。

● 隠しパラメータ退避域

構造体 /共用体を返す関数において , 戻り値を格納する領域の先頭アドレスを格納する
ための領域です。構造体 /共用体を戻り値とするときには , 呼び出し元関数が戻り値を
格納する領域の先頭アドレスをレジスタ R4 に格納して , 呼び出し先関数に渡します。
また , 呼び出し先関数はR4に格納されたアドレスを戻り値の格納領域の先頭アドレス
として解釈します。呼び出し先関数は , レジスタ R4をメモリに退避する必要があると
きは , 隠しパラメータ退避域に退避します。退避の必要が無いときは , この領域を確保
しません。

● 引数レジスタ退避域

引数レジスタを退避するための領域です。退避の必要が無いときは , この領域を確保し
ません。詳細は , 「4.6.2  fcc911sコマンドの引数」を参照してください。
70



第 4章  fcc911sコマンドのオブジェクトプログラムの構成
4.6.2 fcc911sコマンドの引数

引数は , 引数レジスタの個数分 (4ワード ) までを R4～ R7に載せて呼び出し先の関
数に渡されます。構造体 /共用体を返す関数を呼び出すときは , 戻り値領域アドレス
を R4に格納するため , 引数レジスタは 3個 (R5～ R7) になります。引数レジスタ
に載らなかった引数は , スタックの実引数領域に格納されて渡されます。8バイトの
大きさを持つ型の引数をレジスタで渡すときは , 2つのレジスタに分けて渡します。

■ fcc911sコマンドの引数
呼び出し先関数は , 引数レジスタをメモリに退避する必要があるとき , 引数レジスタ退
避域をスタックに確保します。このとき , 引数レジスタ退避域は , 仮引数領域に連続し
て配置する必要があります。引数レジスタ退避域は , 退避が必要な引数レジスタのサイ
ズだけ確保します。可変個引数を持つ関数では , すべての引数レジスタを引数レジスタ
退避域に退避します。

＜注意事項＞
C++プログラムではソースプログラム上には現れない引数を渡すことがありますので , 引
数の積まれる順番や場所は必ずしもイメージどおりにはなりません。

【例 1】

double d;

sub(d);    → dの上位ワードは , R4で渡し , dの下位ワードは , R5で渡します。

【例 2】

int  a, b, c;

double d;

sub(a, b, c, d);   → aは R4, bは R5, cは R6で渡し , 

dの上位ワードは , R7で渡し , 

dの下位ワードは , スタックで渡します。

構造体 / 共用体を引数として渡すときは , 呼び出し元がローカル変数域にその構造
体を複写し , 呼び出し先には , その領域のアドレスを渡します。このとき , 4バイト
に満たない構造体 /共用体や , 4で割り切れないサイズの構造体 /共用体は 4バイト
単位で切り上げされます。
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【例 3】

【例 4】

可変個の引数を受けとる関数を呼び出すときも , 同様にレジスタに載せて引数を渡し
ます。呼び出された関数は , レジスタで渡された引数をスタック内の引数レジスタ退避
域にすべてストアします。実引数領域は , 呼び出し元関数で取得 /解放し , 引数レジス
タ退避域は呼び出し先関数で取得 /開放します。

図 4.6-3 および図 4.6-4 に , 標準リンケージ規約における引数形式を示します。

図 4.6-3    fcc911sコマンドの標準リンケージ規約における引数形式

struct A st;

st

FP

(Low)

(High)

sub(st); R4

空き

struct A{ char a; }st;

st

-4

-3

-2

-1

FP

(Low)

(High)

第1引数  →  R4
第2引数  →  R5

第4引数  →  R7

第n引数

第5引数

（注）8バイトの大きさを持つ型の引数では

第3引数  →  R6

(Low)

(High)

      引数レジスタが2個必要になります。
72



第 4章  fcc911sコマンドのオブジェクトプログラムの構成
図 4.6-4    fcc911sコマンドの構造体 /共用体を返す関数を呼び出す場合の引数形式

戻り値領域アドレス  →  R4
第1引数  →  R5
第2引数  →  R6
第3引数  →  R7

第n引数

第4引数

（注）8バイトの大きさを持つ型の引数では

      引数レジスタが2個必要になります。

(High)

(Low)
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4.6.3 fcc911sコマンドの引数の拡張形式

引数をスタックに格納するときは , 各引数の型に応じて引数の型を拡張形式に変換
して格納します。引数の開放は , 呼び出し先関数からの復帰後 , 呼び出し元関数で行
われます。

■ fcc911sコマンドの引数の拡張形式
表 4.6-1 に引数の拡張形式を示します。

表 4.6-1    fcc911sコマンドの引数の拡張形式

実引数の型 拡張された型  *1 スタック格納サイズ (BYTE)

char int 4

signed char int 4

unsigned char int 4

short int 4

unsigned short int 4

int 拡張なし 4

unsigned int 拡張なし 4

long 拡張なし 4

unsigned long 拡張なし 4

float double 8

double 拡張なし 8

long double 拡張なし 8

ポインタ /アドレス 拡張なし 4

構造体 /共用体 －     4  *2

クラス －     4  *3

*1：拡張された型は , 引数の型が与えられなかったときに拡張される型を表してい
ます。プロトタイプ宣言されたときには , その宣言に従います。

*2：構造体 /共用体を引数として渡すときは , 呼び出し元がローカル変数領域にその
構造体 /共用体を複写し , その領域のアドレスを渡します。

*3：クラスを引数として渡すときは , コピーコンストラクタの有無やその内容に左
右されます。コピーコンストラクタがないときは構造体と同じ動作になります。
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4.6.4 fcc911sコマンドの呼び出し手続き

呼び出し元関数は , 引数を格納した後に呼び出し先関数へ分岐します。

■ fcc911sコマンドの呼び出し手続き
図 4.6-5 および図 4.6-6 に , 標準リンケージ規約における呼び出し時のスタックフレー
ムを示します。

図 4.6-5    fcc911sコマンドの標準リンケージ規約における呼び出し時スタックフレーム
(-K SPEEDオプションが指定されない時 )

図 4.6-6    fcc911sコマンドの標準リンケージ規約における呼び出し時スタックフレーム
(-K SPEEDオプション指定時 )

呼び出し先関数は , 呼び出し元関数のフレームポインタ (FP) をスタックに退避して ,

そのときのスタックポインタの値を新たなフレームポインタの値としてスタックに格
納します。その後 , ローカル変数領域および呼び出し元のレジスタの退避域をスタック
から獲得して , 呼び出し元レジスタの退避を行います。

図 4.6-7 および図 4.6-8 に , 標準リンケージ規約における呼び出し先関数が作成するス
タックフレームを示します。
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図 4.6-7    fcc911sコマンドの標準リンケージ規約における呼び出し先関数が作成
するスタックフレーム  (-K SPEEDオプションが指定されない時 )

図 4.6-8    fcc911sコマンドの標準リンケージ規約における呼び出し先関数が作成
するスタックフレーム   (-K SPEEDオプション指定時 )
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4.6.5 fcc911sコマンドのレジスタ

ここでは , 標準リンケージ規約におけるレジスタの保証 , およびレジスタの設定の規
約について述べます。

■ fcc911sコマンドのレジスタの保証
呼び出し先関数は , 呼び出し元関数の以下に示すレジスタの内容を保証しています。

• 汎用レジスタ R8～ R11, R14, R15

これは , 呼び出し先関数が , スタックより新たな領域を獲得して , その領域にレジスタ
の内容を退避することによって行われます。ただし, 関数内で変更されないレジスタは,

退避していません。これらのレジスタを ASM文などにより変更した場合の動作は , 保
証されません。

■ fcc911sコマンドのレジスタの設定
関数呼び出し時と復帰時のレジスタの規約を表 4.6-2 に示します。

表 4.6-2    fcc911sコマンドの関数呼び出し時および復帰時のレジスタ規約

レジスタ 呼び出し時 復帰時

R4 引数 /戻り値領域アドレス  *1 戻り値  *2

R5 引数レジスタ  *1 戻り値  *3

R6～ R7 引数レジスタ  *1 規定しない

R0～ R3 規定しない 規定しない

R12～ R13 規定しない 規定しない

R8～ R11 規定しない 呼び出し時の値を保証

R14 フレームポインタ (FP) 呼び出し時の値を保証

R15 スタックポインタ (SP) 呼び出し時の値を保証

*1：引数が 4ワードに満たないときの , 使われていないレジスタに対しては , 規定し
ません。

*2：戻り値を持たない関数呼び出しおよび構造体 /共用体を戻り値とする関数呼び出
しのときには , 規定しません。

*3：double型および long double型以外を戻り値とする関数呼び出しのときには , 規
定しません。
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4.6.6 fcc911sコマンドの戻り値

標準リンケージ規約における戻り値インタフェースを表 4.6-3 に示します。

■ fcc911sコマンドの戻り値

表 4.6-3    fcc911sコマンドの標準リンケージ規約における戻り値インタフェース

戻り値の型 戻り値インタフェース

void なし

char R4

signed char R4

unsigned char R4

short R4

unsigned short R4

int R4

unsigned int R4

long R4

unsigned long R4

float R4

double       R4, R5     *1

long double       R4, R5     *1

ポインタ /アドレス R4

構造体 /共用体         R4      *2

クラス         R4      *3

*1: 8バイトのうち上位 4バイトを R4へ格納し , 下位 4バイトを R5に格納します。
*2: 構造体 /共用体を戻り値とするときには , 呼び出し元関数は戻り値を格納する領

域の先頭アドレスを R4に格納して呼び出し先関数に渡します。また , 呼び出し
先関数はR4を戻り値の格納領域の先頭アドレスとして解釈します。 呼び出し先
関数は, このアドレスをメモリに退避する必要があるとき, 隠しパラメータ退避
域を確保し , ここに退避します。

*3: クラスを戻り値とするときには , コピーコンストラクタの有無やその内容に左
右されます。コピーコンストラクタがないときは構造体と同じ動作になります。
78



第 4章  fcc911sコマンドのオブジェクトプログラムの構成
4.7 fcc911sコマンドの割込み関数呼び出しインタフェース

__interrupt型修飾子を用いることにより , 割込み関数を記述することができます。
割込み以外の方法で割込み関数を呼び出したときは , 動作を保証しません。割込み
関数内での関数呼び出しインタフェースは , 標準リンケージ規約と同じです。

■ fcc911sコマンドの割込み関数呼び出しインタフェース

● 割込みスタックフレーム

割込みが起こると , スタックが割込みスタックに変更されます。

● 引数

割込み関数には , 引数を指定できません。引数を指定したときは , 動作を保証しません。

● 割込み関数呼び出し手続き

割込み関数は , 割込みベクタテーブルを介して , 割込みにより呼び出されます。それ以
外の方法により呼び出されたときは , 動作を保証しません。

● レジスタ

割込み関数では , すべてのレジスタを保証します。

● 戻り値

割込み関数は , 通常 , 戻り値を持ちません。
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4.7.1 fcc911sコマンドの割込みスタックフレーム

割込みが起こると , スタックが割込みスタックに変更されます。

■ 割込みスタックフレーム
スタックポインタ (SP) は , 割込みが発生すると割込みスタックポインタ (SSP) に置き
換えられます。割込み関数内では , 割込みスタックポインタを通常のスタックポインタ
として使用します。

図 4.7-1 に割込み発生直後の割込みスタックフレームの状態を示します。

図 4.7-1    fcc911sコマンドの割込みスタックフレーム

割込み発生時のPC

割込み発生時のPS

(Low)

(High)

SP(SSP)
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4.7.2 fcc911sコマンドの割込み関数呼び出し手続き

割込み関数は , 割込みベクタテーブルを介して , 割込みにより呼び出されます。それ
以外の方法により呼び出されたときは , 動作を保証しません。

■ 割込み関数呼び出し手続き
図 4.7-2 に割込みベクタテーブルの例を示します。

図 4.7-2    fcc911sコマンドの割込みベクタテーブル

割込みが発生すると , 次に示す計算により割込みベクタ番号に対応するベクタテーブ
ルを参照します。

TBR＋ 0x3FC－ (4 × ベクタ番号 )

割込み関数アドレス255

割込み関数アドレス1

割込み関数アドレス0 ベクタ番号0

ベクタ番号1

ベクタ番号255

(Low)

(High)

TBR
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第 5章
拡張言語仕様

この章では , コンパイラがサポートしている拡張言
語仕様について説明します。また , コンパイラが翻
訳処理を行う際の限界についても説明します。

5.1  アセンブラ記述機能

5.2  割込み制御機能

5.3  I/O領域アクセス機能

5.4  インライン展開指定機能

5.5  セクション名の変更機能

5.6  割込みレベルの設定機能

5.7  ビルトイン関数

5.8  既定義マクロ

5.9  コンパイラの翻訳限界

5.10  再インクルード防止機能

5.11  C++言語テンプレート実体生成制御機能
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5.1 アセンブラ記述機能

アセンブラ記述機能には , 次の 2つの記述方法があります。
• asm文
• プラグマ指令

■ asm文による記述方法
asm文を記述すると , 文字列リテラルをアセンブラ命令として展開します。この機能は ,

関数内および関数外の両方に記述できます。

【記述形式】

__asm(文字列リテラル );

【説明】

asm文を関数内に記述したときは , 記述した位置にアセンブラを展開し , 関数外に記述
したときには , 独立したセクションとして展開します。このため , 関数外に記述すると
きには , セクション定義疑似命令を必ず記述して , セクションを定義してください。セ
クションを定義しないときは , 動作を保証しません。

fcc911sコマンドでは , 関数内の asm文中で , 汎用レジスタを使用するときには , 利用者
の責任でレジスタの退避復元を行う必要があります。ただし , 汎用レジスタのR0～R3,

R12, R13は , 利用者が退避復元を行う必要はありません。

C ソースもしくは C++ ソースプログラム中に asm 文が存在すると , -O の最適化オプ
ションが指定されても一部の最適化が制限されます。

【例】

入力： /*関数内に記述する場合 */

extern  int  temp;

sample(){

__asm(" LDI #1, R0");

__asm(" LDI:32 #_temp, R12");

__asm(" ST R0, @R12");

}

/*関数外に記述する場合 */

__asm(" .SECTION DATA, DATA, ALIGN=4");

__asm(" .GLOBAL  _a");

__asm("_a:");

__asm(" .RES.B   4");
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出力： .SECTION CODE, CODE, ALIGN=2

;-------begin_of_function

.GLOBAL  _sample

_sample:

ST RP, @-SP

ENTER #4

LDI #1, R0

LDI:32 #_temp, R12

ST R0, @R12

L_sample:

LEAVE

LD @SP+, RP

RET

.SECTION DATA,  DATA,  ALIGN=4

.GLOBAL _a

_a:

.RES.B 4

■ プラグマ指令による記述方法
#pragma asmと #pragma endasmの間の記述をアセンブラとしてそのまま展開します。こ
の機能は , 関数内および関数外の両方に記述できます。

【記述形式】

#pragma  asm

アセンブラ記述

#pragma  endasm

【説明】

関数内に記述したときは , 記述した位置にアセンブラを展開します。関数外に記述した
ときには , 独立したセクションとして展開します。このため , 関数外に記述するときに
は , セクション定義疑似命令を必ず記述して , セクションを定義してください。セク
ションを定義しないときは , 動作を保証しません。

fcc911sコマンドでは , 関数内の asm文中で , 汎用レジスタを使用するときには , 利用者
の責任でレジスタの退避復元を行う必要があります。ただし , 汎用レジスタのR0～R3,

R12, R13は , 利用者が退避復元を行う必要はありません。

Cソースプログラム中に #pragma asm/endasmによるアセンブラが存在すると , -Oの最
適化オプションが指定されても一部の最適化が制限されます。
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【例】

入力： /*関数内に記述する場合 */

extern  int  temp;

sample(){

#pragma  asm

LDI #1, R0

LDI:32 #_temp, R12

ST R0, @R12

#pragma  endasm

}

/*関数外に記述する場合 */

#pragma  asm

.SECTION DATA,  DATA,  ALIGN=4

.GLOBAL _a

_a:

.RES.B  4

#pragma  endasm

出力： .SECTION       CODE, CODE, ALIGN=2

;-------begin_of_function

.GLOBAL _sample

_sample:

ST RP, @-SP

ENTER #4

LDI #1, R0

LDI:32 #_temp, R12

ST R0, @R12

L_sample:

LEAVE

LD @SP+, RP

RET

.SECTION DATA,  DATA,  ALIGN=4

.GLOBAL _a

_a:

.RES.B   4
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5.2 割込み制御機能

割込み制御機能には , 次の 5つがあります。
• 割込みマスク設定機能
• 割込みマスク解除機能
• 割込みレベル設定機能
• 割込み関数記述機能
• 割込みベクタテーブル生成機能

■ 割込みマスク設定機能
【記述形式】

void  __DI(void);

【説明】

割込みをマスクするコードを展開します。

【例】

入力： __DI();

出力：

ANDCCR  #0xef

■ 割込みマスク解除機能
【記述形式】

void  __EI(void);

【説明】

割込みマスクを解除するコードを展開します。

【例】

入力： __EI();

出力：

ORCCR   #0x10

■ 割込みレベル設定機能
【記述形式】

void  __set_il(int  level);

【説明】

割込みレベルを level に変更するコードを展開します。

【例】

入力： __set_il(2);

出力：

STILM   #2
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■ 割込み関数記述機能
【記述形式 1】

__interrupt  void  割込み関数 (void){ ... }

【記述形式 2】

extern  __interrupt  void  割込み関数 (void);

【説明】

型修飾子 __interruptを指定することにより , 割込み関数を記述することができます。割
込み関数は , 割込みにより呼び出されるため , 引数を設定したり , 戻り値を得たりする
ことはできません。型修飾子 __interrupt で宣言または定義された関数を通常の関数呼
び出しで呼び出したときは , 動作を保証しません。

【例】

入力： __interrupt void sample(void){ ... }

出力：

_func:

STM (R12, R13)

ST MDH, @-SP

ST MDL, @-SP

ST RP, @-SP

ENTER #4

....

L_func:

LEAVE

LD @SP+, RP

LD @SP+, MDL

LD @SP+, MDH

LDM (R12, R13)

RETI

■ 割込みベクタテーブル生成機能
【記述形式】

#pragma intvect [割込み関数名 | 符号なし 32ビット定数 ]  ベクタ番号

#pragma defvect 割込み関数名

【説明】

#pragma intvectは , 割込み関数を設定した割込みベクタテーブルを生成します。リセッ
ト時のモードを設定できる品種では , ベクタ番号 1にモード値を指定することにより ,

リセット時のモードの値を設定することができます。リセットモードの詳細について
は LSIの仕様書をご覧ください。

#pragma defvect は , #pragma intvect で指定されていない割込みベクタに設定するデ
フォルトの割込み関数を指定します。割込みベクタテーブルは , INTVECT という独
立したセクションに生成します。すべての割込みベクタテーブルの定義は , 同じ翻訳
単位 (ファイル )で行う必要があります。#pragma intvectや #pragma defvectが , 複数の
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翻訳単位で指定されたときは , 動作を保証しません。同一のベクタ番号に対し , 複数回
定義することはできません。ただし , 同一の定義であるときは , エラーとしません。ベ
クタ番号に整定数以外を指定することはできません。ベクタ番号は , 0から 255の範囲
を指定してください。

リセットベクタは , 必ず 0xFFFFC に配置されなければなりません。このため TBR を
0xFFC00 以外に設定するときは , 別途 asm 文などを利用してリセットベクタを定義し
てください。

リセットベクタに対するモード値は , 必ず 0xFFFF8 に配置しなければなりません。
0xFFFF8に対応するベクタ番号は , 1となります。

＜注意事項＞
リセット時のモード値はベクタ 1に設定される 32ビット定数値の最上位バイトに設定し
てください。下位 3バイトに値を設定しても無視されますのでご注意ください。

【例】

モード値として , 5を設定する場合は , 以下のように記述してください。

入力： extern __interrupt void startup();

#pragma intvect  startup 0 // リセットベクタの指定

#pragma intvect  0x05000000 1 // モード値の指定

出力：

.SECTION INTVECT, CONST, ALIGN=4

.ALIGN 4

.DATAB.W 254, 0

.DATA.W 0x5000000 ;; モード値 5をセット

.DATA.W _startup ;; リセットベクタ
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5.3 I/O 領域アクセス機能

型修飾子 __ioを指定することにより , I/O領域を操作する変数を定義することがで
きます。

■ I/O領域アクセス機能
【記述形式】

__io変数定義 ;

【説明】

fcc911sコマンドでは , 型修飾子 __ioを指定することにより , 0x00番地から 0xff番地の
間に定義された I/O領域を操作する変数を定義することができます。fcc911sコマンド
では , 変数の型によって 0x3ff 番地まで利用できます。I/O 領域のアクセスには効率の
良い専用命令が用意されているため , より高速でコンパクトなオブジェクトを生成す
ることができます。0xff番地より大きなアドレス空間に配置された I/O領域を操作する
変数に対しては , この命令が使用できません。この領域をアクセスする変数を定義する
ときは , 型修飾子 volatileを使用してください。

型修飾子 __io を指定された変数に対して , 初期値を指定することはできません。構造
体や共用体の変数に指定したときは , すべてのメンバが I/O領域に配置されていると解
釈します。構造体や共用体のメンバに指定することはできません。型修飾子 __ioを指
定した変数は , 型修飾子 volatileが指定されているものとみなしてコンパイルを行いま
す。-K NOVOLATILE オプションを指定したときは , 型修飾子 __io を指定した変数に
型修飾子 volatile が指定されているとはみなしません。自動変数に指定したときは , I/O

領域の変数としてではなく , 型修飾子 volatileが指定された自動変数として扱います。

【例】

入力： #pragma section IO=IOA, attr=IO, locate=0x10

__io int a;

void func(void){ a=1;}

出力：

.SECTION IOA, IO, LOCATE=H'00000010

.GLOBAL  _a

_a:

.RES.B 4

.SECTION CODE,  CODE,  ALIGN=2
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;-------begin_of_function

.GLOBAL  _func

_func:

ST RP, @-SP

ENTER #4

LDI #1, R0

MOV R0, R13

DMOV R13, @_a

L_func:

LEAVE

LD @SP+, RP

RET
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5.4 インライン展開指定機能

インライン展開するユーザ定義関数を指定します。インライン展開は -xオプション
で指定することもできます。

■ インライン展開指定機能
【記述形式】

#pragma inline 関数名 [, 関数名 ...]

【説明】

再帰的に呼び出される関数についてはインライン展開の対象にはなりません。また ,

asm 文の使用や構造体 /共用体型引数の有無 , setjmp関数の呼び出しなどの条件により ,

インライン展開の対象とならないときがあります。

同一翻訳単位に複数回の記述があるときや , オプションでも指定しているときは , 指定
したすべての関数名が有効になります。

-Oオプションが指定されていないときは無効になります。
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5.5 セクション名の変更機能

セクション名やセクション属性を変更し , セクションの配置アドレスを設定します。

■ セクション名の変更機能 (#pragma section)
【記述形式】

#pragma section DEFSECT[=NEWNAME][,attr=SECTATTR][,locate=ADDR]

【説明】

コンパイラが出力するセクション名 DEFSECTを NEWNAMEに変更し , そのセクショ
ンのタイプを SECTATTRに変更します。

配置アドレスを ADDRに指定することもできます。

「＝ NEWNAME」を省略した場合は , セクション名は変更されません。DEFSECT に
よっては , 指定が無効になるセクションタイプがあります。＝の前後に空白を記述しな
いでください。

コンパイラが出力するセクション名については「4.1  fcc911s コマンドのセクション構
成」を , 指定できるセクションタイプについては『アセンブラマニュアル』を参照して
ください。

配置アドレスを指定したときは , リンク時にそのセクションに対して配置アドレスを
指定することはできません。

＜注意事項＞
#pragma section は指定位置に関係なくソース全体に影響します。同じ DEFSECTを複数
回指定した場合は , 最後の指定が有効になります。さらに , -sオプションにより指定され
ている場合には , オプションの指定が優先されます。
  なお , EXT_CTOR_DTORセクションは指定できず , 出力は変更できません。

【例】

入力：#pragma section CODE=program,attr=CODE,locate=0xff

void main(void){}

出力：
.SECTION        program, CODE, LOCATE=H'000000FF

;-------begin_of_function

.GLOBAL _main

_main:

ST RP, @-SP

ENTER #4

L_main:

LEAVE

LD @SP+, RP

RET
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■ セクション名の変更機能 (#pragma segment)
【記述形式】

#pragma segment DEFSECT[=NEWNAME][,attr=SECTATTR][,locate=ADDR]

【説明】

コンパイラが出力するセクション名 DEFSECTを NEWNAMEに変更し , そのセクショ
ンのタイプを SECTATTR に変更し , そのセクションのタイプを SECTATTR に変更し
ます。

「＝ NEWNAME」を省略した場合は , セクション名は変更されません。DEFSECT に
よっては , 指定が無効になるセクションタイプがあります。＝の前後に空白を記述しな
いでください。

コンパイラが出力するセクション名については「4.1  fcc911s コマンドのセクション構
成」を , 指定できるセクションタイプについては『アセンブラマニュアル』を参照して
ください。

#pragma segmentは , 記述された行以降の関数定義 , 変数定義 ,および変数宣言に作用し
ます。この指定は , 次に同じ DEFSECTの #pragma segmentが記述されるまで有効です
(DEFSECTが異なる #pragma segmentの記述は , 互いに影響しません )。

NEWNAMEがない #pragma segmentの記述があった場合 , その行以降のDEFSECTのセ
クション名は , デフォルトのセクション名になります。

#pragma segment が記述された行以降にそれが作用する関数定義 , 変数定義 , および変
数宣言がない場合は , その #pragma segmentを無視します。#pragma segmentと #pragma

section または , -s オプションが同時に指定された時は , #pragma segment で指定されて
いないセクションについてのみ #pragma section,-sオプションが作用します。

INTVECTセクションは指定できません。

【例】

入力：#pragma segment CODE=program1

void func1(void){}

#pragma segment DATA=ram1

int a1;

#pragma segment CODE=program2

void func2(void){}

#pragma segment DATA=ram2

int a2;

出力：

.SECTION ram2, DATA, ALIGN=4

.GLOBAL _a2

_a2:

.RES.B 4

.SECTION ram1, DATA, ALIGN=4

.GLOBAL _a1

_a1:

.RES.B 4

.SECTION program1, CODE, ALIGN=2

.GLOBAL _func1
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_func1:

RET

.SECTION program2, CODE, ALIGN=2

.GLOBAL _func2

_func2:

RET

＜注意事項＞
#pragma segment はファイル内で定義されている変数の最初の変数定義/変数宣言に作用
します。変数定義以前に変数宣言があれば , その変数宣言に対しセクション名の変更を指
示してください。

【例】

入力： 

#pragma segment CONST=const1,attr=CONST,locate=0xff00

extern const int var; //変数宣言

#pragma segment CONST=const2,attr=CONST,locate=0xff10

const int var=10; //変数定義

#pragma segment CODE=program1,attr=CODE,locate=0xff20

extern void func(void); //関数宣言

#pragma segment CODE=program2,attr=CODE,locate=0xff30

void func(void){} //関数定義

変数 /関数の出力先セクション：

変数名 /関数名 出力先セクション名

-var const1

-func program2
95



第 5章  拡張言語仕様
5.6 割込みレベルの設定機能

関数の割込みレベルを指定します。

■ 割込みレベルの設定機能
【記述形式】

#pragma ilm(NUM)

#pragma noilm

【説明】

#pragma ilm は , この指定以降で定義されている関数の割込みレベルを指定します。
"#pragma noilm"は , 割込みレベルの指定を解除します。

なお , #progma ilm を関数内に記述した場合は , その関数の割込みレベルは設定されま
す。#progma noilm を関数内に記述した場合は , その関数の割込みレベルは設定されま
せん。

fcc911sコマンドでは , NUMとして 0～ 31の値を持つ整数定数が指定できます。

16 進数 , 8進数 , および 10 進数のいずれでも記述できます。指定された関数の先頭で
割込みレベルが変更されますが , 関数の実行が終了しても , 元に戻りませんので注意し
てください。

"#pragma ilm"と "#pragma noilm"は必ず対で指定してください。また , ネストさせるこ
とはできません。

【例】

入力：#pragma ilm(1)

void func(void){}

#pragma noilm

出力：

_func:

STILM #1

ST RP, @-SP

ENTER #4

L_func:

LEAVE

LD @SP+, RP

RET
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5.7 ビルトイン関数

ビルトイン関数には , 次の関数があります。
• __wait_nop
• 整数演算用ビルトイン関数

■ __wait_nopビルトイン関数
【記述形式】

void __wait_nop(void);

【説明】

従来 , I/Oアクセスや割込み発生のタイミングをとるために , asm文を使って NOP命令
を挿入していました。しかし , この方法では asm文により各種の最適化が抑止され , そ
のファイルのオブジェクト効率が極端に悪くなるときがあります。__wait_nop()ビルト
イン関数を記述すると , コンパイラは関数呼び出しの記述位置に 1個の NOP命令を出
力します。関数呼び出しを必要な NOP命令の回数分記述することにより最適化への影
響を最小限にとどめてタイミングを制御することができます。

【例】

入力：void sample(void){__wait_nop();}

出力：

_sample:

ST RP, @-SP

ENTER #4

NOP

L_sample:

LEAVE

LD @SP+, RP

RET
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5.7.1 整数演算用ビルトイン関数

FRファミリの CPUがサポートする整数演算命令を利用するために使用します。
整数演算用ビルトイン関数を使用する際は , 必ず事前に整数演算用ビルトイン関数
用のヘッダファイル (builtin.h)をインクルードしてください。インクルードしない
時は , ビルトイン関数として認識しません。
• __mulsh (符号付き 16ビット乗算 )
• __muluh (符号なし 16ビット乗算 )
• __muls (符号付き 32ビット乗算 )
• __mulu (符号なし 32ビット乗算 )
• __divsb (符号付き 8ビット除算 )
• __divub (符号なし 8ビット除算 )
• __divsh (符号付き 16ビット除算 )
• __divuh (符号なし 16ビット除算 )
• __modsb (符号付き 8ビット剰余算 )
• __modub (符号なし 8ビット剰余算 )
• __modsh (符号付き 16ビット剰余算 )
• __moduh (符号なし 16ビット剰余算 )

■ __mulshビルトイン関数
【記述形式】

long __mulsh(signed short a, signed short b);

【説明】

符号付き 16ビットのデータ同士の乗算を行い , 符号付き 32ビットの結果を返します。

このビルトイン関数を利用することで , CPUのMULH命令による乗算を行うことがで
きます。

【例】

入力：#include <builtin.h>

extern signed short arg1, arg2;

extern long ans;

void sample(void) {

ans = __mulsh(arg1, arg2);

}

出力：LDI:32 #_arg1,R4

LDI:32 #_arg2,R3

LDUH @R4,R2  ; _arg1

LDUH @R3,R1  ; _arg2

EXTSH R2
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EXTSH R1

MULH R1,R2

LDI:32 #_ans,R2

MOV MDL,R12

ST R12,@R2

■ __muluhビルトイン関数
【記述形式】

unsigned long __muluh(unsigned short a, unsigned short b);

【説明】

符号なし 16ビットのデータ同士の乗算を行い , 符号なし 32ビットの結果を返します。

このビルトイン関数を利用することで , CPUの MULUH命令による乗算を行うことが
できます。

【例】

入力：#include <builtin.h>

extern unsigned short arg1, arg2;

extern unsigned long ans;

void sample(void) {

ans = __muluh(arg1, arg2);

}

出力：LDI:32 #_arg1,R2

LDI:32 #_arg2,R1

LDUH @R2,R5  ; _arg1

LDUH @R1,R4  ; _arg2

LDI:32 #_ans,R0

MULUH R4,R5

MOV MDL,R12

ST R12,@R0

■ __mulsビルトイン関数
【記述形式】

signed long long __muls(signed long a, signed long b);

【説明】

符号付き 32ビットのデータ同士の乗算を行い，符号付き 64ビットの結果を返します。

このビルトイン関数を利用することで，CPU の MUL 命令による乗算を行うことがで
きます。

このビルトイン関数は，-K LONGLONGオプション指定時にのみ展開されます。

【例】

入力：#include <builtin.h>
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extern signed long arg1, arg2;

extern signed long long ans;

void sample(void) {

ans = __muls(arg1, arg2);

}

出力：LDI:32 #_arg1,R12

LD @R12,R0 ; _arg1

LDI:32 #_arg2,R12

LD @R12,R12 ; _arg2

MUL R12,R0

MOV MDL,R0

MOV MDH,R12

LDI:32 #_ans,R1

ST R12,@R1 ; _ans

LDI #4,R13

ST R0,@(R13,R1); _ans

■ __muluビルトイン関数
【記述形式】

unsigned long long __mulu(unsigned long a, unsigned long b);

【説明】

符号なし 32ビットのデータ同士の乗算を行い，符号なし 64ビットの結果を返します。

このビルトイン関数を利用することで，CPU の MUL 命令による乗算を行うことがで
きます。

このビルトイン関数は，-K LONGLONGオプション指定時にのみ展開されます。

【例】

入力：#include <builtin.h>

extern unsigned long arg1, arg2;

extern unsigned long long ans;

void sample(void) {

ans = __mulu(arg1, arg2);

}

出力：LDI:32 #_arg1,R12

LD @R12,R0 ; _arg1

LDI:32 #_arg2,R12

LD @R12,R12 ; _arg2

MUL R12,R0

MOV MDL,R0

MOV MDH,R12

LDI:32 #_ans,R1
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ST R12,@R1 ; _ans

LDI #4,R13

ST R0,@(R13,R1); _ans

■ __divsbビルトイン関数
【記述形式】

signed short __divsb(signed char a, signed char b);

【説明】

符号付き 8ビットのデータ同士の除算を行い , 符号付き 16ビットの結果を返します。

このビルトイン関数を利用することで , CPU のステップ除算命令による除算を行うこ
とができます。

【例】

入力：#include <builtin.h>

extern signed char arg1, arg2;

extern short ans;

void sample(void) {

ans = __divsb(arg1, arg2);

}

出力：LDI:32 #_arg1,R4

LDUB @R4,R1  ; _arg1

LDI:32 #_arg2,R3

EXTSB R1

LDUB @R3,R2  ; _arg2

LSL #24,R1

MOV R1,MDL

EXTSB R2

DIV0S R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV2 R2

DIV3

LDI:32 #_ans,R3

DIV4S
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MOV MDL,R0

STH R0,@R3

■ __divubビルトイン関数
【記述形式】

unsigned char __divub(unsigned char a, unsigned char b);

【説明】

符号なし 8ビットのデータ同士の除算を行い , 符号なし 8ビットの結果を返します。

このビルトイン関数を利用することで , CPU のステップ除算命令による除算を行うこ
とができます。

【例】

入力：#include <builtin.h>

extern unsigned char arg1, arg2;

extern unsigned char ans;

void sample(void) {

ans = __divub(arg1, arg2);

}

出力：LDI:32 #_arg1,R3

LDUB @R3,R1  ; _arg1

LDI:32 #_arg2,R2

LSL #24,R1

LDUB @R2,R5  ; _arg2

MOV R1,MDL

DIV0U R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

LDI:32 #_ans,R2

MOV MDL,R0

STB R0,@R2
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■ __divshビルトイン関数
【記述形式】

signed long __divsh(signed short a, signed short b);

【説明】

符号付き 16ビットのデータ同士の除算を行い , 符号付き 32ビットの結果を返します。

このビルトイン関数を利用することで , CPU のステップ除算命令による除算を行うこ
とができます。

【例】

入力：#include <builtin.h>

extern signed short arg1, arg2;

extern long ans;

void sample(void) {

ans = __divsh(arg1, arg2);

}

出力：LDI:32 #_arg1,R4

LDUH @R4,R1  ; _arg1

LDI:32 #_arg2,R3

EXTSH R1

LDUH @R3,R2  ; _arg2

LSL #16,R1

MOV R1,MDL

EXTSH R2

DIV0S R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2
103



第 5章  拡張言語仕様
DIV1 R2

DIV2 R2

DIV3

LDI:32 #_ans,R2

DIV4S

MOV MDL,R12

ST R12,@R2

■ __divuhビルトイン関数
【記述形式】

unsigned short __divuh(unsigned short a, unsigned short b);

【説明】

符号なし 16ビットのデータ同士の除算を行い , 符号なし 16ビットの結果を返します。

このビルトイン関数を利用することで , CPU のステップ除算命令による除算を行うこ
とができます。

【例】

入力：#include <builtin.h>

extern unsigned short arg1, arg2;

extern unsigned short ans;

void sample(void) {

ans = __divuh(arg1, arg2);

}

出力：LDI:32 #_arg1,R3

LDUH @R3,R1  ; _arg1

LDI:32 #_arg2,R2

LSL #16,R1

LDUH @R2,R5  ; _arg2

MOV R1,MDL

DIV0U R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5
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DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

LDI:32 #_ans,R2

MOV MDL,R0

STH R0,@R2

■ __modsbビルトイン関数
【記述形式】

signed char __modsb(signed char a, signed char b);

【説明】

符号付き 8ビットのデータ同士の剰余算を行い , 符号付き 8ビットの結果を返します。

このビルトイン関数を利用することで , CPU のステップ除算命令による除算を行うこ
とができます。

【例】

入力：#include <builtin.h>

extern signed char arg1, arg2;

extern signed char ans;

void sample(void) {

ans = __modsb(arg1, arg2);

}

出力：LDI:32 #_arg1,R4

LDUB @R4,R1  ; _arg1

LDI:32 #_arg2,R3

EXTSB R1

LDUB @R3,R2  ; _arg2

LSL #24,R1

MOV R1,MDL

EXTSB R2

DIV0S R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2
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DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV2 R2

DIV3

LDI:32 #_ans,R3

DIV4S

MOV MDH,R0

STB R0,@R3

■ __modubビルトイン関数
【記述形式】

unsigned char __modub(unsigned char a, unsigned char b);

【説明】

符号なし 8ビットのデータ同士の剰余算を行い , 符号なし 8ビットの結果を返します。

このビルトイン関数を利用することで , CPU のステップ除算命令による除算を行うこ
とができます。

【例】

入力：#include <builtin.h>

extern unsigned char arg1, arg2;

extern unsigned char ans;

void sample(void) {

ans = __modub(arg1, arg2);

}

出力：LDI:32 #_arg1,R3

LDUB @R3,R1  ; _arg1

LDI:32 #_arg2,R2

LSL #24,R1

LDUB @R2,R5  ; _arg2

MOV R1,MDL

DIV0U R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5
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DIV1 R5

LDI:32 #_ans,R2

MOV MDH,R0

STB R0,@R2

■ __modshビルトイン関数
【記述形式】

signed short __modsh(signed short a, signed short b);

【説明】

符号付き16ビットのデータ同士の剰余算を行い, 符号付き16ビットの結果を返します。

このビルトイン関数を利用することで , CPU のステップ除算命令による除算を行うこ
とができます。

【例】

入力：#include <builtin.h>

extern signed short arg1, arg2;

extern signed short ans;

void sample(void) {

ans = __modsh(arg1, arg2);

}

出力：LDI:32 #_arg1,R4

LDUH @R4,R1  ; _arg1

LDI:32 #_arg2,R3

EXTSH R1

LDUH @R3,R2  ; _arg2

LSL #16,R1

MOV R1,MDL

EXTSH R2

DIV0S R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2
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DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV1 R2

DIV2 R2

DIV3

LDI:32 #_ans,R3

DIV4S

MOV MDH,R0

STH R0,@R3

■ __moduhビルトイン関数
【記述形式】

unsigned short __moduh(unsigned short a, unsigned short b);

【説明】

符号なし16ビットのデータ同士の剰余算を行い, 符号なし16ビットの結果を返します。

このビルトイン関数を利用することで , CPU のステップ除算命令による除算を行うこ
とができます。

【例】

入力：#include <builtin.h>

extern unsigned short arg1, arg2;

extern unsigned short ans;

void sample(void) {

ans = __moduh(arg1, arg2);

}

出力：LDI:32 #_arg1,R3

LDUH @R3,R1  ; _arg1

LDI:32 #_arg2,R2

LSL #16,R1

LDUH @R2,R5  ; _arg2

MOV R1,MDL

DIV0U R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5
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DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

DIV1 R5

LDI:32 #_ans,R2

MOV MDH,R0

STH R0,@R2
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5.8 既定義マクロ

コンパイラがあらかじめ定義するマクロ名について説明します。

■ ANSI規格で規定されているマクロ
ANSI規格では , 表 5.8-1 に示すマクロを規定しています。

C++では表 5.8-1 に加え , 表 5.8-2 に示すマクロが追加されます。

■ fcc911sコマンドで定義されているマクロ
fcc911sコマンドでは , 次に示すマクロを定義しています。

表 5.8-1    ANSI規格で規定されているマクロ

マクロ名 説  明

__LINE__ 現在のソース行の行番号が定義されます。

__FILE__ ソースファイルの名前が定義されます。

__DATE__ ソースファイルの翻訳の日付が定義されます。

__TIME__ ソースファイルの翻訳の時刻が定義されます。

__STDC__ 規格合致処理系であることを示すためのマクロです。
-Jaオプション指定時に 0, -Jcオプション指定時に 1が定義されます。

表 5.8-2    C++のマクロ (ANSI規格で規定されているマクロ以外に追加されたもの )

マクロ名 説  明

__cplusplus 1が定義されます。

c_plusplus 1が定義されます。ただし , -Jc オプション指定時には定義されません。

__embedded_cplusplus デフォルトの -Je オプション指定時のみ 1が定義されます。

表 5.8-3   fcc911sコマンドで定義されているマクロ

マクロ名 説  明

__COMPILER_FCC911__ 1が定義されます。

__CPU_MB番号 __ "MB番号 "の部分に -cpuオプションで指定したMB番号
が入ったマクロ名に 1が定義されます。

__CPU_FR__
__CPU_FR80__

-cpuオプションで指定したMB番号に応じて、いずれか
のシリーズ名のマクロに 1が定義されます。
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5.9 コンパイラの翻訳限界

コンパイラを使用するときの翻訳限界を表 5.9-1 に示します。また , ANSI規格にお
ける最低基準も合わせて示してあります。

■ コンパイラの翻訳限界

表 5.9-1    翻訳限界の一覧

No 項目
ANSI
規格

本コン
パイラ

1 複文 , 繰り返し制御構造および選択制御構造における入れ子のレベル数 15 ∞

2 条件組み込みにおける入れ子のレベル数 8 ∞

3 宣言中の 1つの算術型 , 構造体型 , 共用体型 , または不完全型を修飾するポインタ , 配
列および関数宣言子 (の任意の組み合わせ ) の数

12 ∞

4 1つの完全宣言子に対する括弧による入れ子の宣言数 31 ∞

5 1つの完全式に対する括弧による入れ子の式数 32 ∞

6 内部識別子またはマクロ名における有効先頭文字数 31 1024

7 外部識別子における有効先頭文字数 6 1024

8 1つの翻訳単位中における外部識別子数 511 ∞

9 1つのブロック中におけるブロック有効範囲を持つ識別子数 127 ∞

10 1つの翻訳単位で同時に定義されうるマクロ名の数 1024 ∞

11 1つの関数定義における仮引数の数 31 ∞

12 1つの関数呼出しにおける実引数の数 31 ∞

13 1つのマクロ定義における仮引数の数 31 ∞

14 1つのマクロ呼出しにおける実引数の数 31 ∞

15 1つの論理ソース行における文字数の最大値 509 ∞

16 (連結後の ) バイト文字列リテラルまたは広角文字列リテラル中の文字数 (終端文字も
含む ) 

509 ∞

17 1つの算体のバイト数 32767 ∞

18 #includeファイルにおける入れ子のレベル数 8 ∞

19 1つの switch文 (入れ子になった switch文は除く ) 中における case名札の数 257 ∞

20 1つの構造体または共用体のメンバ数 127 ∞

21 1つの列挙型における列挙型定数の数 127 ∞

22 1つの構造体宣言の並びにおける構造体または共用体定義の入れ子のレベル数 15 ∞

表中の∞は , システムで使用できるメモリサイズによることを示しています。
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5.10 再インクルード防止機能

#pragma once の指定をすることにより , ヘッダファイルの再インクルード防止を
指定できます。

■ 再インクルード防止機能
#pragma once の指定をすることにより , ヘッダファイルの再インクルード防止を指定
できます。#pragma once 以降に記述した #include 指令に指定したインクルードファイ
ルが再インクルード防止の対象になります。

【例】

file1.h:

#pragma once

#include "file2.h"

file2.h:

#pragma once

#include "file1.h"

file3.c:

#include "file1.h" /* file1.h file2.h が一度ずつのみ取り込まれる */
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5.11 C++ 言語テンプレート実体生成制御機能

#pragma instantiate 指定にて強制的に実体生成させます。
#pragma do_not_instantiate 指定にて実体生成されないようにします。

■ C++言語テンプレート実体生成制御機能
指定によって , C++ 言語テンプレートの実体生成の制御を行うことができます。指定
方法は以下のとおりです。

• #pragma instantiate テンプレート名

• #pragma do_not_instantiate テンプレート名

テンプレート名に指定できる形式は以下のとおりです。

• テンプレートクラス名 ：A<int>

• テンプレートクラス宣言：class A<int>

• メンバ関数名 ：A<int>::f

• 静的データメンバ名 ：A<int>::i

• 静的データメンバ宣言 ：int A<int>::i

• メンバ関数宣言 ：void A<int>::f(int, char)

• テンプレート関数宣言 ：char *f(int, float)

● #pragma instantiate

指定されたテンプレートの実体生成をそのモジュールで強制的に行わせます。

なお , 実体生成が行われるにはテンプレートの定義が完結している必要があります。

● #pragma do_not_instantiate

指定されたテンプレートの実体生成をそのモジュールで行わせないようにします。

＜注意事項＞
  実行モジュール中において , 1つのテンプレート名に対しては , #pragma instantiateは 1
つのモジュールだけに存在し , その他のモジュールにおいては , #pragma do_not_
instantiateの指定が必要になります。
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第 6章
実行環境

ユーザプログラムが実行される環境としては , オペ
レーティングシステムが存在するときと , オペレー
ティングシステムの支援なしに実行されるときが
考えられます。オペレーティングシステムが存在
している環境においては , その環境に合わせた設定
処理を作成する必要があります。
この章では , オペレーティングシステムが存在して
いない環境においての実行方法について説明しま
す。

6.1  実行処理の概要

6.2  スタートアップルーチンの作成
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6.1 実行処理の概要

オペレーティングシステムが存在していない環境においては , ユーザプログラムの
実行を開始させるスタートアップルーチンの作成が必要になります。

■ 実行処理の概要
スタートアップルーチンに取り込む主な機能を次に示します。

● プログラムが動作する上で必要な環境の初期化

これらの初期設定は , アセンブラで記述され , ユーザプログラムが実行される前に行わ
れる必要があります。

● ユーザプログラムの呼出し

スタートアップルーチンがプログラム開始処理時に呼び出す関数として通常使用され
る main 関数を呼び出します。

● 終了処理

ユーザプログラムから復帰後は , そのシステムで必要な終了処理を行いプログラムを
終了させます。

スタートアップルーチンとユーザ関数の呼び出し関係を図 6.1-1 に示します。

図 6.1-1    スタートアップルーチンとユーザ関数の呼び出し関係

スタートアップルーチンを作成する上で , 注意が必要な項目について次に述べます。

● スタック

スタックは , ユーザプログラムを実行するときに , 戻り番地 , 引数格納領域 , 自動変数
領域 , レジスタ退避などに使用されるため , 十分な領域を確保することが必要になりま
す。

スタートアップルーチン

環境の初期設定

ユーザプログラムの呼び出し

終了処理

ユーザプログラム

ライブラリ

main関数
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第 6章  実行環境
● レジスタ

スタートアップルーチンがユーザプログラムを呼び出すときには , スタックポインタ
の設定が必要になります。ユーザプログラムでは , スタックポインタはスタックトップ
が設定されているものとして動作します。また , スタートアップルーチンがユーザプロ
グラムから復帰するときには , 表 6.1-1 のようなレジスタ状態になります。これは , 関
数呼び出し時のレジスタの保証と同じインタフェースをとることによるものです。

レジスタの保証については , 「4.6.5  fcc911s コマンドのレジスタ」を参照してくださ
い。ユーザプログラムで値を保証されないレジスタに対し , システムがレジスタの保証
を必要とするときは , スタートアップルーチンで値を保証して呼び出す必要がありま
す。

表 6.1-1   ユーザプログラムから復帰するときの fcc911sコマンドのレジスタ状態

レジスタ 復帰時の値の保証

R0～ R7 なし

R12～ R13 なし

R8～ R11 あり

R14 (FP) あり

R15 (SP) あり
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第 6章  実行環境
6.2 スタートアップルーチンの作成

スタートアップルーチンを作成時に , 必要な処理について説明します。

■ スタートアップルーチンの作成
1) レジスタの初期設定：  スタックポインタ (SP) をスタック最上位 (スタックトップ )

に設定します。

2) データ領域の初期化：  C言語および C++言語仕様の上では , 初期値なし外部変数や
静的変数は 0に初期化することを保証していますので , ここで DATAセクションを
0に初期化します。

3) 初期化データ領域の複写：  定数データやプログラムを ROM化するときには , ROM

領域に置いたデータを RAM 領域へ複写する必要があります。しかし , ユーザプロ
グラム中で書き換える可能性がないのならば , この必要はありません。ROM化の対
象となる領域は , 通常 , INITセクションに配置されます。リンカは , ROM化の指定
を行うと , 指定されたセクション名に対し , "ROM_ 指定セクション名 ", および
"RAM_指定セクション名 "というシンボルを自動的に生成します。それぞれのシン
ボルは ROM領域と RAM領域の先頭アドレスを示しています。次に , INITセクショ
ンに対する ROM化の指定例を示します。

> fcc911s -ro ROM=ROMアドレス範囲  -ra RAM=RAMアドレス範囲

 -sc @INIT=ROM, INIT=RAM .....

ROM化についての詳細は , 『リンケージキットマニュアル』を参照してください。

4) ライブラリの初期設定：  ライブラリを使用するときには , 標準入出力用にファイル
をオープンします。詳細は , 「8.2  ライブラリを使用する際に必要な初期化処理 /終
了処理」を参照してください。

5) C++言語特有の初期設定：  C++言語仕様の上では外部もしくは静的オブジェクトを
使用したときには main 関数呼び出し前にコンストラクタを呼び出す必要がありま
す。EXT_CTOR_DTOR セクションに関数へのポインタが 4 バイトずつ格納されて
ますので , セクションサイズ /4つ分アドレスの小さい方から順番に呼び出してくだ
さい。

正常終了処理を行う必要のあるプログラムでは , デストラクタを呼び出すために ,

atexit関数を使って __call_dtors関数のアドレスを exit関数から呼び出される関数と
して登録してください。そして , main関数終了後に exit関数を呼び出してください。

6) ユーザプログラムの呼出し：  ユーザプログラムを呼出します。

7) プログラムの終了処理：  オープンしているファイルのクローズ処理を行います。正
常終了や異常終了時の処理についてはシステムに合わせて作成してください。
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第 7章
ライブラリの概要

この章では , ライブラリが提供するファイルの構成
やライブラリを組み込むシステムとの関係など , C
ライブラリの概要について説明します。

7.1  ファイルの構成

7.2  組み込むシステムとの関係
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第 7章  ライブラリの概要
7.1 ファイルの構成

ここでは , ライブラリが提供しているファイルについて記述します。

■ ファイルの構成
ライブラリファイルには次に示す種類があります。

● fcc911sコマンドのライブラリファイル

fcc911sコマンドのライブラリファイルには , 次の 4つがあります。

• lib911.lib  ：標準 Cライブラリ

• lib911if.lib：シミュレータデバッガ用低水準関数ライブラリ

• lib911e.lib ：EC++ライブラリ

• lib911p.lib ：C++ライブラリ (lib911e.libと内容は同じです )

■ fcc911sコマンドのライブラリのセクション名
表 7.1-1 に fcc911sコマンドのライブラリが使用しているセクション名を示します。

表 7.1-1    fcc911sコマンドのライブラリのセクション名

セクション種別 セクション名

Code section CODE

Data section DATA

Initialized section INIT

Constant section CONST
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第 7章  ライブラリの概要
7.2 組み込むシステムとの関係

ここでは , ライブラリとライブラリを組み込むシステムとの関係について記述しま
す。

■ システム依存の処理
ファイル入出力やメモリ管理 , プログラムの終了方法はシステムに固有の処理となり
ます。ライブラリは , これらシステム依存の処理が必要な場合 , 低水準関数として呼び
出しをします。低水準関数の詳細については「第 8章  ライブラリの組み込み方法」を
参照してください。

ライブラリを使用する際には , これらの低水準関数をシステムに合わせて作成してく
ださい。

■ 低水準関数 (システム依存の処理 ) の種類
低水準関数の種類と簡単な機能を , 次に記述します。低水準関数の詳細な機能について
は「8.5  低水準関数の仕様」を参照してください。

• open：システム上のファイルをオープンする関数

• close：システム上のファイルをクローズする関数

• read：ファイルから文字を読みとる関数

• write：ファイルに文字を書き込む関数

• lseek：ファイル位置を変更する関数

• isatty：ファイルが端末ファイルか否かを検査する関数

• sbrk：メモリを動的に確保 /変更する関数

• _exit：プログラムを正常終了する関数

• _abort：プログラムを異常終了する関数

■ 時間関数 (システム依存の処理と機能 )の種類
時間関数の種類と簡単な機能を , 次に記述します。時間関数の詳細な機能については
「8.6  時間関数の仕様」を参照してください。

• clock :プログラムで使用したプロセッサ時間を得る関数

• time :現在の暦時間を得る関数
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第 8章
ライブラリの組み込み方法

この章では , ライブラリを使用する際に準備が必要
な処理 , および関数について記述します。

8.1  ライブラリの組み込み方法の概略

8.2  ライブラリを使用する際に必要な初期化処理 /終了処理

8.3  低水準関数の種類

8.4  標準ライブラリと必要な処理 /低水準関数

8.5  低水準関数の仕様

8.6  時間関数の仕様
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第 8章  ライブラリの組み込み方法
8.1 ライブラリの組み込み方法の概略

ここでは , ライブラリの組み込み方法の概略について記述します。

■ ライブラリを使用する際に必要な処理と関数
ファイル入出力やメモリ管理 , プログラムの終了方法はシステムに依存した処理とな
ります。このため , ライブラリではこれらの処理を標準ライブラリから切り離し , これ
らの処理が必要なときには , 低水準関数として呼び出しを行います。このほか , スト
リーム領域の初期化などライブラリを使用する際に必要な処理があります。ライブラ
リを使用する際に準備が必要な処理 , 関数には次のものがあります。

• ストリーム領域の初期化処理

• 標準入出力と標準エラー出力ファイルのオープンおよびクローズ処理

• 低水準関数の作成

• 時間関数の作成

ライブラリを組み込むときには , これらの処理や関数をシステムに合わせて作成して
ください。
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第 8章  ライブラリの組み込み方法
8.2 ライブラリを使用する際に必要な初期化処理 /終了処理

ここでは , ライブラリを使用するために必要な初期化処理 /終了処理について記述し
ます。

■ 初期化処理 /終了処理
標準ライブラリ関数の一部には , 次の処理を必要とする関数があります。

• ストリーム領域の初期化
• 標準入出力と標準エラー出力ファイルのオープンおよびクローズ
なお , 必要とする関数については「8.4  標準ライブラリと必要な処理 /低水準関数」を
参照してください。

■ ストリーム領域の初期化
_stream_init関数はストリーム領域を初期化します。スタートアップルーチンにおいて
この関数を呼び出し , ストリーム領域を初期化してください。

void _stream_init(void);

■ 標準入出力と標準エラー出力ファイルのオープンおよびクローズ
標準入出力と標準エラー出力はプログラムの中でオープンおよびクローズ処理が行わ
れませんので , main 関数の呼び出し前にオープン処理が , main 関数の終了後にクロー
ズ処理が必要になります。スタートアップルーチンで , main関数を呼び出す以前にオー
プン処理を , main 関数終了後にクローズ処理を行ってください。ただし , _stream_init
関数は stdin, stdout, stderr ストリームにそれぞれファイル番号 0, 1, 2 を関連づけるため ,
システム上の標準入力 , 標準出力 , 標準エラー出力がファイル番号 0, 1, 2としてオープ
ンされている場合には , オープン処理は必要ありません。システム上の標準入出力と標
準エラー出力がオープンされていない場合や , ファイル番号が異なる場合には , 次の処
理によりシステム上のファイルをオープンしてください。
• freopen("標準入力名 ", "r", stdin);

• freopen("標準出力名 ", "w", stdout);

• freopen("標準エラー出力名 ", "w", stderr);

これら処理にともなうエラーの検出は必要に応じて行ってください。また , 標準入出力
名や標準エラー出力名は open関数で指定されたファイル名を記述してください。

クローズ処理は , fclose関数を用いて行ってください。

■ タイムゾーンの設定
タイムゾーンは ,グローバル変数 _TZに設定してください。

_TZに設定する値の単位は "秒 "であるため ,JST(日本時間 )の場合は 9*3600を設定し
てください。
_TZを使用する場合には ,time.hをインクルードしてください。

mktime関数 ,ctime関数 ,localtime関数を使用する場合は ,_TZを初期化してください。

_TZの値は mktime関数 ,ctime関数 ,localtime 関数の実行中に変更しないようにしてく
ださい。
変更された場合の結果は保証されません。変更する場合は ,これらの関数実行後に行っ
てください。
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8.3 低水準関数の種類

ここでは , 標準ライブラリ関数と必要とする低水準関数の概要について記述します。
標準ライブラリ関数が必要とする低水準関数には , 次の 6種類があります。
• ファイルのオープン , クローズ (open, close)
• ファイルへの入出力 (read, write)
• ファイル位置の変更 (lseek)
• ファイルの検査 (isatty)
• メモリ領域の動的確保 (sbrk)
• プログラムの異常終了 , 正常終了 (_abort, _exit)
これらの処理は , 関連する標準ライブラリから呼び出され , システム上の実際のファ
イルを操作したり , プログラムの実行を制御します。

■ 低水準関数の種類

● ファイルのオープンおよびクローズ

fopen 関数などのファイルをオープンするすべての関数は open 関数を呼び出すことに
よりシステム上の実際のファイルをオープンします。同様に , fcloseなどのファイルを
クローズするすべての関数はclose関数を呼び出すことによりシステム上の実際のファ
イルをクローズします。

● ファイルへの入出力

scanf 関数や printf 関数などの入出力関数は read 関数や write 関数を呼び出すことによ
り , システム上の実際のファイルに対して入出力を行います。

● ファイル位置の変更

fseek関数などのファイル位置の操作関数は , lseek関数を呼び出すことによりシステム
上の実際のファイル位置の取得や変更を行います。

● ファイルの検査

オープンされているファイルが端末ファイルか否かを調べます。

● メモリ領域の動的確保

malloc関数などのメモリ領域を動的に確保する関数は , sbrk関数を呼び出すことにより
割り当てるメモリ領域の確保や解放を行います。

● プログラムの異常終了と正常終了

abort関数および exit関数は終了処理として , それぞれは _abort関数および _exit関数を
呼び出します。
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8.4 標準ライブラリと必要な処理 /低水準関数

ここでは , 標準ライブラリ関数と関連する初期化 , 終了処理および低水準関数につい
て記述します。

■ 標準ライブラリ関数と必要な処理 /低水準関数
低水準関数を使用する標準ライブラリと関連する初期化処理 / 終了処理および低水準
関数を , 表 8.4-1 標準ライブラリ関数と必要な処理 /低水準関数に示します。

表 8.4-1  標準ライブラリ関数と必要な処理 /低水準関数

標準ライブラリ関数 低水準関数 初期化処理 /終了処理

assert()
abort()  *

open()
read()
lseek()
sbrk()

close()
write()
isatty()
_abort()

ストリーム領域の初期化処理の標準入出力 , 標準エ
ラー出力のオープンとクローズ

stdio.h のファイル操
作関数

open()
read()
lseek()
sbrk()

close()
write()
isatty()

ストリーム領域の初期化処理の標準入出力 , 標準エ
ラー出力のオープンとクローズ

calloc()
malloc()
realloc()
free()

sbrk()

exit()  * open()
read()
lseek()
sbrk()

close()
write()
isatty()
_exit()

ストリーム領域の初期化処理の標準入出力 , 標準エ
ラー出力のオープンとクローズ

* ：abort関数 , exit関数は , 呼び出されたときにオープンされているファイルのクローズ処理を行い
ます。 このため , ファイル操作関連の低水準関数 (open, close, read, write, lseek, sbrk) やスト
リーム領域の初期化などの処理が必要になります。
ファイルを使用していないプログラムにおいては , abort関数の代わりに _abort関数を直接呼び
出すことができます。また , atexit関数による関数の登録をしていないプログラムで , ファイルを
使用していない場合には , exit 関数の代わりに _exit関数を直接呼び出すことができます。これら
の場合には , ファイル操作関連の低水準関数 , ストリーム領域の初期化などは必要ありません。
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8.5 低水準関数の仕様

低水準関数には , ファイル処理を行うための関数 (open, close, read, write, lseek, 
isatty), メモリ領域の動的割り付けを行うための関数 (sbrk)および exit関数 , abort
関数呼び出しによるプログラムの終了を行うための関数 (_exit, _abort)があります。
これらの低水準関数をシステムに合わせて作成してください。

■ 低水準関数
低水準関数は , この節で記述する仕様に従って作成してください。
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8.5.1 open関数

open関数は , ここで説明する仕様に従って作成してください。
#include             <fcntl.h>
int   open (  char  *fname, int  fmode, int  p   );

■ open関数
【説明】

fname で指定された名前のファイルを fmode で指定されたモードでオープンしてくだ
さい。fmode は , 次に示す各フラグの組み合わせ ( 論理和 ) で指定されます。p は常に
0777が渡されます。

• O_RDONLY ：リードオンリファイルのオープン

• O_WRONLY ：ライトオンリファイルのオープン

• O_RDWR ：リードライトファイルのオープン

以上 3つのフラグは , 排他的に指定されます。

• O_CREAT ：指定されたファイルがない場合は , 作成してください。ファイルが
すでに存在している場合は , このフラグを無視してください。

• O_TRUNC ：ファイル内にデータが残っていた場合は , その内容を捨て , ファイ
ルの内容を空にしてください。

• O_APPEND ：追加モードでのオープン指定です。オープン時のファイルの位置は
ファイルの最後を示すように設定してください。また , このモード
が指定されたファイルへの書き込みは , 現在のファイル位置にかか
わらずファイルの最後尾より書き込んでください。

• O_BINARY ：バイナリファイルの指定です。オープンされたファイルをバイナリ
ファイルとして扱ってください。また, この指定がされていないファ
イルは , テキストファイルとして扱ってください。

第1引数に , システム環境において決められた標準入出力および標準エラー出力の名前
がファイル名として指定された場合 , オープンするファイルに標準入
出力と標準エラー出力を割り当ててください。

【返却値】

ファイルのオープンに成功した場合はファイル番号を返却し , ファイルのオープンに
失敗した場合 , -1を返却してください。
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8.5.2 close関数

close関数は , ここで説明する仕様に従って作成してください。
int close(int fileno);

■ close関数
【説明】

filenoで指定されたファイルのクローズ処理を行ってください。

【返却値】

ファイルのクローズ処理に成功した場合は 0を返却し , 失敗した場合 -1を返却してく
ださい。
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8.5.3 read関数

read関数は , ここで説明する仕様に従って作成してください。
int read(int fileno, char *buf, int size);

■ read関数
【説明】

fileno で指定されたファイルより , size バイトのデータを buf で指定された領域に入力
してください。このとき , システム環境下においてテキストファイルの改行文字が "¥n"

以外の場合は , read関数において "¥n"に変換して設定してください。

【返却値】

ファイルからの入力に成功した場合は入力した文字数を返却し , 失敗した場合は -1 を
返却してください。入力途中でファイルが終了した場合は , 入力文字数として size よ
り小さい値を返却しても構いません。
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8.5.4 write関数

write関数は , ここで説明する仕様に従って作成してください。
int write (int fileno, char *buf, int size);

■ write関数
【説明】

buf で指定された領域の size バイト分のデータを , fileno で指定されたファイルに出力
してください。ファイルが追加モードでオープンされていた場合は , 出力を常にファイ
ルの最後に追加するようにしてください。このとき , システム環境下においてテキスト
ファイルの改行文字が "¥n"以外の場合は , write関数において "¥n"をシステム環境下の
改行文字に変換し , 出力してください。

【返却値】

ファイルへの出力が成功した場合は出力した文字数を返却し , 失敗した場合は -1 を返
却してください。
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8.5.5 lseek関数

lseek関数は , ここで説明する仕様に従って作成してください。
#include  <unistd.h>
long  int  lseek (  int  fileno, off_t offset, int  whence);

■ lseek関数
【説明】

filenoで指定されるファイルのファイル位置を , whenceで指定される位置から offsetバ
イト離れた位置に移動してください。ファイル位置はファイルの先頭からのバイト数
で決められます。whenceで指定する位置には , 次の 3つがあります。

• SEEK_CUR：現在のファイル位置に offset値を加えます。

• SEEK_END：ファイルの最後に offset値を加えます。

• SEEK_SET：ファイルの先頭に offset値を加えます。

【返却値】

ファイル位置の変更が成功した場合は新しいファイル位置を返却し , 失敗した場合は -

1Lを返却してください。
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8.5.6 isatty関数

isatty関数は , ここで説明する仕様に従って作成してください。
int isatty (int fileno);

■ isatty関数
【説明】

filenoで指定されるファイルが端末ファイルか否かを調べ , 端末ファイルの場合は真を
返し , それ以外の場合は偽を返してください。

【返却値】

端末ファイルの場合は真を返し , それ以外の場合は偽を返してください。
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8.5.7 sbrk関数

sbrk関数は , ここで説明する仕様に従って作成してください。
char *sbrk( int size);

■ sbrk関数
【説明】

既存の領域を sizeバイト分拡張してください。sizeが負の数の場合は , 領域を縮小して
ください。sbrk関数の呼び出しが以前にない場合は , sizeバイトの領域を確保してくだ
さい。sbrk関数の呼び出しにより , 領域は図 8.5-1 sbrk関数の呼び出しによる領域の変
化のように変化します。

図 8.5-1    sbrk関数の呼び出しによる領域の変化

【返却値】

領域サイズの変更に成功した場合は拡張する前の領域の最後のアドレス＋ 1を返却し ,

sbrk 関数の呼び出しが以前にない場合は確保された領域の先頭アドレスを返却してく
ださい。変更に失敗した場合は , (char)-1を返却してください。

Low

High

*1

変更前

使用領域

sizeが正の
ときの変更後

sizeが負の
ときの変更後

sizeバイト

sizeバイト

返却値は *1 (変更前の領域の最後のアドレス) + 1
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8.5.8 _exit関数

_exit関数は , ここで説明する仕様に従って作成してください。
#include           <stdlib.h>
void  _exit (  int  status);

■ _exit関数
【説明】

_exit関数は , プログラムを正常終了させます。statusの値が 0, または EXIT_SUCCESS

の場合は成功の終了状態をシステム環境に戻し , EXIT_FAILURE の場合は不成功の終
了状態をシステム環境に戻してください。

【返却値】

_exit関数は , 呼び出し元に返りません。
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8.5.9 _abort関数

_abort関数は , ここで説明する仕様に従って作成してください。
void  _abort(  void);

■ _abort関数
【説明】

_abort関数は , プログラムを異常終了させてください。

【返却値】

_abort関数は , 呼び出し元に返りません。
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8.6 時間関数の仕様

時間関数には ,使用したプロセッサ時間を取得するための clock関数および ,現在の
暦時刻を取得するための time関数があります。
これらの時間関数をシステムに合わせて作成してください。

■ 時間関数
時間関数は , この節で記述する仕様に従って作成してください。
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8.6.1 clock関数

clock関数は , ここで説明する仕様に従って作成してください。
#include  <time.h>
clock_t  clock (void);

■ clock関数
【説明】

そのプログラムで使用したプロセッサ時間を返却してください。

マクロ CLOCKS_PER_SECの値で割ると秒になるように返却値を調整してください。

【返却値】

使用したプロセッサ時間が得られないかまたは , その値が表現できない場合 , 値
(clock_t)-1を返却してください。
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8.6.2 time関数

time関数は , ここで説明する仕様に従って作成してください。
#include  <time.h>
time_t  time (time_t *timer);

■ time関数
【説明】

1970年1月1日 00:00:00 (UTC)を0とした ,現在の暦時間を秒単位で返却してください。

【返却値】

暦時刻が有効でない場合 ,値 (time_t)-1を返却してください。

timerが空ポインタでない場合 ,timerが指すオブジェクトにも返却値を代入してくださ
い。
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第 9章
コンパイラにより異なる仕様

この章では , コンパイラにより異なる仕様について
説明します。ANSI規格を元に規格化された JIS規
格に関連させた記述となっています。

9.1  コンパイラに依存した C言語仕様の相違点

9.2  浮動小数点データの形式と表現できる値の範囲

9.3  実行時ライブラリ関数による浮動小数点データの演算

9.4  本コンパイラの C++言語仕様 (ISOとの相違点 )

9.5  本コンパイラの C++言語仕様 (EC++仕様の取り扱い )

9.6  C++言語テンプレート使用時の制限事項と回避方法
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9.1 コンパイラに依存した C言語仕様の相違点

表 9.1-1 にコンパイラに依存した C言語仕様の相違点について示します。

■ コンパイラに依存した言語仕様の相違点

表 9.1-1    コンパイラに依存した言語仕様の相違点  (1 / 2)

仕様の相違内容 JIS 規格の関連箇所 本コンパイラ

日本語処理のサポートとコード系 "5.2.1 文字集合 "
"6.1.2 識別子 "

サポートしない
コメントと文字列中に
EUCもしくはSJIS が記
述可能 (混在不可 ) 

外部結合を持つ識別子の認識文字数 "6.1.2 識別子 " 1024

外部結合を持つ識別子の英大文字と
英小文字の区別

"6.1.2 識別子 " 別の文字として扱う

文字集合の要素を表すコード系 "6.1.3 定数 " ASCIIコード

char型の扱いと表現できる値の範囲 "6.2.1.1 文字型と整数型 " 符号無し  *1
0～ 255

浮動小数点データの形式と大きさ
float型
double/long double型

"6.1.2.5 型 " IEEE 形式  *2
4バイト
8バイト 

以下の型をビットフィールドに指定し
た場合 , 先頭ビットを符号ビットとして
扱うか否か
char, short, int, long型

"6.5.2.1 構造体指定子および
共用体指定子 "

符号として扱わない  *1

ビットフィールドとして指定できる型 "6.5.2.1 構造体指定子および
共用体指定子 "

char型
signed char型
unsigned char型
short型
unsigned short型
int型
unsigned int型
long型
unsigned long型
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構造体型または共用体型のメンバの境
界整列の値
  char型
  signed char型
  unsigned char型
  short int型
  unsigned short int型
  int型
  unsigned int型
  long int型
  unsigned long int型
  float型
  double型
  long double型
  ポインタ型

"6.5.2.1 構造体指定子および
共用体指定子 "

1バイト
1バイト
1バイト
2バイト
2バイト
4バイト
4バイト
4バイト
4バイト
4バイト
8バイト
8バイト
4バイト

前処理での文字定数を表すコード系 "6.8.1 条件付き取込み " ASCII コード

asm文内で指定できるレジスタ R0, R1, R2, R3, R12,
R13  *3

ANSI 規格の標準ライブラリ関数のサ
ポート

「付録 A」 を参照

*1：オプションにより変更することができます。
*2：後述の "浮動小数点データの形式と表現できる値の範囲 "を参照してください。
*3：その他のレジスタは利用者が退避および復元を行えば , 使用することができます。

表 9.1-1    コンパイラに依存した言語仕様の相違点  (2 / 2)

仕様の相違内容 JIS 規格の関連箇所 本コンパイラ
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9.2 浮動小数点データの形式と表現できる値の範囲

浮動小数点データの形式と表現できる値の範囲を , 表 9.2-1 に示します。

■ 浮動小数点データの形式と表現できる値の範囲

表 9.2-1    浮動小数点データの形式と表現できる値の範囲

浮動小数点データの形式 表現できる値の範囲

float型 
指数部は 2-126～ 2127の値
仮数の小数部 (整数部は1に正規化 ) は2進で24桁の精度

double型 指数部は 2-1022～ 21023の値
仮数の小数部 (整数部は 1に正規化 ) 2進で 53桁の精度

long double型 指数部は 2-1022～ 21023の値
仮数の小数部 (整数部は 1に正規化 ) 2進で 53桁の精度
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9.3 実行時ライブラリ関数による浮動小数点データの演算

浮動小数点データの演算は , コンパイラによる最適化の段階で行われるものを除き , 
全て実行時ライブラリ関数で行われます。これらの実行時ライブラリ関数は , ANSI/
IEEE Std754-1985 規格を参考に設計されていますが , 完全には準拠していません。
実行時ライブラリ関数の仕様と ANSI/IEEE Std754-1985 規格との相違点について説
明します。

■ 浮動小数点数の四則演算 (加算 , 減算 , 乗算 , 除算 )

● 結果仮数部のまるめ

最近値まるめのみをサポートしています。

● 非正規化数の取り扱い

非正規化数である被演算数は , 同じ符号を持つ 0.0 として扱います。非正規化数である
演算数は , 同じ符号を持つ 0.0 として扱います。演算結果が 0.0 となる場合 , 0.0 の代わ
りに非正規化数が返却される場合があります。

● アンダフロー例外時の演算結果

正しい演算結果の指数部が小さいために正規化数として表現できない場合にアンダフ
ローが発生したものとみなします。演算結果は , 正しい符号を持つ 0.0 となります。

● オーバフロー例外時の演算結果

演算結果は , 正しい符号を持つ無限大となります。

● 無効演算例外時の演算結果

演算結果は非数となります。SNaN (Signaling NaN) と QNaN(Quiet NaN) の区別はありま
せん。

● 演算例外発生時の割り込み

発生しません。

● ステータスフラグ

サポートしていません。

■ 浮動小数点数の比較

● 非正規化数の取り扱い

非正規化数は , 同じ符号を持つ 0.0 とみなして比較します。

● 無効演算例外時の演算結果

ライブラリ関数の返却値は不定となります。

● 演算例外発生時の割り込み

発生しません。
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● ステータスフラグ

サポートしていません。

■ 整数型から浮動小数点型への型変換

● 結果仮数部のまるめ

最近値まるめのみをサポートしています。

● 演算例外発生時の割り込み

発生しません。

● ステータスフラグ

サポートしていません。

■ 浮動小数点型から整数型への型変換

● 無効演算例外時の演算結果

演算結果として不定値を返却します。

● 演算例外発生時の割り込み

発生しません。

● ステータスフラグ

サポートしていません。

■ 浮動小数点数から浮動小数点数への型変換

● 結果仮数部のまるめ

最近値まるめのみをサポートしています。

● 非正規化数の取り扱い

変換前の値が非正規化数である場合 , 同じ符号を持つ 0.0 として扱います。変換結果が
0.0 となる場合 , 0.0 の代わりに非正規化数が返却される場合があります。

● アンダフロー例外時の演算結果

正しい演算結果の指数部が小さいために正規化数として表現できない場合にアンダフ
ローが発生したものとみなします。演算結果は , 正しい符号を持つ 0.0 となります。

● オーバフロー例外時の演算結果

演算結果は , 正しい符号を持つ無限大となります。

● 無効演算例外時の演算結果

演算結果は非数となります。SNaN (Signaling NaN) と QNaN (Quiet NaN) の区別はあり
ません。

● 演算例外発生時の割り込み

発生しません。

● ステータスフラグ

サポートしていません。
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9.4 本コンパイラの C++言語仕様 (ISOとの相違点 )

本コンパイラの C++言語仕様と ISO/IEC 14882:1998 との相違点について示します。

■ 本コンパイラの C++言語仕様 (ISOとの相違点 )
本コンパイラの C++ 言語仕様と ISO/IEC 14882:1998 とでは , 以下の点に相違がありま
す。

• 列挙型は int 型以上の値にできません。int 型以上の値を指定した場合は , 警告が診
断され , int型に変換されます。

• ISO/IEC 14882:1998 の仕様書に記述されている [temp.res](14.6 節 ) および
[temp.dep](14.6.2項 )の名前解決の機能をサポートしていません。

• ISO/IEC 14882:1998の仕様書に記述されている [temp.arg.template] (14.3.3項 )のテン
プレートのテンプレート引数機能をサポートしていません。

• ¥uabcdのような国際文字集合の機能をサポートしていません。

• exportキーワードおよび exportの機能をサポートしていません。

• dynamic_castおよび typeid演算子を含む実行時型識別機能をサポートしていません。

• try-catchおよび throwを含む例外処理機能をサポートしていません。

• C標準ライブラリおよび EC++ライブラリのみ提供しています。STLのようなテン
プレートを含むライブラリは提供していません。
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9.5 本コンパイラの C++言語仕様 (EC++仕様の取り扱い )

本コンパイラの C++言語仕様における EC++仕様の取り扱いについて示します。

■ 本コンパイラの C++言語仕様 (EC++仕様の取り扱い )
本コンパイラは , デフォルトの状態では EC++仕様にて動作します。EC++範囲外の仕
様記述には警告メッセージが出力されます。このワーニングのみを消去するには , -Ja

オプション (拡張仕様含有 ) もしくは -Jc オプション (厳密仕様 ) を指定してください。

なお , EC++言語仕様については , http://www.caravan.net/ec2plus/ を参照してください。
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9.6 C++言語テンプレート使用時の制限事項と回避方法

C++言語のテンプレートを使用したときの制限事項を示します。

■ C++言語テンプレート使用時の制限事項

● テンプレート使用時のオプション

-Ja オプションもしくは -Jc オプションを指定してください。指定のないときは , EC++

仕様の範囲外にあたるため , 警告メッセージが出力されます。

● 制限事項

#pragma による , 実体生成の制御を行わない , もしくは -t オプションで "local" 以外を選
択した場合 (デフォルトは "none"), 以下の制限事項に注意してください。

• 作成されたオブジェクトファイルのみではリンクできません。ソースファイルおよ
び , 同時に生成された .ii ファイルが対になって必要になります。

• 生成された .ii という拡張子のファイルを移動したり消去したり , 書き換えたりしな
いでください。

• 作成されたオブジェクトファイルやソースファイルのディレクトリやファイル名
を変更したり , 削除したあとでオブジェクトをリンクしないでください。このよう
な場合は必ずコンパイルしなおしてください。UNIX 環境とWindows 環境間の変更
のみでも再コンパイルが必要になります。

• -S オプションを指定したときは必ず , 生成されたアセンブラファイルと同じディレ
クトリに同じ名前のモジュール名で拡張子は .obj にしたオブジェクトファイルを
作成してください。

• -S オプションで生成されたアセンブラファイルの内容を書き換えても , 書き換えは
反映されません。

• ライブラリアンによるライブラリ化を行わないようにしてください。

• 複数人数による開発時には一箇所のみでコンパイルからリンクまでするようにし
てください。複数箇所でコンパイルするときは全ての箇所でソースやオブジェクト
の ( ネットワークドライブ使用時にはそのドライブ名も含めて ) ディレクトリ位置
や本コンパイラに関連する環境変数 , 本コンパイラインストールディレクトリまで
すべて合わせる必要があります。

• UNIX 環境での複数箇所コンパイルにおいては , シンボリックリンクを含まない真
のディレクトリ名が同じである必要があります。

• テンプレートの使用法によってはリンクする際の時間が大変遅くなります。

• template 構文内のエラーはリンク時に報告されます。
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■ C++言語テンプレート使用時の制限事項の回避方法
先述した問題を回避する一番簡単な方法は , すべてのモジュールに -t local オプション
を指定してコンパイルすることです。しかし , この指定は各モジュールでテンプレート
の内容がそれぞれ作成されますので , 実行時オブジェクトのコードサイズが増大しま
す。

さらに , コードサイズの問題も解決するには --no_auto_instantiation オプションを指定
し , ソースプログラムに #pragma の指定を埋め込むことによって , テンプレートの実体
生成をコントロールする必要があります。

なお , #pragma による実体生成の制御に関しては「5.11  C++ 言語テンプレート実体生
成制御機能」を参照してください。
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第 10章
シミュレータデバッガ用
低水準関数ライブラリ

シミュレータデバッガ用低水準関数ライブラリは , 
シミュレータデバッガ上で標準ライブラリを使用
する場合に必要な低水準関数のライブラリです。
この章では , シミュレータデバッガ用の低水準関数
ライブラリの利用方法について説明します。

10.1  低水準関数ライブラリの概略

10.2  低水準関数ライブラリの利用

10.3  低水準関数の機能

10.4  低水準関数ライブラリの変更
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10.1 低水準関数ライブラリの概略

低水準関数ライブラリの概略について記述します。

■ 低水準関数ライブラリの概略
低水準関数ライブラリは , シミュレータデバッガ上で標準ライブラリを使用するため
に必要な機能を提供します。主な機能は , 次のとおりです。

• I/O ポートシミュレーションを利用したファイル操作機能 (open, close, read, write,

lseek, isatty)

• 動的メモリの割り当て機能 (sbrk)

シミュレータデバッガ上では , 実行プログラムが自ら実行を終了することはできませ
んので , _abort, _exit関数は作成してください。

■ ファイルシステムの概略
低水準関数ライブラリでは , シミュレータデバッガの I/Oポートシミュレーション機能
を利用し , 標準入出力やファイルへの入出力を行います。1つの I/Oポート領域を 1つ
のファイルとし , そのポートに対して入出力を行うことにより実現しています。

open 関数は , 呼び出されると低水準関数ライブラリで定義している I/O ポートシミュ
レーションのための領域 (I/O セクション ) から 1バイト領域を割り当て , その領域の先
頭からのオフセットをファイル番号として返します。

read関数と write関数は , open関数により割り当てられた 1バイト領域に対して入出力
を行います。

プログラムの実行前にこの領域に対してシミュレータデバッガのコマンド (set inport,

set outport) を使用して , 標準入出力やファイルを割り当てておくことにより標準入出
力やファイルに対して入出力が可能になります。

close関数はすでに割り当てられている領域を解放し , 再利用可能にします。シミュレー
タデバッガ上ではファイル位置の変更はできないため , lseek関数は必ず -1が返却され
ます。

■ 領域管理
sbrk関数により返される領域は , あらかじめ確保された外部変数領域を使用します。

sbrk関数が呼び出されると , 領域のアドレスの低い方から領域を割り当てます。
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10.2 低水準関数ライブラリの利用

低水準関数ライブラリを使用する場合のロードモジュールの作成やシミュレータデ
バッガの設定方法について記述します。

■ 初期化処理
_stream_init 関数の呼び出し以外には初期化処理は必要ありません。スタートアップ
ルーチンをシステムに合わせて作成する場合には main 関数呼び出し前に _stream_init

関数を呼び出してください。

■ ロードモジュールの作成
必要なプログラムを作成後 , 必要なすべてのモジュールをコンパイル , リンクしてくだ
さい。特別なオプション指定は必要ありません。次のライブラリおよびスタートアッ
プルーチンがリンクされます。

• startup.obj

• 標準ライブラリ (lib911.lib, lib911e.lib, lib911p.lib)

• 低水準関数ライブラリ (lib911if.lib)

各セクションは次の番地に配置されます。

• IOPORT：0番地

• STACK：0x100000番地

• その他：0x1000番地

IOPORTセクションの配置を変更する場合には , コンパイル時に -sc IOPORT=addressと
いうオプション指定を行ってください。addressには配置するアドレスを指定してくだ
さい。

■ シミュレータデバッガの設定
【標準入出力を使用する場合の設定例】

set inport/ascii IOPORT, 0xff, $TERMINAL

set outport/ascii IOPORT+1, 0xff, $TERMINAL

上記の IOPORT には , リンク時に IOPORT セクションを配置したアドレスを指定して
ください。リンク時に -sc オプションを指定していないときは , 次のようになります。

set inport/ascii 0, 0xff, $TERMINAL

set outport/ascii 1, 0xff, $TERMINAL

IOPORTセクションの先頭から 3つの領域は標準入力 , 標準出力 , 標準エラー出力に使
用されているため , それ以外のファイルは 4つ目の領域 (IOPORTセクションの先頭か
らのオフセットは 3) から割り当てられます。つまり , ファイルがオープンされた順に
オフセット 3, オフセット 4と割り当てられていきます。したがって , それに合わせて ,

set inport, set outportコマンド利用して設定してください。最初に "a.doc"を入力ファイ
ルとしてオープンしてから , 次に "b.doc" を出力ファイルとしてオープンする場合は ,

次のように設定します。
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set inport/ascii IOPORT+3, 0xff, "a.doc"

set outport/ascii IOPORT+4, 0xff, "b.doc"

【例】

文字列 "Hello!!"を表示するプログラムを作成し , シミュレータデバッガで実行します。

main()

{

printf("Hello!!\n");

}

上記のような Cソースファイル (test.c) を作成します。次のコマンドによりコンパイル
します。

>  fcc911s  test.c  -cpu  MB91F154  -l lib911if.lib

この操作により test.absが作成されます。できあがったファイルをシミュレータデバッ
ガにより実行します。

起動後 , 次のコマンドを入力します。

> set inport/ascii 0x0, 0xff, $TERMINAL

> set outport/ascii 0x1, 0xff, $TERMINAL

> go , end

この例では標準入力がありませんので , set inportコマンドは省略しても構いません。
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10.3 低水準関数の機能

シミュレータデバッガ用低水準関数の固有の機能について記述します。

■ 特殊な I/Oポート
低水準関数では I/O セクションの先頭から 3 バイトは , それぞれ標準入力 , 標準出力 ,

および標準エラー出力として機能するように作成されています。これらのファイル番
号はそれぞれ , 0, 1, 2に割り当てられており , オープンされた状態に初期化されます。

表 10.3-1 に既定義の I/Oポートを示します。

標準入力 (ファイル番号 0) からの入力は , 標準出力 (ファイル番号 1)に出力されます。
また , 標準入力 (ファイル番号 0) の入力は , 改行文字 "¥n"が入力されると入力を中断
します。しかし , それ以外のポートからの入力の場合には要求文字数が読みとれるまで
入力を続けます。

■ open関数
open関数は使われていない I/Oポート領域を見つけ , その領域の I/Oセクションの先頭
からのオフセットをファイル番号として返します。このとき , ファイル名やオープン
モードの指定は使用しません。同じファイル名でオープンしても別のファイル番号が
割り当てられます。ファイル番号 0, 1, 2は , オープンされた状態に初期化されています
ので , 0, 1, 2をクローズ処理していない限り , open関数はファイル番号 3から割り当て
を開始します。

■ read関数
指定されたファイル番号を I/Oセクションの先頭アドレスに加えたアドレスにより , 指
定される I/O ポート領域からデータを読みとります。ファイル番号が 0 からの入力は
行入力となり , 改行文字 "¥n"が入力されると要求文字数よりも少ない場合でも read関
数を終了します。また , この入力は標準出力 ( ファイル番号 1) に出力されます。ファ
イル番号 0以外の入力は , ブロック入力となり , 要求文字数になるまで読み続けます。

■ write関数
指定されたファイル番号を I/Oセクションの先頭アドレスに加えたアドレスにより , 指
定される I/Oポート領域にデータを書き込みます。入力のように I/Oポート領域のアド
レスにより動作は変わりません。

表 10.3-1    既定義の I/Oポート

アドレス ファイル番号 ファイルの種類

IOPORT 0 標準入力

IOPORT+1 1 標準出力

IOPORT+2 2 標準エラー出力
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■ lseek関数
シミュレータデバッガ上では , ファイル位置は指定できませんので常にファイル位置
変更の失敗を示す -1を返します。

■ isatty関数
ファイル番号 0, 1, 2の場合は真を返し , それ以外は偽を返します。

■ close関数
指定されたファイル番号のポートを解放します。

■ sbrk関数
シミュレータデバッガでは , メモリを動的に確保する方法がありません。そこで sbrk

関数では固定の領域を確保し , その領域を利用しています。この領域または領域のサイ
ズを変更する場合には sbrk 関数の代替関数を作成し , ライブラリアンにて置換してく
ださい。詳細については , 「10.4  低水準関数ライブラリの変更」を参照してください。
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10.4 低水準関数ライブラリの変更

ここでは , 動的確保領域の変更について記述します。

■ fcc911sコマンドの sbrk関数ソースプログラムリスト
動的領域の変更に必要なソースプログラムを記述します。ファイル名は_ _STD_LIB_sbrk.c

としてください。
#define  HEEP_SIZE 16*1024

static  long brk_siz  =  0;

#if  HEEP_SIZE

typedef int _heep_t;

#define ROUNDUP(s) (((s)+sizeof(_heep_t)-1)&~(sizeof(_heep_t)-1))

static  _heep_t _heep[ROUNDUP(HEEP_SIZE)/sizeof(_heep_t)];

#define _heep_size ROUNDUP(HEEP_SIZE)

#else

extern  char *_heep;

extern  long _heep_size;

#endif

extern  char  *sbrk (int  size)

{

if  (brk_siz  +  size  >  _heep_size  ||  brk_siz  +  size  <  0)

return((char*)-1);

brk_siz  +=  size;

return(  (char *)_heep  +  brk_siz  -  size);

}

■ 動的確保領域の変更
sbrk関数ソースプログラムリストの次の行の数値を, 動的確保領域のサイズに変更して
ください。指定はバイト単位です。

#define  HEEP  SIZE           16*1024

次のコマンドでコンパイル , ライブラリの更新を行います。

>  fcc911s  -O  -c  _ _STD_LIB_sbrk.c  -cpu  MB91F154

>  flibs  -r  _ _STD_LIB_sbrk.obj  lib911if.lib  -cpu  MB91F154

この変更により , 動的確保領域はスタックの先頭ではなく , _ _STD_LIB_sbrk.cの静的外
部変数として確保されます。
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付録

ライブラリで提供する型 , マクロ , 関数 , 変数の一
覧とライブラリ固有の動作について記述します
(付録 Aおよび付録 B)。
エラーメッセージの一覧を記述します (付録 C)。
予約済みの pragma指令について記述します (付
録 D)。
Cライブラリのリエントラント性について記述し
ます (付録 E)

付録 A  Cライブラリの型 , マクロ , 関数 , 変数一覧

付録 B  Cライブラリでの固有の動作

付録 C  エラーメッセージ一覧

付録 D  予約済みの pragma指令

付録 E  Cライブラリのリエントラント性について
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付録 A Cライブラリの型 , マクロ , 関数 , 変数一覧

Cライブラリで提供する型 , マクロ , 関数 , 変数の一覧を記述します。

■ assert.h

● 関数

assert

■ ctype.h

● マクロ

isalnum isalpha iscntrl isdigit isgraph

islower isprint ispunct isspace isupper

isxdigit tolower toupper

■ errno.h

● マクロ

EDOM        ERANGE

● 変数

errno

■ float.h

● マクロ

FLT_RADIX FLT_ROUNDS FLT_MANT_DIG DBL_MANT_DIG

LDBL_MANT_DIG FLT_DIG DBL_DIG LDBL_DIG

FLT_MIN_EXP DBL_MIN_EXP LDBL_MIN EXP FLT_MIN_10_EXP

DBL_MIN_10_EXP LDBL_MIN_10_EXP FLT_MAX_EXP DBL_MAX EXP

LDBL_MAX_EXP FLT_MAX_10_EXP DBL_MAX_10_EXP LDBL_MAX_10_EXP

FLT_MAX DBL_MAX LDBL_MAX FLT_EPSILON

DBL_EPSILON LDBL_EPSILON FLT_MIN DBL_MIN

LDBL_MIN

■ limits.h

● マクロ

MB_LEN_MAX CHAR_BIT SCHAR_MIN SCHAR_MAX UCHAR_MAX

CHAR_MIN CHAR_MAX INT_MIN INT_MAX UINT_MAX

SHRT_MIN SHRT_MAX USHRT_MAX LONG_MIN LONG_MAX

ULONG_MAX LONG_LONG_MIN LONG_LONG_MAX ULONG_LONG_MAX

LLONG_MIN LLONG_MAX ULLONG_MAX
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■ math.h

● マクロ

HUGE_VAL        EDOM        ERANGE

● 関数

acos asin atan atan2 cos

sin tan cosh sinh tanh

exp frexp ldexp log log10

modf pow sqrt ceil fabs

floor fmod

■ setjmp.h

● 型

jmp_buf

● マクロ

setjmp

● 関数

longjmp

■ stdarg.h

● 型

va_list

● マクロ

va_start     va_arg      va_end

■ stddef.h

● 型

ptrdiff_t    size_t

● マクロ

NULL       offsetof

■ stdio.h

● 型

ptrdiff_t    size_t     FILE      fpos_t

● マクロ

NULL EOF SEEK_SET SEEK_CUR SEEK_END

_IONBF _IOLBF _IOFBF BUFSIZ stdin

stdout stderr putchar putc getchar

getc offsetof
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●関数

putchar putc getchar getc fclose

fflush fopen freopen setbuf setvbuf

fprintf fscanf printf scanf sprintf

sscanf vfprintf vprintf vsprintf fgetc

fgets fputc fputs gets puts

ungetc fread fwrite fgetpos fseek

fsetpos ftell rewind clearerr feof

ferror

■ stdlib.h

● 型

ptrdiff_t    size_t     div_t    ldiv_t

● マクロ

NULL     offsetof     EXIT_FAILURE       EXIT_SUCCESS       RAND_MAX

● 関数

atof atoi atol strtod strtol

strtoul rand srand calloc free

malloc realloc abort atexit exit

bsearch qsort abs div labs

ldiv

■ string.h

● 型

ptrdiff_t    size_t

● マクロ

NULL       offsetof
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● 関数

memcpy memmove strcpy strncpy  strcat

strncat memcmp strcmp strncmp memchr

strchr strcspn strpbrk strrchr strspn

strstr strtok memset strlen

■ fcntl.h

● マクロ

O_RDONLY O_WRONLY       O_RDWR      O_APPEND      O_CREAT

O_TRUNC O_BINARY

■ unistd.h

● マクロ

SEEK_SET          SEEK_CUR           SEEK_END

■ sys/types.h

● 型

off_t

■ time.h

● 型

clock_t time_t struct tm

● マクロ

CLOCKS_PER_SEC

● 変数

_TZ

● 関数

asctime() ctime() difftime() gmtime() localtime()

mktime() strftime()
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付録 B Cライブラリでの固有の動作

Cライブラリでの固有の動作について記述します。

■ Cライブラリでの固有の動作

● assert関数により印刷される診断情報と assert関数の終了動作

【診断情報】

診断情報は次の形式で stdoutに出力されます。

<  Program  Diagnosis  ***  information  of  fail  expression  >

file : _ _FILE_ _  で展開されるファイル名

line : _ _LINE_ _  で展開される行番号

expression : 式

【終了動作】

abort関数の呼び出しと同等です。

● isalnum, isalpha, iscntrl, islower, isprint, isupper関数の検査文字の集合

• isalnum："0"～ "9", "a"～ "z", "A"～ "Z"

• isalpha ："a"～ "z", "A"～ "Z"

• iscntrl ："¥000"～ "¥037", "¥177"

• islower ："a"～ "z"

• isprint ："¥040"～ "¥176"

• isupper ："A"～ "Z"

● 定義域エラー時の数学関数の返す値

• qNaN

● アンダフロー発生時に , 数学関数が errnoにマクロ ERANGEの値を設定するか否か

• ERANGE

• 検出可能な場合の結果の値は +0または -0とします。

• 検出不可能な場合の結果の値は不定 , 関数に依存します。

● fmod関数の第 2実引数が 0だった場合 , 定義域エラーとするか , 0を復帰するか。

• 定義域エラーとします。

● ファイルバッファリングの特性

【入力ファイルのバッファリング特性】

• IOLBF, IOFBF：フルバッファリング

• IONBF：バッファリングなし

【出力ファイルのバッファリング特性】

• IOFBF：フルバッファリング

• IOLBF：行バッファリング

• IONBF：バッファリングなし
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【フルバッファリング】

設定されたすべてのバッファ領域を用いてバッファリングを行います。ファイルから
の入力では , 入力関数が呼ばれたときに , バッファ内にデータが残っている場合は , そ
のデータをファイルからの入力として返します。もし , バッファ内にデータがない場合
や , データが足りない場合にはバッファが一杯になるまでファイルから入力してから ,

必要量だけ入力として返します。ファイルへの出力では , 出力関数はファイルへの出力
の代わりにバッファに対して書き込みます。書き込みによりバッファが一杯になった
ときには , バッファからファイルへ一括して出力します。

【行バッファリング】

出力行ごとにバッファリングを行います。

【バッファリングなし】

入出力関数呼び出しによる入出力要求に応じて , ファイルの入出力が行われます。他の
バッファリングのようにメモリ上に保存することはありません。

● fprintf関数の%p書式変換の出力形式

8桁の 16進表記で 8桁に満たない場合は , 先行する 0を付加します。英字は大文字を
使用します。

● fscanf関数における%p書式変換の入力形式

英大文字または英子文字を用いた 16 進表記の数値形式 , 8 桁に満たない場合は先行す
る0を付加します。また , 前記の桁数を超えた場合は下位の部分のみが有効となります。

● printf関数 , fprintf関数 , vprintf関数 , vfprintf関数における%s書式変換で扱える文字列の長さ

512文字 (stdio.hで定義されている BUFSIZマクロの値 )

● %[書式変換に対するscan-list内の先頭または最後尾以外の場所で現れる単一の "-"文字の解

釈

"-"の左側の文字から右側の文字までの文字の連続として扱います。

【例】

%[a-c] は %[abc]と同等です。

● オープンされているファイルに関する abort関数の動作

すべてのストリームをフラッシュした後でクローズします。

● 実引数の値が0, EXIT_SUCCESSおよびEXIT_FAILURE以外であった場合のexit関数によっ

て返される状態

EXIT_FAILUREと同じ状態を返します。

● 浮動小数点数の限界値

FLT_MAX 7F7F FFFF

DBL_MAX 7FEF FFFF FFFF FFFF

FLT_EPSILON 3400 0000

DBL_EPSILON 3CB0 0000 0000 0000

FLT_MIN 0080 0000

DBL_MIN 0010 0000 0000 0000
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● setjmp関数 , longjmp関数での制限

ライブラリでは , 割込み環境はサポートしていませんので , 割込みハンドラでの環境退
避および割込みハンドラへの復帰はできません。

● va_startマクロの制限

va_startマクロの第 2引数には , 次に示す型として定義した変数を用いないでください。

• char型 , unsigned char型 , short 型 , unsigned short型 (ただし , これらの型へのポイン
タ型は使用できます ) 

• register記憶域クラスを持つ型

• 関数型

• 配列型

• 既定の実引数拡張を適用結果の型と一致しない型

● ファイルの種類

ライブラリで扱うことのできるファイルには , テキストファイルとバイナリファイル
の 2種類があります。ライブラリではファイルがオープンされたときに呼び出す open

関数の第2引数が異なることを除いて , テキストファイルとバイナリファイルは同じも
のとして扱います。バイナリファイルが指定された場合は , open 関数の第 2 引数に
O_BINARY が追加されます。open 関数の引数については , 「8.5.1  open 関数」を参照
してください。

● div_t型 , ldiv_t型

下記の構造体と等価です。
div_t: struct {

int quot;

int rem;

};

ldiv_t: struct {

long int quot;

long int rem;

};

● abort関数の動作

abort 関数が呼び出されると , オープンしているすべての出力ストリームをフラッシュ
し , その後 , オープンしているすべてのストリームをクローズします。最後に , _abort

関数を呼び出します。

● atexit関数により登録できる関数の最大個数

最大 32個まで登録できます。

● exit関数の動作

exit関数が呼び出されると , 最初に , atexit関数によって登録されたすべての関数を , 登
録の逆順で呼び出します。次に , オープンしているすべての出力ストリームをフラッ
シュし , その後 , オープンしているすべてのストリームをクローズします。最後に , 引
数として渡された status の値を持って , _exit 関数を呼び出します。status の値は , 0 ま
たは EXIT_SUCCESS の場合は , 成功の終了状態を示し , EXIT_FAILUREの場合は , 不
成功の状態を示します。
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● 数学関数の精度について

標準ヘッダファイルmath.hで宣言される数学関数のうち次の 16関数は , 近似計算によ
り返却値を計算しています。このため十分な精度が得られない場合があります。

acos asin atan atan2 cos

sin tan cosh sinh tanh

exp log log10 pow sqrt

fmod

● 日付および時間ライブラリ

日付および時間ライブラリを使用する場合は ,-K LONGLONGオプションを指定してく
ださい。

● clock_t型

clock_t型は long long int型で定義されています。

clock_t 型の値は ,マクロ CLOCKS_PER_SECの値で割ると秒になるように調整してく
ださい。

● time_t型

time_t型は long long int型で定義されています。

日付および時間ライブラリで使用可能な日時の範囲は次の通りです。

long long int型を使用しているため ,IOに直結することはできません。

1970 年以前を示すために負の値を使用した場合 , ライブラリ関数の結果は保証できま
せん。

● clock関数および ,time関数について

clock関数および ,time関数は ,システムに依存する処理を行う関数であるため ,標準ラ
イブラリとして提供しておりません。「8.6  時間関数の仕様」を参照して作成してくだ
さい。

基点 1970年 1月 1日 00:00:00 (UTC)

最小単位 1秒

上限 約 2924億年
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● タイムゾーンについて

タイムゾーンは ,グローバル変数 _TZに設定してください。

_TZに設定する値の単位は "秒 "であるため ,JST(日本時間 )の場合は 9*3600を設定し
てください。

_TZを使用する場合には ,time.hをインクルードしてください。

mktime関数,ctime関数,localtime関数を使用している場合は,_TZを初期化してください。

_TZの値は mktime関数 ,ctime関数 ,localtime関数の実行中に変更しないでください。

変更された場合の結果は保証されません。変更する場合には , これらの関数実行後に
行ってください。

● 夏時間について

夏時間が採用されているかどうかの情報を得る手段はありません。したがって ,構造体
struct tm型のメンバである夏時間フラグ tm_isdstの値は ,使用時に修正する必要があり
ます。

夏時間フラグを使用する関数の動作は次の通りです。

• - localtime関数は ,tm_isdstの値を -1に設定します。

• - ctime関数は ,夏時間を採用しないと仮定して文字列を返却します。

• - mktime関数は ,tm_isdstが正しい値であると仮定して動作します。

• - mktime関数は ,tm_isdstの値が -1の時に夏時間を採用しません。

• - mktime関数は ,tm_isdstの値が -1の時に夏時間を採用しません。

● strftime関数で使用できるロケール

"C"ロケールのみです。
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付録 C エラーメッセージ一覧

本コンパイラで出力するエラーメッセージの一覧です。

■ エラーメッセージの見方

option -cpu is not defined

オプション -cpu が指定されていません
E4001D

エラー識別番号 エラーメッセージ

E4001D

D : ドライバ
B : コンパイラ

ツール識別

上段に英語，下段に日本語のメッセージを示します。

エラーレベル I : 注意メッセージ
W : 警告メッセージ
E : エラーメッセージ
F : 致命的エラーメッセージ

エラー番号(4桁)
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付録 C  エラーメッセージ一覧
[説明 ]

このバージョンではサポートされていないオプションです。

[説明 ]

OPT911の指定がありません。

[説明 ]

オプション -cpuが指定されていません。

[説明 ]

C++ソースはサポートしていません。

[説明 ]

不正な CPU名です。

[説明 ]

CPU情報ファイルが見つかりません。

W1001D
Not support this option on this version

このバージョンではサポートされていないオプションです

W1002D
Not specified OPT911

OPT911の指定がありません

E4001D
option -cpu is not defined

オプション -cpu が指定されていません

E4002D
Not support C++ source file

C++ ソースはサポートしていません

E4003D
illegal cpu name

不正な CPU名です

E4004D
CPU information file not found

CPU情報ファイルが見つかりません
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[説明 ]

CPU情報が見つかりません。

[説明 ]

ファイルが存在しません。

[説明 ]

ソースファイル名の指定がありません。

[説明 ]

オプション名に誤りがあります。

[説明 ]

指定値が不正です。

[説明 ]

サブオプションに誤りがあります。

E4005D
CPU information not found

CPU情報が見つかりません

E4006D
Not exist file

ファイルが存在しません

F9001D
source filename not specified

ソースファイル名の指定がありません

F9002D
illegal option-name

オプション名に誤りがあります

F9003D
illegal value

指定値が不正です

F9004D
illegal sub-option

サブオプションに誤りがあります
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[説明 ]

指定形式に誤りがあります。

[説明 ]

オプションファイルがオープンできません。

[説明 ]

オプションファイルのネストレベルが 8を越えました。

[説明 ]

メモリ不足です。

[説明 ]

ファイルがオープンできません。

[説明 ]

セクション指定に誤りがあります。

F9005D
illegal parameter description

指定形式に誤りがあります

F9006D
cannot open option-file

オプションファイルがオープンできません

F9007D
nested option-file exceeds 8

オプションファイルのネストレベルが 8を越えました

F9008D
insufficient memory

メモリ不足です

F9009D
cannot open file

ファイルがオープンできません

F9010D
illegal section specification

セクション指定に誤りがあります
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[説明 ]

ツールアイテムに誤りがあります。

[説明 ]

ツールの実行が失敗しました。

[説明 ]

不正なソースファイル名です。

[説明 ]

インターナルエラーが発生しました。

[説明 ]

SIGHUPシグナルを受け取りました。

[説明 ]

SIGINTシグナルを受け取りました。

F9011D
illegal tool-item

ツールアイテムに誤りがあります

F9012D
tool execute is failed

ツールの実行が失敗しました

F9013D
illegal source file name

不正なソースファイル名です

F9014D
internal error

インターナルエラーが発生しました

F9015D
SIGHUP

SIGHUP

F9016D
SIGINT

SIGINT
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[説明 ]

SIGBUSシグナルを受け取りました。

[説明 ]

SIGSEGVシグナルを受け取りました。

[説明 ]

SIGTERMシグナルを受け取りました。

[説明 ]

CPU情報ファイルのバージョンが適合しません。

[説明 ]

プログラム内部エラーが発生しました。

[説明 ]

メモリが足りません。

F9017D
SIGBUS

SIGBUS

F9018D
SIGSEGV

SIGSEGV

F9019D
SIGTERM

SIGTERM

F9020D
mismatch CPU information file version

CPU情報ファイルのバージョンが適合しません

F9021D
internal error

プログラム内部エラーが発生しました

F9022D
insufficient memory

メモリが足りません
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[説明 ]

CPU情報ファイルの形式が正しくありません。

[説明 ]

閉じクォートがありません。

[説明 ]

ここでは "#"は使えません。

[説明 ]

")"が必要です。

[説明 ]

型修飾子は一度以上指定できません。

[説明 ]

voidでない 関数 "entity" は値を返さなければなりません。

F9023D
illegal CPU information file format

CPU情報ファイルの形式が正しくありません

I0008B
missing closing quote

閉じクォートがありません。

I0010B
"#" not expected here

ここでは "#"は使えません。

I0018B
expected a ")"

")"が必要です。

I0083B
type qualifier specified more than once

型修飾子は一度以上指定できません。

I0117B
non-void function "entity" should return a value

voidでない 関数 "entity" は値を返さなければなりません。
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[説明 ]

式はオブジェクトへのポインタでなければなりません。

[説明 ]

以前の宣言に対して外部 /内部のリンケージに矛盾があります。

[説明 ]

entity-kind "entity" は宣言されましたが参照されません。

[説明 ]

引数がパラメータと適合しません。

[説明 ]

引数が対応する書式と適合しません。

[説明 ]

定義のない前処理識別子に 0が使用されました。

I0142B
expression must have pointer-to-object type

式はオブジェクトへのポインタでなければなりません。

I0172B
external/internal linkage conflict with previous declaration

以前の宣言に対して外部 /内部のリンケージに矛盾があります。

I0177B
entity-kind "entity" was declared but never referenced

entity-kind "entity" は宣言されましたが参照されません。

I0180B
argument is incompatible with formal parameter

引数がパラメータと適合しません。

I0181B
argument is incompatible with corresponding format string conversion

引数が対応する書式と適合しません。

I0193B
zero used for undefined preprocessing identifier

定義のない前処理識別子に 0が使用されました。
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[説明 ]

関数が暗黙に宣言されました。

[説明 ]

最後のコンマは標準ではありません。

[説明 ]

制御式が定数です。

[説明 ]

セレクタ式が定数です。

[説明 ]

明に型が指定されていません。 "int"が仮定されます。

[説明 ]

アクセス制御が指定されていません。"xxxx" が仮定されます。

I0223B
function declared implicitly

関数が暗黙に宣言されました。

I0228B
trailing comma is nonstandard

最後のコンマは標準ではありません。

I0236B
controlling expression is constant

制御式が定数です。

I0237B
selector expression is constant

セレクタ式が定数です。

I0260B
explicit type is missing ("int" assumed)

明に型が指定されていません . "int"が仮定されます。

I0261B
access control not specified ("xxxx" by default)

アクセス制御が指定されていません。"xxxx" が仮定されます。
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[説明 ]

friend宣言が重複しています。

[説明 ]

一時域へコピーされた値 , 一時域への参照が使用されました。

[説明 ]

余分な ";"は無視されます。

[説明 ]

entity-kind "entity" はデフォルトの operator new xxxx() を持ちますが
operator delete xxxx()を持ちません。

[説明 ]

entity-kind "entity" はデフォルトの operator delete xxxx() を持ちますが
operator new xxxx()を持ちません。

I0324B duplicate friend declaration

friend宣言が重複しています。

I0340B
value copied to temporary, reference to temporary used

一時域へコピーされた値 , 一時域への参照が使用されました。

I0381B
extra ";" ignored

余分な ";"は無視されます。

I0399B

entity-kind "entity" has an operator new xxxx() but no default operator 
delete xxxx()

entity-kind "entity" はデフォルトの operator new xxxx()を持ちますが 
operator delete xxxx()を持ちません。

I0400B

entity-kind "entity" has a default operator delete xxxx() but no operator 
new xxxx()

entity-kind "entity" はデフォルトの operator delete xxxx()を持ちます
が operator new xxxx()を持ちません。
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[説明 ]

基底クラス "type" に対するデストラクタは virtualではありません。

[説明 ]

entity-kind "entity" は entity-kind "entity" のパラメータ型を宣言すると
きには用いることはできません。

[説明 ]

"xxxx" の省略は標準ではありません。

[説明 ]

entity-kind "entity" は , 呼び出されたあと "inline"として再宣言されてい
ます。

[説明 ]

インライン entity-kind "entity" は明示的にインスタンシェートできま
せん。

I0401B
destructor for base class "type" is not virtual

基底クラス "type" に対するデストラクタは virtualではありません。

I0445B

entity-kind "entity" is not used in declaring the parameter types of entity-
kind "entity"

entity-kind "entity" は entity-kind "entity" のパラメータ型を宣言すると
きには用いることはできません。

I0451B
omission of "xxxx" is nonstandard

"xxxx" の省略は標準ではありません。

I0479B

entity-kind "entity" redeclared "inline" after being called

entity-kind "entity" は , 呼び出されたあと "inline"として再宣言されて
います。

I0487B

inline entity-kind "entity" cannot be explicitly instantiated

インライン entity-kind "entity" は明示的にインスタンシェートできま
せん。
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[説明 ]

例外を指定するためにローカルな型が使用されています。

[説明 ]

例外指定に冗長な型が指定されています。

[説明 ]

entity-kind "entity" は設定されていますが使用されていません。

[説明 ]

"entity" はキーワードとして予約されています。

[説明 ]

呼び出し変換の指定は無視されます。

[説明 ]

呼び出し変換はこの型については無視されます。

I0534B
use of a local type to specify an exception

例外を指定するためにローカルな型が使用されています。

I0535B
redundant type in exception specification

例外指定に冗長な型が指定されています。

I0550B
entity-kind "entity" was set but never used

entity-kind "entity" は設定されていますが使用されていません。

I0560B
"entity" is reserved for future use as a keyword

"entity" はキーワードとして予約されています。

I0650B
calling convention specified here is ignored

呼び出し変換の指定は無視されます。

I0652B
calling convention is ignored for this type

呼び出し変換はこの型については無視されます。
180



付録 C  エラーメッセージ一覧
[説明 ]

entity-kind "entity" (declared at line xxxx) の呼び出しはインラインでき
ません。

[説明 ]

entity-kind "entity" はインラインできません。

[説明 ]

戻り型についての型修飾子は意味がありません。

[説明 ]

entity-kind "entity" は参照されていません。

[説明 ]

意味のない placement delete宣言です。

I0678B

call of entity-kind "entity" (declared at line xxxx) cannot be inlined

entity-kind "entity" (declared at line xxxx) の呼び出しはインラインでき
ません。

I0679B
entity-kind "entity" cannot be inlined

entity-kind "entity" はインラインできません。

I0815B
type qualifier on return type is meaningless

戻り型についての型修飾子は意味がありません。

I0826B
entity-kind "entity" was never referenced

entity-kind "entity" は参照されていません。

I0831B
support for placement delete is disabled

意味のない placement delete宣言です。
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[説明 ]

明示的な型指定の省略は標準的ではありません("int"とみなされます)。

[説明 ]

この #pragma packはローカルの entity-kind "entity"に対して有効です。

[説明 ]

例外指定は無視されます。

[説明 ]

型修飾子は関数型には適用できません。

[説明 ]

関数 mainに対して戻り値の型 intが指定されていません。

[説明 ]

値を返す関数 "entity" の最後に returnがありません。

I0837B

omission of explicit type is nonstandard ("int" assumed)

明示的な型指定の省略は標準的ではありません ("int"とみなされま
す )。

I0863B

effect of this "#pragma pack" directive is local to entity-kind "entity"

この #pragma packはローカルの entity-kind "entity"に対して有効で
す。

I0866B
exception specification ignored

例外指定は無視されます。

I0925B
a type qualifier cannot be applied to a function type

型修飾子は関数型には適用できません。

I0938B
return type "int" omitted in declaration of function "main"

関数 mainに対して戻り値の型 intが指定されていません。

I0940B
missing return statement at end of non-void "entity"

値を返す関数 "entity"の最後に returnがありません。
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[説明 ]

affinityは , ( shared型へのポインタではなく ), shared型でなければいけ
ません。

[説明 ]

ネストされた upc_forallで , affinity 表現は無視されます。

[説明 ]

一括表現 (expression)では , 配列の次元数ではなくブロックサイズの指
定であると見なされます。

[説明 ]

ファイルの最後が改行で終了していません。

[説明 ]

ファイルの最後がバックスラッシュで終了しています。

I0997B

affinity has shared type (not pointer to shared)

affinityは , ( shared型へのポインタではなく ), shared型でなければ
いけません。

I0998B
affinity expression ignored in nested upc_forall

ネストされた upc_forallで , affinity 表現は無視されます。

I0999B

bracketed expression is assumed to be a block size specification rather than 
an array dimension

一括表現 (expression)では , 配列の次元数ではなくブロックサイズの
指定であると見なされます。

W1001B
last line of file ends without a newline

ファイルの最後が改行で終了していません。

W1002B
last line of file ends with a backslash

ファイルの最後がバックスラッシュで終了しています。
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[説明 ]

認識できないトークンです。

[説明 ]

入れ子のコメントは許されません。

[説明 ]

認識できない前処理指令です。

[説明 ]

文法エラーから復帰します。

[説明 ]

前処理指令の後にテキストが指定されています。

[説明 ]

この宣言では型修飾子は意味がありません。

W1007B
unrecognized token

認識できないトークンです。

W1009B
nested comment is not allowed

入れ子のコメントは許されません。

W1011B
unrecognized preprocessing directive

認識できない前処理指令です。

W1012B
parsing restarts here after previous syntax error

文法エラーから復帰します。

W1014B
extra text after expected end of preprocessing directive

前処理指令の後にテキストが指定されています。

W1021B
type qualifiers are meaningless in this declaration

この宣言では型修飾子は意味がありません。
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[説明 ]

無効な 16進数です。

[説明 ]

整数定数が大き過ぎます。

[説明 ]

無効な 8進数です。

[説明 ]

文字定数に複数の文字が含まれています。

[説明 ]

文字値が値域の範囲を越えています。

[説明 ]

浮動小数点定数が値域の範囲を越えています。

W1022B
invalid hexadecimal number

無効な 16進数です。

W1023B
integer constant is too large

整数定数が大き過ぎます。

W1024B
invalid octal digit

無効な 8進数です。

W1026B
too many characters in character constant

文字定数に複数の文字が含まれています。

W1027B
character value is out of range

文字値が値域の範囲を越えています。

W1030B
floating constant is out of range

浮動小数点定数が値域の範囲を越えています。
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[説明 ]

式は算術型でなければなりません。

[説明 ]

前処理指令は許されません。 #elseは既に指定されています。

[説明 ]

識別子が必要です。

[説明 ]

オペランドの型が適合しません。("type" と "type")。

[説明 ]

#undefは , 既定義名に対して使用できません。

[説明 ]

既定義名は再定義できません。

W1032B
expression must have arithmetic type

式は算術型でなければなりません。

W1038B
directive is not allowed - an #else has already appeared

前処理指令は許されません : #elseは既に指定されています。

W1040B
expected an identifier

識別子が必要です。

W1042B
operand types are incompatible ("type" and "type")

オペランドの型が適合しません。("type" と "type")。

W1045B
#undef may not be used on this predefined name

#undefは , 既定義名に対して使用できません。

W1046B
this predefined name may not be redefined

既定義名は再定義できません。
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[説明 ]

マクロ "entity" (declared at line xxxx)の再定義が異なっています。

[説明 ]

マクロに対して引数が少な過ぎます。

[説明 ]

マクロに対して引数が多過ぎます。

[説明 ]

整数演算がオーバーフローしました。

[説明 ]

シフトカウントが負です。

[説明 ]

シフトカウントが大き過ぎます。

W1047B
incompatible redefinition of macro "entity" (declared at line xxxx)

マクロ "entity" (declared at line xxxx)の再定義が異なっています。

W1054B
too few arguments in macro invocation

マクロに対して引数が少な過ぎます。

W1055B
too many arguments in macro invocation

マクロに対して引数が多過ぎます。

W1061B
integer operation result is out of range

整数演算がオーバーフローしました。

W1062B
shift count is negative

シフトカウントが負です。

W1063B
shift count is too large

シフトカウントが大き過ぎます。
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[説明 ]

宣言はなにも宣言していません。

[説明 ]

";"が必要です。

[説明 ]

列挙型の値が "int"の値域を越えています。

[説明 ]

整数変換により符号を変換させました。

[説明 ]

整数変換により値を切りすてました。

[説明 ]

不完全型は許されません。

W1064B
declaration does not declare anything

宣言はなにも宣言していません。

W1065B
expected a ";"

";"が必要です。

W1066B
enumeration value is out of "int" range

列挙型の値が "int"の値域を越えています。

W1068B
integer conversion resulted in a change of sign

整数変換により符号を変換させました。

W1069B
integer conversion resulted in truncation

整数変換により値を切りすてました。

W1070B
incomplete type is not allowed

不完全型は許されません。
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[説明 ]

マクロの引数が空です。

[説明 ]

宣言に記憶クラス指定子や型指定子がありません。

[説明 ]

記憶クラス指定子はここには指定できません。

[説明 ]

記憶クラスを最初に指定してください。

[説明 ]

型修飾子は一度以上指定できません。

[説明 ]

不適切な型指定子の組み合わせです。

W1076B
argument to macro is empty

マクロの引数が空です。

W1077B
this declaration has no storage class or type specifier

宣言に記憶クラス指定子や型指定子がありません。

W1080B
a storage class may not be specified here

記憶クラス指定子はここには指定できません。

W1082B
storage class is not first

記憶クラスを最初に指定してください。

W1083B
type qualifier specified more than once

型修飾子は一度以上指定できません。

W1084B
invalid combination of type specifiers

不適切な型指定子の組み合わせです。
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[説明 ]

パラメータに対して不適切な記憶クラスです。

[説明 ]

関数に対して不適切な記憶クラスです。

[説明 ]

翻訳単位が空です。

[説明 ]

宣言はパラメータの宣言でなければなりません。

[説明 ]

"xxxx" は既に現在のスコープで宣言されています。

[説明 ]

列挙型の前方参照は標準ではありません。

W1085B
invalid storage class for a parameter

パラメータに対して不適切な記憶クラスです。

W1086B
invalid storage class for a function

関数に対して不適切な記憶クラスです。

W1096B
a translation unit must contain at least one declaration

翻訳単位が空です。

W1099B
a declaration here must declare a parameter

宣言はパラメータの宣言でなければなりません。

W1101B
"xxxx" has already been declared in the current scope

"xxxx" は既に現在のスコープで宣言されています。

W1102B
forward declaration of enum type is nonstandard

列挙型の前方参照は標準ではありません。
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[説明 ]

大きさ 0のビットフィールドは無名でなければなりません。

[説明 ]

符号ありビットフィールドの大きさは 1以上でなければなりません。

[説明 ]

実行されない文があります。

[説明 ]

entity-kind "entity" は参照されていますが定義されていません。

[説明 ]

voidでない 関数 "entity" は値を返さなければなりません。

[説明 ]

void 関数は値を返すことはできません。

W1107B
zero-length bit field must be unnamed

大きさ 0のビットフィールドは無名でなければなりません。

W1108B

signed bit field of length 1

符号ありビットフィールドの大きさは 1以上でなければなりませ
ん。

W1111B
statement is unreachable

実行されない文があります。

W1114B
entity-kind "entity" was referenced but not defined

entity-kind "entity" は参照されていますが定義されていません。

W1117B
non-void function "entity" should return a value

voidでない 関数 "entity" は値を返さなければなりません。

W1118B
a void function may not return a value

void 関数は値を返すことはできません。
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[説明 ]

返り値の型が関数の型と互換がありません。

[説明 ]

文が必要です。

[説明 ]

ループに到達できません。

[説明 ]

ブロックスコープの関数は extern記憶クラスが必要です。

[説明 ]

式は変更可能な左辺値でなければなりません。

[説明 ]

register変数のアドレスをとることはできません。

W1120B
return value type does not match the function type

返り値の型が関数の型と互換がありません。

W1127B
expected a statement

文が必要です。

W1128B
loop is not reachable from preceding code

ループに到達できません。

W1129B
a block-scope function may only have extern storage class

ブロックスコープの関数は extern記憶クラスが必要です。

W1137B
expression must be a modifiable lvalue

式は変更可能な左辺値でなければなりません。

W1138B
taking the address of a register variable is not allowed

register変数のアドレスをとることはできません。
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[説明 ]

ビットフィールドのアドレスをとることはできません。

[説明 ]

関数呼び出しに対して引数が多過ぎます。

[説明 ]

式はオブジェクトへのポインタでなければなりません。

[説明 ]

"type" 型の値は "type" 型を初期化するために用いることはできませ
ん。

[説明 ]

宣言は , entity-kind "entity" (declared at line xxxx) と適合しません。

[説明 ]

非 0の数値からポインタへの変換です。

W1139B
taking the address of a bit field is not allowed

ビットフィールドのアドレスをとることはできません。

W1140B
too many arguments in function call

関数呼び出しに対して引数が多過ぎます。

W1142B
expression must have pointer-to-object type

式はオブジェクトへのポインタでなければなりません。

W1144B

a value of type "type" cannot be used to initialize an entity of type "type"

"type" 型の値は "type" 型を初期化するために用いることはできませ
ん。

W1147B
declaration is incompatible with entity-kind "entity" (declared at line xxxx)

宣言は , entity-kind "entity" (declared at line xxxx) と適合しません。

W1152B
conversion of nonzero integer to pointer

非 0の数値からポインタへの変換です。
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[説明 ]

旧式の代入演算子です。

[説明 ]

旧式の初期化です。

[説明 ]

宣言は以前の "entity" (declared at line xxxx) と異なっています。

 [説明 ]

 認識できない #pragmaです。

  

 [説明 ]

 関数呼び出しに対して引数が少な過ぎます。

  

 [説明 ]

 不適切な浮動小数点数です。

W1155B
old-fashioned assignment operator

旧式の代入演算子です。

W1156B
old-fashioned initializer

旧式の初期化です。

W1159B
declaration is incompatible with previous "entity" (declared at line xxxx)

宣言は以前の "entity" (declared at line xxxx) と異なっています。

W1161B
unrecognized #pragma

認識できない #pragmaです。

W1165B
too few arguments in function call

関数呼び出しに対して引数が少な過ぎます。

W1166B
invalid floating constant

不適切な浮動小数点数です。
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 [説明 ]

 引数の型 "type" はパラメータの型 "type" と適合しません。

   

 [説明 ]

 ポインタが指定されたオブジェクト以外を指しています。

  

 [説明 ]

 不適切な型変換です。

  

 [説明 ]

 以前の宣言に対して外部 /内部のリンケージに矛盾があります。

  

 [説明 ]

 浮動小数点数値は整数型の値に入りません。

  

 [説明 ]

 式は無効です。

W1167B
argument of type "type" is incompatible with parameter of type "type"

引数の型 "type" はパラメータの型 "type" と適合しません。

W1170B
pointer points outside of underlying object

ポインタが指定されたオブジェクト以外を指しています。

W1171B
invalid type conversion

不適切な型変換です。

W1172B
external/internal linkage conflict with previous declaration

以前の宣言に対して外部 /内部のリンケージに矛盾があります。

W1173B
floating-point value does not fit in required integral type

浮動小数点数値は整数型の値に入りません。

W1174B
expression has no effect

式は無効です。
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 [説明 ]

 添字が範囲を越えています。

  

 [説明 ]

 entity-kind "entity" は宣言されましたが参照されません。

  

 [説明 ]

 "&"が配列に適用されましたが無効です。

  

 [説明 ]

 "%"の右オペランドが 0です。

  

 [説明 ]

 引数がパラメータと適合しません。

  

 [説明 ]

 引数が対応する書式と適合しません。

W1175B
subscript out of range

添字が範囲を越えています。

W1177B
entity-kind "entity" was declared but never referenced

entity-kind "entity" は宣言されましたが参照されません。

W1178B
"&" applied to an array has no effect

"&"が配列に適用されましたが無効です。

W1179B
right operand of  "%" is zero

"%"の右オペランドが 0です。

W1180B
argument is incompatible with formal parameter

引数がパラメータと適合しません。

W1181B
argument is incompatible with corresponding format string conversion

引数が対応する書式と適合しません。
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 [説明 ]

 キャスト型は整数でなければなりません。

  

 [説明 ]

 制御のわたらないコードでの動的な初期化です。

  

 [説明 ]

 ゼロと符号なし整数との比較は意味がありません。

  

 [説明 ]

 "=="が期待されるところで "="が使用されています。

  

 [説明 ]

 列挙型に他の型が混ぜられています。

  

 [説明 ]

 型修飾子はキャスト型では意味がありません。

W1183B
type of cast must be integral

キャスト型は整数でなければなりません。

W1185B
dynamic initialization in unreachable code

制御のわたらないコードでの動的な初期化です。

W1186B
pointless comparison of unsigned integer with zero

ゼロと符号なし整数との比較は意味がありません。

W1187B
use of  "=" where "==" may have been intended

"=="が期待されるところで "="が使用されています。

W1188B
enumerated type mixed with another type

列挙型に他の型が混ぜられています。

W1191B
type qualifier is meaningless on cast type

型修飾子はキャスト型では意味がありません。
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 [説明 ]

 認識できないエスケープシーケンスです。

  

 [説明 ]

 書式文字列に対して引数の追加が必要です。

  

 [説明 ]

 書式文字列が引数の前で終了しています。

  

 [説明 ]

 不適切な書式変換です。

  

 [説明 ]

 最後のコンマは標準ではありません。

  

 [説明 ]

 ビットフィールドは列挙型のすべての値を含むことができません。

W1192B
unrecognized character escape sequence

認識できないエスケープシーケンスです。

W1224B
the format string requires additional arguments

書式文字列に対して引数の追加が必要です。

W1225B
the format string ends before this argument

書式文字列が引数の前で終了しています。

W1226B
invalid format string conversion

不適切な書式変換です。

W1228B
trailing comma is nonstandard

最後のコンマは標準ではありません。

W1229B
bit field cannot contain all values of the enumerated type

ビットフィールドは列挙型のすべての値を含むことができません。
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 [説明 ]

 ビットフィールドに対する型の指定が標準ではありません。

   

  [説明 ]

 宣言は関数の外では見えません。

  

 [説明 ]

 "void"に対する typedefは旧仕様です。

  

 [説明 ]

 左オペランドはこのフィールドを含む構造体あるいは共用体でなけれ
ばなりません。

  

 [説明 ]

 ポインタはこのフィールドを含む構造体あるいは共用体へのポインタ
でなければなりません。

W1230B
nonstandard type for a bit field

ビットフィールドに対する型の指定が標準ではありません。

W1231B
declaration is not visible outside of function

宣言は関数の外では見えません。

W1232B
old-fashioned typedef of  "void" ignored

"void"に対する typedefは旧仕様です。

W1233B

left operand is not a struct or union containing this field

左オペランドはこのフィールドを含む構造体あるいは共用体でなけ
ればなりません。

W1234B

pointer does not point to struct or union containing this field

ポインタはこのフィールドを含む構造体あるいは共用体へのポイン
タでなければなりません。
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 [説明 ]

 制御式が定数です。

  

 [説明 ]

 宣言内の重複した指定子です。

  

 [説明 ]

 constな entity-kind "entity" は初期化されなければなりません。

   

  [説明 ]

 明に型が指定されていません。 "int"が仮定されます。

  

  [説明 ]

 旧式のパラメータリストです (旧仕様 )。

  

 [説明 ]

 NULL参照は許されません。

W1236B
controlling expression is constant

制御式が定数です。

W1240B
duplicate specifier in declaration

宣言内の重複した指定子です。

W1257B
const entity-kind "entity" requires an initializer

constな entity-kind "entity" は初期化されなければなりません。

W1260B
explicit type is missing ("int" assumed)

明に型が指定されていません . "int"が仮定されます。

W1267B
old-style parameter list (anachronism)

旧式のパラメータリストです (旧仕様 )。

W1284B
NULL reference is not allowed

NULL参照は許されません。
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 [説明 ]

 クラス "type" に対するコピーコンストラクタは曖昧です。

  

 [説明 ]

 不適切な共用体メンバ -- クラス "type" は許されないメンバ関数を
持っています。

  

 [説明 ]

 非左辺値配列の不適切な使用です。

  

 [説明 ]

 typedef名は既に宣言されています。

  

 [説明 ]

 デフォルト引数の型 "type" はパラメータの型 "type" と適合しません。

W1290B
copy constructor for class "type" is ambiguous

クラス "type" に対するコピーコンストラクタは曖昧です。

W1294B

invalid union member -- class "type" has a disallowed member function

不適切な共用体メンバ -- クラス "type" は許されないメンバ関数を
持っています。

W1296B
invalid use of non-lvalue array

非左辺値配列の不適切な使用です。

W1301B
typedef name has already been declared (with same type)

typedef名は既に宣言されています。

W1310B

default argument of type "type" is incompatible with parameter of type 
"type"

デフォルト引数の型 "type" はパラメータの型 "type" と適合しませ
ん。
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 [説明 ]

 型修飾子はこの関数では許されません。

  

 [説明 ]

  "inline"は許されません。

  

 [説明 ]

 entity-kind "entity" はアクセス不可能です。

  

 [説明 ]

 クラス "type" は適切なコピーコンストラクタを持ちません。

  

 [説明 ]

 リンケージ指定は許されません。

W1313B
type qualifier is not allowed on this function

型修飾子はこの関数では許されません。

W1326B
"inline" is not allowed

"inline"は許されません。

W1330B
entity-kind "entity" is inaccessible

entity-kind "entity" はアクセス不可能です。

W1334B
class "type" has no suitable copy constructor

クラス "type" は適切なコピーコンストラクタを持ちません。

W1335B
linkage specification is not allowed

リンケージ指定は許されません。
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 [説明 ]

 リンケージ指定は以前の "entity" (declared at line xxxx) と適合しませ
ん。

  

 [説明 ]

 "operator xxxx"はメンバ関数でなければなりません。

  

 [説明 ]

 領域解放関数の最初のパラメータは "void *"型でなければなりません。

  

 [説明 ]

 基底クラス名が必要です。 "type" とみなされます (旧仕様 )。

  

 [説明 ]

 "this"への代入があります (旧仕様 )。

W1337B

linkage specification is incompatible with previous "entity" (declared at 
line xxxx)

リンケージ指定は以前の "entity" (declared at line xxxx) と適合しませ
ん。

W1341B
"operator xxxx" must be a member function

"operator xxxx"はメンバ関数でなければなりません。

W1354B

first parameter of deallocation function must be of type "void *"

領域解放関数の最初のパラメータは "void *"型でなければなりませ
ん。

W1358B
base class name required -- "type" assumed (anachronism)

基底クラス名が必要です。 "type" とみなされます (旧仕様 )。

W1361B
assignment to "this" (anachronism)

"this"への代入があります (旧仕様 )。
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 [説明 ]

 "overload"キーワードです (旧仕様 )。

  

 [説明 ]

 entity-kind "entity" は以下を初期化するコンストラクタを定義しません。

  

 [説明 ]

 entity-kind "entity" は初期化されない constフィールドを持っています。

  

 [説明 ]

 宣言は typedef名を必要とします。

  

 [説明 ]

 通常の関数ポインタへのバウンド関数のキャストです (旧仕様 )。

W1362B
"overload" keyword used (anachronism)

"overload"キーワードです (旧仕様 )。

W1368B

entity-kind "entity" defines no constructor to initialize the following:

entity-kind "entity" は以下を初期化するコンストラクタを定義しませ
ん。

W1370B

entity-kind "entity" has an uninitialized const field

entity-kind "entity" は初期化されない constフィールドを持っていま
す。

W1375B
declaration requires a typedef name

宣言は typedef名を必要とします。

W1379B
cast of bound function to normal function pointer (anachronism)

通常の関数ポインタへのバウンド関数のキャストです (旧仕様 )。
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 [説明 ]

 余分な ";"は無視されます。

  

 [説明 ]

 メンバ定数宣言が標準的ではありません (static constである整数メンバ
として宣言してください )。

  

 [説明 ]

 delete  配列サイズ式が使用されました (旧仕様 )。

  

 [説明 ]

 一つだけ引数を取る関数が後置 "xxxx" に使用されました (旧仕様 )。

  

 [説明 ]

 配列型へのキャストは標準ではありません。"type" へのキャストと見
なされます。

W1381B
extra ";" ignored

余分な ";"は無視されます。

W1382B

nonstandard member constant declaration (standard form is a static const 
integral member)

メンバ定数宣言が標準的ではありません (static constである整数メン
バとして宣言してください )。

W1387B
delete array size expression used (anachronism)

delete  配列サイズ式が使用されました (旧仕様 )。

W1395B
single-argument function used for postfix "xxxx" (anachronism)

一つだけ引数を取る関数が後置 "xxxx" に使用されました (旧仕様 )。

W1398B

cast to array type is nonstandard (treated as cast to "type")

配列型へのキャストは標準ではありません。"type" へのキャストと
見なされます。
205



付録 C  エラーメッセージ一覧
  

 [説明 ]

 entity-kind "entity" は既に宣言されています。

  

 [説明 ]

 入れ子の entity-kind "entity" の使用です (旧仕様 )。

  

 [説明 ]

 不完全クラス型へのポインタの deleteです。

  

 [説明 ]

 "$"マークが識別子に使用されました。

  

 [説明 ]

 非 constへの参照の初期値に対して一時域が用いられました (旧仕様 )。

  

 [説明 ]

 修飾名はメンバ宣言では許されません。

W1403B
entity-kind "entity" has already been declared

entity-kind "entity" は既に宣言されています。

W1406B
using nested entity-kind "entity" (anachronism)

入れ子の entity-kind "entity" の使用です (旧仕様 )。

W1414B
delete of pointer to incomplete class

不完全クラス型へのポインタの deleteです。

W1425B
dollar sign ("$") used in identifier

"$"マークが識別子に使用されました。

W1426B

temporary used for initial value of reference to non-const (anachronism)

非 constへの参照の初期値に対して一時域が用いられました (旧仕
様 )。

W1427B
qualified name is not allowed in member declaration

修飾名はメンバ宣言では許されません。
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 [説明 ]

 他の型と混在した列挙型です (旧仕様 )。

  

 [説明 ]

 ローカル一時域への参照が返されました。

  

 [説明 ]

 entity-kind "entity" は entity-kind "entity" のパラメータ型を宣言すると
きには用いることはできません。

  

 [説明 ]

 "long long"は標準ではありません。

  

 [説明 ]

 "xxxx" の省略は標準ではありません。

W1428B
enumerated type mixed with another type (anachronism)

他の型と混在した列挙型です (旧仕様 )。

W1430B
returning reference to local temporary

ローカル一時域への参照が返されました。

W1445B

entity-kind "entity" is not used in declaring the parameter types of entity-
kind "entity"

entity-kind "entity" は entity-kind "entity" のパラメータ型を宣言すると
きには用いることはできません。

W1450B
the type "long long" is nonstandard

"long long"は標準ではありません。

W1451B
omission of "xxxx" is nonstandard

"xxxx" の省略は標準ではありません。
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 [説明 ]

 "type" 型の引数は "type" 型のテンプレートパラメータと一致しませ
ん。

  

 [説明 ]

 "xxxx" の宣言は関数パラメータを隠しました。

  

 [説明 ]

 非 constへの参照の初期値は左辺値でなければなりません。

  

 [説明 ]

 xxxx のタグの種類は entity-kind "entity" (declared at line xxxx) の宣言と
一致しません。

  

 [説明 ]

 メンバ関数の typedefです。

W1458B

argument of type "type" is incompatible with template parameter of type 
"type"

"type" 型の引数は "type" 型のテンプレートパラメータと一致しませ
ん。

W1460B
declaration of "xxxx" hides function parameter

"xxxx" の宣言は関数パラメータを隠しました。

W1461B
initial value of reference to non-const must be an lvalue

非 constへの参照の初期値は左辺値でなければなりません。

W1469B

tag kind of xxxx is incompatible with declaration of entity-kind "entity" 
(declared at line xxxx)

xxxx のタグの種類は entity-kind "entity" (declared at line xxxx) の宣言
と一致しません。

W1472B
member function typedef (allowed for cfront compatibility)

メンバ関数の typedefです。
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 [説明 ]

 entity-kind "entity" はアクセス不能な型です。

  

 [説明 ]

 typedefで voidパラメータを宣言することは標準ではありません。

  

 [説明 ]

 グローバル entity-kind "entity" が entity-kind "entity" の代わりに用いら
れました。

  

 [説明 ]

 "xxxx" の宣言はテンプレートパラメータを隠しました。

  

 [説明 ]

 メンバ関数のアドレスの取得方法が標準ではありません。

W1482B

entity-kind "entity" is an inaccessible type (allowed for cfront 
compatibility)

entity-kind "entity" はアクセス不能な型です。

W1494B
declaring a void parameter list with a typedef is nonstandard

typedefで voidパラメータを宣言することは標準ではありません。

W1495B

global entity-kind "entity" used instead of entity-kind "entity" (cfront 
compatibility)

グローバル entity-kind "entity" が entity-kind "entity" の代わりに用い
られました。

W1497B
declaration of "xxxx" hides template parameter

"xxxx" の宣言はテンプレートパラメータを隠しました。

W1504B
nonstandard form for taking the address of a member function

メンバ関数のアドレスの取得方法が標準ではありません。
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 [説明 ]

 参照型についての型修飾子は許されません。

  

 [説明 ]

 "type" 型の値は "type" 型のものに代入できません。

  

 [説明 ]

 負数と符号なし整数との比較は意味がありません。

  

 [説明 ]

 constオブジェクトは初期化が必要です。

  

 [説明 ]

 前処理指令が標準ではありません。

W1512B
type qualifier on a reference type is not allowed

参照型についての型修飾子は許されません。

W1513B
a value of type "type" cannot be assigned to an entity of type "type"

"type" 型の値は "type" 型のものに代入できません。

W1514B
pointless comparison of unsigned integer with a negative constant

負数と符号なし整数との比較は意味がありません。

W1516B
const object requires an initializer

constオブジェクトは初期化が必要です。

W1518B
nonstandard preprocessing directive

前処理指令が標準ではありません。
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 [説明 ]

 構造体 / 共用体 / 配列に対する初期値は , { } で囲まれていなければな
りません。

  

 [説明 ]

 意味のない friend宣言です。

 

 [説明 ]

 "::"の代わりに "."が用いられています (cfront 旧仕様 )。

  

 [説明 ]

 constオブジェクトに対する constでない関数呼び出しです (旧仕様 )。

  

 [説明 ]

 ハンドラは潜在的に "type" 型に対する以前のハンドラによってマスク
されました。

W1520B

initialization with "{...}" expected for aggregate object

構造体 /共用体 /配列に対する初期値は , { }で囲まれていなければ
なりません。

W1522B
pointless friend declaration

意味のない friend宣言です。

W1523B
"." used in place of "::" to form a qualified name (cfront anachronism)

"::"の代わりに "."が用いられています (cfront 旧仕様 )。

W1524B

non-const function called for const object (anachronism)

constオブジェクトに対する constでない関数呼び出しです
(旧仕様 )。

W1533B

handler is potentially masked by previous handler for type "type"

ハンドラは潜在的に "type" 型に対する以前のハンドラによってマス
クされました。
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 [説明 ]

 例外指定の省略は以前の entity-kind "entity" (declared at line xxxx) と適
合しません。

  

 [説明 ]

 ローカルでない変数の宣言にローカルな型が使用されました。

  

 [説明 ]

 関数を宣言するのにローカルな型が使用されました。

  

 [説明 ]

 初期化は実行されません。

  

 [説明 ]

 値が設定される前に entity-kind "entity" は使用されています。

W1541B

omission of exception specification is incompatible with previous entity-
kind "entity" (declared at line xxxx)

例外指定の省略は以前の entity-kind "entity" (declared at line xxxx) と
適合しません。

W1544B
use of a local type to declare a nonlocal variable

ローカルでない変数の宣言にローカルな型が使用されました。

W1545B
use of a local type to declare a function

関数を宣言するのにローカルな型が使用されました。

W1546B
transfer of control bypasses initialization of:

初期化は実行されません。

W1549B
entity-kind "entity" is used before its value is set

値が設定される前に entity-kind "entity" は使用されています。
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 [説明 ]

 entity-kind "entity" は設定されていますが使用されていません。

  

 [説明 ]

 例外指定は許されません。

  

 [説明 ]

 entity-kind "entity" (declared at line xxxx) についての外部 / 内部のリン
ケージに矛盾があります。

  

 [説明 ]

 entity-kind "entity" は暗黙あるいは明示的な変換のいずれにも呼び出さ
れません。

  

 [説明 ]

 "entity" はキーワードとして予約されています。

W1550B
entity-kind "entity" was set but never used

entity-kind "entity" は設定されていますが使用されていません。

W1552B
exception specification is not allowed

例外指定は許されません。

W1553B

external/internal linkage conflict for entity-kind "entity" (declared at line 
xxxx)

entity-kind "entity" (declared at line xxxx) についての外部 /内部のリン
ケージに矛盾があります。

W1554B

entity-kind "entity" will not be called for implicit or explicit conversions

entity-kind "entity" は暗黙あるいは明示的な変換のいずれにも呼び出
されません。

W1560B
"entity" is reserved for future use as a keyword

"entity" はキーワードとして予約されています。
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 [説明 ]

 浮動小数点テンプレートパラメータは標準ではありません。

  

 [説明 ]

 このプラグマは宣言の直前でなければなりません。

  

 [説明 ]

 このプラグマは文の直前でなければなりません。

  

 [説明 ]

 このプラグマは宣言あるいは文の直前でなければなりません。

  

 [説明 ]

 この種類のプラグマはここでは使用できません。

W1605B
floating-point template parameter is nonstandard

浮動小数点テンプレートパラメータは標準ではありません。

W1606B
this pragma must immediately precede a declaration

このプラグマは宣言の直前でなければなりません。

W1607B
this pragma must immediately precede a statement

このプラグマは文の直前でなければなりません。

W1608B
this pragma must immediately precede a declaration or statement

このプラグマは宣言あるいは文の直前でなければなりません。

W1609B
this kind of pragma may not be used here

この種類のプラグマはここでは使用できません。
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 [説明 ]

 entity-kind "entity" は "entity" と一致しません。仮想関数の置き換えが試
みられました。

  

 [説明 ]

 多重定義された仮想関数 "entity" は entity-kind "entity" に部分的に置き
換えられています。

  

 [説明 ]

 メンバ関数へのポインタから関数へのポインタへのキャストです。

  

 [説明 ]

 構造体 /共用体に名前のあるメンバがありません。

  

 [説明 ]

 名前なしフィールドは標準ではありません。

W1610B

entity-kind "entity" does not match "entity" -- virtual function override 
intended?

entity-kind "entity" は "entity" と一致しません。仮想関数の置き換え
が試みられました。

W1611B

overloaded virtual function "entity" is only partially overridden in entity-
kind "entity"

多重定義された仮想関数 "entity" は entity-kind "entity" に部分的に置
き換えられています。

W1617B
pointer-to-member-function cast to pointer to function

メンバ関数へのポインタから関数へのポインタへのキャストです。

W1618B
struct or union declare no named members

構造体 /共用体に名前のあるメンバがありません。

W1619B
nonstandard unnamed field

名前なしフィールドは標準ではありません。
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 [説明 ]

 名前なしメンバは標準ではありません。

  

 [説明 ]

 プレコンパイルファイル "xxxx" が誤っているかこのコンパイラのこ
のバージョンで作成されたものではありません。

  

 [説明 ]

 プレコンパイルヘッダファイル "xxxx" はこのディレクトリに生成さ
れませんでした。

  

 [説明 ]

 プレコンパイルヘッダ "xxxx" を生成するために使用されたヘッダファ
イルが変更されています。

  

 [説明 ]

 プレコンパイルヘッダ "xxxx" を生成したときに指定されたコマンドラ
インオプションと異なっています。

W1620B
nonstandard unnamed member

名前なしメンバは標準ではありません。

W1626B

precompiled header file "xxxx" is either invalid or not generated by this 
version of the compiler

プレコンパイルファイル "xxxx" が誤っているかこのコンパイラのこ
のバージョンで作成されたものではありません。

W1627B

precompiled header file "xxxx" was not generated in this directory

プレコンパイルヘッダファイル "xxxx" はこのディレクトリに生成さ
れませんでした。

W1628B

header files used to generate precompiled header file "xxxx" have changed

プレコンパイルヘッダ "xxxx" を生成するために使用されたヘッダ
ファイルが変更されています。

W1629B

the command line options do not match those used when precompiled 
header file "xxxx" was created

プレコンパイルヘッダ "xxxx" を生成したときに指定されたコマンド
ラインオプションと異なっています。
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 [説明 ]

 前処理指令の初期シーケンスがプレコンパイルヘッダ "xxxx" と異なっ
ています。

  

 [説明 ]

 プレコンパイルヘッダ "xxxx" とメモリの使用方法が矛盾しています。

  

 [説明 ]

 プレコンパイルヘッダファイルを生成するためのメモリが足りませ
ん。xxxx バイト必要です。

  

 [説明 ]

 プログラムの非常に大きな構成要素のため , プレコンパイルヘッダを
生成できません。

  

 [説明 ]

 "xxxx" は認識できない __declspec属性です。

W1630B

the initial sequence of preprocessing directives is not compatible with those 
of precompiled header file "xxxx"

前処理指令の初期シーケンスがプレコンパイルヘッダ "xxxx" と異
なっています。

W1634B

memory usage conflict with precompiled header file "xxxx"

プレコンパイルヘッダ "xxxx" とメモリの使用方法が矛盾していま
す。

W1639B

insufficient preallocated memory for generation of precompiled header file 
(xxxx bytes required)

プレコンパイルヘッダファイルを生成するためのメモリが足りませ
ん。xxxx バイト必要です。

W1640B

very large entity in program prevents generation of precompiled header file

プログラムの非常に大きな構成要素のため , プレコンパイルヘッダ
を生成できません。

W1645B
"xxxx" is an unrecognized __declspec attribute

"xxxx" は認識できない __declspec属性です。
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 [説明 ]

 呼び出し変換の指定は無視されます。

  

 [説明 ]

 モディファイア "xxxx" はこの宣言では許されません。

  

 [説明 ]

 tryブロックに実行が移ります。

  

 [説明 ]

 inline 指定は以前の "entity" (declared at line xxxx) と適合しません。

  

 [説明 ]

 純粋仮想関数の呼び出しです。

  

 [説明 ]

 "asm"関数は標準ではありません。

W1650B
calling convention specified here is ignored

呼び出し変換の指定は無視されます。

W1655B
the modifier "xxxx" is not allowed on this declaration

モディファイア "xxxx" はこの宣言では許されません。

W1656B
transfer of control into a try block

tryブロックに実行が移ります。

W1657B

inline specification is incompatible with previous "entity" (declared at line 
xxxx)

inline 指定は以前の "entity" (declared at line xxxx) と適合しません。

W1662B
call of pure virtual function

純粋仮想関数の呼び出しです。

W1667B
"asm" function is nonstandard

"asm"関数は標準ではありません。
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 [説明 ]

 明示的なパラメータのない省略符号は標準ではありません。

  

 [説明 ]

 "&..."は標準ではありません。

  

 [説明 ]

 一時域が , const volatileに対する参照の初期化値に対して使用されまし
た (旧仕様 )。

  

 [説明 ]

 const volatileへの参照の初期化値は左辺値でなければなりません。

  

 [説明 ]

 entity-kind "entity" (declared at line xxxx) のスコープ外での使用です。

W1668B
ellipsis with no explicit parameters is nonstandard

明示的なパラメータのない省略符号は標準ではありません。

W1669B
"&..." is nonstandard

"&..."は標準ではありません。

W1672B

temporary used for initial value of reference to const volatile (anachronism)

一時域が , const volatileに対する参照の初期化値に対して使用され
ました (旧仕様 )。

W1674B
initial value of reference to const volatile must be an lvalue

const volatileへの参照の初期化値は左辺値でなければなりません。

W1676B

using out-of-scope declaration of entity-kind "entity" (declared at line 
xxxx)

entity-kind "entity" (declared at line xxxx) のスコープ外での使用です。
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 [説明 ]

 "xxxx" はパックアライメントスタックにはありません。

  

 [説明 ]

 パックアライメントスタックが空です。

  

 [説明 ]

 entity-kind "entity" はアクセス不可能です。削除されたものにコピーが
要求されました。

  

 [説明 ]

 参照パラメータが右辺値に結合されないため , entity-kind "entity" は呼
び出し不可能です。削除されたのにコピーが要求されました。

  

 [説明 ]

 bool値のインクリメントは行なってはいけません。

W1688B
"xxxx" not found on pack alignment stack

"xxxx" はパックアライメントスタックにはありません。

W1689B
empty pack alignment stack

パックアライメントスタックが空です。

W1691B

entity-kind "entity", required for copy that was eliminated, is inaccessible

entity-kind "entity" はアクセス不可能です。削除されたものにコピー
が要求されました。

W1692B

entity-kind "entity", required for copy that was eliminated, is not callable 
because reference parameter cannot be bound to rvalue

参照パラメータが右辺値に結合されないので , entity-kind "entity" は
呼び出し不可能です。削除されたのにコピーが要求されました。

W1708B
incrementing a bool value is deprecated

bool値のインクリメントは行なってはいけません。
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 [説明 ]

 式は bool型あるいはその互換型でなければなりません。

  

 [説明 ]

 __baseポインタ演算子の前にありません。__baseは無視されます。

  

 [説明 ]

 mutableは許されません。

  

 [説明 ]

 entity-kind "entity" の再宣言はそのアクセスを変更することはできませ
ん。

  

 [説明 ]

 書式文字列変換が標準ではありません。

W1711B
expression must have bool type (or be convertible to bool)

式は bool型あるいはその互換型でなければなりません。

W1715B
__based does not precede a pointer operator, __based ignored.

__baseポインタ演算子の前にありません。__baseは無視されます。

W1719B
mutable is not allowed

mutableは許されません。

W1720B

redeclaration of entity-kind "entity" is not allowed to alter its access

entity-kind "entity" の再宣言はそのアクセスを変更することはできま
せん。

W1721B
nonstandard format string conversion

書式文字列変換が標準ではありません。
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 [説明 ]

 代替トークン "%:"の使用は意図的でないと考えられます。

  

 [説明 ]

 DLL属性の誤った組合せです。

  

 [説明 ]

 不完全な要素型の配列は標準ではありません。

  

 [説明 ]

 using宣言は無視されます。現在のネームスペースを参照します。

  

 [説明 ]

 entity-kind "entity" の using宣言は無視されました。

  

 [説明 ]

 メモリ属性は無視されます。

W1723B
use of alternative token "%:" appears to be unintended

代替トークン "%:"の使用は意図的でないと考えられます。

W1729B
invalid combination of DLL attributes

DLL属性の誤った組合せです。

W1731B
array with incomplete element type is nonstandard

不完全な要素型の配列は標準ではありません。

W1737B
using-declaration ignored -- it refers to the current namespace

using宣言は無視されます。現在のネームスペースを参照します。

W1741B
using-declaration of entity-kind "entity" ignored

entity-kind "entity" の using宣言は無視されました。

W1745B
memory attribute ignored

メモリ属性は無視されます。
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 [説明 ]

 メモリ属性が複数回指定されました。

  

 [説明 ]

 呼び出し変換が複数回指定されました。

  

 [説明 ]

 ポインタから小さな整数への変換です。

  

 [説明 ]

 暗黙に宣言された virtual entity-kind "entity" に対する例外指定は entity-

kind "entity" の置き換えに対してより厳密ではありません。

  

 [説明 ]

 代替トークン "<:"の使用は意図的でないと考えられます。

W1747B
memory attribute specified more than once

メモリ属性が複数回指定されました。

W1748B
calling convention specified more than once

呼び出し変換が複数回指定されました。

W1767B
conversion from pointer to smaller integer

ポインタから小さな整数への変換です。

W1768B

exception specification for implicitly declared virtual entity-kind "entity" is 
incompatible with that of overridden entity-kind "entity"

暗黙に宣言された virtual entity-kind "entity" に対する例外指定は 
entity-kind "entity" の置き換えに対してより厳密ではありません。

W1772B
use of alternative token "<:" appears to be unintended

代替トークン "<:"の使用は意図的でないと考えられます。
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 [説明 ]

 entity-kind "entity" (declared at line xxxx) についての参照は古い for 初期
化スコープにおいて entity-kind "entity" (declared at line xxxx) とみなさ
れます。

  

 [説明 ]

 空コメントは "##"演算子とみなされました。

  

 [説明 ]

 参照されていない関数テンプレートの再宣言時にデフォルト引数を指
定することは標準ではありません。

  

 [説明 ]

 例外指定の省略は entity-kind "entity" (declared at line xxxx) と非互換で
す。

W1780B

reference is to entity-kind "entity" (declared at line xxxx) -- under old for-
init scoping rules it would have been entity-kind "entity" (declared at line 
xxxx)

entity-kind "entity" (declared at line xxxx) についての参照は古い for初
期化スコープにおいて entity-kind "entity" (declared at line xxxx) とみ
なされます。

W1783B
empty comment interpreted as token-pasting operator "##"

空コメントは "##"演算子とみなされました。

W1802B

specifying a default argument when redeclaring an unreferenced function 
template is nonstandard

参照されていない関数テンプレートの再宣言時にデフォルト引数を
指定することは標準ではありません。

W1806B

omission of exception specification is incompatible with entity-kind 
"entity" (declared at line xxxx)

例外指定の省略は entity-kind "entity" (declared at line xxxx)と非互換
です。
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 [説明 ]

 constな entity-kind "entity" は初期化を必要としています。クラス "type"

は明示的に宣言されたデフォルトコンストラクタを持ちません。

  

 [説明 ]

 constオブジェクトは初期化を必要とします。クラス "type" は明示的に
宣言されたデフォルトコンストラクタを持ちません。

  

 [説明 ]

 戻り型についての型修飾子は意味がありません。

  

 [説明 ]

 静的データメンバ宣言はこのクラスでは許されません。

  

 [説明 ]

 "..."は許されません。

W1811B

const entity-kind "entity" requires an initializer -- class "type" has no 
explicitly declared default constructor

constな entity-kind "entity" は初期化を必要としています。クラス 
"type"は明示的に宣言されたデフォルトコンストラクタを持ちませ
ん。

W1812B

const object requires an initializer -- class "type" has no explicitly declared 
default constructor

constオブジェクトは初期化を必要とします。クラス "type" は明示
的に宣言されたデフォルトコンストラクタを持ちません。

W1815B
type qualifier on return type is meaningless

戻り型についての型修飾子は意味がありません。

W1817B
static data member declaration is not allowed in this class

静的データメンバ宣言はこのクラスでは許されません。

W1819B
"..." is not allowed

"..."は許されません。
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 [説明 ]

 virtual inline entity-kind "entity" は定義されていません。

  

 [説明 ]

 entity-kind "entity" は参照されていません。

  

 [説明 ]

 "long double" に対して "double"を Cコード内で生成しました。

  

 [説明 ]

 entity-kind "entity" は対応する operator deletexxxx を持ちません。割り当
てられたオブジェクトの初期化中に例外が throw された場合に必要で
す。

  

 [説明 ]

 意味のない placement delete宣言です。

W1825B
virtual inline entity-kind "entity" was never defined

virtual inline entity-kind "entity" は定義されていません。

W1826B
entity-kind "entity" was never referenced

entity-kind "entity" は参照されていません。

W1829B
"double" used for "long double" in generated C code

"long double" に対して "double"を Cコード内で生成しました。

W1830B

entity-kind "entity" has no corresponding operator deletexxxx (to be called 
if an exception is thrown during initialization of an allocated object)

entity-kind "entity" は対応する operator deletexxxx を持ちません。割
り当てられたオブジェクトの初期化中に例外が throwされた場合に
必要です。

W1831B
support for placement delete is disabled

意味のない placement delete宣言です。
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 [説明 ]

 不完全型へのポインタあるいは参照は許されません。

  

 [説明 ]

 ローカル変数への参照を返しています。

  

 [説明 ]

 明示的な型指定の省略は標準的ではありません("int"とみなされます)。

  

 [説明 ]

 式は算術型か列挙型でなければなりません。

  

 [説明 ]

 キャストの型は整数型か列挙型でなければなりません。

  

 [説明 ]

 __declspecは無視されます。

W1833B
pointer or reference to incomplete type is not allowed

不完全型へのポインタあるいは参照は許されません。

W1836B
returning reference to local variable

ローカル変数への参照を返しています。

W1837B

omission of explicit type is nonstandard ("int" assumed)

明示的な型指定の省略は標準的ではありません ("int"とみなされま
す )。

W1848B
expression must have arithmetic or enum type

式は算術型か列挙型でなければなりません。

W1850B
type of cast must be integral or enum

キャストの型は整数型か列挙型でなければなりません。

W1860B
__declspec attributes ignored

__declspecは無視されます。
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 [説明 ]

 size_tの宣言が "type"と一致しません。

  

 [説明 ]

 誤ったマルチバイトキャラクタシーケンスです。

  

 [説明 ]

 型修飾子は無視されます。

  

 [説明 ]

 曖昧なクラスメンバの参照です。entity-kind "entity" (declared at line

xxxx)は entity-kind "entity"より先に使用されています。

  

[説明 ]

 参照型であるメンバは共用体では許されません。

W1867B
declaration of "size_t" does not match the expected type "type"

size_tの宣言が "type"と一致しません。

W1870B
invalid multibyte character sequence

誤ったマルチバイトキャラクタシーケンスです。

W1902B
type qualifier ignored

型修飾子は無視されます。

W1912B

ambiguous class member reference -- entity-kind "entity" (declared at line 
xxxx) used in preference to entity-kind "entity" (declared at line xxxx)

曖昧なクラスメンバの参照です。entity-kind "entity" (declared at line 
xxxx)は entity-kind "entity"より先に使用されています。

W1934B
a member with reference type is not allowed in a union

参照型であるメンバは共用体では許されません。
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 [説明 ]

 "entity"の再宣言によってアクセス指定が変更されました。

  

 [説明 ]

 関数 main に対して戻り値の型 int が指定されていません。

  

 [説明 ]

 値を返す関数 "entity"の最後に returnがありません。

  

 [説明 ]

 "entity"に対しての複数の using宣言は無視されます。

  

 [説明 ]

 列挙型のビットフィールドは符号なしですが , type は負の値の列挙子
を含んでいます。

W1936B
redeclaration of "entity" alters its access

"entity"の再宣言によってアクセス指定が変更されました。

W1938B
return type "int" omitted in declaration of function "main"

関数 main に対して戻り値の型 int が指定されていません。

W1940B
missing return statement at end of non-void "entity"

値を返す関数 "entity"の最後に returnがありません。

W1941B
duplicate using-declaration of "entity" ignored

"entity"に対しての複数の using宣言は無視されます。

W1942B

enum bit-fields are always unsigned, but enum type includes negative 
enumerator

列挙型のビットフィールドは符号なしですが , typeは負の値の列挙
子と含んでいます。
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 [説明 ]

 templateに続く識別子はメンバテンプレート名でなければなりません。

  

 [説明 ]

 template に続く識別子はテンプレート引数リストを持たなければなり
ません。

  

 [説明 ]

 ローカルフレンド宣言は標準ではありません。スコープ内に既宣言が
ありません。

  

 [説明 ]

 参照されていない関数テンプレートの再宣言時にデフォルト引数を指
定することは標準ではありません。

  

 [説明 ]

 main関数の戻り型は intでなければなりません。

W1946B

name following "template" must be a member template

templateに続く識別子はメンバテンプレート名でなければなりませ
ん。

W1947B

name following "template" must have a template argument list

templateに続く識別子はテンプレート引数リストを持たなければな
りません。

W1948B

nonstandard local-class friend declaration. -- no prior declaration in the 
enclosing scope

ローカルフレンド宣言は標準ではありません。スコープ内に既宣言
がありません。

W1949B

specifying a default argument when redeclaring an unreferenced function 
template is nonstandard

参照されていない関数テンプレートの再宣言時にデフォルト引数を
指定することは標準ではありません。

W1951B
return type of function "main" must be "int" 

main関数の戻り型は intでなければなりません。
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 [説明 ]

 ビットフィールドに対して宣言されたサイズはビットフィールドより
も大きいです。xxxxビットに切り詰められます。

  

 [説明 ]

 リンケージを持たない型がリンケージを持った変数の宣言に使われて
います。

  

 [説明 ]

 リンケージを持たない型が関数宣言に使われています。

  

 [説明 ]

 ユニバーサルキャラクタ名が誤ったキャラクタを含んでいます。

  

 [説明 ]

 ユニバーサルキャラクタ名は基本キャラクタセットのキャラクタを指
定できません。

W1959B

declared size for bit-field is larger than  the size of the bit-field-type. 

ビットフィールドに対して宣言されたサイズはビットフィールドよ
りも大きい。xxxxビットに切り詰められます。

W1961B

use of a type with no linkage to declare a variable with linkage 

リンケージを持たない型がリンケージを持った変数の宣言に使われ
ています。

W1962B
use of a type with no linkage to declare a function

リンケージを持たない型が関数宣言に使われています。

W1966B
universal character name specifies an invalid character 

ユニバーサルキャラクタ名が誤ったキャラクタを含んでいます。

W1967B

a universal character name cannot designate a character in the basic 
character set

ユニバーサルキャラクタ名は基本キャラクタセットのキャラクタを
指定できません。
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 [説明 ]

 このユニバーサルキャラクタは識別子には使えません。

  

 [説明 ]

 フレンド宣言に対する修飾子は無視されます。

  

 [説明 ]

 関数修飾子として使われた "inline" は無視されます。

  

[説明 ]

型定義名は , (類似型として )既に定義されています。

[説明 ]

new 演算子および delete 演算子は内部結合を持ちません。

[説明 ]

余分な括弧は標準ではありません。

W1968B
this universal character is not allowed in an identifier

このユニバーサルキャラクタは識別子には使えません。

W1970B
the qualifier on this friend declaration is ignored

フレンド宣言に対する修飾子は無視されます。

W1973B
 "inline" used as a function qualifier is ignored

関数修飾子として使われた "inline" は無視されます。

W1984B
typedef name has already been declared (with similar type)

型定義名は , (類似型として )既に定義されています。

W1985B
operator new and operator delete cannot be given internal linkage

new 演算子および delete 演算子は内部結合を持ちません。

W1992B
extra braces are nonstandard

余分な括弧は標準ではありません。
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[説明 ]

ポインタの基本型 ¥t1および ¥t2 は , 標準ではありません。

[説明 ]

%np2 は , %no1 によって無効化されます。-- 仮想関数のオーバーライ
ドを意図されているか確認してください。

[説明 ]

ストレージクラスをここに指定することはできません。

[説明 ]

using宣言は, コンストラクタやデストラクタの名前に使用されません。

[説明 ]

ネストされたクラスが , 不正に再宣言されました。

W1994B
subtraction of pointer types %t1 and %t2 is nonstandard

ポインタの基本型 ¥t1および ¥t2 は , 標準ではありません。

W1998B

%np2 is hidden by %no1 -- virtual function override intended?

%np2 は , %no1 によって無効化されます。-- 仮想関数のオーバーラ
イドを意図しましたか ?

W2001B
a storage class may not be specified here

ストレージクラスをここに指定することはできません。

W2013B

a using-declaration may not name a constructor or destructor

using宣言は , コンストラクタやデストラクタの名前に使用されませ
ん。

W2028B
invalid redeclaration of nested class

ネストされたクラスが , 不正に再宣言されました。
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[説明 ]

静的な記憶域期間を保持する変数を , inline関数の中で定義することは
できません。

[説明 ]

内部結合を伴う実体を , 外部結合を伴うインライン関数の中で参照す
ることはできません。

[説明 ]

認識できない STDC pragma です。

[説明 ]

"ON", "OFF" または , "DEFAULT" が必要です。

W2030B

a variable with static storage duration cannot be defined within an inline 
function

静的な記憶域期間を保持する変数を , inline関数の中で定義すること
はできません。

W2031B

an entity with internal linkage cannot be referenced within an inline 
function with external linkage

内部結合を伴う実体を , 外部結合を伴うインライン関数の中で参照
することはできません。

W2039B
unrecognized STDC pragma

認識できない STDC pragma です。

W2040B
expected "ON", "OFF", or "DEFAULT"

"ON", "OFF" または , "DEFAULT" が必要です。
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[説明 ]

STDC pragma は , グローバルスコープ内の宣言部 , あるいは , ブロック
スコープ内のいかなるステートメントあるいは宣言よりも前の部分に
のみ出現できます。

[説明 ]

浮動小数点値が , 正確に表現されていません。

[説明 ]

実数と虚数の転換は , 0 となります。

[説明 ]

虚数 *= 虚数は , 左辺の値を 0にします。

[説明 ]

%n は後の宣言によって与えられた型を持ちます。("int" が仮定されま
した。)

W2041B

a STDC pragma may only appear between declarations in the global scope 
or before any statements or declarations in a block scope

STDC pragma は , グローバルスコープ内の宣言部 , あるいは , ブロッ
クスコープ内のいかなるステートメントあるいは宣言よりも前の部
分にのみ出現できます。

W2046B
floating-point value cannot be represented exactly

浮動小数点値が , 正確に表現されていません。

W2048B
conversion between real and imaginary yields zero

実数と虚数の転換は , 0 となります。

W2050B
imaginary *= imaginary sets the left-hand operand to zero

虚数 *= 虚数は , 左辺の値を 0にします。

W2051B

standard requires that %n be given a type by a subsequent declaration ("int" 
assumed)

%n は後の宣言によって与えられた型を持ちます。("int"が仮定され
ました。)
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[説明 ]

インライン %n には宣言が必要です。

[説明 ]

整数型からより小さなポインタ値への変換

[説明 ]

名前なし共用体内に型を宣言することはできません。

[説明 ]

ローカル変数へのポインタを復帰しています。

[説明 ]

ローカルテンポラリへのポインタを復帰しています。

[説明 ]

ラベルが宣言されていません。

W2052B
a definition is required for inline %n

インライン %n には宣言が必要です。

W2053B
conversion from integer to smaller pointer

整数型からより小さなポインタ値への変換

W2055B
types cannot be declared in anonymous unions

名前なし共用体によって型を宣言することはできません。

W2056B
returning pointer to local variable

ローカル変数へのポインタを復帰しています。

W2057B
returning pointer to local temporary

ローカルテンポラリへのポインタを復帰しています。

W2072B
a declaration cannot have a label

ラベルが宣言されていません。
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[説明 ]

export されたテンプレートはサポートされていません。

[説明 ]

パラメータの属性が不正です。

[説明 ]

属性 %sq は存在しません。

[説明 ]

typedef の中で , 属性 "packed" は無視されます。 

[説明 ]

"goto *expr" は標準の属性ではありません。

[説明 ]

#warning 指令 : %s

W2073B
support for exported templates is disabled

export されたテンプレートはサポートされていません。

W2093B
invalid attribute for parameter

パラメータの属性が不正です。

W2097B
there is no attribute %sq

属性 %sq は存在しません。

W2100B
the "packed" attribute is ignored in a typedef

typedef の中で , 属性 "packed" は無視されます。 

W2102B
"goto *expr" is nonstandard

"goto *expr" は標準の属性ではありません。

W2105B
#warning directive: %s

#warning 指令 : %s
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[説明 ]

属性 "transparent_union" は , 不完全型で無視されます。

[説明 ]

%n は , 共用体と同じサイズではないので , %tは , 透過ではありません。

[説明 ]

%tは共用体とサイズの異なる型のフィールドを持つため , 透過ではあ
りません。

[説明 ]

ローカルラベルの宣言は , ステートメント式の初めにのみ出現できま
す。

[説明 ]

typedef 中で asm名は無視されます。

W2108B
the "transparent_union" attribute is ignored on incomplete types

属性 "transparent_union" は , 不完全型で無視されます。

W2109B

%t cannot be transparent because %n does not have the same size as the 
union

%n は , 共用体と同じサイズではないので , %tは , 透過ではありませ
ん。

W2110B

%t cannot be transparent because it has a field of type %t which is not the 
same size as the union

%tは共用体とサイズの異なる型のフィールドを持つため , 透過では
ありません。

W2114B

declarations of local labels should only appear at the start of statement 
expressions

ローカルラベルの宣言は , ステートメント式の初めにのみ出現でき
ます。

W2117B
an asm name is ignored in a typedef

typedef 中で asm名は無視されます。
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[説明 ]

モディファイアの文字 '%s' は , アセンブラのオペランドで無視されま
す。

[説明 ]

キーワード "template" は , テンプレート中で構文を明確化するためだ
けに使用されています。

[説明 ]

関数型ではない型 %t に , 属性を適用できません。

[説明 ]

void型あるいは関数型へのポインタの算術です。

[説明 ]

%t1 は , パラメータの省略を通じて %t2 に昇格されます。最後の型を
使用します。

W2119B

modifier letter '%s' ignored in asm operand

モディファイアの文字 '%s'は , アセンブラのオペランドで無視され
ます。

W2139B

the "template" keyword used for syntactic disambiguation may only be 
used within a template

キーワード "template" は , テンプレート中で構文を明確化するため
だけに使用されています。

W2142B
attribute does not apply to non-function type %t

関数型ではない型 %t に , 属性を適用できません。

W2143B
arithmetic on pointer to void or function type

void型あるいは関数型へのポインタの算術です。

W2145B

%t1 would have been promoted to %t2 when passed through the ellipsis 
parameter; use the latter type instead

%t1 は , パラメータの省略を通じて %t2 に昇格されます。; 最後の型
を使用します。
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[説明 ]

宣言が不明な実体にエイリアスされました。

[説明 ]

宣言が , そのエイリアス %n とマッチしません。

[説明 ]

可変長配列のフィールドの型は , 長さが 0 のフィールドの型として扱
われます。

[説明 ]

lvalue  の非標準型のキャストは無視されます。

[説明 ]

auto 指定子は , ここでは無視されます。(標準 C/C++ では不正です。)

W2152B
declaration aliased to unknown entity %sq

宣言が不明な実体にエイリアスされました。

W2153B
declaration does not match its alias %n

宣言が , そのエイリアス %n とマッチしません。

W2155B

variable-length array field type will be treated as zero-length array field 
type

可変長配列のフィールドの型は , 長さが 0 のフィールドの型として
扱われます。

W2156B
nonstandard cast on lvalue ignored

lvalue  の非標準型のキャストは無視されます。

W2159B
the auto specifier is ignored here (invalid in standard C/C++)

auto 指定子は , ここでは無視されます。(標準 C/C++ では不正です。)
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[説明 ]

"packed" 属性を持たないアラインメントの減少は無視されます。

[説明 ]

excess初期化子は無視されます。

[説明 ]

va_start は , パラメータが省略される関数内でのみ使用されなければい
けません。

[説明 ]

asm 名は , 非 register-automatic 変数においては , 無視されます。

[説明 ]

インライン関数がエイリアスとして定義されました。

W2160B
a reduction in alignment without the "packed" attribute is ignored

"packed" 属性を持たないアラインメントの減少は無視されます。

W2162B
excess initializers are ignored

excess初期化子は無視されます。

W2163B

va_start should only appear in a function with an ellipsis parameter

va_start は , パラメータが省略される関数内でのみ使用されなければ
いけません。

W2168B
an asm name is ignored on a non-register automatic variable

asm 名は , 非 register-automatic 変数においては , 無視されます。

W2169B
inline function also declared as an alias; definition ignored

インライン関数がエイリアスとして定義されました。
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[説明 ]

認識されない UPC pragma です。

[説明 ]

関数が shared を復帰することはできません。

[説明 ]

upc_blocksizeof の引数は , (shared型そのものではなく ) shared 型へのポ
インタでなければいけません。

[説明 ]

入力行内の null(zero)文字は無視されます。

[説明 ]

文字列定数や文字定数中に NULL文字があります。

W2170B
unrecognized UPC pragma

認識されない UPC pragma です。

W2178B
function returning shared is not allowed

関数が shared を復帰することはできません。

W2185B

argument of upc_blocksizeof is a pointer to a shared type (not shared type 
itself)

upc_blocksizeof の引数は , (shared型そのものではなく ) shared 型へ
のポインタでなければいけません。

W2192B
null (zero) character in input line ignored

入力行内の null(zero)文字は無視されます。

W2193B
null (zero) character in string or character constant

文字列定数や文字定数中に NULL文字があります。
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[説明 ]

ヘッダ名中に NULL 文字があります。

[説明 ]

for初期化子中の宣言によって , スコープ中の宣言が無効になります。

[説明 ]

無効な宣言は %p です。

[説明 ]

%nfd のプロトタイプ宣言は , プロトタイプではない再宣言の後では無
視されます。

[説明 ]

クラスや列挙型の typedef 属性は無視されます。

W2194B
null (zero) character in header name

ヘッダ名中に NULL 文字があります。

W2195B

declaration in for-initializer hides a declaration in the surrounding scope

for初期化子中の宣言によって , スコープ中の宣言が無効になりま
す。

W2196B
the hidden declaration is %p

無効な宣言は %p です。

W2197B

the prototype declaration of %nfd is ignored after this unprototyped 
redeclaration

%nfd のプロトタイプ宣言は , プロトタイプではない再宣言の後に無
視されます。

W2198B
attribute ignored on typedef of class or enum types

クラスや列挙型の typedef 属性は無視されます。
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[説明 ]

変数宣言によって , for初期化子中の宣言は無効化されます。

[説明 ]

zero 定数の呼び出しは無視されます。

[説明 ]

パラメータ %sq は , try ブロックの catch 節で再宣言されました。

[説明 ]

%n の初期の明示的限定化は , テンプレートのある名前空間で宣言して
ください。

[説明 ]

"cc" クロバーは , 無視されます。

W2199B
variable declaration hides declaration in for-initializer

変数宣言によって , for初期化子中の宣言は無効化されます。

W2202B
call of zero constant ignored

zero 定数の呼び出しは無視されます。

W2203B

parameter %sq may not be redeclared in a catch clause of function try 
block

パラメータ %sq は , try ブロックの catch 節で再宣言されました。

W2204B

the initial explicit specialization of %n must be declared in the namespace 
containing the template

%n の初期の明示的限定化は , テンプレートのある名前空間で宣言
されなければいけません。

W2205B
"cc" clobber ignored

"cc" クロバーは , 無視されます。
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[説明 ]

 "template"の次には識別子が続かなければいけません。

[説明 ]

%sq の宣言によって , ハンドラパラメータが無効化されます。

[説明 ]

非標準の配列型へのキャストは , 無視されます。

[説明 ]

フィールドが基本クラスの終端のパディングとして使用されていま
す。

[説明 ]

GNU C++ コンパイラはビットフィールドのパディングを必要として
います。

W2206B
"template" must be followed by an identifier

"template"の次には識別子が続かなければいけません。

W2210B
declaration of %sq hides handler parameter

%sq の宣言によって , ハンドラパラメータが無効化されます。

W2211B
nonstandard cast to array type ignored

非標準の配列型へのキャストは , 無視されます。

W2213B

field uses tail padding of a base class

フィールドが基本クラスの終端のパディングとして使用されていま
す。

W2214B

GNU C++ compilers may use bit field padding

GNU C++コンパイラはビットフィールドのパディングを必要とし
ています。
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[説明 ]

 "symbol" の使用は認められません。

[説明 ]

認識できない書式化関数の型 "xxxx" は無視されます。

[説明 ]

基本クラス "symbol" は , 基本クラス "symbol" の終端のパディングとし
て使用されています。

[説明 ]

指定された初期化優先度は , 内部の使用において割り当てられていま
す。

[説明 ]

この名前のない構造体 (あるいは共用体 )のフィールドは , "symbol" に
よって隠蔽されます。

W2215B
use of "symbol" is deprecated

 "symbol" の使用は認められません。

W2217B
unrecognized format function type "xxxx" ignored

認識できない書式化関数の型 "xxxx" は無視されます。

W2218B

base class "symbol" uses tail padding of base class "symbol"

基本クラス "symbol" は , 基本クラス "symbol" の終端のパディングと
して使用されています。

W2220B

requested initialization priority is reserved for internal use

指定された初期化優先度は , 内部の使用において割り当てられてい
ます。

W2221B

this anonymous union/struct field is hidden by "symbol"

この名前のない構造体 (あるいは共用体 )のフィールドは , "symbol" 
によって隠蔽されます。
246



付録 C  エラーメッセージ一覧
[説明 ]

誤ったエラーナンバーです。

[説明 ]

誤ったエラータグです。

[説明 ]

エラータグ , または , エラーナンバーが必要です。

[説明 ]

クラスのサイズは終端パディングに影響されます。

[説明 ]

関数へのポインタとデータへのポインタとの間の変換は標準ではあり
ません。

W2222B
invalid error number

誤ったエラーナンバーです。

W2223B
invalid error tag

誤ったエラータグです。

W2224B
expected an error number or error tag

エラータグ , または , エラーナンバーが必要です。

W2225B
size of class is affected by tail padding

クラスのサイズは終端パディングに影響されます。

W2235B

nonstandard conversion between pointer to function and pointer to data

関数へのポインタとデータへのポインタとの間の変換は標準ではあ
りません。
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[説明 ]

int, long またはポインタ型が 64bit幅の環境でコンパイルされると変換
によって値が縮小される可能性があります。

[説明 ]

現在の pragma pack の値は xxxx です。

[説明 ]

pragma pack(show) に対する引数は無視されます。

[説明 ]

先に現れた __declspec(align(...)) は無視されます。

[説明 ]

throw 式には不完全型へのポインタを使用できません。

W2257B

potentially narrowing conversion when compiled in an environment where 
int, long, or pointer types are 64 bits wide

int, long またはポインタ型が 64bit幅の環境でコンパイルされると変
換によって値が縮小される可能性があります。

W2258B
current value of pragma pack is xxxx

現在の pragma pack の値は xxxx です。

W2259B
arguments for pragma pack(show) are ignored

pragma pack(show) に対する引数は無視されます。

W2262B
earlier __declspec(align(...)) ignored

先に現れた __declspec(align(...)) は無視されます。

W2272B
a throw expression may not have pointer-to-incomplete type

throw 式には不完全型へのポインタを使用できません。
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[説明 ]

不完全型が __ALIGNOF__ 演算子に適用されています。

[説明 ]

 "xxxx" は不明な属性です。

[説明 ]

__interruptが指定されました。

[説明 ]

__interruptが関数宣言子に作用していません。

[説明 ]

__interruptがクラス関数に作用しています。

[説明 ]

__ioが指定されました。

W2273B
alignment-of operator applied to incomplete type

不完全型が __ALIGNOF__ 演算子に適用されています。

W2276B
unrecognized attribute "xxxx"

 "xxxx" は不明な属性です。

W3007B
__interrupt is specified

__interruptが指定されました。

W3008B
__interrupt do not operate on function declarator

__interruptが関数宣言子に作用していません。

W3009B
__interrupt operate class member function

__interruptがクラス関数に作用しています。

W3010B
__io is specified

__ioが指定されました。
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[説明 ]

__ioが関数宣言子に作用しています。

[説明 ]

__ioがメンバに作用しています。

[説明 ]

#pragma xxxxの変更セクション名が長すぎます。

[説明 ]

#pragma ilmは既に存在しています。

[説明 ]

EC++では 'mutable指定子 'を使用することはできません。

[説明 ]

EC++では例外処理機能を使用することはできません。

W3011B
__io operate on function declarator

__ioが関数宣言子に作用しています。

W3012B
__io operate member

__ioがメンバに作用しています。

W3016B
#pragma xxxx: too long identifier is specified

#pragma xxxx: 変更セクション名が長すぎます。

W3032B
#pragma ilm: already exist

#pragma ilm: 既に存在しています。

W3038B
The specification 'mutable' cannot be used in EC++.

EC++では 'mutable指定子 'を使用する事はできません。

W3039B
The function of the exceptional transaction cannot be used in EC++.

EC++では例外処理機能を使用する事はできません。
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[説明 ]

EC++ではネームスペースを使用することはできません。

[説明 ]

EC++ではテンプレートを使用することはできません。

[説明 ]

EC++では多重継承を使用することはできません。

[説明 ]

EC++では仮想継承を使用することはできません。

[説明 ]

EC++では 'const_cast'を使用することはできません。

[説明 ]

EC++では 'dynamic_cast'を使用することはできません。

W3040B
The namespace cannot be used in EC++.

EC++ではネームスペースを使用する事はできません。

W3041B
The template cannot be used in EC++.

EC++ではテンプレートを使用する事はできません。

W3042B
The multiple inheritance cannot be used in EC++.

EC++では多重継承を使用する事はできません。

W3043B
The virtual inheritance cannot be used in EC++.

EC++では仮想継承を使用する事はできません。

W3044B
The operator 'const_cast' cannot be used in EC++.

EC++では 'const_cast'を使用する事はできません。

W3045B
The operator 'dynamic_cast' cannot be used in EC++.

EC++では 'dynamic_cast'を使用する事はできません。
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[説明 ]

EC++では 'static_cast'を使用することはできません。

[説明 ]

EC++では 'reinterpret_cast'を使用することはできません。

[説明 ]

EC++では 'typeid'を使用することはできません。

[説明 ]

関数 xxxx はメディア命令用ビルトイン関数と認識されません。

[説明 ]

関数 xxxx の第 xxxx引数の即値は範囲外です (xxxx)。

W3046B
The operator 'static_cast' cannot be used in EC++.

EC++では 'static_cast'を使用する事はできません。

W3047B
The operator 'reinterpret_cast' cannot be used in EC++.

EC++では 'reinterpret_cast'を使用する事はできません。

W3048B
The operator 'typeid' cannot be used in EC++.

EC++では 'typeid'を使用する事はできません。

W3054B
xxxx is not recognized a builtin function for the media instruction

関数 xxxx はメディア命令用ビルトイン関数と認識されません。

W3056B

value is immediately outside the range of the argument xxxx of xxxx 
(xxxx)

関数 xxxx の第 xxxx引数の即値は範囲外です (xxxx)。
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[説明 ]

関数 xxxx の第 xxxx引数は xxxxで定義されているアキュムレータ番号
でなければなりません。

[説明 ]

関数 xxxx の第 xxxx 引数のアキュムレータ番号は偶数でなければなり
ません。

[説明 ]

関数 xxxx の第 xxxx 引数のアキュムレータ番号は 4の倍数でなければ
なりません。

[説明 ]

ファイルの最後が改行で終了していません。

[説明 ]

ファイルの最後がバックスラッシュで終了しています。

W3057B

argument xxxx of xxxx should be an accumulator number defined by xxxx 

関数 xxxx の第 xxxx引数は xxxxで定義されているアキュムレータ
番号でなければなりません。

W3058B

accumulator number of the argument xxxx of xxxx should be an even 
number

関数 xxxx の第 xxxx引数のアキュムレータ番号は偶数でなければな
りません。

W3059B

accumulator number of the argument xxxx of xxxx should be a multiple of 
four

関数 xxxx の第 xxxx引数のアキュムレータ番号は 4の倍数でなけれ
ばなりません。

E4001B
last line of file ends without a newline

ファイルの最後が改行で終了していません。

E4002B
last line of file ends with a backslash

ファイルの最後がバックスラッシュで終了しています。
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[説明 ]

ファイルの最後でコメントが終了していません。

[説明 ]

認識できないトークンです。

[説明 ]

閉じクォートがありません。

[説明 ]

ここでは "#"は使えません。

[説明 ]

認識できない前処理指令です。

[説明 ]

文法エラーから復帰します。

E4006B
comment unclosed at end of file

ファイルの最後でコメントが終了していません。

E4007B
unrecognized token

認識できないトークンです。

E4008B
missing closing quote

閉じクォートがありません。

E4010B
"#" not expected here

ここでは "#"は使えません。

E4011B
unrecognized preprocessing directive

認識できない前処理指令です。

E4012B
parsing restarts here after previous syntax error

文法エラーから復帰します。
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[説明 ]

前処理指令の後にテキストが指定されています。

[説明 ]

"]"が必要です。

[説明 ]

")"が必要です。

[説明 ]

数字の後にテキストが指定されています。

[説明 ]

識別子 "xxxx" は未定義です。

[説明 ]

この宣言では型修飾子は意味がありません。

E4014B
extra text after expected end of preprocessing directive

前処理指令の後にテキストが指定されています。

E4017B
expected a "]"

"]"が必要です。

E4018B
expected a ")"

")"が必要です。

E4019B
extra text after expected end of number

数字の後にテキストが指定されています。

E4020B
identifier "xxxx" is undefined

識別子 "xxxx" は未定義です。

E4021B
type qualifiers are meaningless in this declaration

この宣言では型修飾子は意味がありません。
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[説明 ]

無効な 16進数です。

[説明 ]

整数定数が大き過ぎます。

[説明 ]

無効な 8進数です。

[説明 ]

クォートされた文字列は少なくとも一つの文字を含まなければなりま
せん。

[説明 ]

文字定数に複数の文字が含まれています。

E4022B
invalid octal digit

無効な 16進数です。

E4023B
integer constant is too large

整数定数が大き過ぎます。

E4024B
invalid octal digit

無効な 8進数です。

E4025B

quoted string should contain at least one character

クォートされた文字列は少なくとも一つの文字を含まなければなり
ません。

E4026B
too many characters in character constant

文字定数に複数の文字が含まれています。
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[説明 ]

文字値が値域の範囲を越えています。

[説明 ]

式は定数値でなければなりません。

[説明 ]

式が必要です。

[説明 ]

浮動小数点定数が値域の範囲を越えています。

[説明 ]

式は整数型でなければなりません。

[説明 ]

式は算術型でなければなりません。

E4027B
character value is out of range

文字値が値域の範囲を越えています。

E4028B
expression must have a constant value

式は定数値でなければなりません。

E4029B
expected an expression

式が必要です。

E4030B
floating constant is out of range

浮動小数点定数が値域の範囲を越えています。

E4031B
expression must have integral type

式は整数型でなければなりません。

E4032B
expression must have arithmetic type

式は算術型でなければなりません。
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[説明 ]

行番号が必要です。

[説明 ]

無効な行番号です。

[説明 ]

この前処理指令に対する #ifがありません。

[説明 ]

この前処理指令に対する #endifがありません。

[説明 ]

前処理指令は許されません。 #elseは既に指定されています。

[説明 ]

0除算です。

E4033B
expected a line number

行番号が必要です。

E4034B
invalid line number

無効な行番号です。

E4036B
the #if for this directive is missing

この前処理指令に対する #ifがありません。

E4037B
the #endif for this directive is missing

この前処理指令に対する #endifがありません。

E4038B
directive is not allowed -- an #else has already appeared

前処理指令は許されません : #elseは既に指定されています。

E4039B
division by zero

0除算です。
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[説明 ]

識別子が必要です。

[説明 ]

式は算術型かポインタ型でなければなりません。

[説明 ]

オペランドの型が適合しません。("type" と "type")。

[説明 ]

式はポインタ型でなければなりません。

[説明 ]

#undefは , 既定義名に対して使用できません。

[説明 ]

既定義名は再定義できません。

E4040B
expected an identifier

識別子が必要です。

E4041B
expression must have arithmetic or pointer type

式は算術型かポインタ型でなければなりません。

E4042B
operand types are incompatible ("type" and "type")

オペランドの型が適合しません。("type" と "type")。

E4044B
expression must have pointer type

式はポインタ型でなければなりません。

E4045B
#undef may not be used on this predefined name

#undefは , 既定義名に対して使用できません。

E4046B
this predefined name may not be redefined

既定義名は再定義できません。
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[説明 ]

マクロ "entity" (declared at line xxxx)の再定義が異なっています。

[説明 ]

マクロパラメータ名の二重使用です。

[説明 ]

"##"はマクロ定義の最初には指定できません。

[説明 ]

"##"はマクロ定義の最後には指定できません。

[説明 ]

マクロパラメータ名が必要です。

[説明 ]

":"が必要です。

E4047B
incompatible redefinition of macro "entity" (declared at line xxxx)

マクロ "entity" (declared at line xxxx)の再定義が異なっています。

E4049B
duplicate macro parameter name

マクロパラメータ名の二重使用です。

E4050B
"##" may not be first in a macro definition

"##"はマクロ定義の最初には指定できません。

E4051B
"##" may not be last in a macro definition

"##"はマクロ定義の最後には指定できません。

E4052B
expected a macro parameter name

マクロパラメータ名が必要です。

E4053B
expected a ":"

":"が必要です。
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[説明 ]

マクロに対して引数が少な過ぎます。

[説明 ]

マクロに対して引数が多過ぎます。

[説明 ]

sizeofのオペランドに関数を指定できません。

[説明 ]

定数式ではこの演算子は許されません。

[説明 ]

この演算子は前処理式では許されません。

[説明 ]

関数呼び出しは定数式では許されません。

E4054B
too few arguments in macro invocation

マクロに対して引数が少な過ぎます。

E4055B
too many arguments in macro invocation

マクロに対して引数が多過ぎます。

E4056B
operand of sizeof may not be a function

sizeofのオペランドに関数を指定できません。

E4057B
this operator is not allowed in a constant expression

定数式ではこの演算子は許されません。

E4058B
this operator is not allowed in a preprocessing expression

この演算子は前処理式では許されません。

E4059B
function call is not allowed in a constant expression

関数呼び出しは定数式では許されません。
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[説明 ]

この演算子は整数定数では許されません。

[説明 ]

整数演算がオーバーフローしました。

[説明 ]

シフトカウントが負です。

[説明 ]

シフトカウントが大き過ぎます。

[説明 ]

宣言はなにも宣言していません。

[説明 ]

";"が必要です。

E4060B
this operator is not allowed in an integral constant expression

この演算子は整数定数では許されません。

E4061B
integer operation result is out of range

整数演算がオーバーフローしました。

E4062B
shift count is negative

シフトカウントが負です。

E4063B
shift count is too large

シフトカウントが大き過ぎます。

E4064B
declaration does not declare anything

宣言はなにも宣言していません。

E4065B
expected a ";"

";"が必要です。
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[説明 ]

列挙型の値が "int"の値域を越えています。

[説明 ]

"}"が必要です。

[説明 ]

整数変換により値を切りすてました。

[説明 ]

不完全型は許されません。

[説明 ]

sizeofのオペランドにビットフィールドは指定できません。

[説明 ]

"*"のオペランドはポインタでなければなりません。

E4066B
enumeration value is out of "int" range

列挙型の値が "int"の値域を越えています。

E4067B
expected a "}"

"}"が必要です。

E4069B
integer conversion resulted in truncation

整数変換により値を切りすてました。

E4070B
incomplete type is not allowed

不完全型は許されません。

E4071B
operand of sizeof may not be a bit field

sizeofのオペランドにビットフィールドは指定できません。

E4075B
operand of "*" must be a pointer

"*"のオペランドはポインタでなければなりません。
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[説明 ]

宣言に記憶クラス指定子や型指定子がありません。

[説明 ]

パラメータ宣言は初期値を持つことはできません。

[説明 ]

型指定子が必要です。

[説明 ]

記憶クラス指定子はここには指定できません。

[説明 ]

一つ以上の記憶クラスは指定できません。

[説明 ]

記憶クラスを最初に指定してください。

E4077B
this declaration has no storage class or type specifier

宣言に記憶クラス指定子や型指定子がありません。

E4078B
a parameter declaration may not have an initializer

パラメータ宣言は初期値を持つことはできません。

E4079B
expected a type specifier

型指定子が必要です。

E4080B
a storage class may not be specified here

記憶クラス指定子はここには指定できません。

E4081B
more than one storage class may not be specified

一つ以上の記憶クラスは指定できません。

E4082B
storage class is not first

記憶クラスを最初に指定してください。
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[説明 ]

型修飾子は一度以上指定できません。

[説明 ]

不適切な型指定子の組み合わせです。

[説明 ]

パラメータに対して不適切な記憶クラスです。

[説明 ]

関数に対して不適切な記憶クラスです。

[説明 ]

ここでは型指定子は指定できません。

[説明 ]

関数の配列は許されません。

E4083B
type qualifier specified more than once

型修飾子は一度以上指定できません。

E4084B
invalid combination of type specifiers

不適切な型指定子の組み合わせです。

E4085B
invalid storage class for a parameter

パラメータに対して不適切な記憶クラスです。

E4086B
invalid storage class for a function

関数に対して不適切な記憶クラスです。

E4087B
a type specifier may not be used here

ここでは型指定子は指定できません。

E4088B
array of functions is not allowed

関数の配列は許されません。
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[説明 ]

voidの配列は許されません。

[説明 ]

関数を返す関数は許されません。

[説明 ]

配列を返す関数は許されません。

[説明 ]

識別子並びは関数定義でのみ許されます。

[説明 ]

関数型には , typedefは指定できません。

[説明 ]

配列の大きさは 0より大きくなければなりません。

E4089B
array of void is not allowed

voidの配列は許されません。

E4090B
function returning function is not allowed

関数を返す関数は許されません。

E4091B
function returning array is not allowed

配列を返す関数は許されません。

E4092B
identifier-list parameters may only be used in a function definition

識別子並びは関数定義でのみ許されます。

E4093B
function type may not come from a typedef

関数型には , typedefは指定できません。

E4094B
the size of an array must be greater than zero

配列の大きさは 0より大きくなければなりません。
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[説明 ]

配列が大き過ぎます。

[説明 ]

翻訳単位が空です。

[説明 ]

関数はこの型の値を返すことはできません。

[説明 ]

配列はこの型の要素を持つことはできません。

[説明 ]

宣言はパラメータの宣言でなければなりません。

[説明 ]

パラメータ名が重複しています。

E4095B
array is too large

配列が大き過ぎます。

E4096B
a translation unit must contain at least one declaration

翻訳単位が空です。

E4097B
a function may not return a value of this type

関数はこの型の値を返すことはできません。

E4098B
an array may not have elements of this type

配列はこの型の要素を持つことはできません。

E4099B
a declaration here must declare a parameter

宣言はパラメータの宣言でなければなりません。

E4100B
duplicate parameter name

パラメータ名が重複しています。
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[説明 ]

"xxxx" は既に現在のスコープで宣言されています。

[説明 ]

列挙型の前方参照は標準ではありません。

[説明 ]

クラスが大き過ぎます。

[説明 ]

構造体 /共用体が大き過ぎます。

[説明 ]

ビットフィールドに不適切な大きさです。

[説明 ]

ビットフィールドに不適切な型です。

E4101B
"xxxx" has already been declared in the current scope

"xxxx" は既に現在のスコープで宣言されています。

E4102B
forward declaration of enum type is nonstandard

列挙型の前方参照は標準ではありません。

E4103B
class is too large

クラスが大き過ぎます。

E4104B
struct or union is too large

構造体 /共用体が大き過ぎます。

E4105B
invalid size for bit field

ビットフィールドに不適切な大きさです。

E4106B
invalid type for a bit field

ビットフィールドに不適切な型です。
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[説明 ]

大きさ 0のビットフィールドは無名でなければなりません。

[説明 ]

式は関数型かあるいは関数型へのポインタでなければなりません。

[説明 ]

定義またはタグ名が必要です。

[説明 ]

"while"が必要です。

[説明 ]

entity-kind "entity" は参照されていますが定義されていません。

[説明 ]

ループの外に continue文があります。

E4107B
zero-length bit field must be unnamed

大きさ 0のビットフィールドは無名でなければなりません。

E4109B
expression must have (pointer-to-) function type

式は関数型かあるいは関数型へのポインタでなければなりません。

E4110B
expected either a definition or a tag name

定義かあるいはタグ名が必要です。

E4112B
expected "while"

"while"が必要です。

E4114B
entity-kind "entity" was referenced but not defined

entity-kind "entity" は参照されていますが定義されていません。

E4115B
a continue statement may only be used within a loop

ループの外に continue文があります。
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[説明 ]

ループあるいは switchの外に break文があります。

[説明 ]

voidでない 関数 "entity" は値を返さなければなりません。

[説明 ]

void 関数は値を返すことができません。

[説明 ]

"type" 型へのキャストはできません。

[説明 ]

返り値の型は関数の型と互換がありません。

[説明 ]

switchの外に caseがあります。

E4116B
a break statement may only be used within a loop or switch

ループあるいは switchの外に break文があります。

E4117B
non-void function "entity" should return a value

voidでない 関数 "entity" は値を返さなければなりません。

E4118B
a void function may not return a value

void 関数は値を返すことはできません。

E4119B
cast to type "type" is not allowed

"type" 型へのキャストはできません。

E4120B
return value type does not match the function type

返り値の型が関数の型と互換がありません。

E4121B
a case label may only be used within a switch

switchの外に caseがあります。
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[説明 ]

switchの外に defaultがあります。

[説明 ]

同じ case値が使用されました。

[説明 ]

defaultが重複しています。

[説明 ]

"("が必要です。

[説明 ]

式は左辺値でなければなりません。

[説明 ]

文が必要です。

E4122B
a default label may only be used within a switch

switchの外に defaultがあります。

E4123B
case label value has already appeared in this switch

同じ case値が使用されました。

E4124B
default label has already appeared in this switch

defaultが重複しています。

E4125B
expected a "("

"("が必要です。

E4126B
expression must be an lvalue

式は左辺値でなければなりません。

E4127B
expected a statement

文が必要です。
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[説明 ]

ブロックスコープの関数は extern記憶クラスが必要です。

[説明 ]

"{"が必要です。

[説明 ]

式はクラス型へのポインタでなければなりません。

[説明 ]

式は構造体 /共用体へのポインタでなければなりません。

[説明 ]

メンバ名が必要です。

[説明 ]

フィールド名が必要です。

E4129B
a block-scope function may only have extern storage class

ブロックスコープの関数は extern記憶クラスが必要です。

E4130B
expected a "{"

"{"が必要です。

E4131B
expression must have pointer-to-class type

式はクラス型へのポインタでなければなりません。

E4132B
expression must have pointer-to-struct-or-union type

式は構造体 /共用体へのポインタでなければなりません。

E4133B
expected a member name

メンバ名が必要です。

E4134B
expected a field name

フィールド名が必要です。
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[説明 ]

entity-kind "entity" はメンバ "xxxx" を持ちません。

[説明 ]

entity-kind "entity" はフィールド "xxxx" を持ちません。

[説明 ]

式は変更可能な左辺値でなければなりません。

[説明 ]

register変数のアドレスをとることはできません。

[説明 ]

ビットフィールドのアドレスをとることはできません。

[説明 ]

関数呼び出しに対して引数が多過ぎます。

E4135B
entity-kind "entity" has no member "xxxx"

entity-kind "entity" はメンバ "xxxx" を持ちません。

E4136B
entity-kind "entity" has no field "xxxx"

entity-kind "entity" はフィールド "xxxx" を持ちません。

E4137B
expression must be a modifiable lvalue

式は変更可能な左辺値でなければなりません。

E4138B
taking the address of a register variable is not allowed

register変数のアドレスをとることはできません。

E4139B
taking the address of a bit field is not allowed

ビットフィールドのアドレスをとることはできません。

E4140B
too many arguments in function call

関数呼び出しに対して引数が多過ぎます。
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[説明 ]

名前がないプロトタイプパラメータは関数定義には使用できません。

[説明 ]

式はオブジェクトへのポインタでなければなりません。

[説明 ]

"type" 型の値は "type" 型を初期化するために用いることはできませ
ん。

[説明 ]

entity-kind "entity" は初期化できません。

[説明 ]

初期値が多過ぎます。

[説明 ]

宣言は , entity-kind "entity" (declared at line xxxx) と適合しません。

E4141B

unnamed prototyped parameters not allowed when body is present

名前がないプロトタイプパラメータは関数定義には使用できませ
ん。

E4142B
expression must have pointer-to-object type

式はオブジェクトへのポインタでなければなりません。

E4144B

a value of type "type" cannot be used to initialize an entity of type "type"

"type" 型の値は "type" 型を初期化するために用いることはできませ
ん。

E4145B
entity-kind "entity" may not be initialized

entity-kind "entity" は初期化できません。

E4146B
too many initializer values

初期値が多過ぎます。

E4147B
declaration is incompatible with entity-kind "entity" (declared at line xxxx)

宣言は , entity-kind "entity" (declared at line xxxx) と適合しません。
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[説明 ]

entity-kind "entity" は既に初期化されています。

[説明 ]

グローバルスコープの宣言はこの記憶クラスを持つことはできませ
ん。

[説明 ]

型名はパラメータとして再宣言できません。

[説明 ]

typedef名はパラメータとして再宣言できません。

[説明 ]

式はクラス型でなければなりません。

E4148B
entity-kind "entity" has already been initialized

entity-kind "entity" は既に初期化されています。

E4149B

a global-scope declaration may not have this storage class

グローバルスコープの宣言はこの記憶クラスを持つことはできませ
ん。

E4150B
a type name may not be redeclared as a parameter

型名はパラメータとして再宣言できません。

E4151B
a typedef name may not be redeclared as a parameter

typedef名はパラメータとして再宣言できません。

E4153B
expression must have class type

式はクラス型でなければなりません。
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[説明 ]

式は構造体 /共用体型でなければなりません。

[説明 ]

式は整数定数でなければなりません。

[説明 ]

式は左辺値あるいは関数指示子でなければなりません。

[説明 ]

宣言は以前の "entity" (declared at line xxxx) と異なっています。

[説明 ]

名前は以前の外部名 "xxxx" と衝突しています。

[説明 ]

認識できない #pragmaです。

E4154B
expression must have struct or union type

式は構造体 /共用体型でなければなりません。

E4157B
expression must be an integral constant expression

式は整数定数でなければなりません。

E4158B
expression must be an lvalue or a function designator

式は左辺値あるいは関数指示子でなければなりません。

E4159B
declaration is incompatible with previous "entity" (declared at line xxxx)

宣言は以前の "entity" (declared at line xxxx) と異なっています。

E4160B
name conflicts with previously used external name "xxxx"

名前は以前の外部名 "xxxx" と衝突しています。

E4161B
unrecognized #pragma

認識できない #pragmaです。
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[説明 ]

関数呼び出しに対して引数が少な過ぎます。

[説明 ]

不適切な浮動小数点数です。

[説明 ]

引数の型 "type" はパラメータの型 "type" と適合しません。

[説明 ]

関数型はここでは許されません。

[説明 ]

宣言が必要です。

[説明 ]

不適切な型変換です。

E4165B
too few arguments in function call

関数呼び出しに対して引数が少な過ぎます。

E4166B
invalid floating constant

不適切な浮動小数点数です。

E4167B
argument of type "type" is incompatible with parameter of type "type"

引数の型 "type" はパラメータの型 "type" と適合しません。

E4168B
a function type is not allowed here

関数型はここでは許されません。

E4169B
expected a declaration

宣言が必要です。

E4171B
invalid type conversion

不適切な型変換です。
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[説明 ]

以前の宣言に対して外部 /内部のリンケージに矛盾があります。

[説明 ]

浮動小数点数値は整数型の値に入りません。

[説明 ]

"%"の右オペランドが 0です。

[説明 ]

キャスト型は整数でなければなりません。

[説明 ]

キャスト型は算術型かポインタ型でなければなりません。

[説明 ]

asm文字列が必要です。

E4172B
external/internal linkage conflict with previous declaration

以前の宣言に対して外部 /内部のリンケージに矛盾があります。

E4173B
floating-point value does not fit in required integral type

浮動小数点数値は整数型の値に入りません。

E4179B
right operand of "%" is zero

"%"の右オペランドが 0です。

E4183B
type of cast must be integral

キャスト型は整数でなければなりません。

E4184B
type of cast must be arithmetic or pointer

キャスト型は算術型かポインタ型でなければなりません。

E4194B
expected an asm string

asm文字列が必要です。
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[説明 ]

asm関数はプロトタイプがなければなりません。

[説明 ]

asm関数は省略符号を指定できません。

[説明 ]

整数値は要求された浮動小数点型の範囲を越えています。

[説明 ]

浮動小数値は要求された浮動小数点型の範囲を越えています。

[説明 ]

浮動小数点型演算が許容範囲を越えています。

[説明 ]

マクロの再帰です。

E4195B
an asm function must be prototyped

asm関数はプロトタイプがなければなりません。

E4196B
an asm function may not have an ellipsis

asm関数は省略符号を指定できません。

E4220B
integral value does not fit in required floating-point type

整数値は要求された浮動小数点型の範囲を越えています。

E4221B
floating-point value does not fit in required floating-point type

浮動小数値は要求された浮動小数点型の範囲を越えています。

E4222B
floating-point operation result is out of range

浮動小数点型演算が許容範囲を越えています。

E4227B
macro recursion

マクロの再帰です。
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[説明 ]

最後のコンマは標準ではありません。

[説明 ]

ビットフィールドに対する型の指定が標準ではありません。

[説明 ]

変数 "xxxx" は不完全型で宣言されています。

[説明 ]

パラメータに対して不適切な指定子です。

[説明 ]

クラス宣言の外側の不適切な指定子です。

[説明 ]

宣言内の重複した指定子です。

E4228B
trailing comma is nonstandard

最後のコンマは標準ではありません。

E4230B
nonstandard type for a bit field

ビットフィールドに対する型の指定が標準ではありません。

E4235B
variable "xxxx" was declared with a never-completed type

変数 "xxxx" は不完全型で宣言されています。

E4238B
invalid specifier on a parameter

パラメータに対して不適切な指定子です。

E4239B
invalid specifier outside a class declaration

クラス宣言の外側の不適切な指定子です。

E4240B
duplicate specifier in declaration

宣言内の重複した指定子です。
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[説明 ]

共用体は基底クラスを持つことができません。

[説明 ]

複数のアクセス制御指定子は許されません。

[説明 ]

クラスあるいは構造体の定義がありません。

[説明 ]

修飾名はクラス "type" あるいはその基底クラスのメンバではありませ
ん。

[説明 ]

静的でないメンバ参照は特定のオブジェクトとの関連が必要です。

E4241B
a union is not allowed to have a base class

共用体は基底クラスを持つことができません。

E4242B
multiple access control specifiers are not allowed

複数のアクセス制御指定子は許されません。

E4243B
class or struct definition is missing

クラスあるいは構造体の定義がありません。

E4244B

qualified name is not a member of class "type" or its base classes

修飾名はクラス "type" あるいはその基底クラスのメンバではありま
せん。

E4245B
a nonstatic member reference must be relative to a specific object

静的でないメンバ参照は特定のオブジェクトとの関連が必要です。
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[説明 ]

静的でないデータメンバはそのクラスの外側では定義できません。

[説明 ]

entity-kind "entity" は既に定義されています。

[説明 ]

参照へのポインタは許されません。

[説明 ]

参照の参照は許されません。

[説明 ]

voidへの参照は許されません。

[説明 ]

参照の配列は許されません。

E4246B
a nonstatic data member may not be defined outside its class

静的でないデータメンバはそのクラスの外側では定義できません。

E4247B
entity-kind "entity" has already been defined

entity-kind "entity" は既に定義されています。

E4248B
pointer to reference is not allowed

参照へのポインタは許されません。

E4249B
reference to reference is not allowed

参照の参照は許されません。

E4250B
reference to void is not allowed

voidへの参照は許されません。

E4251B
array of reference is not allowed

参照の配列は許されません。
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[説明 ]

entity-kind "entity" の参照には初期値が必要です。

[説明 ]

","が必要です。

[説明 ]

型名は許されません。

[説明 ]

型定義は許されません。

[説明 ]

型名 "entity" (declared at line xxxx) の不適切な再宣言です。

[説明 ]

constな entity-kind "entity" は初期化されなければなりません。

E4252B
reference entity-kind "entity" requires an initializer

entity-kind "entity" の参照には初期値が必要です。

E4253B
expected a ","

","が必要です。

E4254B
type name is not allowed

型名は許されません。

E4255B
type definition is not allowed

型定義は許されません。

E4256B
invalid redeclaration of type name "entity" (declared at line xxxx)

型名 "entity" (declared at line xxxx) の不適切な再宣言です。

E4257B
const entity-kind "entity" requires an initializer

constな entity-kind "entity" は初期化されなければなりません。
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[説明 ]

"this"は , 静的でないメンバ関数でのみ使用できます。

[説明 ]

定数値がわかりません。

[説明 ]

クラス /構造体名ではありません。

[説明 ]

重複した基底クラス名です。

[説明 ]

不適切な基底クラスです。

[説明 ]

entity-kind "entity" はアクセスできません。

E4258B
"this" may only be used inside a nonstatic member function

"this"は , 静的でないメンバ関数でのみ使用できます。

E4259B
constant value is not known

定数値がわかりません。

E4262B
not a class or struct name

クラス /構造体名ではありません。

E4263B
duplicate base class name

重複した基底クラス名です。

E4264B
invalid base class

不適切な基底クラスです。

E4265B
entity-kind "entity" is inaccessible

entity-kind "entity" はアクセスできません。
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[説明 ]

"entity" は曖昧です。

[説明 ]

旧式のパラメータリストです (旧仕様 )。

[説明 ]

宣言はブロックの実行文の後には指定できません。

[説明 ]

基底クラス "type" は参照できません。

[説明 ]

マクロ呼び出しが不適切に終了しています。

E4266B
"entity" is ambiguous

"entity" は曖昧です。

E4267B
old-style parameter list (anachronism)

旧式のパラメータリストです (旧仕様 )。

E4268B
declaration may not appear after executable statement in block

宣言はブロックの実行文の後には指定できません。

E4269B
conversion to inaccessible base class "type" is not allowed

基底クラス "type" は参照できません。

E4274B
improperly terminated macro invocation

マクロ呼び出しが不適切に終了しています。
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[説明 ]

"::" の直前の名前はクラス名かネームスペース名でなければなりませ
ん。

[説明 ]

不適切な friend宣言です。

[説明 ]

コンストラクタあるいはデストラクタは値を返すことはできません。

[説明 ]

不適切なデストラクタ宣言です。

[説明 ]

そのクラスと同名のメンバの宣言です。

E4276B

name followed by "::" must be a class or namespace name

"::"の直前の名前はクラス名かネームスペース名でなければなりま
せん。

E4277B
invalid friend declaration

不適切な friend宣言です。

E4278B

a constructor or destructor may not return a value

コンストラクタあるいはデストラクタは値を返すことはできませ
ん。

E4279B
invalid destructor declaration

不適切なデストラクタ宣言です。

E4280B
declaration of a member with the same name as its class

そのクラスと同名のメンバの宣言です。
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[説明 ]

グローバルスコープ指定子は許されません。

[説明 ]

グローバルスコープに "xxxx" がありません。

[説明 ]

修飾名は許されません。

[説明 ]

NULL参照は許されません。

[説明 ]

"{...}"による初期化は "type" 型のオブジェクトには許されません。

[説明 ]

基底クラス "type" は曖昧です。

E4281B
global-scope qualifier (leading "::") is not allowed

グローバルスコープ指定子は許されません。

E4282B
the global scope has no "xxxx"

グローバルスコープに "xxxx" がありません。

E4283B
qualified name is not allowed

修飾名は許されません。

E4284B
NULL reference is not allowed

NULL参照は許されません。

E4285B
initialization with "{...}" is not allowed for object of type "type"

"{...}"による初期化は "type" 型のオブジェクトには許されません。

E4286B
base class "type" is ambiguous

基底クラス "type" は曖昧です。
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[説明 ]

派生クラス "type" はクラス "type" のインスタンスを一つ以上含んでい
ます。

[説明 ]

基底クラスがvirtualですので , 基底クラス "type" へのポインタから , 派
生クラス "type" へのポインタへの変換はできません。

[説明 ]

コンストラクタ "entity" は引数並びと一致しません。

[説明 ]

クラス "type" に対するコピーコンストラクタは曖昧です。

[説明 ]

クラス "type" に対するデフォルトのコンストラクタは存在しません。

E4287B

derived class "type" contains more than one instance of class "type"

派生クラス "type" はクラス "type" のインスタンスを一つ以上含んで
います。

E4288B

cannot convert pointer to base class "type" to pointer to derived class 
"type" -- base class is virtual

基底クラスが virtualですので , 基底クラス "type" へのポインタから , 
派生クラス "type" へのポインタへの変換はできません。

E4289B
no instance of constructor "entity" matches the argument list

コンストラクタ "entity" は引数並びと一致しません。

E4290B
copy constructor for class "type" is ambiguous

クラス "type" に対するコピーコンストラクタは曖昧です。

E4291B

no default constructor exists for class "type"

クラス "type" に対するデフォルトのコンストラクタは存在しませ
ん。
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[説明 ]

"xxxx" は 静的なデータメンバであるか , あるいは "type" の基底クラス
ではありません。

[説明 ]

間接非仮想基底クラスは許されません。

[説明 ]

不適切な共用体メンバ -- クラス "type" は許されないメンバ関数を
持っています。

[説明 ]

非左辺値配列の不適切な使用です。

[説明 ]

演算子が必要です。

E4292B

"xxxx" is not a nonstatic data member or base class of class "type"

"xxxx" は 静的なデータメンバであるか , あるいは "type" の基底クラ
スではありません。

E4293B
indirect nonvirtual base class is not allowed

間接非仮想基底クラスは許されません。

E4294B

invalid union member -- class "type" has a disallowed member function

不適切な共用体メンバ -- クラス "type" は許されないメンバ関数を
持っています。

E4296B
invalid use of non-lvalue array

非左辺値配列の不適切な使用です。

E4297B
expected an operator

演算子が必要です。
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[説明 ]

継承されたメンバは使用できません。

[説明 ]

entity-kind "entity" のどのインスタンスが意図されているのか決定でき
ません。

[説明 ]

バウンド関数へのポインタは関数を呼び出すためのみに利用できま
す。

[説明 ]

typedef名は既に宣言されています。

[説明 ]

entity-kind "entity" は既に定義されています。

E4298B
inherited member is not allowed

継承されたメンバは使用できません。

E4299B

cannot determine which instance of entity-kind "entity" is intended

entity-kind "entity" のどのインスタンスが意図されているのか決定で
きません。

E4300B

a pointer to a bound function may only be used to call the function

バウンド関数へのポインタは関数を呼び出すためのみに利用できま
す。

E4301B
typedef name has already been declared (with same type)

typedef名は既に宣言されています。

E4302B
entity-kind "entity" has already been defined

entity-kind "entity" は既に定義されています。
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[説明 ]

entity-kind "entity" のインスタンスのいずれも引数並びに一致しませ
ん。

[説明 ]

型定義は関数の返り型宣言では許されません。

[説明 ]

デフォルト引数がパラメータリストの最後にありません。

[説明 ]

デフォルト引数の再定義です。

[説明 ]

entity-kind "entity" の一つ以上のインスタンスが引数並びに一致してい
ます。

E4304B

no instance of entity-kind "entity" matches the argument list

entity-kind "entity" のインスタンスのいずれも引数並びに一致しませ
ん。

E4305B
type definition is not allowed in function return type declaration

型定義は関数の返り型宣言では許されません。

E4306B
default argument not at end of parameter list

デフォルト引数がパラメータリストの最後にありません。

E4307B
redefinition of default argument

デフォルト引数の再定義です。

E4308B

more than one instance of entity-kind "entity" matches the argument list

entity-kind "entity" の一つ以上のインスタンスが引数並びに一致して
います。
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[説明 ]

コンストラクタ "entity" の一つ以上のインスタンスが引数並びに一致
しています。

[説明 ]

デフォルト引数の型 "type" はパラメータの型 "type" と適合しません。

[説明 ]

返り型のみしか違わない関数は多重定義できません。

[説明 ]

"type" から "type" への不適切な利用者定義変換があります。

[説明 ]

型修飾子はこの関数では許されません。

E4309B

more than one instance of constructor "entity" matches the argument list

コンストラクタ "entity" の一つ以上のインスタンスが引数並びに一
致しています。

E4310B

default argument of type "type" is incompatible with parameter of type 
"type"

デフォルト引数の型 "type" はパラメータの型 "type" と適合しませ
ん。

E4311B
cannot overload functions distinguished by return type alone

返り型のみしか違わない関数は多重定義できません。

E4312B
no suitable user-defined conversion from "type" to "type" exists

"type" から "type" への不適切な利用者定義変換があります。

E4313B
type qualifier is not allowed on this function

型修飾子はこの関数では許されません。
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[説明 ]

静的でないメンバ関数だけを virtualにできます。

[説明 ]

オブジェクトはメンバ関数と適合しない型修飾子を持っています。

[説明 ]

プログラムはコンパイルするには大き過ぎます。

[説明 ]

返り値の型 "type" だけが異なります ( 置き換えられた仮想関数 entity-

kind "entity")。

[説明 ]

virtual entity-kind "entity" の置き換えは曖昧です。

E4314B
only nonstatic member functions may be virtual

静的でないメンバ関数だけを virtualにできます。

E4315B

the object has type qualifiers that are not compatible with the member 
function

オブジェクトはメンバ関数と適合しない型修飾子を持っています。

E4316B
program too large to compile (too many virtual functions)

プログラムはコンパイルするには大き過ぎます。

E4317B

return type is not identical to nor covariant with return type "type" of 
overridden virtual function entity-kind "entity"

返り値の型 "type" だけが異なります (置き換えられた仮想関数 
entity-kind "entity")。

E4318B
override of virtual entity-kind ""entity"" is ambiguous

virtual entity-kind "entity" の置き換えは曖昧です。
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[説明 ]

純粋指定子 ("=0")の指定は仮想関数のみに許されています。

[説明 ]

不適切な純粋指定子です ("=0"のみが許されます )。

[説明 ]

データメンバの初期化は許されません。

[説明 ]

抽象クラス "type"のオブジェクトは許されません。

[説明 ]

抽象クラス "type"を返す関数は許されません。

[説明 ]

inline 指定子は関数宣言にのみ使用できます。

E4319B
pure specifier ("= 0") allowed only on virtual functions

純粋指定子 ("=0")の指定は仮想関数のみに許されています。

E4320B
badly-formed pure specifier (only "= 0" is allowed)

不適切な純粋指定子です ("=0"のみが許されます )。

E4321B
data member initializer is not allowed

データメンバの初期化は許されません。

E4322B
object of abstract class type "type" is not allowed

抽象クラス "type"のオブジェクトは許されません。

E4323B
function returning abstract class "type" is not allowed

抽象クラス "type"を返す関数は許されません。

E4325B
inline specifier allowed on function declarations only

inline 指定子は関数宣言にのみ使用できます。
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[説明 ]

"inline"は許されません。

[説明 ]

inline関数に対しての不適切な記憶クラスです。

[説明 ]

クラスメンバに対しての不適切な記憶クラスです。

[説明 ]

ローカルクラスメンバ entity-kind "entity" は定義を必要とします。

[説明 ]

entity-kind "entity" はアクセス不可能です。

E4326B
"inline" is not allowed

"inline"は許されません。

E4327B
invalid storage class for an inline function

inline関数に対しての不適切な記憶クラスです。

E4328B
invalid storage class for a class member

クラスメンバに対しての不適切な記憶クラスです。

E4329B
local class member entity-kind "entity" requires a definition

ローカルクラスメンバ entity-kind "entity" は定義を必要とします。

E4330B
entity-kind "entity" is inaccessible

entity-kind "entity" はアクセス不可能です。
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[説明 ]

クラス "type" はconstオブジェクトをコピーするためのコピーコンスト
ラクタを持ちません。

[説明 ]

暗黙に宣言されたメンバ関数を定義することはできません。

[説明 ]

クラス "type" は適切なコピーコンストラクタを持ちません。

[説明 ]

リンケージ指定は許されません。

[説明 ]

認識できない外部リンケージ指定です。

E4332B

class "type" has no copy constructor to copy a const object

クラス "type" は constオブジェクトをコピーするためのコピーコン
ストラクタを持ちません。

E4333B
defining an implicitly declared member function is not allowed

暗黙に宣言されたメンバ関数を定義することはできません。

E4334B
class "type" has no suitable copy constructor

クラス "type" は適切なコピーコンストラクタを持ちません。

E4335B
linkage specification is not allowed

リンケージ指定は許されません。

E4336B
unknown external linkage specification

認識できない外部リンケージ指定です。
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[説明 ]

リンケージ指定は以前の "entity" (declared at line xxxx) と適合しませ
ん。

[説明 ]

複数のオーバーロード関数 "entity" のインスタンスが , "C" リンケージ
です。

[説明 ]

クラス "type" は , 一つ以上のデフォルトコンストラクタを持ちます。

[説明 ]

"operator xxxx"はメンバ関数でなければなりません。

[説明 ]

operatorは静的なメンバ関数にはできません。

E4337B

linkage specification is incompatible with previous "entity" (declared at 
line xxxx)

リンケージ指定は以前の "entity" (declared at line xxxx) と適合しませ
ん。

E4338B

more than one instance of overloaded function "entity" has "C" linkage

複数のオーバーロード関数 "entity" のインスタンスが , "C"リンケー
ジです。

E4339B
class "type" has more than one default constructor

クラス "type" は , 一つ以上のデフォルトコンストラクタを持ちます。

E4341B
"operator xxxx" must be a member function

"operator xxxx"はメンバ関数でなければなりません。

E4342B
operator may not be a static member function

operatorは静的なメンバ関数にはできません。
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[説明 ]

利用者定義変換に対しては引数は許されません。

[説明 ]

operator関数に対してパラメータが多過ぎます。

[説明 ]

operator関数に対してパラメータが少な過ぎます。

[説明 ]

非メンバ演算子はクラス型のパラメータを必要とします。

[説明 ]

デフォルト引数は許されません。

[説明 ]

"type" から "type" への複数の利用者定義変換です。

E4343B
no arguments allowed on user-defined conversion

利用者定義変換に対しては引数は許されません。

E4344B
too many parameters for this operator function

operator関数に対してパラメータが多過ぎます。

E4345B
too few parameters for this operator function

operator関数に対してパラメータが少な過ぎます。

E4346B
nonmember operator requires a parameter with class type

非メンバ演算子はクラス型のパラメータを必要とします。

E4347B
default argument is not allowed

デフォルト引数は許されません。

E4348B
more than one user-defined conversion from "type" to "type" applies

"type" から "type" への複数の利用者定義変換です。
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[説明 ]

operator "xxxx" はこれらのオペランドに一致しません。

[説明 ]

複数の operator "xxxx" が一致しました。

[説明 ]

領域割り当て関数の最初のパラメータは"size_t"型でなければなりませ
ん。

[説明 ]

領域割り当て関数は "void*"を返さなければなりません。

[説明 ]

領域解放関数の戻り型は "void"でなければなりません。

E4349B
no operator "xxxx" matches these operands

operator "xxxx" はこれらのオペランドに一致しません。

E4350B
more than one operator "xxxx" matches these operands

複数の operator "xxxx" が一致しました。

E4351B

first parameter of allocation function must be of type "size_t"

領域割り当て関数の最初のパラメータは "size_t"型でなければなり
ません。

E4352B
allocation function requires "void *" return type

領域割り当て関数は "void*"を返さなければなりません。

E4353B
deallocation function requires "void" return type

領域解放関数の戻り型は "void"でなければなりません。
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[説明 ]

領域解放関数の最初のパラメータは "void *"型でなければなりません。

[説明 ]

型はオブジェクト型でなければなりません。

[説明 ]

基底クラス "type" は既に初期化されています。

[説明 ]

基底クラス名が必要です。 "type" とみなされます (旧仕様 )。

[説明 ]

entity-kind "entity" は既に初期化されています。

[説明 ]

メンバまたは基底クラス名がありません。

E4354B

first parameter of deallocation function must be of type

領域解放関数の最初のパラメータは "void *"型でなければなりませ
ん。

E4356B
type must be an object type

型はオブジェクト型でなければなりません。

E4357B
base class "type" has already been initialized

基底クラス "type" は既に初期化されています。

E4358B
base class name required -- "type" assumed (anachronism)

基底クラス名が必要です。 "type" とみなされます (旧仕様 )。

E4359B
entity-kind "entity" has already been initialized

entity-kind "entity" は既に初期化されています。

E4360B
name of member or base class is missing

メンバまたは基底クラス名がありません。
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[説明 ]

"this"への代入があります (旧仕様 )。

[説明 ]

"overload"キーワードです (旧仕様 )。

[説明 ]

不適切な名前なし共用体です。パブリックでないメンバは許されませ
ん。

[説明 ]

不適切な名前なし共用体です。メンバ関数は許されません。

[説明 ]

グローバルやネームスペーススコープの名前なし共用体はstaticでなけ
ればなりません。

E4361B
assignment to "this" (anachronism)

"this"への代入があります (旧仕様 )。

E4362B
"overload" keyword used (anachronism)

"overload"キーワードです (旧仕様 )。

E4363B

invalid anonymous union -- nonpublic member is not allowed

不適切な名前なし共用体です。パブリックでないメンバは許されま
せん。

E4364B
invalid anonymous union -- member function is not allowed

不適切な名前なし共用体です。メンバ関数は許されません。

E4365B

anonymous union at global or namespace scope must be declared static

グローバルやネームスペーススコープの名前なし共用体は staticで
なければなりません。
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[説明 ]

entity-kind "entity" は初期化を提供していません。

[説明 ]

クラス "type" に対する暗黙に生成されたコンストラクタは初期化でき
ません。

[説明 ]

entity-kind "entity" は初期化されていない const あるいは参照メンバを
持っています。

[説明 ]

クラス "type" は const オブジェクトへのコピーを行なう代入演算子を
持っていません。

[説明 ]

クラス "type" は適切な代入演算子を持っていません。

E4366B
entity-kind "entity" provides no initializer for

entity-kind "entity" は初期化を提供していません。

E4367B

implicitly generated constructor for class "type" cannot initialize

クラス "type" に対する暗黙に生成されたコンストラクタは初期化で
きません。

E4369B

entity-kind "entity" has an uninitialized const or reference member

entity-kind "entity" は初期化されていない constあるいは参照メンバ
を持っています。

E4371B

class "type" has no assignment operator to copy a const object

クラス "type" は constオブジェクトへのコピーを行なう代入演算子
を持っていません。

E4372B
class "type" has no suitable assignment operator

クラス "type" は適切な代入演算子を持っていません。
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[説明 ]

クラス "type" に対する曖昧な代入演算子です。

[説明 ]

宣言は typedef名を必要とします。

[説明 ]

"virtual"は許されません。

[説明 ]

"static"は許されません。

[説明 ]

通常の関数ポインタへのバウンド関数のキャストです (旧仕様 )。

[説明 ]

式は , メンバへのポインタ型でなければなりません。

E4373B
ambiguous assignment operator for class "type"

クラス "type" に対する曖昧な代入演算子です。

E4375B
declaration requires a typedef name

宣言は typedef名を必要とします。

E4377B
"virtual" is not allowed

"virtual"は許されません。

E4378B
"static" is not allowed

"static"は許されません。

E4379B
cast of bound function to normal function pointer (anachronism)

通常の関数ポインタへのバウンド関数のキャストです (旧仕様 )。

E4380B
expression must have pointer-to-member type

式は , メンバへのポインタ型でなければなりません。
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[説明 ]

余分な ";"は無視されます。

[説明 ]

メンバ定数宣言が標準的ではありません (static constである整数メンバ
として宣言してください )。

[説明 ]

多重定義された "entity" は引数並びに一致しません。

[説明 ]

entity-kind "entity" のインスタンスは要求された型に一致しません。

[説明 ]

delete  配列サイズ式が使用されました (旧仕様 )。

E4381B
extra ";" ignored

余分な ";"は無視されます。

E4382B

nonstandard member constant declaration (standard form is a static const 
integral member)

メンバ定数宣言が標準的ではありません。(static constである整数メ
ンバとして宣言してください )。

E4384B
no instance of overloaded "entity" matches the argument list

多重定義された "entity" は引数並びに一致しません。

E4386B
no instance of entity-kind "entity" matches the required type

entity-kind "entity" のインスタンスは要求された型に一致しません。

E4387B
delete array size expression used (anachronism)

delete  配列サイズ式が使用されました (旧仕様 )。
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[説明 ]

クラス "type"に対する operator-> は , 不正な型 "type"を返します。

[説明 ]

抽象クラス "type"へのキャストは許されません。

[説明 ]

関数 "main"は呼び出してはなりません。またそのアドレスをとっては
いけません。

[説明 ]

newの初期化は配列に対しては指定できません。

[説明 ]

メンバ関数  "entity" はそのクラスの外側では再宣言できません。

E4388B
"operator->" for class "type" returns invalid type "type"

クラス "type"に対する operator-> は , 不正な型 "type"を返します。

E4389B
a cast to abstract class "type" is not allowed

抽象クラス "type"へのキャストは許されません。

E4390B

function "main" may not be called or have its address taken

関数 "main"は呼び出してはなりません。またそのアドレスをとって
はいけません。

E4391B
a new-initializer may not be specified for an array

newの初期化は配列に対しては指定できません。

E4392B
member function "entity" may not be redeclared outside its class

メンバ関数  "entity" はそのクラスの外側では再宣言できません。
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[説明 ]

不完全なクラスへのポインタは許されません。

[説明 ]

関数内のローカル変数への参照は許されません。

[説明 ]

一つだけ引数を取る関数が後置 "xxxx" に使用されました (旧仕様 )。

[説明 ]

暗黙に生成された代入演算子はコピーできません。

[説明 ]

entity-kind "entity" は既に宣言されています。

[説明 ]

関数 "main"は inlineでは宣言できません。

E4393B
pointer to incomplete class type is not allowed

不完全なクラスへのポインタは許されません。

E4394B
reference to local variable of enclosing function is not allowed

関数内のローカル変数への参照は許されません。

E4395B
single-argument function used for postfix "xxxx" (anachronism)

一つだけ引数を取る関数が後置 "xxxx" に使用されました (旧仕様 )。

E4397B
implicitly generated assignment operator cannot copy

暗黙に生成された代入演算子はコピーできません。

E4403B
entity-kind "entity" has already been declared

entity-kind "entity" は既に宣言されています。

E4404B
function "main" may not be declared inline

関数 "main"は inlineでは宣言できません。
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[説明 ]

クラスと同じ名前を持つメンバはコンストラクタでなければなりませ
ん。

[説明 ]

入れ子の entity-kind "entity" の使用です (旧仕様 )。

[説明 ]

デストラクタはパラメータを持てません。

[説明 ]

クラス "type" に対するコピーコンストラクタは "type" 型のパラメータ
を持つことはできません。

[説明 ]

entity-kind "entity"は不完全型 "type"を返しています。

E4405B

member function with the same name as its class must be a constructor

クラスと同じ名前を持つメンバはコンストラクタでなければなりま
せん。

E4406B
using nested entity-kind "entity" (anachronism)

入れ子の entity-kind "entity" の使用です (旧仕様 )。

E4407B
a destructor may not have parameters

デストラクタはパラメータを持てません。

E4408B

copy constructor for class "type" may not have a parameter of type "type"

クラス "type" に対するコピーコンストラクタは "type" 型のパラメー
タを持つことはできません。

E4409B
entity-kind "entity" returns incomplete type "type"

entity-kind "entity"は不完全型 "type"を返しています。
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[説明 ]

プロテクトである entity-kind "entity" は "type" ポインタあるいはオブ
ジェクトを通してアクセスできません。

[説明 ]

パラメータは許されません。

[説明 ]

"asm"宣言はここでは許されません。

[説明 ]

"type" から "type" への適切な変換関数が存在しません。

[説明 ]

"type" から "type" への変換を行なう適切なコンストラクタが存在しま
せん。

E4410B

protected entity-kind "entity" is not accessible through a "type" pointer or 
object

プロテクトである entity-kind "entity" は "type" ポインタあるいはオブ
ジェクトを通してアクセスできません。

E4411B
a parameter is not allowed

パラメータは許されません。

E4412B
an "asm" declaration is not allowed here

"asm"宣言はここでは許されません。

E4413B
no suitable conversion function from "type" to "type" exists

"type" から "type" への適切な変換関数が存在しません。

E4415B

no suitable constructor exists to convert from "type" to "type"

"type" から "type" への変換を行なう適切なコンストラクタが存在し
ません。
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[説明 ]

"type" から "type" への変換を行なうコンストラクタが複数存在しま
す。

[説明 ]

"type" から "type" への変換を行なう変換関数が複数適用されました。

[説明 ]

"type" から組み込み型への変換を行なう変換関数が複数適用されまし
た。

[説明 ]

コンストラクタあるいはデストラクタのアドレスをとることはできま
せん。

[説明 ]

"$"マークが識別子に使用されました。

E4416B

more than one constructor applies to convert from "type" to "type"

"type" から "type" への変換を行なうコンストラクタが複数存在しま
す。

E4417B
more than one conversion function from "type" to "type" applies

"type" から "type" への変換を行なう変換関数が複数適用されました。

E4418B

more than one conversion function from "type" to a built-in type applies

"type" から組み込み型への変換を行なう変換関数が複数適用されま
した。

E4424B

a constructor or destructor may not have its address taken

コンストラクタあるいはデストラクタのアドレスをとることはでき
ません。

E4425B
dollar sign ("$") used in identifier

"$"マークが識別子に使用されました。
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[説明 ]

非 constへの参照の初期値に対して一時域が用いられました (旧仕様 )。

[説明 ]

修飾名はメンバ宣言では許されません。

[説明 ]

他の型と混在した列挙型です (旧仕様 )。

[説明 ]

"new"の配列のサイズは 0あるいは正数でなければなりません。

[説明 ]

"enum"宣言はできません。

E4426B

temporary used for initial value of reference to non-const (anachronism)

非 constへの参照の初期値に対して一時域が用いられました (旧仕
様 )。

E4427B
qualified name is not allowed in member declaration

修飾名はメンバ宣言では許されません。

E4428B
enumerated type mixed with another type (anachronism)

他の型と混在した列挙型です (旧仕様 )。

E4429B
the size of an array in "new" must be non-negative

"new"の配列のサイズは 0あるいは正数でなければなりません。

E4432B
"enum" declaration is not allowed

"enum"宣言はできません。
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[説明 ]

"type" 型の参照を "type" 型の初期化に結合したので修飾子は無視され
ました。

[説明 ]

"type" 型の参照は const 修飾ではないため , "type" 型の値では初期化で
きません。

[説明 ]

関数へのポインタは削除できません。

[説明 ]

変換関数は非静的メンバ関数でなければなりません。

[説明 ]

テンプレート宣言はここではできません。

E4433B

qualifiers dropped in binding reference of type "type" to initializer of type 
"type"

"type" 型の参照を "type" 型の初期化に結合したので修飾子は無視さ
れました。

E4434B

a reference of type "type" (not const-qualified) cannot be initialized with a 
value of type "type"

"type" 型の参照は const修飾でないので , "type" 型の値で初期化でき
ません。

E4435B
a pointer to function may not be deleted

関数へのポインタは削除できません。

E4436B
conversion function must be a nonstatic member function

変換関数は非静的メンバ関数でなければなりません。

E4437B
template declaration is not allowed here

テンプレート宣言はここではできません。
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[説明 ]

"<"が必要です。

[説明 ]

">"が必要です。

[説明 ]

テンプレートパラメータの宣言がありません。

[説明 ]

entity-kind "entity" に対する引数並びがありません。

[説明 ]

entity-kind "entity" に対する引数が少な過ぎます。

[説明 ]

entity-kind "entity" に対する引数が多過ぎます。

E4438B
expected a "<"

"<"が必要です。

E4439B
expected a ">"

">"が必要です。

E4440B
template parameter declaration is missing

テンプレートパラメータの宣言がありません。

E4441B
argument list for entity-kind "entity" is missing

 entity-kind "entity" に対する引数並びがありません。

E4442B
too few arguments for entity-kind "entity"

 entity-kind "entity" に対する引数が少な過ぎます。

E4443B
too many arguments for entity-kind "entity"

 entity-kind "entity" に対する引数が多過ぎます。
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[説明 ]

entity-kind "entity" は entity-kind "entity" のパラメータ型を宣言すると
きには用いることはできません。

[説明 ]

二つの入れ子の型 ("entity" と "entity" (declared at line xxxx)) が同じ名前
です。

[説明 ]

グローバル "entity" はネストされた "entity" (declared at line xxxx) の後
に宣言されました。

[説明 ]

複数の entity-kind "entity" のインスタンスが要求された型に一致しま
す。

E4445B

entity-kind "entity" is not used in declaring the parameter types of entity-
kind "entity"

 entity-kind "entity" は entity-kind "entity" のパラメータ型を宣言する
ときには用いることはできません。

E4446B

two nested types have the same name: "entity" and "entity" (declared at 
line xxxx) (cfront compatibility)

二つの入れ子の型が同じ名前です。"entity" と "entity" (declared at 
line xxxx)。

E4447B

global "entity" was declared after nested "entity" (declared at line xxxx) 
(cfront compatibility)

グローバル "entity" は入れ子 "entity" (declared at line xxxx) の後に宣
言されました。

E4449B

more than one instance of entity-kind "entity" matches the required type

複数の entity-kind "entity" のインスタンスが要求された型に一致しま
す。
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[説明 ]

"long long"は標準ではありません。

[説明 ]

"xxxx" の省略は標準ではありません。

[説明 ]

戻り型は変換関数には指定できません。

[説明 ]

entity-kind "entity" のインスタンシェーションについて再帰が許容範囲
を越えています。

[説明 ]

"xxxx" は関数でも静的データメンバでもありません。

E4450B
the type "long long" is nonstandard

"long long"は標準ではありません。

E4451B
omission of "xxxx" is nonstandard

"xxxx" の省略は標準ではありません。

E4452B
return type may not be specified on a conversion function

戻り型は変換関数には指定できません。

E4456B

excessive recursion at instantiation of entity-kind "entity"

entity-kind "entity" のインスタンシェーションについて再帰が許容範
囲を越えています。

E4457B
"xxxx" is not a function or static data member

"xxxx" は関数でも静的データメンバでもありません。
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[説明 ]

"type" 型の引数は "type" 型のテンプレートパラメータと一致しませ
ん。

[説明 ]

一時域あるいは変換を必要とする初期化は許されません。

[説明 ]

非 constへの参照の初期値は左辺値でなければなりません。

[説明 ]

"template"は許されません。

[説明 ]

"type" はクラステンプレートではありません。

E4458B

argument of type "type" is incompatible with template parameter of type 
"type"

"type" 型の引数は "type" 型のテンプレートパラメータと一致しませ
ん。

E4459B
initialization requiring a temporary or conversion is not allowed

一時域あるいは変換を必要とする初期化は許されません。

E4461B
initial value of reference to non-const must be an lvalue

非 constへの参照の初期値は左辺値でなければなりません。

E4463B
"template" is not allowed

"template"は許されません。

E4464B
"type" is not a class template

"type" はクラステンプレートではありません。

E4466B
"main" is not a valid name for a function template

"main"は関数テンプレートに対して適切な名前ではありません。
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[説明 ]

"main"は関数テンプレートに対して適切な名前ではありません。

[説明 ]

entity-kind "entity" への不適切な参照です。共用体 / 非共用体の不一致
です。

[説明 ]

テンプレート引数はローカル型を参照できません。

[説明 ]

xxxx のタグの種類は entity-kind "entity" (declared at line xxxx) の宣言と
一致しません。

[説明 ]

グローバルスコープは , "xxxx" タグを持ちません。

[説明 ]

entity-kind "entity" は "xxxx" という名のタグメンバを持ちません。

E4467B

invalid reference to entity-kind "entity" (union/nonunion mismatch)

 entity-kind "entity" への不適切な参照です。共用体 /非共用体の不一
致です。

E4468B
a template argument may not reference a local type

テンプレート引数はローカル型を参照できません。

E4469B

tag kind of xxxx is incompatible with declaration of entity-kind "entity" 
(declared at line xxxx)

 xxxx のタグの種類は entity-kind "entity" (declared at line xxxx) の宣言
と一致しません。

E4470B
the global scope has no tag named "xxxx"

グローバルスコープは , "xxxx" タグを持ちません。

E4471B
entity-kind "entity" has no tag member named "xxxx"

entity-kind "entity" は "xxxx" という名のタグメンバを持ちません。
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[説明 ]

entity-kind "entity" はメンバへのポインタでのみ利用できます。

[説明 ]

テンプレート引数は , 外部参照でないものを参照できません。

[説明 ]

"::~"の前の名はクラス名か型名でなければなりません。

[説明 ]

デストラクタ名がクラス "type" の名前に一致していません。

[説明 ]

デストラクタ名として使用された型は "type" 型に一致しません。

[説明 ]

テンプレート宣言に対する不適切な記憶クラスです。

E4473B
entity-kind "entity" may be used only in pointer-to-member declaration

entity-kind "entity" はメンバへのポインタでのみ利用できます。

E4475B
a template argument may not reference a non-external entity

テンプレート引数は , 外部参照でないものを参照できません。

E4476B
name followed by "::~" must be a class name or a type name

"::~"の前の名はクラス名か型名でなければなりません。

E4477B
destructor name does not match name of class "type"

デストラクタ名がクラス "type" の名前に一致していません。

E4478B
type used as destructor name does not match type "type"

デストラクタ名として使用された型は "type" 型に一致しません。

E4481B
invalid storage class for a template declaration

テンプレート宣言に対する不適切な記憶クラスです。
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[説明 ]

不適切な明示的インスタンシェーション宣言です。

[説明 ]

entity-kind "entity" はインスタンシェートでいるものではありません。

[説明 ]

コンパイラが生成した entity-kind "entity" は明示的にインスタンシェー
トできません。

[説明 ]

インライン entity-kind "entity" は明示的にインスタンシェートできま
せん。

[説明 ]

pure virtual entity-kind "entity" は明示的にインスタンシェートできませ
ん。

E4484B
invalid explicit instantiation declaration

不適切な明示的インスタンシェーション宣言です。

E4485B

entity-kind "entity" is not an entity that can be instantiated

entity-kind "entity" はインスタンシェートでいるものではありませ
ん。

E4486B

compiler generated entity-kind "entity" cannot be explicitly instantiated

コンパイラが生成した entity-kind "entity" は明示的にインスタン
シェートできません。

E4487B

inline entity-kind "entity" cannot be explicitly instantiated

インライン entity-kind "entity" は明示的にインスタンシェートできま
せん。

E4488B

pure virtual entity-kind "entity" cannot be explicitly instantiated

pure virtual entity-kind "entity" は明示的にインスタンシェートできま
せん。
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[説明 ]

entity-kind "entity" はインスタンシェートできません。テンプレートの
定義がありません。

[説明 ]

entity-kind "entity" はインスタンシェートできません。明示的に限定化
されています。

[説明 ]

entity-kind "entity" のインスタンスは指定された型に一致しません。

[説明 ]

テンプレートパラメータ "xxxx" はこのスコープでは再宣言できませ
ん。

[説明 ]

テンプレート引数並びはパラメータリストと一致しなければなりませ
ん。

E4489B

entity-kind "entity" cannot be instantiated -- no template definition was 
supplied

entity-kind "entity" はインスタンシェートできません。テンプレート
の定義がありません。

E4490B

entity-kind "entity" cannot be instantiated -- it has been explicitly 
specialized

entity-kind "entity" はインスタンシェートできません。明示的に限定
化されています。

E4493B
no instance of entity-kind "entity" matches the specified type

entity-kind "entity" のインスタンスは指定された型に一致しません。

E4496B

template parameter "xxxx" may not be redeclared in this scope

テンプレートパラメータ "xxxx" はこのスコープでは再宣言できませ
ん。

E4498B

template argument list must match the parameter list

テンプレート引数並びはパラメータリストと一致しなければなりま
せん。
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[説明 ]

後置 "operator xxxx"のパラメータは int型でなければなりません。

[説明 ]

演算子名は関数として宣言されなければなりません。

[説明 ]

演算子名は許されません。

[説明 ]

entity-kind "entity" はこのスコープでは特殊にできません。

[説明 ]

メンバ関数のアドレスの取得方法が標準ではありません。

[説明 ]

テンプレートパラメータが少な過ぎます。以前の宣言と一致しません。

E4500B
extra parameter of postfix "operator xxxx" must be of type "int"

後置 "operator xxxx"のパラメータは int型でなければなりません。

E4501B
an operator name must be declared as a function

演算子名は関数として宣言されなければなりません。

E4502B
operator name is not allowed

演算子名は許されません。

E4503B
entity-kind "entity" cannot be specialized in the current scope

entity-kind "entity" はこのスコープでは特殊にできません。

E4504B
nonstandard form for taking the address of a member function

メンバ関数のアドレスの取得方法が標準ではありません。

E4505B

too few template parameters -- does not match previous declaration

テンプレートパラメータが少な過ぎます。以前の宣言と一致しませ
ん。
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[説明 ]

テンプレートパラメータが多過ぎます。以前の宣言と一致しません。

[説明 ]

operator delete(void *)に対する関数テンプレートは許されません。

[説明 ]

クラステンプレートとテンプレートパラメータは同じ名前を持つこと
はできません。

[説明 ]

テンプレート引数は名前なし型を参照できません。

[説明 ]

列挙型は許されません。

E4506B

too many template parameters -- does not match previous declaration

テンプレートパラメータが多過ぎます。以前の宣言と一致しませ
ん。

E4507B
function template for operator delete(void *) is not allowed

operator delete(void *)に対する関数テンプレートは許されません。

E4508B

class template and template parameter may not have the same name

クラステンプレートとテンプレートパラメータは同じ名前を持つこ
とはできません。

E4510B
a template argument may not reference an unnamed type

テンプレート引数は名前なし型を参照できません。

E4511B
enumerated type is not allowed

列挙型は許されません。
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[説明 ]

参照型についての型修飾子は許されません。

[説明 ]

"type" 型の値は "type" 型のものに代入できません。

[説明 ]

不完全クラス "type" へは変換できません。

[説明 ]

constオブジェクトは初期化が必要です。

[説明 ]

オブジェクトは初期化されないconstあるいは参照メンバを持っていま
す。

E4512B
type qualifier on a reference type is not allowed

参照型についての型修飾子は許されません。

E4513B
a value of type "type" cannot be assigned to an entity of type "type"

"type" 型の値は "type" 型のものに代入できません。

E4515B
cannot convert to incomplete class "type"

不完全クラス "type" へは変換できません。

E4516B
const object requires an initializer

constオブジェクトは初期化が必要です。

E4517B

object has an uninitialized const or reference member

オブジェクトは初期化されない constあるいは参照メンバを持って
います。
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[説明 ]

前処理指令が標準ではありません。

[説明 ]

entity-kind "entity" はテンプレート引数並びを持つことはできません。

[説明 ]

"{...}"による初期化は集成体に用いられます。

[説明 ]

メンバへのポインタのセレクションクラスが適合しません。("type" と
"type")。

[説明 ]

意味のない friend宣言です。

E4518B
nonstandard preprocessing directive

前処理指令が標準ではありません。

E4519B

entity-kind "entity" may not have a template argument list

entity-kind "entity" はテンプレート引数並びを持つことはできませ
ん。

E4520B
initialization with "{...}" expected for aggregate object

"{...}"による初期化は集成体に用いられます。

E4521B

pointer-to-member selection class types are incompatible ("type" and 
"type")

メンバへのポインタのセレクションクラスが適合しません。("type" 
と "type")。

E4522B
pointless friend declaration

意味のない friend宣言です。
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[説明 ]

依存した文は宣言ではありません。

[説明 ]

パラメータは void型にできません。

[説明 ]

この演算子はテンプレート引数式には許されません。

[説明 ]

tryブロックは少なくとも一つのハンドラを必要とします。

[説明 ]

ハンドラは例外宣言を必要とします。

[説明 ]

ハンドラはデフォルトハンドラによってマスクされました。

E4525B
a dependent statement may not be a declaration

依存した文は宣言ではありません。

E4526B
a parameter may not have void type

パラメータは void型にできません。

E4529B
this operator is not allowed in a template argument expression

この演算子はテンプレート引数式には許されません。

E4530B
try block requires at least one handler

tryブロックは少なくとも一つのハンドラを必要とします。

E4531B
handler requires an exception declaration

ハンドラは例外宣言を必要とします。

E4532B
handler is masked by default handler

ハンドラはデフォルトハンドラによってマスクされました。
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[説明 ]

例外指定が以前の entity-kind "entity" (declared at line xxxx)xxxx と適合
しません。

[説明 ]

例外ハンドラのサポートは無効です。

[説明 ]

例外指定の省略は以前の entity-kind "entity" (declared at line xxxx) と適
合しません。

[説明 ]

非算術演算は型なしテンプレート引数には許されません。

[説明 ]

ローカルでない変数の宣言にローカルな型が使用されました。

E4536B

exception specification is incompatible with that of previous entity-kind 
"entity" (declared at line xxxx)xxxx

例外指定が以前の entity-kind "entity" (declared at line xxxx)xxxx と適
合しません。

E4540B
support for exception handling is disabled

例外ハンドラのサポートは無効です。

E4541B

omission of exception specification is incompatible with previous entity-
kind "entity" (declared at line xxxx)

例外指定の省略は以前の entity-kind "entity" (declared at line xxxx) と
適合しません。

E4543B
non-arithmetic operation not allowed in nontype template argument

非算術演算は型なしテンプレート引数には許されません。

E4544B
use of a local type to declare a nonlocal variable

ローカルでない変数の宣言にローカルな型が使用されました。
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[説明 ]

関数を宣言するのにローカルな型が使用されました。

[説明 ]

初期化は実行されません。

[説明 ]

例外ハンドラが実行されてしまいます。

[説明 ]

entity-kind "entity" は , 現在のスコープでは定義できません。

[説明 ]

例外指定は許されません。

E4545B
use of a local type to declare a function

関数を宣言するのにローカルな型が使用されました。

E4546B
transfer of control bypasses initialization of

初期化は実行されません。

E4548B
transfer of control into an exception handler

例外ハンドラが実行されてしまいます。

E4551B
entity-kind "entity" cannot be defined in the current scope

entity-kind "entity" は , 現在のスコープでは定義できません。

E4552B
exception specification is not allowed

例外指定は許されません。
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[説明 ]

xxxx のタグの種類は , "type" 型のテンプレートパラメータと適合しま
せん。

[説明 ]

operator new(size_t)に対する関数テンプレートは許されません。

[説明 ]

"type" 型のメンバへのポインタは許されません。

[説明 ]

省略子は演算子関数パラメータリストでは許されません。

[説明 ]

"entity" はキーワードとして予約されています。

E4555B

tag kind of xxxx is incompatible with template parameter of type "type"

xxxx のタグの種類は , "type" 型のテンプレートパラメータと適合し
ません。

E4556B
function template for operator new(size_t) is not allowed

operator new(size_t)に対する関数テンプレートは許されません。

E4558B
pointer to member of type "type" is not allowed

"type" 型のメンバへのポインタは許されません。

E4559B
ellipsis is not allowed in operator function parameter list

省略子は演算子関数パラメータリストでは許されません。

E4560B
"entity" is reserved for future use as a keyword

"entity" はキーワードとして予約されています。
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[説明 ]

テンプレートパラメータは void型にはできません。

[説明 ]

entity-kind "entity" の過度の再帰インスタンシェーションは , instantiate-

allモードのためです。

[説明 ]

throw式は void型にはできません。

[説明 ]

抽象クラス "type"のパラメータは許されません。

[説明 ]

抽象クラス "type"の配列は許されません。

E4598B
a template parameter may not have void type

テンプレートパラメータは void型にはできません。

E4599B

excessive recursive instantiation of entity-kind "entity" due to instantiate-
all mode

entity-kind "entity" の過度の再帰インスタンシェーションは , 
instantiate-allモードのためです。

E4601B
a throw expression may not have void type

throw式は void型にはできません。

E4603B
parameter of abstract class type "type" is not allowed

抽象クラス "type"のパラメータは許されません。

E4604B
array of abstract class "type" is not allowed

抽象クラス "type"の配列は許されません。
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[説明 ]

浮動小数点テンプレートパラメータは標準ではありません。

[説明 ]

このプラグマは宣言の直前でなければなりません。

[説明 ]

このプラグマは文の直前でなければなりません。

[説明 ]

このプラグマは宣言あるいは文の直前でなければなりません。

[説明 ]

この種類のプラグマはここでは使用できません。

E4605B
floating-point template parameter is nonstandard

浮動小数点テンプレートパラメータは標準ではありません。

E4606B
this pragma must immediately precede a declaration

このプラグマは宣言の直前でなければなりません。

E4607B
this pragma must immediately precede a statement

このプラグマは文の直前でなければなりません。

E4608B
this pragma must immediately precede a declaration or statement

このプラグマは宣言あるいは文の直前でなければなりません。

E4609B
this kind of pragma may not be used here

この種類のプラグマはここでは使用できません。
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[説明 ]

インラインテンプレート関数の定義はその最初の使用に先だって行な
わなければなりません。

[説明 ]

パラメータ型は境界の不明な配列へのポインタを含んでいます。

[説明 ]

パラメータ型は境界の不明な配列への参照を含んでいます。

[説明 ]

名前なしフィールドは標準ではありません。

[説明 ]

名前なしメンバは標準ではありません。

E4612B

specific definition of inline template function must precede its first use

インラインテンプレート関数の定義はその最初の使用に先だって行
なわなければなりません。

E4615B
parameter type involves pointer to array of unknown bound

パラメータ型は境界の不明な配列へのポインタを含んでいます。

E4616B
parameter type involves reference to array of unknown bound

パラメータ型は境界の不明な配列への参照を含んでいます。

E4619B
nonstandard unnamed field

名前なしフィールドは標準ではありません。

E4620B
nonstandard unnamed member

名前なしメンバは標準ではありません。
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[説明 ]

"xxxx" は型名ではありません。

[説明 ]

"restrict"は許されません。

[説明 ]

関数型へのポインタあるいは参照は"restrict"によって修飾されません。

[説明 ]

呼び出し変換モディファイアはここでは指定できません。

[説明 ]

呼び出し変換モディファイアが矛盾しています。

[説明 ]

呼び出し変換は , 入れ子の宣言子の後には指定できません。

E4624B
"xxxx" is not a type name

"xxxx" は型名ではありません。

E4643B
"restrict" is not allowed

"restrict"は許されません。

E4644B

a pointer or reference to function type may not be qualified by "restrict"

関数型へのポインタあるいは参照は "restrict"によって修飾されませ
ん。

E4646B
a calling convention modifier may not be specified here

呼び出し変換モディファイアはここでは指定できません。

E4647B
conflicting calling convention modifiers

呼び出し変換モディファイアが矛盾しています。

E4651B
a calling convention may not be followed by a nested declarator

呼び出し変換は , 入れ子の宣言子の後には指定できません。
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[説明 ]

宣言モディファイアが以前の宣言と異なります。

[説明 ]

モディファイア "xxxx" はこの宣言では許されません。

[説明 ]

tryブロックに実行が移ります。

[説明 ]

テンプレート定義の閉じ括弧が見つかりません。

[説明 ]

誤ったパックされたアライメント値です。

[説明 ]

整数定数が必要です。

E4654B
declaration modifiers are incompatible with previous declaration

宣言モディファイアが以前の宣言と異なります。

E4655B
the modifier "xxxx" is not allowed on this declaration

モディファイア "xxxx" はこの宣言では許されません。

E4656B
transfer of control into a try block

tryブロックに実行が移ります。

E4658B
closing brace of template definition not found

テンプレート定義の閉じ括弧が見つかりません。

E4660B
invalid packing alignment value

誤ったパックされたアライメント値です。

E4661B
expected an integer constant

整数定数が必要です。
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[説明 ]

誤ったソースファイル識別文字列です。

[説明 ]

クラステンプレートはフレンド宣言では定義できません。

[説明 ]

"asm"は許されません。

[説明 ]

"asm"は関数定義で使用されなければなりません。

[説明 ]

"asm"関数は標準ではありません。

[説明 ]

明示的なパラメータのない省略符号は標準ではありません。

E4663B
invalid source file identifier string

誤ったソースファイル識別文字列です。

E4664B
a class template cannot be defined in a friend declaration

クラステンプレートはフレンド宣言では定義できません。

E4665B
"asm" is not allowed

"asm"は許されません。"

E4666B
"asm" must be used with a function definition

"asm"は関数定義で使用されなければなりません。

E4667B
"asm" function is nonstandard

"asm"関数は標準ではありません。

E4668B
ellipsis with no explicit parameters is nonstandard

明示的なパラメータのない省略符号は標準ではありません。
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[説明 ]

"&..."は標準ではありません。

[説明 ]

"&..."の誤った使用です。

[説明 ]

一時域が , const volatileに対する参照の初期化値に対して使用されまし
た (旧仕様 )。

[説明 ]

"type" 型の参照は "type" 型の値で初期化できません。

[説明 ]

const volatileへの参照の初期化値は左辺値でなければなりません。

E4669B
"&..." is nonstandard

"&..."は標準ではありません。

E4670B
invalid use of "&..."

"&..."の誤った使用です。

E4672B

temporary used for initial value of reference to const volatile (anachronism)

一時域が , const volatileに対する参照の初期化値に対して使用され
ました (旧仕様 )。

E4673B
a reference of type "type" cannot be initialized with a value of type "type"

"type" 型の参照は "type" 型の値で初期化できません。

E4674B
initial value of reference to const volatile must be an lvalue

const volatileへの参照の初期化値は左辺値でなければなりません。
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[説明 ]

__except あるいは __finallyが必要です。

[説明 ]

__leaveは , __tryの中だけで利用できます。

[説明 ]

"xxxx" はパックアライメントスタックにはありません。

[説明 ]

パックアライメントスタックが空です。

[説明 ]

entity-kind "entity" はアクセス不可能です。削除されたものにコピーが
要求されました。

E4681B
expected __except or __finally

__except あるいは __finallyが必要です。

E4682B
a __leave statement may only be used within a __try

__leaveは , __tryの中だけで利用できます。

E4688B
"xxxx" not found on pack alignment stack

"xxxx" はパックアライメントスタックにはありません。

E4689B
empty pack alignment stack

パックアライメントスタックが空です。

E4691B

entity-kind "entity", required for copy that was eliminated, is inaccessible

entity-kind "entity" はアクセス不可能です。削除されたものにコピー
が要求されました。
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[説明 ]

参照パラメータが右辺値に結合されないので , entity-kind "entity" は呼
び出し不可能です。削除されたのにコピーが要求されました。

[説明 ]

<typeinfo> は typeid が使用される前にインクルードされなければなり
ません。

[説明 ]

xxxx は constや他の型修飾子にキャストできません。

[説明 ]

dynamic_cast の型は完全なクラス型へのポインタか参照あるいは void

ポインタでなければなりません。

E4692B

entity-kind "entity", required for copy that was eliminated, is not callable 
because reference parameter cannot be bound to rvalue

参照パラメータが右辺値に結合されないので , entity-kind "entity" は
呼び出し不可能です。削除されたのにコピーが要求されました。

E4693B

<typeinfo> must be included before typeid is used

<typeinfo>は typeidが使用される前にインクルードされなければな
りません。

E4694B
xxxx cannot cast away const or other type qualifiers

xxxx は constや他の型修飾子にキャストできません。

E4695B

the type in a dynamic_cast must be a pointer or reference to a complete 
class type, or void *

dynamic_castの型は完全なクラス型へのポインタか参照あるいは
voidポインタでなければなりません。
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[説明 ]

dynamic_cast のオペランドは完全なクラス型へのポインタでなければ
なりません。

[説明 ]

参照 dynamic_cast のオペランドは完全なクラス型の左辺値でなければ
なりません。

[説明 ]

実行時 dynamic_cast のオペランドはポリモルフィックなクラス型でな
ければなりません。

[説明 ]

配列型はここでは使えません。

[説明 ]

"="が必要です。

E4696B

the operand of a pointer dynamic_cast must be a pointer to a complete class 
type

dynamic_castのオペランドは完全なクラス型へのポインタでなけれ
ばなりません。

E4697B

the operand of a reference dynamic_cast must be an lvalue of a complete 
class type

参照 dynamic_castのオペランドは完全なクラス型の左辺値でなけれ
ばなりません。

E4698B

the operand of a runtime dynamic_cast must have a polymorphic class type

実行時 dynamic_castのオペランドはポリモルフィックなクラス型で
なければなりません。

E4701B
an array type is not allowed here

配列型はここでは使えません。

E4702B
expected an "="

"="が必要です。
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[説明 ]

条件宣言では宣言子が必要です。

[説明 ]

条件での宣言 "xxxx" はこのスコープでは再宣言できません。

[説明 ]

デフォルトテンプレート引数は関数テンプレートには許されません。

[説明 ]

","あるいは ">"が必要です。

[説明 ]

テンプレートパラメータリストが必要です。

[説明 ]

bool型は許されません。

E4703B
expected a declarator in condition declaration

条件宣言では宣言子が必要です。

E4704B
"xxxx", declared in condition, may not be redeclared in this scope

条件での宣言 "xxxx" はこのスコープでは再宣言できません。

E4705B

default template arguments are not allowed for function templates

デフォルトテンプレート引数は関数テンプレートには許されませ
ん。

E4706B
expected a "," or ">"

","あるいは ">"が必要です。

E4707B
expected a template parameter list

テンプレートパラメータリストが必要です。

E4709B
bool type is not allowed

bool型は許されません。
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[説明 ]

基底クラス "entity" のクラス "entity" 内でのオフセットが大き過ぎま
す。

[説明 ]

式は bool型あるいはその互換型でなければなりません。

[説明 ]

entity-kind "entity" は変数名ではありません。

[説明 ]

__baseモディファイアはここでは使用できません。

[説明 ]

__baseモディファイアの変数はポインタ型でなければなりません。

E4710B

offset of base class "entity" within class "entity" is too large

基底クラス "entity" のクラス "entity" 内でのオフセットが大き過ぎま
す。

E4711B
expression must have bool type (or be convertible to bool)

式は bool型あるいはその互換型でなければなりません。

E4713B
entity-kind "entity" is not a variable name

entity-kind "entity" は変数名ではありません。

E4714B
__based modifier is not allowed here

__baseモディファイアはここでは使用できません。

E4716B
variable in __based modifier must have pointer type

__baseモディファイアの変数はポインタ型でなければなりません。
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[説明 ]

const_castの型はポインタ , 参照あるいはオブジェクト型へのメンバポ
インタでなければなりません。

[説明 ]

const_castは型修飾子を調整するためにのみ使用できます。指定された
型を変更することはできません。

[説明 ]

mutableは許されません。

[説明 ]

entity-kind "entity" の再宣言はそのアクセスを変更することはできませ
ん。

[説明 ]

ネームスペースの定義は許されません。

E4717B

the type in a const_cast must be a pointer, reference, or pointer to member 
to an object type

const_castの型はポインタ , 参照あるいはオブジェクト型へのメンバ
ポインタでなければなりません。

E4718B

a const_cast can only adjust type qualifiers: it cannot change the underlying 
type

 const_castは型修飾子を調整するためにのみ使用できます。指定さ
れた型を変更することはできません。

E4719B
mutable is not allowed

mutableは許されません。

E4720B

redeclaration of entity-kind "entity" is not allowed to alter its access

entity-kind "entity" の再宣言はそのアクセスを変更することはできま
せん。

E4724B
namespace definition is not allowed

ネームスペースの定義は許されません。
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[説明 ]

名前はネームスペース名でなければなりません。

[説明 ]

ネームスペースの別名定義は許されません。

[説明 ]

ネームスペース修飾名が必要です。

[説明 ]

ネームスペース名は許されません。

[説明 ]

entity-kind "entity" はクラステンプレートではありません。

[説明 ]

不完全な要素型の配列は標準ではありません。

E4725B
name must be a namespace name

名前はネームスペース名でなければなりません。

E4726B
namespace alias definition is not allowed

ネームスペースの別名定義は許されません。

E4727B
namespace-qualified name is required

ネームスペース修飾名が必要です。

E4728B
a namespace name is not allowed

ネームスペース名は許されません。

E4730B
entity-kind "entity" is not a class template

entity-kind "entity" はクラステンプレートではありません。

E4731B
array with incomplete element type is nonstandard

不完全な要素型の配列は標準ではありません。
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[説明 ]

領域割り当て演算子はネームスペースでは宣言できません。

[説明 ]

領域解放演算子はネームスペースでは宣言できません。

[説明 ]

entity-kind "entity" は entity-kind "entity" の using宣言と衝突しています。

[説明 ]

entity-kind "entity" の using 宣言は entity-kind "entity" (declared at line

xxxx) と衝突しています。

[説明 ]

クラス修飾名が必要です。

E4732B
allocation operator may not be declared in a namespace

領域割り当て演算子はネームスペースでは宣言できません。

E4733B
deallocation operator may not be declared in a namespace

領域解放演算子はネームスペースでは宣言できません。

E4734B

entity-kind "entity" conflicts with using-declaration of entity-kind "entity"

entity-kind "entity" は entity-kind "entity" の using宣言と衝突していま
す。

E4735B

using-declaration of entity-kind "entity" conflicts with entity-kind "entity" 
(declared at line xxxx)

entity-kind "entity" の using宣言は entity-kind "entity" (declared at line 
xxxx) と衝突しています。

E4738B
a class-qualified name is required

クラス修飾名が必要です。
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[説明 ]

entity-kind "entity" は実際のメンバ "xxxx" を持ちません。

[説明 ]

非互換のメモリ属性が指定されました。

[説明 ]

メモリ属性は入れ子の宣言子には指定できません。

[説明 ]

型修飾子は許されません。

[説明 ]

entity-kind "entity" (declared at line xxxx) はテンプレートが宣言される
前に使用されました。

E4742B
entity-kind "entity" has no actual member "xxxx"

entity-kind "entity" は実際のメンバ "xxxx" を持ちません。

E4744B
incompatible memory attributes specified

非互換のメモリ属性が指定されました。

E4746B
memory attribute may not be followed by a nested declarator

メモリ属性は入れ子の宣言子には指定できません。

E4749B
a type qualifier is not allowed

型修飾子は許されません。

E4750B

entity-kind "entity" (declared at line xxxx) was used before its template 
was declared

entity-kind "entity" (declared at line xxxx) はテンプレートが宣言される
前に使用されました。
343



付録 C  エラーメッセージ一覧
[説明 ]

静的 , 非静的メンバ関数は同じパラメータを持つ場合 , 多重定義できま
せん。

[説明 ]

entity-kind "entity" に先だつ宣言はありません。

[説明 ]

template-idは許されません。

[説明 ]

クラス修飾名は許されません。

[説明 ]

entity-kind "entity" はこのスコープでは再宣言できません。

E4751B

static and nonstatic member functions with same parameter types cannot be 
overloaded

静的 , 非静的メンバ関数は同じパラメータを持つ場合 , 多重定義で
きません。

E4752B
no prior declaration of entity-kind "entity"

entity-kind "entity" に先だつ宣言はありません。

E4753B
a template-id is not allowed

template-idは許されません。

E4754B
a class-qualified name is not allowed

クラス修飾名は許されません。

E4755B
entity-kind "entity" may not be redeclared in the current scope

entity-kind "entity" はこのスコープでは再宣言できません。
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[説明 ]

修飾名はネームスペースメンバ宣言では許されません。

[説明 ]

entity-kind "entity" は型名ではありません。

[説明 ]

明示的なインスタンシェーションはこのスコープでは許されません。

[説明 ]

entity-kind "entity" は明示的にこのスコープではインスタンシェートで
きません。

[説明 ]

entity-kind "entity" は明示的に複数回インスタンシェートされます。

E4756B
qualified name is not allowed in namespace member declaration

修飾名はネームスペースメンバ宣言では許されません。

E4757B
entity-kind "entity" is not a type name

entity-kind "entity" は型名ではありません。

E4758B

explicit instantiation is not allowed in the current scope

明示的なインスタンシェーションはこのスコープでは許されませ
ん。

E4759B

entity-kind "entity" cannot be explicitly instantiated in the current scope

entity-kind "entity" は明示的にこのスコープではインスタンシェート
できません。

E4760B
entity-kind "entity" explicitly instantiated more than once

entity-kind "entity" は明示的に複数回インスタンシェートされます。
345



付録 C  エラーメッセージ一覧
[説明 ]

型名はテンプレートの中では使用できません。

[説明 ]

オブジェクト的マクロ定義の最初に標準でない文字があります。

[説明 ]

virtual entity-kind "entity" に対する例外指定は , 置き換えられた entity-

kind "entity" と適合しません。

[説明 ]

"entity" は entity-kind "entity" から暗黙に呼び出されますが , 曖昧です。

[説明 ]

"explicit"は許されません。

E4761B
typename may only be used within a template

型名はテンプレートの中では使用できません。

E4765B
nonstandard character at start of object-like macro definition

オブジェクト的マクロ定義の最初に標準でない文字があります。

E4766B

exception specification for virtual entity-kind "entity" is incompatible with 
that of overridden entity-kind "entity"

virtual entity-kind "entity" に対する例外指定は , 置き換えられた 
entity-kind "entity" と適合しません。

E4769B

"entity", implicitly called from entity-kind "entity", is ambiguous

"entity" は entity-kind "entity" から暗黙に呼び出されますが , 曖昧で
す。

E4771B
"explicit" is not allowed

"explicit"は許されません。
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[説明 ]

宣言は "xxxx" と衝突しています。

[説明 ]

配列 entity-kind "entity" の初期値として "()"だけが許されます。

[説明 ]

"virtual"は関数テンプレート宣言では許されません。

[説明 ]

不適切な名前なし共用体です。クラスメンバテンプレートは許されま
せん。

[説明 ]

テンプレートの入れ子の深さが以前の entity-kind "entity" の宣言と一
致しません。

E4772B
declaration conflicts with "xxxx" (reserved class name)

宣言は "xxxx" と衝突しています。

E4773B
only "()" is allowed as initializer for array entity-kind "entity"

配列 entity-kind "entity" の初期値として "()"だけが許されます。

E4774B
"virtual" is not allowed in a function template declaration

"virtual"は関数テンプレート宣言では許されません。

E4775B

invalid anonymous union -- class member template is not allowed

不適切な名前なし共用体です。クラスメンバテンプレートは許され
ません。

E4776B

template nesting depth does not match the previous declaration of entity-
kind "entity"

テンプレートの入れ子の深さが以前の entity-kind "entity" の宣言と一
致しません。
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[説明 ]

この宣言は複数の template節を持つことはできません。

[説明 ]

"xxxx" は for ループの初期化で宣言されていますがこのスコープでは
再宣言できません。

[説明 ]

仮想 entity-kind "entity" の定義が必要です。

[説明 ]

記憶クラスはフレンド宣言では許されません。

[説明 ]

"entity" に対するテンプレートパラメータリストはこの宣言では許さ
れません。

E4777B
this declaration cannot have multiple "template <...>" clauses

この宣言は複数の template節を持つことはできません。

E4779B

"xxxx", declared in for-loop initialization, may not be redeclared in this 
scope

"xxxx" は forループの初期化で宣言されていますがこのスコープで
は再宣言できません。

E4782B
definition of virtual entity-kind "entity" is required here

仮想 entity-kind "entity" の定義が必要です。

E4784B
a storage class is not allowed in a friend declaration

記憶クラスはフレンド宣言では許されません。

E4785B

template parameter list for "entity" is not allowed in this declaration

"entity" に対するテンプレートパラメータリストはこの宣言では許
されません。
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[説明 ]

entity-kind "entity" は不適切なメンバクラスあるいは関数テンプレート
宣言です。

[説明 ]

不適切なメンバクラスあるいは関数テンプレート宣言です。

[説明 ]

テンプレートパラメータリストを持つテンプレート宣言は明示的限定
化宣言の後になければなりません。

[説明 ]

entity-kind "entity" の明示的な限定化は entity-kind "entity" の使用に先
立たなければなりません。

[説明 ]

明示的な限定化はこのスコープではできません。

E4786B

entity-kind "entity" is not a valid member class or function template

entity-kind "entity" は不適切なメンバクラスあるいは関数テンプレー
ト宣言です。

E4787B
not a valid member class or function template declaration

不適切なメンバクラスあるいは関数テンプレート宣言です。

E4788B

a template declaration containing a template parameter list may not be 
followed by an explicit specialization declaration

テンプレートパラメータリストを持つテンプレート宣言は明示的限
定化宣言の後になければなりません。

E4789B

explicit specialization of entity-kind "entity" must precede the first use of 
entity-kind "entity"

entity-kind "entity" の明示的な限定化は entity-kind "entity" の使用に先
立たなければなりません。

E4790B
explicit specialization is not allowed in the current scope

明示的な限定化はこのスコープではできません。
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[説明 ]

entity-kind "entity" の部分的な限定化はできません。

[説明 ]

entity-kind "entity" は明示的限定化できる要素ではありません。

[説明 ]

明示的な entity-kind "entity" の限定化はその最初の使用の前に行なわ
れなければなりません。

[説明 ]

テンプレートパラメータ xxxx は記述型指定子では使うことはできま
せん。

[説明 ]

entity-kind "entity" を限定化するためには , "template<>" 構文が必要で
す。

E4791B
partial specialization of entity-kind "entity" is not allowed

entity-kind "entity" の部分的な限定化はできません。

E4792B
entity-kind "entity" is not an entity that can be explicitly specialized

entity-kind "entity" は明示的限定化できる要素ではありません。

E4793B

explicit specialization of entity-kind "entity" must precede its first use

明示的な entity-kind "entity" の限定化はその最初の使用の前に行なわ
れなければなりません。

E4794B

template parameter xxxx may not be used in an elaborated type specifier

テンプレートパラメータ xxxx は記述型指定子では使うことはでき
ません。

E4795B

specializing entity-kind "entity" requires "template<>" syntax

entity-kind "entity" を限定化するためには , "template<>"構文が必要
です。
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[説明 ]

"template<>" を用いない entity-kind "entity" の限定化は標準ではありま
せん。

[説明 ]

この宣言は extern "C"リンケージを持つことはできません。

[説明 ]

"xxxx" はこのスコープにおいてクラスあるいは関数テンプレート名で
はありません。

[説明 ]

参照されていない関数テンプレートの再宣言時にデフォルト引数を指
定することは標準ではありません。

E4799B

specializing entity-kind "entity" without "template<>" syntax is 
nonstandard

"template<>"を用いない entity-kind "entity" の限定化は標準ではあり
ません。

E4800B
this declaration may not have extern "C" linkage

この宣言は extern "C"リンケージを持つことはできません。

E4801B

"xxxx" is not a class or function template name in the current scope

"xxxx" はこのスコープではクラスあるいは関数テンプレート名では
ありません。

E4802B

specifying a default argument when redeclaring an unreferenced function 
template is nonstandard

参照されていない関数テンプレートの再宣言時にデフォルト引数を
指定することは標準ではありません。
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[説明 ]

既に参照された関数テンプレートの再宣言時にデフォルト引数は指定
できません。

[説明 ]

基底クラス "type" のメンバポインタを派生クラス "type" のメンバポイ
ンタへは変換できません。

[説明 ]

例外指定は entity-kind "entity" (declared at line xxxx)xxxx と非互換です。

[説明 ]

例外指定の省略は entity-kind "entity" (declared at line xxxx) と非互換で
す。

E4803B

specifying a default argument when redeclaring an already referenced 
function template is not allowed

既に参照された関数テンプレートの再宣言時にデフォルト引数は指
定できません。

E4804B

cannot convert pointer to member of base class "type" to pointer to member 
of derived class "type" -- base class is virtual

基底クラス "type" のメンバポインタを派生クラス "type" のメンバポ
インタへは変換できません。

E4805B

exception specification is incompatible with that of entity-kind "entity" 
(declared at line xxxx)xxxx

例外指定は entity-kind "entity" (declared at line xxxx)xxxx と非互換で
す。

E4806B

omission of exception specification is incompatible with entity-kind 
"entity" (declared at line xxxx)

例外指定の省略は entity-kind "entity" (declared at line xxxx)と非互換
です。
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[説明 ]

この式の解析はプログラムが現れたときと式が評価されたときとで変
わりました。

[説明 ]

参照のデフォルトの初期化は禁止です。

[説明 ]

初期化されていない entity-kind "entity" は constメンバを持っています。

[説明 ]

初期化されていない基底クラス "type" は constメンバを持っています。

[説明 ]

constな entity-kind "entity" は初期化を必要としています。クラス "type"

は明示的に宣言されたデフォルトコンストラクタを持ちません。

E4807B

the parse of this expression has changed between the point at which it 
appeared in the program and the point at which the expression was 
evaluated -- "typename" may be required to resolve the ambiguity

この式の解析はプログラムが現れたときと式が評価されたときとで
変わりました。

E4808B
default-initialization of reference is not allowed

参照のデフォルトの初期化は許されません。

E4809B

uninitialized entity-kind "entity" has a const member

初期化されていない entity-kind "entity" は constメンバを持っていま
す。

E4810B

uninitialized base class "type" has a const member

初期化されていない基底クラス "type" は constメンバを持っていま
す。

E4811B

const entity-kind "entity" requires an initializer -- class "type" has no 
explicitly declared default constructor

constな entity-kind "entity" は初期化を必要としています。クラス 
"type" は明示的に宣言されたデフォルトコンストラクタを持ちませ
ん。
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[説明 ]

constオブジェクトは初期化を必要とします。クラス "type" は明示的に
宣言されたデフォルトコンストラクタを持ちません。

[説明 ]

関数定義における "void"の戻り型への型修飾子は許されません。

[説明 ]

静的データメンバ宣言はこのクラスでは許されません。

[説明 ]

テンプレートインスタンシェーションは誤った関数宣言を生成しまし
た。

[説明 ]

"..."は許されません。

E4812B

const object requires an initializer -- class "type" has no explicitly declared 
default constructor

constオブジェクトは初期化を必要とします。クラス "type" は明示
的に宣言されたデフォルトコンストラクタを持ちません。

E4816B

in a function definition a type qualifier on a "void" return type is not 
allowed

関数定義における "void"の戻り型への型修飾子は許されません。

E4817B
static data member declaration is not allowed in this class

静的データメンバ宣言はこのクラスでは許されません。

E4818B

template instantiation resulted in an invalid function declaration

テンプレートインスタンシェーションは誤った関数宣言を生成しま
した。

E4819B
"..." is not allowed

"..."は許されません。
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[説明 ]

extern inline entity-kind "entity" は参照されていますが定義されていま
せん。

[説明 ]

"type" 型に対して不適正なデストラクタ名です。

[説明 ]

デストラクタ参照が曖昧です。entity-kind "entity" と entity-kind "entity"

の両方を使用できます。

[説明 ]

共用体のただ一つのメンバについてだけコンストラクタ初期化リスト
に指定できます。

[説明 ]

"new[]" と "delete[]"のサポートはされません。

E4821B

extern inline entity-kind "entity" was referenced but not defined

extern inline entity-kind "entity" は参照されていますが定義されていま
せん。

E4822B
invalid destructor name for type "type"

"type" 型に対して不適正なデストラクタ名です。

E4824B

destructor reference is ambiguous -- both entity-kind "entity" and entity-
kind "entity" could be used

デストラクタ参照が曖昧です。entity-kind "entity" と entity-kind 
"entity" の両方を使用できます。

E4827B

only one member of a union may be specified in a constructor initializer 
list

共用体のただ一つのメンバについてだけコンストラクタ初期化リス
トに指定できます。

E4828B
support for "new[]" and "delete[]" is disabled

"new[]" と "delete[]"のサポートはされません。
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[説明 ]

適切な operator deleteがありません。

[説明 ]

不完全型へのポインタあるいは参照は許されません。

[説明 ]

不適正な部分限定化です。entity-kind "entity" は既に限定化されていま
す。

[説明 ]

適合しない例外指定です。

[説明 ]

明示的な型指定の省略は標準的ではありません("int"とみなされます)。

E4832B
no appropriate operator delete is visible

適切な operator deleteが見えません。

E4833B
pointer or reference to incomplete type is not allowed

不完全型へのポインタあるいは参照は許されません。

E4834B

invalid partial specialization -- entity-kind "entity" is already fully 
specialized

不適正な部分限定化です。entity-kind "entity" は既に限定化されてい
ます。

E4835B
incompatible exception specifications

適合しない例外指定です。

E4837B

omission of explicit type is nonstandard ("int" assumed)

明示的な型指定の省略は標準的ではありません ("int"とみなされま
す )。
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[説明 ]

一つ以上の部分限定化が entity-kind "entity" のテンプレート引数並び
に一致しました。

[説明 ]

テンプレート引数並びは , 一次的なテンプレート宣言には許されませ
ん。

[説明 ]

部分限定化はデフォルトテンプレート引数を持つことはできません。

[説明 ]

entity-kind "entity" は entity-kind "entity" のテンプレート引数並びの中
で使用されていません。

E4838B

more than one partial specialization matches the template argument list of 
entity-kind "entity"

一つ以上の部分限定化が entity-kind "entity" のテンプレート引数並び
に一致しました。

E4840B

a template argument list is not allowed in a declaration of a primary 
template

テンプレート引数並びは , 一次的なテンプレート宣言には許されま
せん。

E4841B

partial specializations may not have default template arguments

部分限定化はデフォルトテンプレート引数を持つことはできませ
ん。

E4842B

entity-kind "entity" is not used in template argument list of entity-kind 
"entity"

entity-kind "entity" は entity-kind "entity" のテンプレート引数並びの中
で使用されていません。
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[説明 ]

部分限定化テンプレートパラメータ entity-kind "entity" の型は , 他のテ
ンプレートパラメータに依存しています。

[説明 ]

部分限定化のテンプレート引数並びが , その型がテンプレートパラ
メータに依存している非型引数を含んでいます。

[説明 ]

この部分限定化は entity-kind "entity" をインスタンシェートするため
に用いられています。

[説明 ]

この部分限定化は entity-kind "entity" のインスタンシェーションを曖
昧にしています。

E4843B

the type of partial specialization template parameter entity-kind "entity" 
depends on another template parameter

部分限定化テンプレートパラメータ entity-kind "entity" の型は , 他の
テンプレートパラメータに依存しています。

E4844B

the template argument list of the partial specialization includes a nontype 
argument whose type depends on a template parameter

部分限定化のテンプレート引数並びが , その型がテンプレートパラ
メータに依存している非型引数を含んでいます。

E4845B

this partial specialization would have been used to instantiate entity-kind 
"entity"

この部分限定化は entity-kind "entity" をインスタンシェートするため
に用いられています。

E4846B

this partial specialization would have been made the instantiation of entity-
kind "entity" ambiguous

この部分限定化は entity-kind "entity" のインスタンシェーションを曖
昧にしています。
358



付録 C  エラーメッセージ一覧
[説明 ]

式は整数型か列挙型でなければなりません。

[説明 ]

式は算術型か列挙型でなければなりません。

[説明 ]

式は算術型 , 列挙型 , ポインタ型のいずれかでなければなりません。

[説明 ]

キャストの型は整数型か列挙型でなければなりません。

[説明 ]

キャストの型は算術型 , 列挙型 , ポインタ型のいずれかでなければなり
ません。

E4847B
expression must have integral or enum type

式は整数型か列挙型でなければなりません。

E4848B
expression must have arithmetic or enum type

式は算術型か列挙型でなければなりません。

E4849B
expression must have arithmetic, enum, or pointer type

式は算術型 , 列挙型 , ポインタ型のいずれかでなければなりません。

E4850B
type of cast must be integral or enum

キャストの型は整数型か列挙型でなければなりません。

E4851B

type of cast must be arithmetic, enum, or pointer

キャストの型は算術型 , 列挙型 , ポインタ型のいずれかでなければ
なりません。
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[説明 ]

式は完全型へのポインタでなければなりません。

[説明 ]

メンバクラステンプレートの部分限定化はそれがメンバに含まれるク
ラスの中で宣言されなければなりません。

[説明 ]

部分限定化の非型引数は非型パラメータの名前かあるいは定数でなけ
ればなりません。

[説明 ]

戻り型 "type" は置き換えられる仮想関数 entity-kind "entity"の戻り型と
同一ではありません。

E4852B
expression must be a pointer to a complete object type

式は完全型へのポインタでなければなりません。

E4853B

a partial specialization of a member class template must be declared in the 
class of which it is a member

メンバクラステンプレートの部分限定化はそれがメンバに含まれる
クラスの中で宣言されなければなりません。

E4854B

a partial specialization nontype argument must be the name of a nontype 
parameter or a constant

部分限定化の非型引数は非型パラメータの名前かあるいは定数でな
ければなりません。

E4855B

return type is not identical to return type "type" of overridden virtual 
function entity-kind "entity"

戻り型 "type" は置き換えられる仮想関数 entity-kind "entity"の戻り型
と同一ではありません。
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[説明 ]

クラステンプレートの部分限定化はクラス自身が含まれる名前空間で
宣言されなければなりません。

[説明 ]

不正なキャラクタです。

[説明 ]

関数は不完全型 "type" を返しています。

[説明 ]

xxxx はテンプレートではありません。

[説明 ]

フレンド宣言は部分限定化を宣言できません。

E4857B

a partial specialization of a class template must be declared in the 
namespace of which it is a member

クラステンプレートの部分限定化はクラス自身が含まれる名前空間
で宣言されなければなりません。

E4861B
invalid character in input line

不正なキャラクタです。

E4862B
function returns incomplete type "type"

関数は不完全型 "type" を返しています。

E4864B
xxxx is not a template

xxxx はテンプレートではありません。

E4865B
a friend declaration may not declare a partial specialization

フレンド宣言は部分限定化を宣言できません。
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[説明 ]

ネストしたテンプレート引数リストではふたつの ">" の間にスペース
が必要です。

[説明 ]

テンプレートインスタンシェーションによる "type" の関数型は誤って
います。テンプレートの型は "type" であり , テンプレート宣言によっ
て該当識別子の意味が変更された可能性があります。

[説明 ]

曖昧なガイディング宣言です。一つ以上の関数テンプレート "entity"が
型 "type"に一致しました。

[説明 ]

非整数型の演算は型指定がないテンプレート引数に対しては許されま
せん。

E4868B

space required between adjacent ">" delimiters of nested template 
argument lists (">>" is the right shift operator)

ネストしたテンプレート引数リストではふたつの ">"の間にスペー
スが必要です。

E4871B

template instantiation resulted in unexpected function type of "type" (the 
meaning of a name may have changed since the template declaration -- the 
type of the template is "type")

テンプレートインスタンシェーションによる "type"の関数型は誤っ
ています。テンプレートの型は "type"であり , テンプレート宣言に
よって該当識別子の意味が変更された可能性があります。

E4872B

ambiguous guiding declaration -- more than one function template "entity" 
matches type "type"

曖昧なガイディング宣言です。一つ以上の関数テンプレート
"entity"が型 "type"に一致しました。

E4873B

non-integral operation not allowed in nontype template argument

非整数型の演算は型指定がないテンプレート引数に対しては許され
ません。
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[説明 ]

Embedded C++はテンプレートをサポートしません。

[説明 ]

Embedded C++は例外処理をサポートしません。

[説明 ]

Embedded C++はネームスペースをサポートしません。

[説明 ]

Embedded C++は実行時型情報をサポートしません。

[説明 ]

Embedded C++は新しいキャスト文法をサポートしません。

[説明 ]

Embedded C++は using宣言をサポートしません。

E4875B
Embedded C++ does not support templates

Embedded C++はテンプレートをサポートしません。

E4876B
Embedded C++ does not support exception handling

Embedded C++は例外処理をサポートしません。

E4877B
Embedded C++ does not support namespaces

Embedded C++はネームスペースをサポートしません。

E4878B
Embedded C++ does not support run-time type information

Embedded C++は実行時型情報をサポートしません。

E4879B
Embedded C++ does not support the new cast syntax

Embedded C++は新しいキャスト文法をサポートしません。

E4880B
Embedded C++ does not support using-declarations

Embedded C++は using宣言をサポートしません。
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[説明 ]

Embedded C++は mutableをサポートしません。

[説明 ]

Embedded C++は複数の継承 , 仮想の継承をサポートしません。

[説明 ]

メンバへのポインタ表現 "xxxx" はすでにentity-kind "entity"に対して設
定されています。

[説明 ]

"type" は "type" に対するコンストラクタを指定するためには使用でき
ません。

[説明 ]

整数定数に対する誤った後置子です。

E4881B
Embedded C++ does not support "mutable"

Embedded C++は mutableをサポートしません。

E4882B
Embedded C++ does not support multiple or virtual inheritance

Embedded C++は複数の継承 , 仮想の継承をサポートしません。

E4884B

pointer-to-member representation "xxxx" has already been set for entity-
kind "entity"

メンバへのポインタ表現 "xxxx" はすでに entity-kind "entity"に対し
て設定されています。

E4885B

"type" cannot be used to designate constructor for "type"

"type"は "type"に対するコンストラクタを指定するためには使用で
きません。

E4886B
invalid suffix on integral constant

整数定数に対する誤った後置子です。
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[説明 ]

__uuidof に対するオペランドは , __declspec(uuid("...")) が指定されたク
ラス型を持たなければなりません。

[説明 ]

__declspec(uuid("..."))に誤った GUID文字列が指定されています。

[説明 ]

範囲が指定されていない可変長配列は指定できません。

[説明 ]

明示的なテンプレート引数リストは this宣言では使用できません。

[説明 ]

リンケージを持つエンティティは任意に変更な型を持つことはできま
せん。

E4887B

operand of __uuidof must have a class type for which 
__declspec(uuid("...")) has been specified

__uuidofに対するオペランドは , __declspec(uuid("..."))が指定された
クラス型を持たなければなりません。

E4888B
invalid GUID string in __declspec(uuid("..."))

__declspec(uuid("..."))に誤った GUID文字列が指定されています。

E4890B
variable length array with unspecified bound is not allowed

範囲が指定されていない可変長配列は指定できません。

E4891B
an explicit template argument list is not allowed on this declaration

明示的なテンプレート引数リストは this宣言では使用できません。

E4892B

an entity with linkage cannot have a variably modified type

リンケージを持つエンティティは任意に変更な型を持つことはでき
ません。
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[説明 ]

可変長配列は自動記憶域クラスでなければなりません。

[説明 ]

entity-kind "entity"はテンプレートではありません。

[説明 ]

テンプレート引数が必要です。

[説明 ]

非メンバ演算子ではパラメータの型としてクラス型あるいは列挙型が
必要です。

[説明 ]

entity-kind "entity"の using宣言は許されません。

E4893B
a variable length array cannot have static storage duration

可変長配列は自動記憶域クラスでなければなりません。

E4894B
entity-kind "entity" is not a template

entity-kind "entity"はテンプレートではありません。

E4896B
expected a template argument

テンプレート引数が必要です。

E4898B

nonmember operator requires a parameter with class or enum type

非メンバ演算子ではパラメータの型としてクラス型あるいは列挙型
が必要です。

E4900B
using-declaration of entity-kind "entity" is not allowed

entity-kind "entity"の using宣言は許されません。
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[説明 ]

デストラクタ "type"の修飾子が "type"型に一致しません。

[説明 ]

誤ったプロパティ指定です。正しい指定方法は , __declspec(property(get=

name1,put= name2))です。

[説明 ]

プロパティは既に指定されています。

[説明 ]

__declspec(property)は this宣言には指定できません。

[説明 ]

メンバに対して __declspec(property)が指定されましたが , get関数が指
定されていません。

E4901B
qualifier of destructor name "type" does not match type "type"

デストラクタ "type"の修飾子が "type"型に一致しません。

E4905B

incorrect property specification; correct form is __declspec(property(get= 
name1,put=name2))

誤ったプロパティ指定です。正しい指定方法は , __declspec(property 
(get=name1,put=name2))です。

E4906B
property has already been specified

プロパティは既に指定されています。

E4907B
__declspec(property) is not allowed on this declaration

__declspec(property)は this宣言には指定できません。

E4908B

member is declared with __declspec(property), but no "get" function was 
specified

メンバに対して __declspec(property)が指定されましたが , get関数が
指定されていません。
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[説明 ]

__declspec(property) get関数 "xxxx"がありません。

[説明 ]

メンバに対して __declspec(property)が指定されましたが , put関数が指
定されていません。

[説明 ]

__declspec(property) put関数 "xxxx"がありません。

[説明 ]

曖昧なクラスメンバの参照です。entity-kind "entity" (declared at line

xxxx)は entity-kind "entity"より先に使用されています。

[説明 ]

__declspec(allocate("..."))で , セグメント名がないか不正です。

E4909B
the __declspec(property) "get" function "xxxx" is missing

__declspec(property) get関数 "xxxx"がありません。

E4910B

member is declared with __declspec(property), but no "put" function was 
specified

メンバに対して __declspec(property)が指定されましたが , put関数が
指定されていません。

E4911B
the __declspec(property) "put" function "xxxx" is missing

__declspec(property) put関数 "xxxx"がありません。

E4912B

ambiguous class member reference -- entity-kind "entity" (declared at line 
xxxx) used in preference to entity-kind "entity" (declared at line xxxx)

曖昧なクラスメンバの参照です。entity-kind "entity" (declared at line 
xxxx)は entity-kind "entity"より先に使用されています。

E4913B
missing or invalid segment name in __declspec(allocate("..."))

__declspec(allocate("..."))で , セグメント名がないか不正です。
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[説明 ]

__declspec(allocate)は , this宣言では使用できません。

[説明 ]

セグメント名が既に指定されています。

[説明 ]

派生クラス "type"のメンバへのポインタをベースクラス "type"のメン
バへのポインタに変換できません。ベースクラスは仮想クラスです。

[説明 ]

型修飾子は関数型には適用できません。

[説明 ]

va_startの使い方を間違えています。

E4914B
__declspec(allocate) is not allowed on this declaration

__declspec(allocate)は , this宣言では使用できません。

E4915B
a segment name has already been specified

セグメント名が既に指定されています。

E4916B

cannot convert pointer to member of derived class "type" to pointer to 
member of base class "type" -- base class is virtual

派生クラス "type"のメンバへのポインタをベースクラス "type"のメ
ンバへのポインタに変換できません。ベースクラスは仮想クラスで
す。

E4925B
a type qualifier cannot be applied to a function type

型修飾子は関数型には適用できません。

E4928B
incorrect use of va_start

va_startの使い方を間違えています。
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[説明 ]

va_argの使い方を間違えています。

[説明 ]

va_endの使い方を間違えています。

[説明 ]

参照型であるメンバは共用体では許されません。

[説明 ]

typedefはここでは指定できません。

[説明 ]

"entity"の再宣言によってアクセス指定が変更されました。

[説明 ]

クラスあるいはネームスペース修飾名が必要です。

E4929B
incorrect use of va_arg

va_argの使い方を間違えています。

E4930B
incorrect use of va_end

va_endの使い方を間違えています。

E4934B
a member with reference type is not allowed in a union

参照型であるメンバは共用体では許されません。

E4935B
"typedef" may not be specified here

typedefはここでは指定できません。

E4936B
redeclaration of  "entity" alters its access

"entity"の再宣言によってアクセス指定が変更されました。

E4937B
a class or namespace qualified name is required

クラスあるいはネームスペース修飾名が必要です。
370



付録 C  エラーメッセージ一覧
[説明 ]

関数 mainに対して , 戻り値の型 int が指定されていません。

[説明 ]

メンバへのポインタ表現 "xxxx"は "entity"に対して限定的すぎます。

[説明 ]

値を返す関数 "entity"の最後に return がありません。

[説明 ]

"entity"に対して複数の using宣言は無視されます。

[説明 ]

templateに続く識別子はメンバテンプレート名でなければなりません。

E4938B
return type "int" omitted in declaration of function "main"

関数 mainに対して , 戻り値の型 int が指定されていません。

E4939B

pointer-to-member representation "xxxx" is too restrictive for "entity"

メンバへのポインタ表現 "xxxx"は "entity"に対して限定的すぎま
す。

E4940B
missing return statement at end of non-void function "entity"

値を返す関数 "entity"の最後に return がありません。

E4941B
duplicate using-declaration of "entity" ignored

"entity"に対して複数の using宣言は無視されます。

E4946B

name following "template" must be a member template

templateに続く識別子はメンバテンプレート名でなければなりませ
ん。
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[説明 ]

template に続く識別子はテンプレート引数リストを持たなければなり
ません。

[説明 ]

ローカルクラスフレンド宣言は標準的ではありません。スコープ内に
既宣言がありません。

[説明 ]

参照されていない関数テンプレートの再宣言時にデフォルト引数を指
定することは標準ではありません。

[説明 ]

main関数の戻り型は intでなければなりません。

[説明 ]

テンプレートパラメータはクラス型でなければなりません。

E4947B

name following "template" must have a template argument list

templateに続く識別子はテンプレート引数リストを持たなければな
りません。

E4948B

nonstandard local-class friend declaration -- no prior declaration in the 
enclosing scope

ローカルクラスフレンド宣言は標準的ではありません。スコープ内
に既宣言がありません。

E4949B

specifying a default argument when redeclaring an unreferenced function 
template is nonstandard

参照されていない関数テンプレートの再宣言時にデフォルト引数を
指定することは標準ではありません。

E4951B
return type of function "main" must be "int"

main関数の戻り型は intでなければなりません。

E4952B
a template parameter may not have class type

テンプレートパラメータはクラス型でなければなりません。
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[説明 ]

デフォルトテンプレート引数はクラステンプレートメンバの宣言には
指定できません。

[説明 ]

return文はコンストラクタの関数 tryブロックのハンドラには指定でき
ません。

[説明 ]

通常の指定子と拡張指定子を初期化指示子内で結合できません。

[説明 ]

2つめの添え字は最初のものよりも小さくなければなりません。

[説明 ]

コンストラクタ名として使われた型は , 型 type にはマッチしません。

E4953B

a default template argument cannot be specified on the declaration of a 
member of a class template

デフォルトテンプレート引数はクラステンプレートメンバの宣言に
は指定できません。

E4954B

a return statement is not allowed in a handler of a function try block of a 
constructor

return文はコンストラクタの関数 tryブロックのハンドラには指定で
きません。

E4955B

ordinary and extended designators cannot be combined in an initializer 
designation

通常の指定子と拡張指定子を初期化指示子内で結合できません。

E4956B
the second subscript must not be smaller than the first

2つめの添え字は最初のものよりも小さくなければなりません。

E4960B

type used as constructor name does not match type "type"

コンストラクタ名として使われた型は , 型 type にはマッチしませ
ん。
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[説明 ]

リンケージを持たない型がリンケージを持った変数の宣言に使われて
います。

[説明 ]

リンケージを持たない型が関数宣言に使われています。

[説明 ]

コンストラクタに対して戻り値は指定できません。

[説明 ]

デストラクタに対して , 戻り値は指定できません。

[説明 ]

誤ったユニバーサルキャラクタ名です。

E4961B

use of a type with no linkage to declare a variable with linkage

リンケージを持たない型がリンケージを持った変数の宣言に使われ
ています。

E4962B
use of a type with no linkage to declare a function

リンケージを持たない型が関数宣言に使われています。

E4963B
return type may not be specified on a constructor

コンストラクタに対して戻り値は指定できません。

E4964B
return type may not be specified on a destructor

デストラクタに対して , 戻り値は指定できません。

E4965B
incorrectly formed universal character name

誤ったユニバーサルキャラクタ名です。
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[説明 ]

ユニバーサルキャラクタ名が誤ったキャラクタを含んでいます。

[説明 ]

ユニバーサルキャラクタ名は基本キャラクタセットのキャラクタを指
定できません。

[説明 ]

このユニバーサルキャラクタは識別子には使えません。

[説明 ]

識別子 __VA_ARGS__ は可変個引数マクロのリプレースメントリスト
でのみ使用できます。

[説明 ]

配列範囲指示子は動的初期化には適用できません。

E4966B
universal character name specifies an invalid character

ユニバーサルキャラクタ名が誤ったキャラクタを含んでいます。

E4967B

a universal character name cannot designate a character in the basic 
character set

ユニバーサルキャラクタ名は基本キャラクタセットのキャラクタを
指定できません。

E4968B
this universal character is not allowed in an identifier

このユニバーサルキャラクタは識別子には使えません。

E4969B

the identifier __VA_ARGS__ can only appear in the replacement lists of 
variadic macros

識別子 __VA_ARGS__ は可変個引数マクロのリプレースメントリス
トでのみ使用できます。

E4971B
array range designators cannot be applied to dynamic initializers

配列範囲指示子は動的初期化には適用できません。
375



付録 C  エラーメッセージ一覧
[説明 ]

プロパティ名はここでは指定できません。

[説明 ]

可変長配列型は許されません。

[説明 ]

複合リテラルは整数定数式では許されません。

[説明 ]

型 type の複合リテラルは許されません。

[説明 ]

テンプレートフレンド宣言はローカルクラスでは宣言できません。

E4972B
property name cannot appear here

プロパティ名はここでは指定できません。

E4975B
a variable-length array type is not allowed

可変長配列型は許されません。

E4976B
a compound literal is not allowed in an integral constant expression

複合リテラルは整数定数式では許されません。

E4977B
a compound literal of type "type" is not allowed

型 type の複合リテラルは許されません。

E4978B
a template friend declaration cannot be declared in a local class

テンプレートフレンド宣言はローカルクラスでは宣言できません
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[説明 ]

曖昧な "?" 演算：第 2オペランドの型 typeは , 第 3オペランドの型 type

には変換できません。

[説明 ]

不適切な operator() あるいは関数へのポインタ型への変換関数による
クラス型オブジェクトの呼び出しです。

[説明 ]

型 typeのオブジェクトは引数リストに対して複数通りの方法で呼び出
すことができます。

[説明 ]

クラス type から始まっている "operator->" 関数の参照がループしてい
ます。

E4979B

ambiguous "?" operation: second operand of type "type" can be converted 
to third operand type "type", and vice versa

曖昧な "?" 演算：第 2オペランドの型 typeは , 第 3オペランドの型 
typeには変換できません。

E4980B

call of an object of a class type without appropriate operator() or 
conversion functions to pointer-to-function type

不適切な operator() あるいは関数へのポインタ型への変換関数によ
るクラス型オブジェクトの呼び出しです。

E4982B

there is more than one way an object of type "type" can be called for the 
argument list:

型 typeのオブジェクトは引数リストに対して複数通りの方法で呼び
出すことができます。

E4983B

loop in sequence of "operator->" functions starting at class "type"

クラス type から始まっている "operator->" 関数の参照がループして
います。
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[説明 ]

型定義名は , 既に定義されています。

[説明 ]

new 演算子および delete 演算子は内部結合を持ちません。

[説明 ]

ストレージクラス "mutable" は , 名前なし共用体では使用できません。

[説明 ]

抽象クラスの型 %t は , catch 型では使用できません。

[説明 ]

修飾された関数型は , 非メンバ関数や staticメンバ関数の宣言で使用す
ることはできません。

E4984B
typedef name has already been declared (with similar type)

型定義名は , (類似型として )既に定義されています。

E4985B
operator new and operator delete cannot be given internal linkage

new 演算子および delete 演算子は内部結合を持ちません。

E4986B

storage class "mutable" is not allowed for anonymous unions

ストレージクラス "mutable" は , 名前なし共用体では使用できませ
ん。

E4988B
abstract class type %t is not allowed as catch type:

抽象クラスの型 %t は , catch 型では使用できません。

E4989B

a qualified function type cannot be used to declare a nonmember function 
or a static member function

修飾された関数型は , 非メンバ関数や staticメンバ関数の宣言で使
用することはできません。
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[説明 ]

修飾された関数型は , 仮引数を宣言するために使用することはできま
せん。

[説明 ]

修飾された関数型へのポインタや参照を生成することはできません。

[説明 ]

余分な括弧は標準ではありません。

[説明 ]

ポインタの基本型 ¥t1および ¥t2 は , 標準ではありません。

[説明 ]

template template 引数の宣言では , テンプレート引数リストを空にする
ことはできません。

E4990B

a qualified function type cannot be used to declare a parameter

修飾された関数型は , 仮引数を宣言するために使用することはでき
ません。

E4991B

cannot create a pointer or reference to qualified function type

修飾された関数型へのポインタや参照を生成することはできませ
ん。

E4992B
extra braces are nonstandard

余分な括弧は標準ではありません。

E4994B
subtraction of pointer types %t1 and %t2 is nonstandard

ポインタの基本型 ¥t1および ¥t2 は , 標準ではありません。

E4995B

an empty template parameter list is not allowed in a template template 
parameter declaration

template template 引数の宣言では , テンプレート引数リストを空にす
ることはできません。
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[説明 ]

"class"が必要です。

[説明 ]

template template引数を宣言する際には, キーワード"class"が必要です。

[説明 ]

関数の friend宣言を修飾することはできません。

[説明 ]

%n1 は , %n2 と互換性がありません。

[説明 ]

ストレージクラスをここに指定することはできません。

E4996B
expected "class"

"class"が必要です。

E4997B

the "class" keyword must be used when declaring a template template 
parameter

template template引数を宣言する際には , キーワード "class"が必要
です。

E4999B

a qualified name is not allowed for a friend declaration that is a function 
definition

関数の friend宣言を修飾することはできません。

E5000B
%n1 is not compatible with %n2

%n1 は , %n2 と互換性がありません。

E5001B
a storage class may not be specified here

ストレージクラスをここに指定することはできません。
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[説明 ]

using 宣言によって指定されたクラスメンバは , 直属の基底クラス内に
含まれなければいけません。

[説明 ]

template template引数は , そのテンプレート引数のいずれかと同じ名前
を持つことはできません。

[説明 ]

デフォルト引数の再帰的なインスタンシェーションです。

[説明 ]

template template 引数の引数は , 他のテンプレート引数の型に依存する
ことはできません。

[説明 ]

%n は , 定義可能な実体ではありません。

E5002B

class member designated by a using-declaration must be visible in a direct 
base class

using 宣言によって指定されたクラスメンバは , 直属の基底クラス内
に含まれなければいけません。

E5007B

a template template parameter cannot have the same name as one of its 
template parameters

template template引数は , そのテンプレート引数のいずれかと同じ名
前を持つことはできません。

E5008B
recursive instantiation of default argument

デフォルト引数の再帰的なインスタンシェーションです。

E5009B

a parameter of a template template parameter cannot depend on the type of 
another template parameter

template template 引数の引数は , 他のテンプレート引数の型に依存す
ることはできません。

E5010B
%n is not an entity that can be defined

%n は , 定義可能な実体ではありません。
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[説明 ]

デストラクタ名は修飾されなければいけません。

[説明 ]

friend クラスの名前は , "typename" によって生成されません。

[説明 ]

using宣言は, コンストラクタやデストラクタの名前に使用されません。

[説明 ]

修飾された friend テンプレート宣言は , あらかじめ宣言されたテンプ
レートを参照しなければいけません。

[説明 ]

クラステンプレートの宣言内に不正な識別子があります。

E5011B
destructor name must be qualified

デストラクタ名は修飾されなければいけません。

E5012B
friend class name may not be introduced with "typename"

friend クラスの名前は , "typename" によって生成されません。

E5013B

a using-declaration may not name a constructor or destructor

using宣言は , コンストラクタやデストラクタの名前に使用されませ
ん。

E5014B

a qualified friend template declaration must refer to a specific previously 
declared template

修飾された friend テンプレート宣言は , あらかじめ宣言されたテン
プレートを参照しなければいけません。

E5015B
invalid specifier in class template declaration

クラステンプレートの宣言内に不正な識別子があります。
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[説明 ]

%n は , メンバクラス %sq を持ちません。

[説明 ]

グローバルスコープに , %sq という名前のクラスが存在しません。

[説明 ]

テンプレートデフォルト引数の再帰的なインスタンシェーションで
す。

[説明 ]

access 宣言および using宣言は , 共用体内では使用することはできませ
ん。

[説明 ]

%no は , クラスのメンバではありません。

E5018B
%n has no member class %sq

%n は , メンバクラス %sq を持ちません。

E5019B
the global scope has no class named %sq

グローバルスコープに , %sq という名前のクラスが存在しません。

E5020B

recursive instantiation of template default argument

テンプレートデフォルト引数の再帰的なインスタンシェーションで
す。

E5021B

access declarations and using-declarations cannot appear in unions

access 宣言および using宣言は , 共用体内に使用することはできませ
ん。

E5022B
%no is not a class member

%no は , クラスのメンバではありません。
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[説明 ]

非標準のメンバの const 宣言は指定できません。

[説明 ]

ネストされたクラスが , 不正に再宣言されました。

[説明 ]

サイズの不明な配列を含む型は許されません。

[説明 ]

静的な記憶域期間を保持する変数を , inline関数の中で定義することは
できません。

[説明 ]

内部結合を伴う実体を , 外部結合を伴うインライン関数の中で参照す
ることはできません。

E5023B
nonstandard member constant declaration is not allowed

非標準のメンバの const 宣言は指定できません。

E5028B
invalid redeclaration of nested class

ネストされたクラスが , 不正に再宣言されました。

E5029B
type containing an unknown-size array is not allowed

サイズの不明な配列を含む型は許されません。

E5030B

a variable with static storage duration cannot be defined within an inline 
function

静的な記憶域期間を保持する変数を , inline関数の中で定義すること
はできません。

E5031B

an entity with internal linkage cannot be referenced within an inline 
function with external linkage

内部結合を伴う実体を , 外部結合を伴うインライン関数の中で参照
することはできません。
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[説明 ]

実引数の型 %t が , この type-genetic 関数マクロと一致しません。

[説明 ]

friend 宣言は , 前の宣言にデフォルト引数を追加することはできませ
ん。

[説明 ]

%n はこのスコープでは宣言することはできません。

[説明 ]

予約済み識別子 %sq は , 関数の内部のみで使用されます。

[説明 ]

このユニバーサルキャラクタは , 識別子名を形成することができませ
ん。

E5032B
argument type %t does not match this type-generic function macro

実引数の型 %t が , この type-genetic 関数マクロと一致しません。

E5034B

friend declaration cannot add default arguments to previous declaration

friend 宣言は , 前の宣言にデフォルト引数を追加することはできま
せん。

E5035B
%n cannot be declared in this scope

%n はこのスコープでは宣言することはできません。

E5036B
the reserved identifier %sq may only be used inside a function

予約済み識別子 %sq は , 関数の内部のみで使用されます。

E5037B

this universal character cannot begin an identifier

このユニバーサルキャラクタは , 識別子名を形成することができま
せん。
385



付録 C  エラーメッセージ一覧
[説明 ]

文字列リテラルが必要です。

[説明 ]

認識できない STDC pragma です。

[説明 ]

"ON", "OFF" または , "DEFAULT" が必要です。

[説明 ]

STDC pragma は , グローバルスコープ内の宣言部 , あるいは , ブロック
スコープ内の如何なるステートメントあるいは宣言よりも前の部分に
のみ出現できます。

[説明 ]

va_copy の使用方法が間違っています。

E5038B
expected a string literal

文字列リテラルが必要です。

E5039B
unrecognized STDC pragma

認識できない STDC pragma です。

E5040B
expected "ON", "OFF", or "DEFAULT"

"ON", "OFF" または , "DEFAULT" が必要です。

E5041B

a STDC pragma may only appear between declarations in the global scope 
or before any statements or declarations in a block scope

STDC pragma は , グローバルスコープ内の宣言部 , あるいは , ブロッ
クスコープ内の如何なるステートメントあるいは宣言よりも前の部
分にのみ出現できます。

E5042B
incorrect use of va_copy

va_copy の使用方法が間違っています。
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[説明 ]

%s は , 浮動小数点型にのみ使用可能です。

[説明 ]

複素数型は指定できません。

[説明 ]

指示子の種別が不正です。

[説明 ]

複素数浮動小数点の演算結果が , 範囲を超えています。

[説明 ]

可変のサイズを取り得る配列型のメンバに対して初期化子を指定する
ことはできません。

E5043B
%s can only be used with floating-point types

%s は , 浮動小数点型にのみ使用可能です。

E5044B
complex type is not allowed

複素数型は指定できません。

E5045B
invalid designator kind

指示子の種別が不正です。

E5047B
complex floating-point operation result is out of range

複素数浮動小数点の演算結果が , 範囲を超えています。

E5049B

an initializer cannot be specified for a flexible array member

可変のサイズを取り得る配列型のメンバに対して初期化子を指定す
ることはできません。
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[説明 ]

%n は後の宣言によって与えられた型を持ちます。("int" が仮定されま
した。)

[説明 ]

インライン %n には宣言が必要です。

[説明 ]

浮動小数点型は , _Complex あるいは , _Imaginary によって指定される
型に含まれなければなりません。

[説明 ]

名前なし共用体内に型を宣言することはできません。

[説明 ]

%n という宣言は , 他の翻訳単位内の宣言と非互換です。

E5051B

standard requires that %n be given a type by a subsequent declaration ("int" 
assumed)

%n は後の宣言によって与えられた型を持ちます。("int"が仮定され
ました。)

E5052B
a definition is required for inline %n

インライン %n には宣言が必要です。

E5054B

a floating-point type must be included in the type specifier for a _Complex 
or _Imaginary type

浮動小数点型は , _Complexあるいは , _Imaginaryによって指定され
る型に含まれなければなりません。

E5055B
types cannot be declared in anonymous unions

名前なし共用体によって型を宣言することはできません。

E5061B

declaration of %n is incompatible with a declaration in another translation 
unit

%n という宣言は , 他の翻訳単位内の宣言と非互換です。
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[説明 ]

%p は , 別の宣言です。

[説明 ]

第二の翻訳単位 %sq をコンパイル中にエラーが検知されました。  

[説明 ]

第二の翻訳単位 %sq をコンパイル中です。 

[説明 ]

可変長配列を含む型を持つフィールドを宣言することはできません。

[説明 ]

%sq をコンパイル中に %n の宣言は別の意味に解釈されました。

E5062B
the other declaration is %p

%p は , 別の宣言です。

E5063B
detected during compilation of secondary translation unit %sq

第二の翻訳単位 %sq をコンパイル中にエラーが検知されました。

E5064B
compilation of secondary translation unit %sq

第二の翻訳単位 %sq をコンパイル中。

E5065B

a field declaration cannot have a type involving a variable length array

可変長配列を含む型を持つフィールドを宣言することはできませ
ん。

E5066B
declaration of %n had a different meaning during compilation of %sq

%sq をコンパイル中に %n の宣言は別の意味に解釈されました。
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[説明 ]

"template" が必要です。

[説明 ]

"export" は, 明示的なインスタンシェーションに使用することはできま
せん。

[説明 ]

"export" は , この宣言で使用することはできません。

[説明 ]

名前なしの名前空間のメンバを , "export" 宣言することはできません。

[説明 ]

テンプレートは , 定義後に "export" として宣言することはできません。

E5067B
expected "template"

"template" が必要です。

E5068B

"export" cannot be used on an explicit instantiation

"export" は , 明示的なインスタンシェーションに使用することはで
きません。

E5069B
"export" cannot be used on this declaration

"export" は , この宣言で使用することはできません。

E5070B

a member of an unnamed namespace cannot be declared "export"

名前なしの名前空間のメンバを , "export" 宣言することはできませ
ん。

E5071B
a template cannot be declared "export" after it has been defined

テンプレートは , 定義後に "export" と宣言することはできません。
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[説明 ]

ラベルが宣言されていません。

[説明 ]

export されたテンプレートはサポートされていません。

[説明 ]

%sq のコンパイルで , %n は既に定義されています。

[説明 ]

%n は , 他の翻訳単位において既に定義されています。

[説明 ]

静的ではないローカル変数は , __based 指定子で使用することはできま
せん。

E5072B
a declaration cannot have a label

ラベルが宣言されていません。

E5073B
support for exported templates is disabled

export されたテンプレートはサポートされていません。

E5075B
%n already defined during compilation of %sq

%sq のコンパイルで , %n は既に定義されています。

E5076B
%n already defined in another translation unit

%n は , 他の翻訳単位において既に定義されています。

E5077B

a non-static local variable may not be used in a __based specification

静的ではないローカル変数は , __based 指定子で使用することはでき
ません。
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[説明 ]

ユーザの宣言したコンストラクタを持つクラス内で , クラスと同じ名
前のフィールドを定義することはできません。

[説明 ]

%n は , インスタンシェートされていません。 エキスポートされた定義
を含む翻訳単位において , 明示的に特殊化されています。

[説明 ]

オブジェクトの型は %s です。

[説明 ]

オブジェクトには , メンバ %n と互換性のない const-volatile修飾子が指
定されています。

E5081B

a field with the same name as its class cannot be declared in a class with a 
user-declared constructor

ユーザの宣言したコンストラクタを持つクラス内で , クラスと同じ
名前のフィールドを定義することはできません。

E5084B

%n cannot be instantiated -- it has been explicitly specialized in the 
translation unit containing the exported definition

%n は , インスタンシェートされていません。 --エキスポートされた
定義を含む翻訳単位において , 明示的に特殊化されています。

E5085B
object type is: %s

オブジェクトの型は %s です。

E5086B

the object has cv-qualifiers that are not compatible with the member %n

オブジェクトには , メンバ %n と互換性のない const-volatile修飾子
が指定されています。
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[説明 ]

%n のインスタンスは , 引数リストやオブジェクトと一致しません。
(const-volatile 修飾子によって , オブジェクトが異なっています。)

[説明 ]

%t と非互換モードの属性が指定されています。

[説明 ]

幅の指定されている型がありません。

[説明 ]

属性によって設定された値のアラインメントが不正です。

[説明 ]

%t の属性が不正です。

E5087B

no instance of %n matches the argument list and object (the object has cv-
qualifiers that prevent a match)

%n のインスタンスは , 引数リストやオブジェクトと一致しません。
(const-volatile 修飾子によって , オブジェクトが異なっています。)

E5088B
an attribute specifies a mode incompatible with %t

%t と非互換モードの属性が指定されています。

E5089B
there is no type with the width specified

幅の指定されている型がありません。

E5090B
invalid alignment value specified by attribute

属性によって設定された値のアラインメントが不正です。

E5091B
invalid attribute for %t

%t の属性が不正です。
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[説明 ]

%n の属性が不正です。

[説明 ]

属性 %sq は , 引数を持ちません。

[説明 ]

属性の名前が必要です。

[説明 ]

ここに属性は指定できません。

[説明 ]

属性 %sq の取り得る引数が不正です。

[説明 ]

"goto *expr" は標準の属性ではありません。

E5092B
invalid attribute for %n

%n の属性が不正です。

E5094B
attribute %sq does not take arguments

属性 %sq は , 引数を持ちません。

E5096B
expected an attribute name

属性の名前が必要です。

E5098B
attributes may not appear here

ここに属性は指定できません。

E5099B
invalid argument to attribute %sq

属性 %sq の取り得る引数が不正です。

E5102B
"goto *expr" is nonstandard

"goto *expr" は標準の属性ではありません。
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[説明 ]

ラベルのアドレスを取ることは標準ではありません。

[説明 ]

属性 %sq は , 関数の定義においてのみ使用できます。

[説明 ]

属性 "transparent_union" は , 共用体にのみ適用できますが , %t は共用体
ではありません。

[説明 ]

パラメータのみ透過になれます。

[説明 ]

属性 %sq は , ローカル変数に適合しません。

E5103B
taking the address of a label is nonstandard

ラベルのアドレスを取ることは標準ではありません。

E5106B
attribute %sq is only allowed in a function definition

属性 %sq は , 関数の定義においてのみ使用できます。

E5107B

the "transparent_union" attribute only applies to unions, and %t is not a 
union

属性 "transparent_union" は , 共用体にのみ適用できますが , %t は共
用体ではありません。

E5111B
only parameters can be transparent

パラメータのみ透過になり得ます。

E5112B
the %sq attribute does not apply to local variables

属性 %sq は , ローカル変数に適合しません。
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[説明 ]

関数の定義内では , 属性は許されません。

[説明 ]

範囲指定の case ラベル中に指定されている 2 番目の定数は , 初めの定
数よりも大きくなければいけません。

[説明 ]

関数定義内に asm名は許されません。

[説明 ]

不明な登録名 "%s" です。

[説明 ]

不明なアセンブラの制約モディファイア '%s' です。

E5113B
attributes are not permitted in a function definition

関数の定義内では , 属性は許されません。

E5115B

the second constant in a case range must be larger than the first

範囲指定の caseラベル中に指定されている 2番目の定数は , 初めの
定数よりも大きくなければいけません。

E5116B
an asm name is not permitted in a function definition

関数定義内に asm名は許されません。

E5118B
unknown register name "%s"

不明な登録名 "%s" です。

E5120B
unknown asm constraint modifier '%s'

不明なアセンブラの制約モディファイア '%s' です。
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[説明 ]

不明なアセンブラの制約文字 '%s' です。 

[説明 ]

アセンブラのオペランドに制約文字がありません。

[説明 ]

アセンブラの出力オペランドには , '='あるいは '+'モディファイアが一
つ必要です。

[説明 ]

アセンブラの入力オペランドには , '='または '+'はありません。

[説明 ]

asm ステー yトメントに非常に多いオペランドが指定されました。
(最大個数は 10です。)

E5121B
unknown asm constraint letter '%s'

不明なアセンブラの制約文字 '%s' です。 

E5122B
asm operand has no constraint letter

アセンブラのオペランドに制約文字がありません。

E5123B

an asm output operand must have one of the '=' or '+' modifiers

アセンブラの出力オペランドには , '='あるいは '+'モディファイア
が一つ必要です。

E5124B
an asm input operand may not have the '=' or '+' modifiers

アセンブラの入力オペランドには , '='または '+'はありません。

E5125B

too many operands to asm statement (maximum is 10)

asm ステー yトメントに非常に多いオペランドが指定されました。
(最大個数は 10です。)
397



付録 C  エラーメッセージ一覧
[説明 ]

asm ステートメントに非常に多いコロンが指定されました。

[説明 ]

レジスタ "%s" が複数回使用されます。

[説明 ]

レジスタ "%s" は , 使用され , かつ , 破壊されます。

[説明 ]

レジスタ "%s" は , 複数回破壊されます。

[説明 ]

レジスタ "%s" の目的は固定であり , asm ステートメント中では使用さ
れません。

E5126B
too many colons in asm statement

asm ステートメントに非常に多いコロンが指定されました。

E5127B
register "%s" used more than once

レジスタ "%s" が複数回使用されます。

E5128B
register "%s" is both used and clobbered

レジスタ "%s" は , 使用され , かつ , 破壊されます。

E5129B
register "%s" clobbered more than once

レジスタ "%s" は , 複数回破壊されます。

E5130B

register "%s" has a fixed purpose and may not be used in an asm statement

レジスタ "%s" の目的は固定であり , asm ステートメント中では使用
されません。
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[説明 ]

レジスタ "%s" の目的は固定であり , asm ステートメント中では破壊さ
れません。

[説明 ]

空のクロバーリストは完全に省略されます。

[説明 ]

asm オペランドが必要です。

[説明 ]

クロバーにはレジスタが必要です。

[説明 ]

"format" 属性が , 可変引数を持たない %n に指定されました。

E5131B

register "%s" has a fixed purpose and may not be clobbered in an asm 
statement

レジスタ "%s" の目的は固定であり , asm ステートメント中では破壊
されません。

E5132B
an empty clobbers list must be omitted entirely

空のクロバーリストは完全に省略されます。

E5133B
expected an asm operand

asm オペランドが必要です。

E5134B
expected a register to clobber

クロバーにはレジスタが必要です。

E5135B
"format" attribute applied to %n which does not have variable arguments

"format" 属性が , 可変引数を持たない %n に指定されました。
399



付録 C  エラーメッセージ一覧
[説明 ]

初めの代替引数は , 初めの可変引数に対応しません。

[説明 ]

書式化する引数のインデックスが , パラメータの個数よりも大きく
なっています。

[説明 ]

書式化する引数は , 文字列型を持ちません。

[説明 ]

キーワード "template" は , テンプレート中で構文を明確化するためだ
けに使用されています。

[説明 ]

デバッグオプションは , 使用される db_opt pragma に対するコマンドラ
インで指定されなければいけません。

E5136B
first substitution argument is not the first variable argument

初めの代替引数は , 初めの可変引数に対応しません。

E5137B

format argument index is greater than number of parameters

書式化する引数のインデックスが , パラメータの個数よりも大きく
なっています。

E5138B
format argument does not have string type

書式化する引数は , 文字列型を持ちません。

E5139B

the "template" keyword used for syntactic disambiguation may only be 
used within a template

キーワード "template" は , テンプレート中で構文を明確化するため
だけに使用されています。

E5140B

a debug option must be specified on the command-line for the db_opt 
pragma to be used

デバッグオプションは , 使用される db_opt pragma に対するコマンド
ラインで指定されなければいけません。
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[説明 ]

ストレージクラスは autoか register でなければいけません。

[説明 ]

%t1 は , パラメータの省略を通じて %t2 に昇格されます。; 最後の型を
使用します。

[説明 ]

%sq は , 基本クラスのメンバではありません。

[説明 ]

__super は , "::"の後には指定できません。

[説明 ]

__super は , クラススコープの中でのみ使用可能です。

E5144B
storage class must be auto or register

ストレージクラスは autoか register でなければいけません。

E5145B

%t1 would have been promoted to %t2 when passed through the ellipsis 
parameter; use the latter type instead

%t1 は , パラメータの省略を通じて %t2 に昇格されます。; 最後の型
を使用します。

E5146B
%sq is not a base class member

%sq は , 基本クラスのメンバではありません。

E5147B
__super cannot appear after "::"

__super は , "::"の後には指定できません。

E5148B
__super may only be used in a class scope

__super は , クラススコープの中でのみ使用可能です。
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[説明 ]

__super の後には "::" が必要です。

[説明 ]

[ %s インスタンシェーションコンテキストは表示されません。]

[説明 ]

宣言が , そのエイリアス %n とマッチしません。

[説明 ]

エイリアスとして定義された実体に , 定義がありません。

[説明 ]

void return 型は , 修飾されません。

E5149B
__super must be followed by "::"

__super の後には "::" が必要です。

E5150B
[ %s instantiation contexts not shown ]

[ %s インスタンシェーションコンテキストは表示されません。]

E5153B
declaration does not match its alias %n

宣言が , そのエイリアス %n とマッチしません。

E5154B
entity declared as alias cannot have definition

エイリアスとして定義された実体に , 定義がありません。

E5158B
void return type cannot be qualified

void return 型は , 修飾されません。
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[説明 ]

%no に一致するメンバテンプレートは , 他の翻訳単位の異なる型のテ
ンプレートとして定義されています。

[説明 ]

va_start は , パラメータが省略される関数内でのみ使用されなければい
けません。

[説明 ]

ステートメント式はブロックスコープのみで使用可能です。

[説明 ]

翻訳単位より。

[説明 ]

認識されない UPC pragma です。

E5161B

a member template corresponding to %no is declared as a template of a 
different kind in another translation unit

%no に一致するメンバテンプレートは , 他の翻訳単位の異なる型の
テンプレートとして定義されています。

E5163B

va_start should only appear in a function with an ellipsis parameter

va_start は , パラメータが省略される関数内でのみ使用されなければ
いけません。

E5166B
statement expressions are only allowed in block scope

ステートメント式はブロックスコープのみで使用可能です。

E5167B
from translation unit 

翻訳単位より。

E5170B
unrecognized UPC pragma

認識されない UPC pragma です。
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[説明 ]

割り当てられたブロックのサイズは , 以前指定されたものとマッチし
ません。

[説明 ]

割り当てられた配列のブロックサイズは 0 よりも大きくなければいけ
ません。

[説明 ]

複数指定のブロックサイズは許されません。

[説明 ]

strict または , relaxed が指定されている場合は , shared が指定されてい
なければいけません。

[説明 ]

このコンテキストでは , THREAD は許可されません。

E5171B

shared block size does not match one previously specified

割り当てられたブロックのサイズは , 以前指定されたものとマッチ
しません。

E5173B

the block size of a shared array must be greater than zero

割り当てられた配列のブロックサイズは 0よりも大きくなければい
けません。

E5174B
multiple block sizes not allowed

複数指定のブロックサイズは許されません。

E5175B

strict or relaxed requires shared

strict または , relaxedが指定されている場合は , sharedが指定されて
いなければいけません。

E5176B
THREADS not allowed in this context

このコンテキストでは , THREAD は許可されません。
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[説明 ]

指定されたブロックサイズが %s の最大値を超えています。

[説明 ]

関数が shared を復帰することはできません。

[説明 ]

shared型の配列のみが , THREADSの倍数となる要素数を保持すること
が可能です。

[説明 ]

スレッドの個数が固定ではない場合 , shared型の配列の添え字は , 

THREADS の倍数にならなければいけません。

[説明 ]

構造体や共用体中では , shared 型は許されません。

E5177B
block size specified exceeds the maximum value of %s

指定されたブロックサイズが %s の最大値を超えています。

E5178B
function returning shared is not allowed

関数が shared を復帰することはできません。

E5179B

only arrays of a shared type can be dimensioned to a multiple of 
THREADS

shared型の配列のみが , THREADSの倍数となる要素数を保持する
ことが可能です。

E5180B

one dimension of an array of a shared type must be a multiple of 
THREADS when the number of threads is nonconstant

スレッドの個数が固定ではない場合 , shared型の配列の添え字は , 
THREADS の倍数にならなければいけません。

E5181B
shared type inside a struct or union is not allowed

構造体や共用体中では , shared 型は許されません。
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[説明 ]

パラメータは , shared 型を持つことはできません。

[説明 ]

THREADSが動的な場合, 要素数は有限なブロックサイズにならなけれ
ばなりません。

[説明 ]

割り当てられた変数は , static または extern にならなければいけませ
ん。

[説明 ]

upc_forall ループ中の分岐は許されません。

[説明 ]

affinity 表現は shared 型か , shared 型へのポインタでなければいけませ
ん。

E5182B
parameters may not have shared types

パラメータは , shared 型を持つことはできません。

E5183B

a dynamic THREADS dimension requires a definite block size

THREADSが動的な場合 , 要素数は有限なブロックサイズにならな
ければなりません。

E5184B

shared variables must be static or extern

割り当てられた変数は , static または extern にならなければいけませ
ん。

E5187B
branching into or out of a upc_forall loop is not allowed

upc_forall ループ中の分岐は許されません。

E5188B

affinity expression must have a shared type or point to a shared type

affinity 表現は shared型か , shared型へのポインタでなければいけま
せん。
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[説明 ]

shared void*型は , 等号比較のみ可能です。

[説明 ]

無効な宣言は %p です。

[説明 ]

%npd は , C の外部リンケージを持たなくていけません。

[説明 ]

typedef %sq は , 記述型指定子の中では使用することができません。

[説明 ]

パラメータ %sq は , try ブロックの catch 節で再宣言されました。

E5190B
shared void* types can only be compared for equality

shared void*型は , 等号比較のみ可能です。

E5196B
the hidden declaration is %p

無効な宣言は %p です。

E5199B
%npd must have external C linkage

%npd は , C の外部リンケージを持たなくていけません。

E5201B
typedef %sq may not be used in an elaborated type specifier

typedef %sq は , 記述型指定子の中では使用することができません。

E5203B

parameter %sq may not be redeclared in a catch clause of function try 
block

パラメータ %sq は , try ブロックの catch 節で再宣言されました。
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[説明 ]

%n の初期の明示的限定化は , テンプレートのある名前空間で宣言され
なければいけません。

[説明 ]

"template"の次には識別子が続かなければいけません。

[説明 ]

このコンテキストでは , MYTHREAD は許されません。

[説明 ]

layout 修飾子は , sharedへのポインタを修飾できません。 

[説明 ]

layout 修飾子は , 不完全配列を修飾することはできません。

E5204B

the initial explicit specialization of %n must be declared in the namespace 
containing the template

%n の初期の明示的限定化は , テンプレートのある名前空間で宣言
されなければいけません。

E5206B
"template" must be followed by an identifier

"template"の次には識別子が続かなければいけません。

E5207B
MYTHREAD not allowed in this context

このコンテキストでは , MYTHREAD は許されません。

E5208B
layout qualifier cannot qualify pointer to shared

layout 修飾子は , sharedへのポインタを修飾できません。 

E5209B
layout qualifier cannot qualify an incomplete array

layout 修飾子は , 不完全配列を修飾することはできません。
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[説明 ]

%sq の宣言によって , ハンドラパラメータが無効化されます。

[説明 ]

このプラグマは_Pragma演算子では使用することができません。(#pragma

前処理指令が必要です。)

[説明 ]

非スタティックのメンバの宣言では , ASM名は使用できません。

[説明 ]

"init_priority"属性は, 名前空間スコープのクラス型変数にのみ使用でき
ます。

[説明 ]

ラベルは , 関数定義内でのみ参照されます。

E5210B
declaration of %sq hides handler parameter

%sq の宣言によって , ハンドラパラメータが無効化されます。

E5212B

this pragma cannot be used in a _Pragma operator (a #pragma directive 
must be used)

このプラグマは _Pragma演算子で使用することができません。
(#pragma前処理指令が必要です。)

E5216B
an asm name is not allowed on a nonstatic member declaration

非スタティックのメンバの宣言では , ASM名は使用できません。

E5219B

the "init_priority" attribute can only be used for namespace scope variables 
of class types

"init_priority"属性は , 名前空間スコープのクラス型変数にのみ使用
できます。

E5226B
labels can be referenced only in function definitions

ラベルは , 関数定義内でのみ参照されます。
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[説明 ]

制御式をステートメント式へ変換することはできません。

[説明 ]

ステートメント式の外にある制御式を変換することはできません。

[説明 ]

このステートメント式は , ステートメント式の内部にあってはいけま
せん。

[説明 ]

ステートメント式の内部で , POD ではないクラスの定義を行うことは
できません。

[説明 ]

破棄可能な実体をステートメント式の内部に持つことはできません。

E5227B
transfer of control into a statement expression is not allowed

制御式をステートメント式へ変換することはできません。

E5228B
transfer of control out of a statement expression is not allowed

ステートメント式の外にある制御式を変換することはできません。

E5229B

this statement is not allowed inside of a statement expression

このステートメント式は , ステートメント式の内部にあってはいけ
ません。

E5230B

a non-POD class definition is not allowed inside of a statement expression

ステートメント式の内部で , PODではないクラスの定義を行うこと
はできません。

E5231B

destructible entities are not allowed inside of a statement expression

破棄可能な実体をステートメント式の内部に持つことはできませ
ん。
410



付録 C  エラーメッセージ一覧
[説明 ]

動的に初期化されたスタティックなローカル変数は , ステートメント
式の内部では使用できません。

[説明 ]

可変長の配列はステートメント式の内部では使用できません。

[説明 ]

ステートメント式はデフォルト引数の内部では使用できません。

[説明 ]

インターフェース型は仮想基底クラスを持つことはできません。

[説明 ]

インターフェース型には "private" または "protected" を指定することは
できません。

E5232B

a dynamically-initialized local static variable is not allowed inside of a 
statement expression

動的に初期化されたスタティックなローカル変数は , ステートメン
ト式の内部では使用できません。

E5233B
a variable-length array is not allowed inside of a statement expression

可変長の配列はステートメント式の内部では使用できません。

E5234B
a statement expression is not allowed inside of a default argument

ステートメント式はデフォルト引数の内部では使用できません。

E5236B
interface types cannot have virtual base classes

インターフェース型は仮想基底クラスを持つことはできません。

E5237B

interface types cannot specify "private" or "protected"

インターフェース型には "private" または "protected" を指定すること
はできません。
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[説明 ]

インターフェース型はインターフェース型のみ継承することができま
す。

[説明 ]

"type" はインターフェース型です。

[説明 ]

インターフェース型は typedefメンバを持つことはできません。

[説明 ]

インターフェース型はユーザ定義によるコンストラクタまたはデスト
ラクタを持つことはできません。

[説明 ]

インターフェース型はユーザ定義による演算子のメンバを持つことは
できません。

E5238B

interface types can only derive from other interface types

インターフェース型はインターフェース型のみ継承することができ
ます。

E5239B
"type" is an interface type

"type" はインターフェース型です。

E5240B
interface types cannot have typedef members

インターフェース型は typedefメンバを持つことはできません。

E5241B

interface types cannot have user-declared constructors or destructors

インターフェース型はユーザ定義によるコンストラクタまたはデス
トラクタを持つことはできません。

E5242B

interface types cannot have user-declared member operators

インターフェース型はユーザ定義による演算子のメンバを持つこと
はできません。
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[説明 ]

インターフェース型は関数の内部では宣言することはできません。

[説明 ]

インターフェース型のテンプレートを宣言することはできません。

[説明 ]

インターフェース型はデータメンバを持つことはできません。

[説明 ]

インターフェース型はフレンド宣言を含むことはできません。

[説明 ]

インターフェース型はネストしたクラスを持つことはできません。

[説明 ]

インターフェース型はネストすることはできません。

E5243B
interface types cannot be declared in functions

インターフェース型は関数の内部で宣言することはできません。

E5244B
cannot declare interface templates

インターフェース型のテンプレートを宣言することはできません。

E5245B
interface types cannot have data members

インターフェース型はデータメンバを持つことはできません。

E5246B
interface types cannot contain friend declaration

インターフェース型はフレンド宣言を含むことはできません。

E5247B
interface types cannot have nested classes

インターフェース型はネストしたクラスを持つことはできません。

E5248B
interface types cannot be nested class types

インターフェース型はネストすることはできません。
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[説明 ]

インターフェース型はテンプレートのメンバを持つことはできませ
ん。

[説明 ]

インターフェース型は静的なメンバ関数を持つことはできません。

[説明 ]

このプラグマは __pragma 演算子の中では使用することはできません
(#pragma指示子を使用する必要があります )。

[説明 ]

修飾子は "type" の基底クラスでなければなりません。

[説明 ]

宣言は指定された基底クラスの純粋仮想関数のメンバに対応していな
ければなりません。

E5249B

interface types cannot have member templates

インターフェース型はテンプレートのメンバを持つことはできませ
ん。

E5250B
interface types cannot have static member functions

インターフェース型は静的なメンバ関数を持つことはできません。

E5251B

this pragma cannot be used in a __pragma operator (a #pragma directive 
must be used)

このプラグマは __pragma演算子の中で使用することはできません
(#pragma指示子を使用する必要があります )。

E5252B
qualifier must be base class of "type"

修飾子は "type" の基底クラスでなければなりません。

E5253B

declaration must correspond to a pure virtual member function in the 
indicated base class

宣言は指定された基底クラスの純粋仮想関数のメンバに対応してい
なければなりません。
414



付録 C  エラーメッセージ一覧
[説明 ]

"type" のサイズまたは複雑さにより内部計算で整数値のオーバーフ
ローが発生しました。

[説明 ]

内部計算で整数値のオーバーフローが発生しました。

[説明 ]

__w64 は int, long またはポインタ型でのみ指定できます。

[説明 ]

アライメント指示子の値が不正です。

[説明 ]

整数文字列を指定してください。

E5254B

integer overflow in internal computation due to size or complexity of 
"type"

"type" のサイズまたは複雑さにより内部計算で整数値のオーバーフ
ローが発生しました。

E5255B
integer overflow in internal computation

内部計算で整数値のオーバーフローが発生しました。

E5256B
__w64 can only be specified on int, long, and pointer types

__w64 は int, long またはポインタ型でのみ指定できます。

E5260B
invalid alignment specifier value

アライメント指示子の値が不正です。

E5261B
expected an integer literal

整数文字列を指定してください。
415



付録 C  エラーメッセージ一覧
[説明 ]

"xxxx" 属性パラメータに対する引数がありません。

[説明 ]

"xxxx" 属性パラメータに対する無効な引数値です。

[説明 ]

"xxxx" 属性パラメータにブーリアン値を指定してください。

[説明 ]

名前指定引数の後に位置指定引数を続けることはできません。

[説明 ]

属性 "xxxx" には "xxxx" パラメータは存在しません。

[説明 ]

"xxxx" 属性に対する引数リストがありません。

E5263B
expected an argument value for the "xxxx" attribute parameter

"xxxx" 属性パラメータに対する引数がありません。

E5264B
invalid argument value for the "xxxx" attribute parameter

"xxxx" 属性パラメータに対する無効な引数値です。

E5265B
expected a boolean value for the "xxxx" attribute parameter

"xxxx" 属性パラメータにブーリアン値を指定してください。

E5266B
a positional argument cannot follow a named argument in an attribute

名前指定引数の後に位置指定引数を続けることはできません。

E5267B
attribute "xxxx" has no parameter named "xxxx"

属性 "xxxx" には "xxxx" パラメータは存在しません。

E5268B
expected an argument list for the "xxxx" attribute

"xxxx" 属性に対する引数リストがありません。
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[説明 ]

"," または "]" がありません。

[説明 ]

属性の引数 "xxxx" には既に値が指定されています。

[説明 ]

属性 "xxxx" に値を指定することはできません。

[説明 ]

throw 式には不完全型へのポインタを使用できません。

[説明 ]

不完全型が __ALIGNOF__ 演算子に適用されています。

[説明 ]

"xxxx" はスタンドアロン属性としてのみ使用できます。

E5269B
expected a "," or "]"

"," または "]" がありません。

E5270B
attribute argument "xxxx" has already been given a value

属性の引数 "xxxx" には既に値が指定されています。

E5271B
a value cannot be assigned to the "xxxx" attribute

属性 "xxxx" に値を指定することはできません。

E5272B
a throw expression may not have pointer-to-incomplete type

throw 式には不完全型へのポインタを使用できません。

E5273B
alignment-of operator applied to incomplete type

不完全型が __ALIGNOF__ 演算子に適用されています。

E5274B
"xxxx" may only be used as a standalone attribute

"xxxx" はスタンドアロン属性としてのみ使用できます。
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[説明 ]

"xxxx" 属性はここでは使用できません。

[説明 ]

"xxxx" は不明な属性です。

[説明 ]

属性はここでは使用できません。

[説明 ]

属性パラメータ "xxxx" に対する不当な引数値です。

[説明 ]

属性 "xxxx" に対する引数が多すぎます。

[説明 ]

参照不能なクラス "type" からの変換は許されません。

E5275B
"xxxx" attribute cannot be used here

"xxxx" 属性はここでは使用できません。

E5276B
unrecognized attribute "xxxx"

"xxxx" は不明な属性です。

E5277B
attributes are not allowed here

属性はここでは使用できません。

E5278B
invalid argument value for the "xxxx" attribute parameter

属性パラメータ "xxxx" に対する不当な引数値です。

E5279B
too many attribute arguments

属性 "xxxx" に対する引数が多すぎます。

E5280B
conversion from inaccessible base class "type" is not allowed

参照不能なクラス "type" からの変換は許されません。
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[説明 ]

#pragma int_to_unsignedに対する誤った引数です。

[説明 ]

#pragma int_to_unsigned に対する引数は符号なし型を返さなければな
りません。

[説明 ]

暗号化されたファイル "xxxx" を処理できません。

[説明 ] 

__interruptが指定されました。

[説明 ] 

__ioが指定されました。

E6001B
bad argument for #pragma int_to_unsigned

#pragma int_to_unsignedに対する誤った引数です。

E6002B

argument for #pragma int_to_unsigned must return an unsigned type

#pragma int_to_unsignedに対する引数は符号なし型を返さなければ
なりません。

E6003B
cannot preprocess encrypted file: "xxxx"

暗号化されたファイル "xxxx" を処理できません。

E6007B
__interrupt is specified

__interruptが指定されました。

E6010B
__io is specified

__ioが指定されました。
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[説明 ]

entity-kind "entity" は __io修飾されているため初期化できません。

[説明 ]

#pragma  xxxx内 に誤った指定があります。

[説明 ]

#pragma  xxxxのセクション名に誤りがあります。

[説明 ]

#pragma  xxxxのセクション属性に誤りがあります。

[説明 ]

#pragma  xxxxの配置アドレスに誤りがあります。

E6013B
entity-kind "entity" may not be initialized for __io

entity-kind "entity" は __io修飾されているため初期化できません。

E6014B
#pragma xxxx: syntax error: unknown specifier

#pragma xxxx: 誤った指定です。

E6015B
#pragma xxxx: invalid section name specified

#pragma xxxx: セクション名に誤りがあります。

E6017B
#pragma xxxx: invalid section attr specified

#pragma xxxx: セクション属性に誤りがあります。

E6018B
#pragma xxxx: syntax error: address is expected

#pragma xxxx: 配置アドレスに誤りがあります。
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[説明 ]

#pragma  xxxxの配置アドレスが整定数ではありません。

[説明 ]

#pragma inlineに誤った指定があります。

[説明 ]

#pragma intvectに誤った指定があります。

[説明 ]

#pragma intvectには割り込みベクタ番号が必要です。

[説明 ]

#pragma intvectの 割り込みベクタ番号が整定数ではありません。

E6019B
#pragma xxxx: address is not integral constant expression

#pragma xxxx: 配置アドレスが整定数ではありません。

E6020B
#pragma inline: syntax error: unknown specifier

#pragma inline: 誤った指定です。

E6021B
#pragma intvect: syntax error: unknown specifier

#pragma intvect: 誤った指定です。

E6022B
#pragma intvect: syntax error: vector number is expected

#pragma intvect: 割り込みベクタ番号が必要です。

E6023B
#pragma intvect: vector number is not integral constant expression

#pragma intvect: 割り込みベクタ番号が整定数ではありません。
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[説明 ]

#pragma intvectに 同じ割り込みベクタ番号が既に存在します。

[説明 ]

#pragma intvectの 割り込み関数の型に誤りがあります。

[説明 ]

#pragma intvectの 割り込み関数が見つかりません。

[説明 ]

#pragma defvectに誤った指定があります。

[説明 ]

#pragma defvectに既に defvect関数が指定されています。

[説明 ]

#pragma defvectの割り込み関数の型に誤りがあります。

E6024B
#pragma intvect: same vector number exist

#pragma intvect: 同じ割り込みベクタ番号が既に存在します。

E6025B
#pragma intvect: invalid type of interrupt function

#pragma intvect: 割り込み関数の型に誤りがあります。

E6026B
#pragma intvect: interrupt function is not found

#pragma intvect: 割り込み関数が見つかりません。

E6027B
#pragma defvect: syntax error: unknown specifier

#pragma defvect: 誤った指定です。

E6028B
#pragma defvect: duplicate defvect function

#pragma defvect: 既に defvect関数が指定されています。

E6029B
#pragma defvect: invalid type of interrupt function

#pragma defvect: 割り込み関数の型に誤りがあります。
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[説明 ]

#pragma defvectの割り込み関数が見つかりません。

[説明 ]

#pragma ilmには割り込みレベルが必要です。

[説明 ]

#pragma ilmの割り込みレベル値が正しくありません。

[説明 ]

#pragma ilmの割り込みレベルが範囲を越えています。

[説明 ]

#pragma noilmの対応する `#pragma ilm' がありません。

[説明 ]

#pragma noilmが必要です。

E6030B
#pragma defvect: interrupt function is not found

#pragma defvect: 割り込み関数が見つかりません。

E6031B
#pragma ilm: syntax error: interrupt level is expected

#pragma ilm: 割り込みレベルが必要です。

E6033B
#pragma ilm: invalid constant for interrupt level value

#pragma ilm: 割り込みレベル値が正しくありません。

E6034B
#pragma ilm: interrupt level is out of range

#pragma ilm: 割り込みレベルが範囲を越えています。

E6035B
#pragma noilm: `#pragma ilm' not exist

#pragma noilm: 対応する `#pragma ilm' がありません。

E6036B
`#pragma noilm' expected

`#pragma noilm' が必要です。
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[説明 ]

#pragma endasmが必要です。

[説明 ]

#pragma loop unrollのアンロール回数が範囲を超えています。

[説明 ]

#pragma statement ifの分岐確率が範囲を超えています。

[説明 ]

#pragma intvectの割り込みベクタ番号が範囲を超えています。

[説明 ]

関数 xxxx の第 xxxx引数は即値でなければなりません。

E6037B
`#pragma endasm' expected

`#pragma endasm' が必要です。

E6050B
#pragma loop unroll: unroll count number is out of range

#pragma loop unroll: アンロール回数が範囲を超えています。

E6051B
#pragma statement if: branch rate number is out of range

#pragma statement if: 分岐確率が範囲を超えています。

E6052B
#pragma intvect: vector number is out of range

#pragma intvect: 割り込みベクタ番号が範囲を超えています。

E6055B
argument xxxx of xxxx should be immediately a value

関数 xxxx の第 xxxx引数は即値でなければなりません。
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[説明 ]

関数 xxxx の第 xxxx引数は xxxxで定義されているアキュムレータ番号
でなければなりません。

[説明 ]

インクルードファイル "xxxx" がそれ自身をインクルードしています。

[説明 ]

メモリが足りません。

[説明 ]

ソースファイル "xxxx" をオープンできません。

[説明 ]

ファイル名が必要です。

E6057B

argument xxxx of xxxx should be an accumulator number defined by 
media.h

関数 xxxx の第 xxxx引数は xxxxで定義されているアキュムレータ
番号でなければなりません。

F9001B

#include file "xxxx" includes itself

インクルードファイル "xxxx" がそれ自身をインクルードしていま
す。

F9002B
out of memory

メモリが足りません。

F9003B
could not open source file "xxxx"

ソースファイル "xxxx" をオープンできません。

F9004B
expected a file name

ファイル名が必要です。
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[説明 ]

"xxxx" は , 適切なソースファイル名ではありません。

[説明 ]

#error前処理指令 : xxxx。

[説明 ]

プログラムが大き過ぎるか複雑過ぎます。

[説明 ]

一時ファイル "xxxx" をオープンできません。

[説明 ]

一時ファイルにたいするディレクトリ名 ("xxxx")が長過ぎます。

F9005B
"xxxx" is not a valid source file name

"xxxx" は , 適切なソースファイル名ではありません。

F9006B
#error directive: xxxx

#error前処理指令 : xxxx。

F9007B
program too large or complicated to compile

プログラムが大き過ぎるか複雑過ぎます。

F9008B
could not open temporary file "xxxx"

一時ファイル "xxxx" をオープンできません。

F9009B
name of directory for temporary files is too long ("xxxx")

一時ファイルにたいするディレクトリ名 ("xxxx")が長過ぎます。
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[説明 ]

ソースファイル "xxxx" をオープンできません。サーチリストのディレ
クトリにありません。

[説明 ]

xxxx ファイルを書きだし中にエラーです。

[説明 ]

不適切な中間ファイルです。

[説明 ]

"xxxx" ファイルを削除できません。

[説明 ]

インスタンシェーション情報ファイル "xxxx" を生成できません。

F9010B

could not open source file "xxxx" (no directories in search list)

ソースファイル "xxxx" をオープンできません。サーチリストのディ
レクトリにありません。

F9011B
error while writing xxxx file

xxxx ファイルを書きだし中にエラーです。

F9012B
invalid intermediate language file

不適切な中間ファイルです。

F9013B
error while deleting file "xxxx"

"xxxx" ファイルを削除できません。

F9014B
could not create instantiation request file "xxxx"

インスタンシェーション情報ファイル "xxxx" を生成できません。
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[説明 ]

マップトメモリを獲得できません。

[説明 ]

PCHのメモリ割付けに十分なメモリがありません。

[説明 ]

"xxxx" は適切なディレクトリではありません。

[説明 ]

一時ファイル名を生成できません。

[説明 ]

マルチバイトキャラクタを処理するためのロケール "xxxx"をセットで
きません。

F9015B
unable to obtain mapped memory

マップトメモリを獲得できません。

F9016B
insufficient memory for PCH memory allocation

PCHのメモリ割付けに十分なメモリがありません。

F9017B
"xxxx" is not a valid directory

"xxxx" は適切なディレクトリではありません。

F9018B
cannot build temporary file name

一時ファイル名を生成できません。

F9019B

could not set locale "xxxx" to allow processing of multibyte characters

マルチバイトキャラクタを処理するためのロケール "xxxx"をセット
できません。
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[説明 ]

誤った出力ファイル : "xxxx"

[説明 ]

出力ファイルをオープンできません。: "xxxx"

[説明 ]

定義リストファイルをオープンできません。: "xxxx"

[説明 ]

メッセージファイルが不正です。

[説明 ]

プリコンパイル済みヘッダファイルが不正です。

F9020B
invalid output file: "xxxx"

誤った出力ファイル : "xxxx"

F9021B
cannot open output file: "xxxx"

出力ファイルをオープンできません。: "xxxx"

F9022B
cannot open definition list file: "xxxx"

定義リストファイルをオープンできません。: "xxxx"

F9023B
invalid message file

メッセージファイルが不正です。

F9024B
invalid precompiled header file

プリコンパイル済みヘッダファイルが不正です。
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[説明 ]

エキスポートされたテンプレートファイル %sq を開くことができま
せん。

[説明 ]

エキスポートされたテンプレートファイル %sq が欠落しています。

[説明 ]

マングル生成された名前が長すぎます。

[説明 ]

行番号 %s2 において , 不正なエキスポート情報ファイルが指定されて
います。

[説明 ]

共変 (covariant)復帰型を持つ関数内の asm文はサポートされません。

F9025B

cannot open exported template file: "xxxx"

エキスポートされたテンプレートファイル %sq を開くことができま
せん。

F9026B
exported template file "xxxx" is corrupted

エキスポートされたテンプレートファイル %sq が欠落しています。

F9027B
mangled name is too long

[マングル生成された名前が長すぎます。]

F9028B

invalid export information file "xxxx" at line number "xxxx"

行番号 %s2 において , 不正なエキスポート情報ファイルが指定され
ています。

F9029B

not support asm statement in function with covariant return type

共変 (covariant)復帰型を持つ関数内の asm文はサポートされませ
ん。
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[説明 ]

xxxx という名前のグローバル関数が複数あります。

[説明 ]

xxxx は -Kcrossfile指定ではサポートされていません。

[説明 ]

 -Kpuオプションには =filename が必要です。

[説明 ]

指定されたプロファイル情報が不適切です。

[説明 ]

誤ったマクロ定義です。

[説明 ]

誤ったマクロの定義取消です。

F9030B
multiple global functions named xxxx.

xxxx という名前のグローバル関数が複数あります。

F9031B
xxxx not supported by -Kcrossfile.

xxxx は -Kcrossfile指定ではサポートされていません。

F9032B
 -Kpu requires =filename.

 -Kpuオプションには =filename が必要です。

F9033B
specified profile has invalid data

指定されたプロファイル情報が不適切です。

F9099B 
[561]

invalid macro definition

誤ったマクロ定義です。

F9099B 
[562]

invalid macro undefinition

誤ったマクロの定義取消です。
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[説明 ]

誤った前処理出力ファイルです。

[説明 ]

前処理出力ファイルをオープンできません。

[説明 ]

ILファイル名は指定されなければなりません。

[説明 ]

誤った IL出力ファイルです。

[説明 ]

IL出力ファイルをオープンできません。

F9099B 
[563]

invalid preprocessor output file

誤った前処理出力ファイルです。

F9099B 
[564]

cannot open preprocessor output file

前処理出力ファイルをオープンできません。

F9099B 
[565]

IL file name must be specified if input is

ILファイル名は指定されなければなりません。

F9099B 
[566]

invalid IL output file

誤った IL出力ファイルです。

F9099B 
[567]

cannot open IL output file

IL出力ファイルをオープンできません。
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[説明 ]

誤った C出力ファイルです。

[説明 ]

C出力ファイルをオープンできません。

[説明 ]

デバッグオプション引数にエラーがあります。

[説明 ]

誤ったオプションです。

[説明 ]

ILファイルの名前が必要です。

[説明 ]

ILファイルをオープンできません。

F9099B 
[568]

invalid C output file

誤った C出力ファイルです。

F9099B 
[569]

cannot open C output file

C出力ファイルをオープンできません。

F9099B 
[570]

error in debug option argument

デバッグオプション引数にエラーがあります。

F9099B 
[571]

invalid option

誤ったオプションです。

F9099B 
[572]

back end requires name of IL file

ILファイルの名前が必要です。

F9099B 
[573]

could not open IL file

ILファイルをオープンできません。
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[説明 ]

誤った数値です。

[説明 ]

正しくないホスト CPU idです。

[説明 ]

誤ったインスタンシェーションモードです。

[説明 ]

誤ったエラー制限です。

[説明 ]

誤ったリスト出力ファイルです。

[説明 ]

リスト出力ファイルをオープンできません。

F9099B 
[574]

invalid number

誤った数値です。

F9099B 
[575]

incorrect host CPU id

正しくないホスト CPU idです。

F9099B 
[576]

invalid instantiation mode

誤ったインスタンシェーションモードです。

F9099B 
[578]

invalid error limit

誤ったエラー制限です。

F9099B 
[579]

invalid raw-listing output file

誤ったリスト出力ファイルです。

F9099B 
[580]

cannot open raw-listing output file

リスト出力ファイルをオープンできません。
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[説明 ]

誤ったクロスリファレンスファイルです。

[説明 ]

クロスリファレンスファイルをオープンできません。

[説明 ]

誤ったエラー出力ファイルです。

[説明 ]

エラー出力ファイルをオープンできません。

[説明 ]

仮想関数テーブルは C++モードのときのみサポートされます。

[説明 ]

旧仕様オプションは C++モードのときのみ使用できます。

F9099B 
[581]

invalid cross-reference output file

誤ったクロスリファレンスファイルです。

F9099B 
[582]

cannot open cross-reference output file

クロスリファレンスファイルをオープンできません。

F9099B 
[583]

invalid error output file

誤ったエラー出力ファイルです。

F9099B 
[584]

cannot open error output file

エラー出力ファイルをオープンできません。

F9099B 
[585]

virtual function tables can only be suppressed when compiling C++

仮想関数テーブルは C++モードのときのみサポートされます。

F9099B 
[586]

anachronism option can be used only when compiling C++

旧仕様オプションは C++モードのときのみ使用できます。
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[説明 ]

インスタンシェーションモードオプションはC++モードのときのみ使
用できます。

[説明 ]

自動インスタンシェーションモードオプションはC++モードのときの
み使用できます。

[説明 ]

暗黙のテンプレートインクルードオプションはC++モードのときのみ
使用できます。

[説明 ]

例外処理オプションは C++モードのときのみ使用できます。

[説明 ]

厳密な ANSI Cモードでは K&R Cモードと非互換です。

F9099B 
[587]

instantiation mode option can be used only when compiling C++

インスタンシェーションモードオプションは C++モードのときのみ
使用できます。

F9099B 
[588]

automatic instantiation mode can be used only when compiling C++

自動インスタンシェーションモードオプションは C++モードのとき
のみ使用できます。

F9099B 
[589]

implicit template inclusion mode can be used only when compiling C++

暗黙のテンプレートインクルードオプションは C++モードのときの
み使用できます。

F9099B 
[590]

exception handling option can be used only when compiling C++

例外処理オプションは C++モードのときのみ使用できます。

F9099B 
[591]

strict ANSI mode is incompatible with K&R mode

厳密な ANSI Cモードは K&R Cモードと非互換です。
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[説明 ]

厳密な ANSI Cモードでは cfrontモードと非互換です。

[説明 ]

ソースファイル名がありません。

[説明 ]

出力ファイルは , 複数ファイルの入力には指定できません。

[説明 ]

コマンドライン引数が多過ぎます。

[説明 ]

出力ファイルが指定されましたが必要ありません。

[説明 ]

ILdisplayは ILファイルの名前を必要とします。

F9099B 
[592]

strict ANSI mode is incompatible with cfront mode

厳密な ANSI Cモードは cfrontモードと非互換です。

F9099B 
[593]

missing source file name

ソースファイル名がありません。

F9099B 
[594]

output files may not be specified when compiling several input files

出力ファイルは , 複数ファイルの入力には指定できません。

F9099B 
[595]

too many arguments on command line

コマンドライン引数が多過ぎます。

F9099B 
[596]

an output file was specified, but none is needed

出力ファイルが指定されましたが必要ありません。

F9099B 
[597]

IL display requires name of IL file

ILdisplayは ILファイルの名前を必要とします。
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[説明 ]

厳密な ANSI モードでは旧仕様を許すモードと非互換です。

[説明 ]

ローカルインスタンシェーションモードは自動インスタンシェーショ
ンと非互換です。

[説明 ]

診断制御オプション中に誤ったエラータグがあります。

[説明 ]

診断制御オプション中に誤ったエラーナンバーが存在します。

[説明 ]

誤ったプレコンパイルヘッダ出力ファイルです。

F9099B 
[600]

strict ANSI mode is incompatible with allowing anachronisms

厳密な ANSI モードは旧仕様を許すモードと非互換です。

F9099B 
[602]

local instantiation mode is incompatible with automatic instantiation

ローカルインスタンシェーションモードは自動インスタンシェー
ションと非互換です。

F9099B 
[613]

invalid error tag in diagnostic control option

診断制御オプション中に誤ったエラータグがあります。

F9099B 
[614]

invalid error number in diagnostic control option

診断制御オプション中に誤ったエラーナンバーが存在します。

F9099B 
[622]

invalid precompiled header output file

誤ったプレコンパイルヘッダ出力ファイルです。
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[説明 ]

プレコンパイルヘッダ出力ファイルをオープンできません。

[説明 ]

プレコンパイルヘッダ入力ファイルをオープンできません。

[説明 ]

誤った PCHメモリサイズです。

[説明 ]

PCH オプションはコマンドラインの最初に指定しなければなりませ
ん。

[説明 ]

プレコンパイルヘッダファイルは複数の入力ファイルがある場合には
使用されません。

F9099B 
[623]

cannot open precompiled header output file

プレコンパイルヘッダ出力ファイルをオープンできません。

F9099B 
[625]

cannot open precompiled header input file

プレコンパイルヘッダ入力ファイルをオープンできません。

F9099B 
[635]

invalid PCH memory size

誤った PCHメモリサイズです。

F9099B 
[636]

PCH options must appear first in the command line

PCHオプションはコマンドラインの最初に指定しなければなりませ
ん。

F9099B 
[638]

precompiled header files may not be used when compiling several input 
files

プレコンパイルヘッダファイルは複数の入力ファイルがある場合に
は使用されません。
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[説明 ]

厳密 ANSIモードではMicrosoftモードと非互換です。

[説明 ]

cfrontモードではMicrosoftモードと非互換です。

[説明 ]

wchar_tキーワードオプションは C++モードのときのみ使用できます。

[説明 ]

誤ったパックされたアライメント値です。

[説明 ]

SVR4 互換オプションは ANSI Cモードのときのみ使用できます。

[説明 ]

厳密 ANSI モードでは SVR4 Cモードと非互換です。

F9099B 
[648]

strict ANSI mode is incompatible with Microsoft mode

厳密 ANSIモードはMicrosoftモードと非互換です。

F9099B 
[649]

cfront mode is incompatible with Microsoft mode

cfrontモードはMicrosoftモードと非互換です。

F9099B 
[659]

wchar_t keyword option can be used only when compiling C++

wchar_tキーワードオプションは C++モードのときのみ使用できま
す。

F9099B 
[660]

invalid packing alignment value

誤ったパックされたアライメント値です。

F9099B 
[675]

SVR4 C compatibility option can be used only when compiling ANSI C

SVR4 互換オプションは ANSI Cモードのときのみ使用できます。

F9099B 
[677]

strict ANSI mode is incompatible with SVR4 C mode

厳密 ANSI モードは SVR4 Cモードと非互換です。
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[説明 ]

誤った PCHディレクトリです。

[説明 ]

RTTIオプションは C++モードのときのみ使用できます。

[説明 ]

boolオプションは C++モードのときのみ使用できます。

[説明 ]

配列 newと deleteオプションは C++モードのときのみ使用できます。

[説明 ]

ネームスペースオプションは C++モードのときのみ使用できます。

F9099B 
[680]

invalid PCH directory

誤った PCHディレクトリです。

F9099B 
[690]

RTTI option can be used only when compiling C++

RTTIオプションは C++モードのときのみ使用できます。

F9099B 
[699]

bool option can be used only when compiling C++

boolオプションは C++モードのときのみ使用できます。

F9099B 
[712]

array new and delete option can be used only when compiling C++

配列 newと deleteオプションは C++モードのときのみ使用できま
す。

F9099B 
[736]

namespaces option can be used only when compiling C++

ネームスペースオプションは C++モードのときのみ使用できます。
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[説明 ]

special_subscript_cost オプションは C++ モードのときのみ使用できま
す。

[説明 ]

型名オプションは C++モードのときのみ使用できます。

[説明 ]

暗黙型名オプションは C++モードのときのみ使用できます。

[説明 ]

"explicit"オプションは C++モードのときのみ使用できます。

[説明 ]

for 初期化スコープ制御オプションは C++ モードのときのみ使用でき
ます。

F9099B 
[762]

special_subscript_cost option can be used only when compiling C++

special_subscript_costオプションは C++モードのときのみ使用でき
ます。

F9099B 
[763]

typename option can be used only when compiling C++

型名オプションは C++モードのときのみ使用できます。

F9099B 
[764]

implicit typename option can be used only when compiling C++

暗黙型名オプションは C++モードのときのみ使用できます。

F9099B 
[770]

option "explicit" can be used only when compiling C++

"explicit"オプションは C++モードのときのみ使用できます。

F9099B 
[778]

option to control the for-init scope can be used only when compiling C++

for初期化スコープ制御オプションは C++モードのときのみ使用で
きます。
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[説明 ]

for 初期化についての警告制御のオプションは C++ モードのときのみ
使用できます。

[説明 ]

"old_specializations"オプションはC++モードのときのみ使用できます。

[説明 ]

"implicit_extern_c_type_conversion"オプションはC++モードのときのみ
使用できます。

[説明 ]

厳密な ANSIモードでは long保存ルールと非互換です。

[説明 ]

"extern_inline"オプションは C++モードのときのみ使用できます。

F9099B 
[781]

option to control warnings on for-init differences can be used only when 
compiling C++

for初期化についての警告制御のオプションは C++モードのときの
み使用できます。

F9099B 
[798]

option "old_specializations" can be used only when compiling C++

"old_specializations"オプションは C++モードのときのみ使用できま
す。

F9099B 
[813]

option "implicit_extern_c_type_conversion" can be used only when 
compiling C++

"implicit_extern_c_type_conversion"オプションは C++モードのとき
のみ使用できます。

F9099B 
[814]

strict ANSI mode is incompatible with long preserving rules

厳密な ANSIモードは long保存ルールと非互換があります。

F9099B 
[820]

option "extern_inline" can be used only when compiling C++

"extern_inline"オプションは C++モードのときのみ使用できます。
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[説明 ]

オプション "guiding_decls"は C++モードのときのみ使用できます。

[説明 ]

オプション embedded_c++は C++モードのときのみ使用できます。

[説明 ]

誤ったMicrosoftバージョン番号です。

[説明 ]

vlaは Cモードのときのみ使用できます。

[説明 ]

オプション enum_overloadingは C++モードのときのみ使用できます。

F9099B 
[856]

option "guiding_decls" can be used only when compiling C++

オプション "guiding_decls"は C++モードのときのみ使用できます。

F9099B 
[874]

option "embedded_c++" can be used only when compiling C++

オプション embedded_c++は C++モードのときのみ使用できます。

F9099B 
[883]

invalid Microsoft version number

誤ったMicrosoftバージョン番号

F9099B 
[889]

option "vla" can be used only when compiling C

vlaは Cモードのときのみ使用できます。

F9099B 
[899]

option "enum_overloading" can be used only when compiling C++

オプション enum_overloadingは C++モードのときのみ使用できま
す。
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[説明 ]

オプション nonstd_qualifier_deduction は C++ モードのときのみ使用で
きます。

[説明 ]

インスタンシェーションファイルに対するディレクトリが不正です。

[説明 ]

オプション one_instantiation_per_objectは C++モードのときのみ使用で
きます。

[説明 ]

インスタンシェーションファイル名は , 複数の入力ファイルがある場
合は指定できません。

F9099B 
[903]

option "nonstd_qualifier_deduction" can be used only when compiling C++

オプション nonstd_qualifier_deductionは C++モードのときのみ使用
できます。

F9099B 
[917]

invalid directory for instantiation files

インスタンシェーションファイルに対するディレクトリが不正で
す。

F9099B 
[918]

option "one_instantiation_per_object" can be used only when compiling 
C++

オプション one_instantiation_per_objectは C++モードのときのみ使
用できます。

F9099B 
[921]

an instantiation information file name may not be specified when 
compiling several input files

インスタンシェーションファイル名は , 複数の入力ファイルがある
場合は指定できません。
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[説明 ]

オプション one_instantiation_per_object は , 複数の入力ファイルがある
場合は指定できません。

[説明 ]

ひとつ以上のコマンドラインオプションが補足して "--xxxx" と認識し
ました。

[説明 ]

オプション late/early tiebreakerは C++モードのときのみ使用できます。

[説明 ]

オプションpending instantiationsはC++モードのときのみ使用できます。

[説明 ]

#importファイルに対する誤ったディレクトリです。

F9099B 
[922]

option "one_instantiation_per_object" may not be used when compiling 
several input files

オプション one_instantiation_per_objectは , 複数の入力ファイルがあ
る場合は指定できません。

F9099B 
[923]

more than one command line option matches the abbreviation "--xxxx"

ひとつ以上のコマンドラインオプションが補足して "--xxxx"

F9099B 
[927]

late/early tiebreaker option can be used only when compiling C++

オプション late/early tiebreakerは C++モードのときのみ使用できま
す。

F9099B 
[931]

pending instantiations option can be used only when compiling C++

オプション pending instantiationsは C++モードのときのみ使用でき
ます。

F9099B 
[932]

invalid directory for #import files:

#importファイルに対する誤ったディレクトリです。
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[説明 ]

#importディレクトリは , Microsoftモードのみ有効です。

[説明 ]

オプションclass_name_injectionはC++モードのときのみ使用できます。

[説明 ]

オプション arg_dep_lookupは C++モードのときのみ使用できます。

[説明 ]

オプション friend_injectionは C++モードのときのみ使用できます。

[説明 ]

オプション nonstd_using_declは C++モードのときのみ使用できます。

F9099B 
[933]

an import directory can be specified only in Microsoft mode

#importディレクトリは , Microsoftモードのみ有効です。

F9099B 
[943]

option "class_name_injection" can be used only when compiling C++

オプション class_name_injectionは C++モードのときのみ使用でき
ます。

F9099B 
[944]

option "arg_dep_lookup" can be used only when compiling C++

オプション arg_dep_lookupは C++モードのときのみ使用できます。

F9099B 
[945]

option "friend_injection" can be used only when compiling C++

オプション friend_injectionは C++モードのときのみ使用できます。

F9099B 
[950]

option "nonstd_using_decl" can be used only when compiling C++

オプション nonstd_using_declは C++モードのときのみ使用できま
す。
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[説明 ]

オプション designatorsは Cモードのときのみ使用できます。

[説明 ]

オプション extended_designatorsは Cモードのときのみ使用できます。

[説明 ]

オプション compound_literalsは Cモードのときのみ使用できます。

[説明 ]

マクロの定義が不正です。

[説明 ]

Sun モードでは cfront モードとは非互換です。

[説明 ]

厳密 な ANSI モードでは , Sun モードとは非互換です。

F9099B 
[957]

option "designators" can be used only when compiling C

オプション designatorsは Cモードのときのみ使用できます。

F9099B 
[958]

option "extended_designators" can be used only when compiling C

オプション extended_designatorsは Cモードのときのみ使用できま
す。

F9099B 
[974]

option "compound_literals" can be used only when compiling C

オプション compound_literalsは Cモードのときのみ使用できます。

F9099B 
[993]

invalid macro definition: 

マクロの定義が不正です。

F9099B 
[1004]

Sun mode is incompatible with cfront mode

Sun モードは cfront モードとは非互換です。

F9099B 
[1005]

strict ANSI mode is incompatible with Sun mode

完全 ANSI モードは , Sun モードとは非互換です。
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[説明 ]

Sun モードは C++ コンパイル時のみに指定可能です。

[説明 ]

"dep_name" オプションは , C++コンパイル時のみに指定可能です。

[説明 ]

"ignore_std" は , C++ コンパイル時のみに使用可能です。

[説明 ]

"parse_templates" は , C++ コンパイル時にのみ使用可能です。

[説明 ]

"dep_name" オプションは , "no_parase_template" とともに指定すること
はできません。

F9099B 
[1006]

Sun mode is only allowed when compiling C++

Sun モードは C++ コンパイル時のみに指定可能です。

F9099B 
[1017]

option "dep_name" can be used only when compiling C++

"dep_name" オプションは , C++コンパイル時のみに指定可能です。

F9099B 
[1024]

option "ignore_std" can be used only when compiling C++

"ignore_std" は , C++ コンパイル時のみに使用可能です。

F9099B 
[1025]

option "parse_templates" can be used only when compiling C++

"parse_templates" は , C++ コンパイル時にのみ使用可能です。

F9099B 
[1026]

option "dep_name" cannot be used with "no_parse_templates"

"dep_name" オプションは , "no_parase_template" とともに指定するこ
とはできません。
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[説明 ]

指定されている言語モードは非互換です。

[説明 ]

"export" オプションは C++ コンパイル時のみに指定できます。

[説明 ]

"export" オプションは , "no_dep_name" オプションと共に使用すること
はできません。

[説明 ]

"export" オプションは , "implicit_include" と共に使用することはできま
せん。

[説明 ]

makefile の依存関係をリストするためのオプションは , 複数の翻訳単
位をコンパイルする場合には指定されません。

F9099B 
[1027]

language modes specified are incompatible

指定されている言語モードは非互換です。

F9099B 
[1058]

option "export" can be used only when compiling C++

"export" オプションは C++ コンパイル時のみに指定できます。

F9099B 
[1059]

option "export" cannot be used with "no_dep_name"

"export" オプションは , "no_dep_name" オプションと共に使用するこ
とはできません。

F9099B 
[1060]

option "export" cannot be used with "implicit_include"

"export" オプションは , "implicit_include" と共に使用することはでき
ません。

F9099B 
[1078]

the option to list makefile dependencies may not be specified when 
compiling more than one translation unit

makefile の依存関係をリストするためのオプションは , 複数の翻訳
単位をコンパイルする場合には指定されません。
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[説明 ]

複数の翻訳単位をコンパイル時に , 前処理出力 (プリプロセッサ出力 )

を生成するためのオプションは指定されません。

[説明 ]

"implicit_include" は, 複数の翻訳単位をコンパイルする際には使用でき
ません。

[説明 ]

ファイル名が複数回指定されました。

[説明 ]

複数の前取り込み (preinclude)オプションが指定されました。

[説明 ]

認識されないフラグ名です。

F9099B 
[1080]

the option to generate preprocessed output may not be specified when 
compiling more than one translation unit

複数の翻訳単位をコンパイル時に , 前処理出力 (プリプロセッサ出
力 )を生成するためのオプションは指定されません。

F9099B 
[1082]

"implicit_include" cannot be used when compiling more than one 
translation unit

"implicit_include" は , 複数の翻訳単位をコンパイルする際には使用
できません。

F9099B 
[1104]

file name specified more than once: 

ファイル名が複数回指定されました。

F9099B 
[1141]

more than one preinclude option specified

複数の前取り込み (preinclude)オプションが指定されました。

F9099B 
[1157]

unrecognized flag name 

認識されないフラグ名です。
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[説明 ]

"short_enums" オプションは , GNU C および GNU C++ モードでのみ有
効です。

[説明 ]

UPC modeでは , C++/K&R モードとは非互換です。

[説明 ]

"export" オプションは明示的なテンプレートのシグネチャを必要とし
ます。

[説明 ]

 --cpuオプションに誤ったアーキテクチャが指定されています。

[説明 ]

インクルードファイルリスト出力ファイルをオープンできません。

F9099B 
[1164]

the "short_enums" option is only valid in GNU C and GNU C++ modes

"short_enums" オプションは , GNU C および GNU C++ モードでのみ
有効です。

F9099B 
[1191]

UPC mode is incompatible with C++ and K&R modes

UPC modeは , C++/K&R モードとは非互換です。

F9099B 
[1281]

option "export" requires distinct template signatures

"export" オプションは明示的なテンプレートのシグネチャを必要と
します。

F9099B 
[9095]

invalid architecture specified by the --cpu option: 

 --cpuオプションに誤ったアーキテクチャが指定されています :

F9099B 
[9096]

cannot open include files list output file

インクルードファイルリスト出力ファイルをオープンできません。
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[説明 ]

メッセージファイルがオープンできません。

[説明 ]

誤った assert定義です。

F9099B 
[9097]

cannot open message file

メッセージファイルがオープンできません。

F9099B 
[9098]

invalid assert definition

誤った assert定義です。
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付録 D 予約済みの pragma指令

Cコンパイラで予約している pragma指令について記述します。

■ Cコンパイラで予約している pragma指令
以下の pragma指令は，fcc911sコマンドで予約されています。

#pragma  ARGSUSED

#pragma  NOTREACHED

#pragma  STDC

#pragma  VARARGS

#pragma  __printf_args

#pragma  __scanf_args

#pragma  builtin

#pragma  can_instantiate

#pragma  db_name

#pragma  db_opt

#pragma  define_type_info

#pragma  diag_default

#pragma  diag_error

#pragma  diag_remark

#pragma  diag_suppress

#pragma  diag_warning

#pragma  hdrstop

#pragma  ident

#pragma  int_to_unsigned

#pragma  loop

#pragma  no_pch

#pragma  pcros

#pragma  realos

#pragma  statement

#pragma  unknown_control_flow

#pragma  weak
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付録 E Cライブラリのリエントラント性について

Cライブラリのリエントラント性について記述します。

■ Cライブラリのリエントラント性について

● リエントラント可能な関数一覧

表 E-1  リエントラント可能な関数一覧 (1 / 2)

関数名 ヘッダファイル名

abs stdlib.h

atoi stdlib.h

atol stdlib.h

bsearch stdlib.h

difftime time.h

div stdlib.h

isalnum ctype.h

isalpha ctype.h

iscntrl ctype.h

isdigit ctype.h

isgraph ctype.h

islower ctype.h

isprint ctype.h

ispunct ctype.h

isspace ctype.h

isupper ctype.h

isxdigit ctype.h

labs stdlib.h

ldiv stdlib.h

memchr string.h

memcmp string.h

memcpy string.h

memmove string.h

memset string.h

qsort stdlib.h

strcat string.h

strchr string.h

strcmp string.h

strcpy string.h

strcspn string.h

strlen string.h
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● リエントラント不可な関数一覧

strncat string.h

strncmp string.h

strncpy string.h

strpbrk string.h

strrchr string.h

strspn string.h

strstr string.h

tolower ctype.h

toupper ctype.h

va_arg stdarg.h

va_end stdarg.h

va_start stdarg.h

(全ての実行時ライブラリ関数 )

表 E-1  リエントラント可能な関数一覧 (2 / 2)

関数名 ヘッダファイル名

表 E-2  リエントラント不可な関数一覧 (1 / 3)

関数名 ヘッダファイル名

abort stdlib.h

acos math.h

asctime time.h

asin math.h

assert assert.h

atan math.h

atan2 math.h

atexit stdlib.h

atof stdlib.h

calloc stdlib.h

ceil math.h

clearerr stdio.h

cos math.h

cosh math.h

ctime time.h

exit stdlib.h

exp math.h

fabs math.h

fclose stdio.h

feof stdio.h

ferror stdio.h
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fflush stdio.h

fgetc stdio.h

fgetpos stdio.h

fgets stdio.h

floor math.h

fmod math.h

fopen stdio.h

fprintf stdio.h

fputc stdio.h

fputs stdio.h

fread stdio.h

free stdlib.h

freopen stdio.h

frexp math.h

fscanf stdio.h

fseek stdio.h

fsetpos stdio.h

ftell stdio.h

fwrite stdio.h

getc stdio.h

getchar stdio.h

gets stdio.h

gmtime time.h

ldexp math.h

localtime time.h

log math.h

log10 math.h

longjmp setjmp.h

malloc stdlib.h

mktime time.h

modf math.h

pow math.h

printf stdio.h

putc stdio.h

putchar stdio.h

puts stdio.h

rand stdlib.h

realloc stdlib.h

rewind stdio.h

表 E-2  リエントラント不可な関数一覧 (2 / 3)

関数名 ヘッダファイル名
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scanf stdio.h

setbuf stdio.h

setjmp setjmp.h

setvbuf stdio.h

sin math.h

sinh math.h

sprintf stdio.h

sqrt math.h

srand stdlib.h

sscanf stdio.h

stream_init －
strftime time.h

strtod stdlib.h

strtok string.h

strtol stdlib.h

strtoul stdlib.h

tan math.h

tanh math.h

ungetc stdio.h

vfprintf stdio.h

vprintf stdio.h

vsprintf stdio.h

表 E-2  リエントラント不可な関数一覧 (3 / 3)

関数名 ヘッダファイル名
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